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序

八戸市笹ノ沢(3)遺跡は、東北縦貫自動車道八戸―八戸線及び県道八戸

環状道路の建設に先立ち、平成10年度から当センターが調査を行っていま

 す。

平成13年度の調査では、平成10・11年度に縄文時代中期初頭の集落跡が

発見された場所の東側を調査しました。その結果、そこから続く尾根筋に同

時期の竪穴住居跡や土坑などが発見され、当時の集落が東側に続くことが明

らかになりました。また尾根南側の土坑からは、古墳時代のものと考えられ

る土器が黒曜石とともに発見されました。この時代の遺構・遺物は県内では

発見例が少なく、当時の人の動きを知る上で貴重な資料です。

この報告書は、平成13年度の調査結果をまとめたものです。今回発見さ

れた資料を今後この地域の埋蔵文化財の調査・研究、文化財の保護・活用に

役立てていただければ幸いです。

最後に、調査の実施から報告書の刊行に至るまで、種々ご指導・ご協力く

ださった関係各位に対し、厚くお礼を申し上げる次第です。

平成15年3月

青森県埋蔵文化財調査センター

所長佐藤良治
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例言
1本報告書は、八戸環状道路建設事業に伴い、青森県埋蔵文化財調査センターが平成13年度に発

掘調査を実施した八戸市笹ノ沢(3)遺跡の発掘調査報告書である。

2執筆者の氏名は文末に記し、自然科学分析等の依頼原稿については文頭に記した。また、出土し

た石器の石質鑑定は佐々木辰雄(県立八戸南高等学校教諭)氏に依頼した。

3遺物写真撮影は、田中義道(シルバーフォト)に委託した。

4出土遺物のうち、土器復元個体84点の実測は株式会社アイシン精機、剥片石器176点の実測は株

式会社アルカにそれぞれ委託した。

5調査区内に新設した4級測量基準点の測量業務は、株式会社コサカ技研に委託した。

6本報告書に掲載した遺跡位置図には、国土交通省国土地理院発行の5万分の1地形図『八戸』・

『三戸』を使用した。

7基本層序及び遺構の土層注記には、小山忠正・竹原秀雄『新版標準土色帖』(農林水産省農林水

産技術会議事務室監修1997・1998年)を使用した。

8本書を編集するにあたり、下記の機関及び諸氏にお世話になった(順不同敬称略)。

今村峯雄、宇部則保、大野亨、小林謙一、高橋與右ヱ門、谷口康浩、西沢正晴、高木晃、

井上雅孝、吾妻俊典、高橋誠明

凡例
1遺構の表記は、青森県埋蔵文化財調査センターで定めた下記の略号を使用している。

SB掘立柱建物跡　SD溝跡SE井戸跡　SI住居跡

SK土坑　SN焼土遺構　SQ配石・集石遺構　SR土器埋設遺構

ST捨て場　SV溝状土坑　SXその他の遺構

2挿図中の北方位は、座標北である。

3測量法の改正により経緯度の記載方法が旧日本測地系から日本測地系2000に変更となったた

め、抄録では両者の数値を併記しているが、挿図・本文は全て旧日本測地系を使用している。

4挿図の縮尺は、各挿図にスケールとともに示した。ただし、座標の表示のあるものについてはス

ケールを示していない場合がある。

5挿図中で用いたスクリーントーンは次のとおりである。

6縄文原体の基本的な分類は『日本先史土器の縄文』(山内清男、1979年)に従ったが、観察表中

ではその名称を略記した場合がある。

7遺物写真の縮尺は、特に断りのない場合以下のとおりである。

土器・礫石器:1/3土偶・土製品・剥片石器:1/2

例 ロ
1 本報告書は、八戸環状道路建設事業に伴い、青森県埋蔵文化財調査センターが平成13年度に発

掘調査を実施した八戸市笹ノ沢 (3)遺跡の発掘調査報告脅である。

2 執筆者の氏名は文末に記し、自然科学分析等の依頼原稿については文頭に記した。また、出土し

た石器の石質鑑定は佐々木辰雄（県立八戸南高等学校教諭）氏に依頼した。

3 遺物写真撮影は、田中義道（シルバーフォト）に委託した。

4 出土遺物のうち、土器復元個体84点の実測は株式会社アイシン精機、剥片石器176点の実測は株

式会社アルカにそれぞれ委託した。

5 調査区内に新設した4級測量基準点の測量業務は、株式会社コサカ技研に委託した。

6 本報告書に掲載した遺跡位置図には、国土交通省国土地理院発行の 5万分の 1地形図『八戸』

『三戸』を使用した。

7 基本層序及び遺構の土層注記には、小山忠正・竹原秀雄『新版標準土色帖』（農林水産省農林水

産技術会議事務室監修 1997・1998年）を使用した。

8 本書を編集するにあたり、下記の機関及び諸氏にお世話になった（順不同 敬称略）。

今村峯雄、宇部則保、大野亨、小林謙一、高橋輿右ヱ門、谷口康浩、西沢正晴、高木晃、

井上雅孝、吾妻俊典、裔橋誠明

凡 例

1 遺構の表記は、青森県埋蔵文化財調査センターで定めた下記の略号を使用している。

SB 掘立柱建物跡 SD 溝跡 SE 井戸跡 S I 住居跡

SK 土坑 SN 焼土遺構 SQ 配石・集石遺構 SR 土器埋設遺構

ST 捨て場 sv 溝状土坑 SX その他の遺構

2 挿図中の北方位は、座標北である。

3 測量法の改正により経緯度の記載方法が18日本測地系から日本測地系2000に変更となったた

め、抄録では両者の数値を併記しているが、挿図• 本文は全て旧日本測地系を使用している。

4 挿図の縮尺は、各挿図にスケールとともに示した。ただし、座標の表示のあるものについてはス

ケールを示していない場合がある。

5 挿図中で用いたスクリーントーンは次のとおりである。

遺構 遺物

焼土 炭化材 タタキ・土器剥落 スリ

6 縄文原体の基本的な分類は『日本先史上器の縄文』（山内清男、 1979年）に従ったが、観察表中

ではその名称を略記した場合がある。

7 遺物写真の縮尺は、特に断りのない場合以下のとおりである。

士器・礫石器： 1/3 土偶・土製品・剥片石器： 1/2 
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第1章調査の概要

第1節既往の調査

笹ノ沢(3)遺跡の調査は、平成10・11年度に東北自動車道八戸線(八戸～八戸)建設事業、平

成12年に県道八戸環状道路建設事業にそれぞれ先立ち、青森県埋蔵文化財調査センターによって実

施されている(図1・2)。その成果(青森県教育委員会2001・2002)を参照すると、遺跡は解析

の進んだ段丘上に位置する浅い谷地形を挟んで、北側の尾根に溝状土坑が位置し、狩猟場と考えられ

る。南側の尾根では縄文時代中期初頭の集落跡が検出された。この集落の大部分は円筒上層a式期と

いう限定された期間に営まれていたことが判明し、当該期の集落の構成・時期的な変遷を考える上で

貴重な資料となった。平成12年度の調査では、北側尾根の斜面裾部に縄文時代前期末～中期初頭の

フラスコ状土坑が検出され、集落の開始時期が若干遡る可能性が指摘された。

第2節調査要項

1調査目的　八戸環状道路建設事業の実施に先立ち、当該区域に所在する笹ノ沢(3)遺跡の

発掘調査を行い、その記録を保存し、地域社会の文化財の活用に資する。

2調査期間　平成13年6月18日から同年11月9日まで

3遺跡名及び　笹ノ沢(3)遺跡(青森県遺跡台帳番号03042)

所在地　八戸市大字尻内町字下毛合清水7-10、外

4調査対象面積　4,200㎡

5調査委託者　青森県県土整備部

6調査受託者　青森県教育委員会

7調査担当機関　青森県埋蔵文化財調査センター

8調査体制　調査指導員　村越潔　(考古学青森大学教授)

調査員　七崎修　(地質学元青森県立八戸北高等学校教諭)

工藤竹久(考古学八戸市教育委員会文化課副参事)

調査担当者　青森県埋蔵文化財調査センター

所長　中島邦夫(現青森県立郷土館長)

次長　成田誠治(平成14年3月退職)

総務課長　西口良一(現商工観光労働部労政・能力開発課総括主幹)

調査第二課長　福田友之(現次長)

文化財保護主事　中村哲也(6月18日～11月9日)

葛城和穂(7月3日～11月9日)

浅田智晴(9月3日～10月31日)

調査補助員　秋田谷恵美神健太郎工藤百恵泉山弥生

(6月18日～11月9日)

工藤美奈子細川志穂子(9月1日～10月31日)
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第1章調査の概要

第 1節既往の調査

笹ノ沢 (3)遺跡の調査は、平成10・11年度に東北自動車道八戸線（八戸～八戸）建設事業、平

成12年に県道八戸環状道路建設事業にそれぞれ先立ち、青森県埋蔵文化財調査センターによって実

施されている（図 1・2)。その成果（青森県教育委員会2001・2002)を参照すると、遺跡は解析

の進んだ段丘上に位置する浅い谷地形を挟んで、北側の尾根に溝状土坑が位置し、狩猟場と考えられ

る。南側の尾根では縄文時代中期初頭の集落跡が検出された。この集落の大部分は円筒上層a式期と

いう限定された期間に営まれていたことが判明し、当該期の集落の構成・時期的な変遷を考える上で

貴重な資料となった。平成12年度の調査では、北側尾根の斜面裾部に縄文時代前期末～中期初頭の

フラスコ状土坑が検出され、集落の開始時期が若干遡る可能性が指摘された。

第2節調査要項

1 調査目的 八戸環状道路建設事業の実施に先立ち、当該区域に所在する笹ノ沢 (3)遺跡の

発掘調査を行い、その記録を保存し、地城社会の文化財の活用に資する。

2 調査期間 平成13年6月18日から同年11月9日まで

3 遺跡名及び 笹ノ沢 (3)遺跡（青森県遺跡台帳番号 03042)

所在地 八戸市大字尻内町字下毛合清水7-10、外

4 調査対象面積 4,200m' 

5 調査委託者 青森県県土整備部

6 調査受託者 青森県教育委員会

7 調査担当機関 青森県埋蔵文化財調査センター

8 調査体制 調査指導員 村越潔 （考古学青森大学教授）

調査員

調査担当者

所長

次長

総務課長

調査第二課長

七崎修 （地質学元青森県立八戸北高等学校教諭）

工藤竹久（考古学八戸市教育委員会文化課副参事）

青森県埋蔵文化財調査センター

中島邦夫（現青森県立郷土館長）

成田誠治（平成14年3月退職）

西口 良一（現商工観光労働部労政・能力開発課総括主幹）

福田友之（現次長）

文化財保護主事中村哲也 (6月18日~11月9日）

葛城和穂 (7月3日~11月9日）

浅田智晴 (9月3日~10月31日）

調査補助員 秋田谷恵美 神健太郎 工藤百恵 泉山弥生

(6月18日~11月9日）

工藤美奈子 細川志穂子 (9月1日~10月31日）
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第3節平成13年度調査の概要

調査の方法

調査はグリッド法を基本とした。グリッドの原点・規模(4×4m)・呼称等は平成10・11年度

調査時のもの(青森県教育委員会2002)を踏襲した。日本測地系における公共座標値(X=

59,900mY=50,880m)を原点とし、東から西に向かってアルファベット(A・B・C……)、北

から南に向かって算用数字(0・1・2……)を付した。ただし、東西軸のAラインより東側につい

ては0とアルファベットの小文字の組み合わせ(0a・0b・……0y)で表した。グリッドの呼称

は北東隅の交点をあてた。

グリッド杭は、路線杭設置のため遺跡内に設置されていた4級測量基準点をもとに、新たに8ヶ所

の基準点を結合多角方式により設置し、これを用いて打設した。

標高値は、前年度に設置したB.Mから移設した。

表土の除去及び排土の移動は重機を用い、それ以外は人力での掘り下げを基本としたが、一部人力

で表土から掘り下げたところもある。

遺構は種別ごと・検出順に名称を付した。遺構ごとの略号については凡例を参照されたい。なお調

査後に遺構ではないと認定されたものについては整理作業の段階で欠番とした。

遺構の精査には各遺構の規模・形状に合わせて、四分法と二分法を適宜採用した。

遺構外出土遺物の取り上げについては、精査中に原位置を失ったものや大きさが1㎝に満たないよ

うな土器の小片を除き、光波トランシットを用い基本的に全ての遺物の位置と層位を記録した。また、

必要に応じて微細図を作成した。遺構内出土遺物の取り上げは、堆積土を分層し層位ごとに取り上げ

た。帰属層位は土層観察用のベルトを残して水平に掘り下げ、遺物が出土した段階で掘り下げを止め

土層断面を分層し、同時に水平方向の堆積土も分層し、双方を対比させて決定した。しかし全ての遺

構で実施できたわけではない。

層序については、遺構堆積土は算用数字、調査区全体の自然堆積層はローマ数字で表記した。なお、

多量の遺物を伴う人為堆積層については個別に層番号を付している。

遺構実測図は縮尺1/20を基本としたが、遺構・遺物の検出状況によって適宜変更し作成した。

写真撮影は、35㎜カメラを主体とし、カラーリバーサルフィルム・モノクロフィルム・カラーネ

ガフィルムを用いて撮影した。また、メモ写真用としてポラロイドカメラも使用した。これは、主に

遺構精査時のメモ用として使用した。

調査経過

6月18日に機材を搬入し、調査員1人、作業員23人の体制で調査を開始した。調査区内の環境整

備後粗堀を開始し、当初、尾根の頂部から北側斜面にかけての調査を進めたが、斜面に広がる人為堆

積層から出土する遺物量が多く、掘り下げ及び遺構確認作業は難航した。7月上旬からは作業員52

人・調査員2人、調査補助員4人の体制で調査を開始した。比較的遺構・遺物の分布が希薄と考えら

れたグリッド65ライン以南の調査を排土置き場の確保も兼ねて行うこととし、調査区を東西に2分

割し東側の粗堀を開始した。また、取り付け道路建設に伴う優先調査区の当初の引き渡し期日が8月

上旬であったことから、該当する部分の調査を優先して行うこととした。おおよそグリッドAライン
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第 3節 平成13年度調査の概要

調査の方法

調査はグリット法を基本とした。グリッドの原点・規模 (4X 4 rn) ・呼称等は平成10・11年度

調杏時のもの（青森県教育委員会 2002) を踏襲した。日本測地系における公共座標値 (X=

59,900m Y=50,880m) を原点とし、東から西に向かってアルファベット (A・B・C……)、北

から南に向かって算用数字 (0・1・2・・・・・・）を付した。ただし、東四軸のAラインより東側につい

ては 0とアルファベゾトの小文字の組み合わせ (Oa・Ob・ …… 0 y) で表した。グリッドの呼称

は北東隅の交点をあてた。

グ1)ット杭は、路線杭設囮のため遺跡内に設置されていた4級測量悲準点をもとに、新たに 8ヶ所

の基準点を結合多角方式により設償し、これを用いて打設した。

標高値は、罰年度に設置したB.1¥1.から移設した。

表士の除去及び排土の移動は重機を用い、それ以外は人力での掘り下げを基本としたか、一部人力

で表土から掘り下げたところもある。

遺構は種別ごと・検出)ii員に名称を付した。遣構ごとの略号については凡例を参照されたい。なお調

査後に遣構ではないと認定されたものについては整理作業の段階で欠番とした。

遺構の精査には各遺構の規模・形状に合わせて、四分法と二分法を適宜採用した。

遣構外出士遣物の取り上げについては、精査中に原位置を失ったものや大きさが 1cmに満たないよ

うな土器の小片を除き、光波トランシットを用い基本的に全ての遣物の位置と層位を記録した。また、

必要に応じて微細図を作成した。遺構内出土遺物の取り上げは、堆栢土を分圏し層位ごとに取り上げ

た。帰属層位は上層観察用のベルトを残して水平に掘り下げ、追物が出土した段階で掘り下げを止め

土層断面を分層し、同時に水平方向の堆積土も分層し、双方を対比させて決定した。しかし全ての遺

構で実施できたわけではない。

層序については、遣構堆積上は算用数字、調査区全体の自然堆積層はローマ数字で表記した。なお、

多量の遣物を伴う人為推積層については個別に層番号を付している。

遣構実測図は縮尺 l/20を基本としたが、遺構・遺物の検出状況によって適宜変更し作成した。

写真撮影は、 35mmカメラを主体とし、カラーリバーサルフィルム・モノクロフィルム・カラーネ

ガフィルムを用いて撮影した。また、メモ写真用としてポラロイドカメラも使用した。これは、主に

遺構精査時のメモ用として使用した。

調査経過

6月18日に機材を搬入し、調査員1人、作業員23人の体制で調査を開始した。調査区内の環境整

備後粗堀を開始し、当初、尾根の頂部から北側斜面にかけての調査を進めたが、斜面に広がる人為堆

積層から出土する遣物量が多く、掘り下げ及び遺構確認作業は難航した。 7月上旬からは作業員52

人・調査員2人、調査補助員4人の体制で調査を開始した。比較的遺構・遺物の分布が希薄と考えら

れたグリッド65ライン以南の調査を排土置き場の確保も兼ねて行うこととし、調査区を東西に 2分

割し東側の粗堀を開始した。また、取り付け道路建設に伴う優先調査区の当初の引き渡し期日が8月

上旬であったことから、該当する部分の調査を優先して行うこととした。おおよそグリッドAライン
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から東側がこの優先範囲にはいるため、Aラインから西側の調査を中断し東側の調査を行った。7月

下旬には第16号竪穴住居跡の精査を開始したが、堆積土から多量の遺物が出土し調査は難航した。

9月には職員・作業員を増員し、遺構の精査を本格的に開始した。調査区南側の調査も、残っていた

西半分の調査が9月で終了し、古墳時代のものと考えられる土師器とそれに伴うと考えられる黒曜石

が土坑内から出土した。10月中旬には遺構の精査と並行して、次年度に持ち越す調査区の保護を行

った。当初10月末までの予定であったが、遺物の密度が想像以上であったため、予定を延長し11月

9日に全ての遺構の精査を終え、調査を終了した。

整理の方法

遺物が多量に出土したため、報告書450p相当の整理作業を計画し、そのうち278p分を報告する

こととした。そのため、遺構の一部とその出土遺物、および遺構外で出土した遺物の出土状況や遺物

実測図は平成15年度に報告することとなった。

遺物については、光波トランシットを用いて記録した遺物の出土位置を、アイシン精機株式会社の

遺構実測支援システム「遺構くん」を用い、三次元の座標に変換した。この段階で、一部のB.Mの

標高に誤りがあることが判明し、平成14年度の発掘調査において再計測を行い、座標の再計算を行

った。その際、一部のデータの取扱いを誤りデータが消失したものがある。

水洗・注記の終了した全ての遺物の重量・層位をコンピューターに登録した。遺物の登録番号は、

現場での取り上げ番号を用いた。取り上げ時に同一個体として扱ったものでも、接合しない例があり、

これらはPl-1のように、枝番号を付して登録した。

並行して遺物の接合を行った。土器の復元の際異なる登録番号同士が接合した場合、あるいは異

なる登録番号同士でも明らかに同一個体であるものは個体番号を付した。しかし、後に登録番号が単

一で復元できた個体の一部にも実測時の管理上の都合で個体番号を付した。その数は個体番号の一部

にとどまるが、個体番号のすべてが接合・同一個体を表すわけではない。

これらの作業が終了した後、遺物出土位置の座標と重量・層位等のデータを組み合わせた。

接合終了後に掲載遺物の選別を行った後、写真撮影・実測・拓本・トレースの順に作業を進め、図

版作成を行った。土器に関しては、完形品及び径を復元できるものを中心に実測を行った。それ以外

の土器片については必要に応じ採拓した。石器は剥片石器を優先し、礫石器は完形及び略完形のもの

を優先し実測を行った。

遺構図は、原図をスキャナーでコンピューター上に取り込み、アイシン精機株式会社の遺構実測支

援システム「遺構くん」上でトレースした。これに先の遺物のデータを加え、1/20で出力し、完成

図版とした。

(葛城)
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から東側がこの優先範囲にはいるため、 Aラインから西側の調査を中断し東側の調査を行った。 7月

下旬には第16号竪穴住居跨の精査を開始したが、堆精士から多量の遺物が出土し調査は難航した。

9月には職員・作業員を増員し、遣構の精査を本格的に開始した。調査区南側の調査も、残っていた

西半分の調査が 9月で終了し、古墳時代のものと考えられる土師器とそれに伴うと考えられる黒曜石

が士坑内から出土した。 10月中旬には遺構の精査と並行して、次年度に持ち越す調査区の保護を行

った。当初10月未までの予定であったが、遺物の密度が想像以上であったため、予定を延長し11月

9日に全ての遣構の精杏を終え、調査を終了した。

整理の方法

遣物が多量に出士したため、報告書450p相当の整理作業を計画し、そのうち278p分を報告する

こととした。そのため、遺構の一部とその出土遣物、および遣構外で出土した遣物の出土状況や遺物

実測図は平成15年度に報告することとなった。

遣物については、光波トランシットを用いて記録した遺物の出土位附を、アイシン精機株式会社の

遺構実測支援システム「遺構くん」を用い、三次元の座標に変換した。この段階で、一部のB.Mの

標高に誤りがあることが判明し、平成14年度の発掘調査において再計測を行い、座標の再計算を行

った。その際、一部のデータの取扱いを誤りデータが消失したものがある。

水洗・注記の終了した全ての遺物の重量・層位をコンピューターに登録した。遺物の登録番号は、

現場での取り上げ番号を用いた。取り上げ時に同一個体として扱ったものでも、接合しない例があり、

これらはPl-1のように、枝番号を付して登録した。

並行して遺物の接合を行った。土器の復元の際、異なる登録番号同士が接合した場合、あるいは異

なる登録番号同士でも明らかに同一個（本であるものは個体番号を付した。しかし、後に登録番号が単

ーで復元できた個体の一部にも実測時の管理上の都合で個体番号を付した。その数は個体番号の一部

にとどまるが、個体番号のすべてが接合・同一個体を表すわけではない。

これらの作叢が終了した後、遺物出土位置の座標と重量・層位等のデータを組み合わせた。

接合終了後に掲載遣物の選別を行った後、写真撮影・実測・拓本・トレースの順に作業を進め、図

版作成を行った。士器に関しては、完形品及び径を復元できるものを中心に実測を行った。それ以外

の土器片については必要に応じ採拓した。石器は刹片石器を優先し、礫石器は完形及び略完形のもの

を優先し実測を行った。

遺構図は、原図をスキャナーでコンピューター上に取り込み、アイシン精機株式会社の遣構実測支

援システム「遺構くん」上でトレースした。これに先の遣物のデータを加え、 1/20で出力し、完成

図版とした。

（葛城）
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第2章遺跡の層序

平成13年度の調査区域は、遺跡の南側尾根とその両側斜面に及んでいたが、平成10年度～12年度

年度の調査で層序はほぼ把握されており、大きな相違は無いものと予想された。そこで、基本的な土

層名は平成12年度調査のものを使用することとし、当初から土層把握用のトレンチを設けることは

せず、尾根頂部の黒色土の堆積が薄い部分では、土坑の壁面を層序の確認に利用した。結果的に黒色

土と降下火山灰の関係を連続した図上で表現できないこととなった。また、遺跡全面には広がらない

土層が斜面部で検出されたため、一部に土層観察用ベルト・トレンチを設けて層序を観察することと

した。以下に各土層の特徴を記述する。

第Ⅰ層10YR2/1黒褐色シルト草木根を多く含みあまりしまっていない。

第Ⅱ層やや砂質の黒色シルトで、堆積状況の良好な部分では、2層に分層可能である。

 第Ⅱa層10YR1.7/1黒色砂質シルトφ3㎜の硬質な軽石(十和田b降下軽石:To-b)を含む。

軽石の表面は黒色を呈するが、断面は白色である。下層よりやや砂が少ない。

第Ⅱb層10YR2/1黒色砂質シルト上層にみられる十和田b軽石(To-b)を含まず、砂が多い。

中掫浮石が母材の一部と考えられ、黄褐色微細粒を含んでいる。

 第Ⅲ層10YR3/1～3/2黒褐色砂質シルト中叛浮石起源と思われるφ1㎜の微細粒子を多量含む。

 中掫浮石がφ10㎝程度の範囲に集中する部分がある。

第Ⅳ層10YR4/4褐色シルト粒径が細かく、粘性の強いシルト。今回の調査では斜面北側の東端

トレンチ・SK-284付近で確認した。

第Ⅴ層褐色～黄褐色の堅くしまった火山灰土で、八戸火山灰上部に相当すると思われる。

第Ⅵ層八戸火山灰層下部

第Ⅵa層10YR7/8黄橙色砂質火山灰層堅くしまっている。八戸火山灰Ⅴ層。

 第Ⅵb層10YR6/6明黄褐色浮石層φ3㎜。八戸火山灰第Ⅳ層。

第Ⅵc層10YR5/4黄褐色粘土質火山灰層～10YR6/6明黄褐色浮石層八戸火山灰第Ⅲ層。

第Ⅵd層10YR7/6明黄褐色浮石層八戸火山灰第Ⅱ層。

第Ⅵe層10YR8/2灰白色粘土質火山灰土八戸火山灰第Ⅰ層上部。

第Ⅵf層10YR8/2灰白色浮石層八戸火山灰第Ⅰ層に含まれる浮石層。

第Ⅵg層10YR8/2灰白色粘土質火山灰層八戸火山灰第Ⅰ層下部。

第Ⅶ層7.5YR4/4褐色粘土質火山灰土。高舘火山灰層上部。最上部は5YR4/1褐灰色粘土質火山

灰土である。

尾根頂部では、表土直下に第Ⅴ層以下の土層が堆積している。そのため、欠如する土層も多く、土

色も黄色みが強くなっており、当初は土層の認識を誤っていた。現場でデータを修正することができ

ず、整理時に修正を行った。遺構の記載で「Ⅵc以下」「Ⅵd～Ⅵg」のような表現があるのは、その

ような理由によるものである。

斜面部では、第Ⅱ層と第Ⅲ層の間に、多量の遺物を含む土層が認められた。土色や産状から判断し

て、人為的な要因で堆積したものと考えられ、これをA層と呼んだ。A層は平成13年度ですべての調
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第2章遺跡の層序

平成13年度の調査区域は、遺跡の南側尾根とその両側斜面に及んでいたが、平成10年度~12年度

年度の調査で層序はほぼ把握されており、大きな相違は無いものと予想された。そこで、基本的な土

層名は平成12年度調査のものを使用することとし、当初から土層把握用のトレンチを設けることは

せず、尾根頂部の黒色土の堆積が薄い部分では、土坑の壁面を層序の確認に利用した。結果的に黒色

土と降下火山灰の関係を連続した図上で表現できないこととなった。また、遺跡全面には広がらない

土層が斜面部で検出されたため、一部に土層観察用ベルト・トレンチを設けて層序を観察することと

した。以下に各士層の特徴を記述する。

第1層 10YR2/1 黒褐色シルト 草木根を多く含みあまりしまっていない。

第II層 やや砂質の黒色シルトで、堆積状況の良好な部分では、 2層に分層可能である。

第Ila層 IOYRI.7 /1黒色砂質シルト <I> 3 mmの硬質な軽石（十和田b降下軽石： To-b) を含む。

軽石の表面は黒色を呈するが、断面は白色である。下層よりやや砂が少ない。

第Ilb層 10YR2/1黒色砂質シルト 上層にみられる十和田b軽石 (To-b) を含まず、砂が多い。

中振浮石が母材の一部と考えられ、黄褐色微細粒を含んでいる。

第m層 1 OYR3/1 ~ 3/2黒褐色砂質シルト 中振浮石起源と思われる <I>Immの微細粒子を多量含む。

中振浮石が<I>10cm程度の範囲に集中する部分がある。

第w層 10YR4/4褐色シルト 粒径が細かく、粘性の強いシルト。今回の調査では斜面北側の東端

トレンチ・ SK-284付近で確認した。

第V層 褐色～黄褐色の堅くしまった火山灰土で、八戸火山灰上部に相当すると思われる。

第VI層 八戸火山灰層下部

第Vla層 10YR7/8黄橙色砂質火山灰層 堅くしまっている。八戸火山灰V層。

第Vlb層 10YR6/6明黄褐色浮石層 <I> 3 mm。八戸火山灰第w層。
第Vlc層 10YR5/4黄褐色粘土質火山灰層~IOYR6/6明黄褐色浮石層 八戸火山灰第皿層。

第VId層 10YR7/6明黄褐色浮石層 八戸火山灰第II層。

第Vle層 10YR8/2灰白色粘土質火山灰土 八戸火山灰第 I層上部。

第VIf層 10YR8/2灰白色浮石層 八戸火山灰第 1層に含まれる浮石層。

第VIg層 10YR8/2灰白色粘土質火山灰層 八戸火山灰第 I層下部。

第VII層 7.5YR4/4 褐色粘土質火山灰土。高舘火山灰層上部。最上部は5YR4/1褐灰色粘土質火山

灰土である。

尾根頂部では、表土直下に第V層以下の土層が堆積している。そのため、欠如する土層も多く、土

色も黄色みが強くなっており、当初は土層の認識を誤っていた。現場でデータを修正することができ

ず、整理時に修正を行った。遺構の記載で「Vlc以下」「VId~VIg」のような表現があるのは、その

ような理由によるものである。

斜面部では、第II層と第m層の間に、多量の遺物を含む土層が認められた。土色や産状から判断し

て、人為的な要因で堆積したものと考えられ、これをA層と呼んだ。 A層は平成13年度ですべての調

-6-



査を終えた訳ではないので、詳細は平成15年度刊行予定の笹ノ沢(3)遺跡Ⅳで述べる予定である。

平成10・11年度調査(『笹ノ沢(2)・(3)遺跡』青森県教委2001)の土層と平成13年度調査の土層の

対応関係は次の通りである。(中村)

図3基本層序

一7一

第 2章遺跡の層序

査を終えた訳ではないので、詳細は平成15年度刊行予定の笹ノ沢(3)遺跡IVで述べる予定である。

平成10・11年度調査（『笹ノ沢(2)・(3)遺跡』青森県教委2001)の士層と平成13年度調査の土層の

対応関係は次の通りである。 （中村）

平成10・11年度調査 平成 13年度調査 平成10・11年度調査 平成 13年度調査

I I VI 

JI II (II a) VII VIa 

ma Ilb VIII VIb 

illb 皿 IX VIc~VIf 

Na IV X VII (最上部）

n「b N XI VII 

V V 

・-
1/ 
? 

Ill __,---____ ,,,, ン 61.500m 

--------------多

-------------

62. 500m 

調査区東端トレンチ

61. 200m 

~---/ ------------ 62. 500m 

63. 300m 
63. 200m 

SK-238 

IV 

., "°''Ow-35 / 

_________ _._ __________ } 

Ow-36 

Ila 

I!b 

VIC I 
____ [ 
SK-267 

Via 

Vlb 

I 
SK-284 

。
3m 

図3 基本層序
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笹ノ沢(3)遣跡lII

第 3章検出遺構とその出士遺物

第 1節検出遺構の概要

平成13年度の調査で精査を実施した遺構は住居跡5軒、土坑81基、士器埋設遺構11甚、人為堆積

層3カ所、溝状土坑6基、溝跡2条である。住居跡、士坑の大多数、士器埋設遺構、遣物包含層は縄

文時代前期末から中期初頭のもので、集落を構成する要素である。溝状土坑はこれまでの調査では、

縄文時代後期ないしそれ以降と考えられており、今回検出されたものも同様と考えられる。溝は少な

くともこれらの遺構よりは新しい時期のものと考えられる。

住居跡は、全て縄文時代中期初頭と考えられ、 6m程度の楕円形ないし卵形のもの、 4m前後の不

整円形のもの、地滑りによる変形と風倒木による撹乱で形状規模が不明なものがある。

土坑は81基中63基が縄文時代前期末～中期初頭のものと考えられ、そのほとんどは断面形状がフ

ラスコ形、ビーカー形を呈するものである。

遺物包含層は、尾根の南北両斜面に形成されている。その形成期間は 1軒の住居や 1基の土坑の使

用期間より長いと考えられ、これらの遺構との重複の仕方は複雑である。ほぼ1個体全部と考えられ

る土器、あるいは1個体に満たない士器が潰れた状態で出土する場合がしばしばある。一方で小型の

土器は完形で出土する場合もあるし、大型の土器は、上半あるいは下半を欠くものが正立や倒立の状

態で出土する場合がある。石器以外に礫が多量に含まれている。

士器埋設遺構は遺物包含層と重複しているものがある。遺物包含層は黒褐色～暗褐色を呈する場合

が多く掘り方の確認は困難で、土器埋設遺構としたものが全て埋設されたものととらえてよいか疑問

も残る。

これらの遺構は、相互に規則的な配置を示している（図 5・6)。尾根頂部には土坑が、ここからや

や下った斜面には土坑と住居が重複して構築されている。遺物包含層は斜面に形成されており、住

居・土坑と重複している。土器埋設遺構はこれらの遺構の分布する区域に散在する。

以下の各節で各遺構について記述するが、位置・規模・検出面・重複関係等は表1中にまとめ、そ

の他必要と考えられる属性について詳述することとした。

なお、本書に遺構・遺物の実測図を掲載できなかったものは、笹ノ沢 (3)遺跡IV(平成16年3月

刊行予定）に掲載する予定である。これらは遺構については表中の備考欄にその旨を、遺物について

は表中の「遺物掲載」の項目に「無」と記してある。 （中村）

表1 遺構一覧

1. 一覧中の略号や記号の意味は次に示すとおりである。

<SK-0: SK-0と重複しSK-0より古い （）：発掘調査部分の数値 ドット：出士遺物の位懺記録

>SK-0: SK-0と重複しSK-〇より新しい

2. 計測値のうち、竪穴住居跡 ・土坑・溝状土坑の平面規模は遺構下端の数値を用いた。縄文時代及びそれ以後の遺構は、一般に黒色土中か

ら掘り込まれている。遺構内には火山灰土の崩落土も一般的に認められ、より上部の壁を構成する黒色系統の土層の崩落土が存在すること

は当然推定できる。従って、遺構の上端は、遺構の埋没過程において崩落により変形することが当然と考えられる。また、遺構検出面にお
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図4遺構配置図(S=1/800)

一9・10一





図5遺構配置部分図(S=1/250)
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ける上端の計測値は周辺土層の厚さと掘り込み面のレベル、検出時の掘り下げの程度によって変化が生じる、遺構の垂直方向の任意の位置

における数値であり、それが変化する要因も一定でない。遺構の法量を表す基準値として用いるのは不適当であると考えられる。下端はこ

のような要因に規定されないので、基準値として用いるのにより適当である。ただし、溝の下端は断面形状によっては幅を表すのに適当で

ない場合があるので、上端の値を採用した。

3.計測値のうち、住居・土坑の深さはセクション図における最大値を採用した。

一14一

笹ノ沢(3)遺跨m

ける上端の計i則値は周辺 1層の厚さと掘り込み面のレベル、検出時の掘り下げの程度によって変化が生しる、遺構の乖直方向の任，音の位開

における数値であり、それが変化する要囚も一定でない C j塁構の法量を表す某準値として用いる0)は不適当てあると考えられるc 下端はご

のような要因に規定されないのて、基準値として用いるのにより適当てあるm たたし、溝し「）下端1ま栖面形状によっては輻を表すのに適当て

ない場合かある(})で、上端の値を採用した。

:,. 計測値のうぢ、住同・土坑の深さはセクション図における最人値を採用した。

計洞値 (m)
遮物□I丘遺構名 伸 置 検出面 重 複 地滑り 価 考

に軸 卓軸 保さ 取上 掲載

地滑りによる変形と倒木疱 倒木痕>SI-16・SK-300・
SI ~16 (―) w•x-4:3·44 Vベー2 有 ト'J卜 有

による撹乱のため規模不明 301 

sn-,x>sr-17>-SK-:ill,· I 

SI-! 71口 Ou・v-43-45 \'•A-2~\1c ふ13 :39ふ 0.70 有 Iミ卜 有
303 304・30り・306

-- --
SD-28)SI-l『ンSK-302・

SI-17新 （）しt•v-4:J-45 V•A-2~,~, 6 80 四,36 0.10 自 ド、；ト 有
:lli:J<ll!cl・.ol、15・:3116

SK-282・289・290 
::il-2ll Ut•u-49·50 Vic以下 :,.6:l :J fi:, I o 42 無 卜；卜 l 有

<SI-20 

Kゞ--2「:J-276・2f)8
SI-21 Ov・w-50・51 V~,1a 5.08 34 0 82 "細'、 トト 有

<SI~21 I 
--

SK -307・:':08・309・310 
SI-22 Ou・v-51・52 rn~ff 3 73 3 78 093 無 ドット 有

<SI-:!2 

SK-220 E-65 III 092 0 78 0 27 無 有

SK-221 D-65 皿 0 68 0 63 0 31 "111" 1 有

;,;K-2'._;2 F-b4・G5 ITT 1 011 0.85 II o:l 無 有

SK-223 B-63 ill 0 69 0 67 0 51 無 有

SK-224A Ox-47 ¥Tc以下 1 67 1 98 0 89 SK -224A>SK -221B 
"＂＂" ： 
ド')ト 有

SK-224B Ox-47 ¥1(以下 "~4 仏（応 II 9¥l SE -22-,A>SK -22-,ll 無 ド）ト 有

SK-226 o,--46 ¥Tc以下 1 70 l :iG 0 73 血’‘’ ドノ卜 有

SK-227 Oy~49 V!c以下 1 99 1 71 0 54 無 Iミソト 有

SK-228 Ov-46 \1c以卜~ 0.76 0 7(1 0.14 無 有

SK-229 0¥"-4il Vic以下 2.09 1.86 l 25 1ヽ11"1、 ド，， 1ヽ 有

SK-2:30 （汎1•v-4fi ¥1c以下 1 88 l.SS 112 無 I、ト 刊

SK-231 Ov-41 ][ 旦62 2 40 1 93 舞 I'; 卜 有

SK-232 Ow-"11・42 ill I 87 187 161 加し＼ヽ トット 有

SK-□ :n (―) x-41 ill 1 Ii:! 1.50 l 49 有 ドソト 有

SK-23G Ot-47・48 胄c以下 2 11 2.11 1 16 血 ドソト 有

SK-236 (―) ,--w-47 'v1c以下 2 :lS 1.80 Cl 9:1 無 トソト 有

SK-2:J7 Ol-48 v1cー）1ト 2.0:, 1 76 0.86 }!" ，、 I'ット 有

SK-2.38 〇u-48 v1c以下 242 ]96 l 06 佃‘‘~ ドソト 有

SK --2:39 Ou•v-48 v1c以卜 217 l 7ei 101 SJ,-251・ 以52>SK-2:l!JI 無 ドソト 有

SK-240A・SK-249 
SK-;,4oA 011 -48 ＼］（以下 1 (i(I I b'i l 011 無 ドト 有

>SK-240B 

SK-240A・SK-249 
SK-240B Ou-48 Vlc以下 1.90 0 62 062 無 ドット 有

>SK-240B 

SK-241 Ou-47 VIc以下 228 2.25 1.18 SK-24l>SK-250 無 有

SK-242 Ov-47 VIc以下 1.43 1.31 0.41 無 ドット 有

SK-243 Ot•u-46•47 VIa 2.10 193 1.00 有 ドット 有

SK-244 Ow-46 V!c以下 1.31 1.23 0.35 無 ドット 有

SK-245 Ox-46 Vic以下 2.06 1.84 0.86 
鉦‘’‘‘ ドット 有

SK-246 Ow-45・46 Via 2 03 1.79 1.01 SD-28>SK-246 有 ドット 有

SK-247 Oy-46・47 VIc以下 2.09 1.89 0.78 
鉦‘’‘‘ ドット 有

SK-249 Ot•u-47•48 VIc以下 1.64 1.52 0.98 SK-241>SK-249 無 ドット 有

SK-250 Ou•v-47 Vic以下 2.00 1.84 1.31 無 ドット 有

SK-251 Ou•v-47·48 Vic以下 1.92 1.44 0.52 SD-25l>SK-239 無 ドット 有
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一15一

第 3章 検出遺構とその出土遺物

胃1恨lj値 (m) 遺物 遺物
遺構名 位 筐 検出面 重 複 地滑I'.) 備 」9を」

長軸 弔軸 深さ I I 取上 掲載

SK-2G2 Ov-48 v1c以下 149 147 0 78 SK -252>SK -339 無 ドソト 有

SK-253・ 
Ol-47・48 i1c以下 247 o 5, I Io  62 , ' 無 トソト 有

SK-2fi4 

SK-255 Ox・y-45・46 'v1c以下 2 39 2.:,6 144 ＇ j 無 ドソト 有

SK-256 Ot•u-45·4G ¥'-¥fa 2ふ6 2.47 14G I 有 Iミ、ソ卜 有

SK-'.'fi'.' G~67 Ill II 5Y 0 Sl 021 無 卜'..ト 有 I 

SK-2133 1-68 ill 0 74 U、67 048 無 ドyト 有
→ ..  •~ 

SK-2134 G-67 ill 0 ,8 0 73 0.13 狙‘’’Lこ‘ ドット 有

ベl'C-~6S (―) ,,-,x-45・46 vlc以下 2~2 210 1.02 有 ド'/卜 有

SK-266 Oy-48 V ,-...,. ¥1a 178 ].(j2 I 05 有 ド、；ト 有

SK-267 Oy-4[1 V ~・¥fa 247 2.32 !.GO 有 ドット 有

SK-268 (―) u-50 V-Vla 1 71 1 54 1 02 SI-20>SK-:Cりg 有 ドj 卜 有

SK-270 Ou-!:,O V-¥Ta cヽ,,.c)c, 2.10 0.70 SK-277.>SK-270 無 ドグト 有

SK-271 Ot-49・50 11c以下 2.96 (0 :35) (I 7り SE-272<、:sK-271
紐‘’‘‘ ドソト 有

SK-n2 Ot-4¥1・50 ¥'le以下 133 (il区7) 03 SK--271>ゞK-竺72 無 ドット 有

SK-273 Ov-50・51 V-¥Ta 2.1:J 1.8円 0%  有 ドヅト 有

SK-274 Ot-49 V-¥Ta (J.891 1.91 0,82 有 ド＼ット 有

SK-"76 (―) v-SII V~\h (1 2fl) 0 71 o s:1 SI-2L>SK-276 有 トン＇ト 有

SK-277 (—_l,--::,l•:52 V~¥13 2、82 2.:,u 2 l 1 SK-270>SK-277 存 ド,,Iヽ 有

SK-278 ()y-'i] 皿 2 54 2.29 193 有 ドット 有

SK-:!79 <ls•t·-41·42 m-v 2巳2 200 1 t,9 有 ドット 有

SK-280 Ou-,!!) III~V 2、20 l 91 1 :C.3 有 ド'Iヽ 有 I 
SK （二）u•v-51 V 215 1 7ら 149 有 Iミ;Iヽ 有

SK -2各2 ut ・ tl-4~・:,[) Vic以下 砂47 168 048 SI一訊(>SE-282 無 ドン＇ト 有

SK-283 Ox・Oy-0M・1c ¥Ta~-1,1c 3 [13 2 81 1 27 有 ドット 有

SK-284 Ut・u-42 皿 l 96 17ら 乙09 有 ド）ト 有

Eゞ-28.5 Oy-45 汀（以ト 凶17 ~17 1 07 無 ド］ト 有

SK-286 Ow-S2 皿 2 53 2 08 2 02 SK-287.>SK-286 有 ド-;Iヽ 有

SK -287 Ow-52•c:, ill 2 28 218 214 SK-28fi>Slく一巳87 行 トト J!iヽ'ヽ

SK-288 りu•v-42 皿 '~}. 一'JC' 21と 1 89 fl I'ノト 無

SK-28'.J りu-49 ¥1c以下 005 0 87 043 SI-20>SK-289 韮，,,, I'・］ト 血"" i 

SK-;;Yo Ou-4¥-J ¥1 C以下 0 88 o~s ll l::, ゞI — □o>sK-290 無 トソト 無

SK-291 Ow-53 皿 2 58 2 24 1 70 有 ト］卜 無
- -

SK-282 Ow-51 ill 旦.64 2 17 I 86 有 トソト 1‘11‘‘[ ‘ 

SK-29:J Clv・x-5'.! JlI ~-71 2 411 1%  有 ドソト 無
； 

SK-2% Ov-53 皿 2 34 (2 08) 213 SK-297・SR-13> 有 ),," Iヽ 無

SK-2% Ov·w-•B·•l4 v-Vla 2.09 185 l lfi <人令堆積悩B群 向 皿ヽヽヽ

SK-297 Ou•v-53 ill 旦58 (:!,:!7) H7  SK-2%<:SK-297 有 ドゾ卜 佃•• .. 

SK-298 Ov-50 ¥1c以下 180 161 0.82 SI一旦t>?有 佃‘‘‘‘ I 

SK-~9~ Ou--49 Vに以下 ~.Oo 1.8b 0.51 謡 無

SK-300 Ow・x-42・43 VIc以下 1.63 1.50 1.00 倒木痕>SK-300 無 紐"" 

SK-301 Ow-42・43 Vic以下 (0 88) (0.78) (0.35) 倒木痕>SK-301 無 無

SK-302 Ou・v-45・46 VIc以下 2.59 2.31 1.04 SI-17>SK-302 無 無

SK-303 Ou-44 Vic以下 2.58 2.52 1.05 SI-17>SK-303 鉦"" 無

SK-304 Ou-43•44 v-vra 2.02 1.66 1.46 SI-17>SK-304 無 無

SK-305 Ou・v-43・44 V~VIa 1.20 1.49 0.51 SI -l 7>SK -305 無 無

SK-306 Ov-44 V~VIa 216 2.09 1.14 SI-17>SK-306 無 無

SK-307 Ov-52 J[~V 2.52 2.07 0.92 SI-22>SK-307 有 無

SK-308 Ou-51 ill 1.75 (1.01) 1.64 SI-22>SK-308 有 無

SK-309 Ou・v-52 m-v 0.47 0.45 0 61 SI-22>SK-309 無 無

SK-310 Ou・v-52 V~Vla 3.22 (1.80) 0.81 SI-22>SK-310 有 無

SR-4 Ou•v-39 ill 正立 無 無
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遺物分布図凡例

次節で示す遺物分布図の記号の意味は次の通りである。掲載遺物の個体番号は属性表を参照されたい。

●遺構内土器▲剥片石器△剥片口自然礫◇土偶数字〔()外〕掲載番号〔()内〕個体番号

第2節検出遺構と出土遺物

第16号竪穴住居跡〔SI-16〕(図6～9、51～62)

[調査の経過]当初、A-2・Ⅴ層中で黒色・黒褐色土の楕円形の落ち込みを確認し、調査を開始した。

黒色・黒褐色土の中に多量の遺物が認められ、住居と考えて調査を続けた。精査が進む過程で、黒色

土の南側で遺物が全く出土しない層があり、倒木痕の可能性も考えられたが、黒色土の北側で遺物が

集中することから、何らかの遺構があると考えてさらに精査を行ったところⅤ層中で、炉の一部を検

出した。床面は大きく傾き、また凹凸があり、地滑りにより変形したものと考えられた。また、土層

の堆積状況や、遺物の出土状況からみて、堆積土中に倒木痕が形成されたものと考えられた。土層観

察用のベルトを取り除いたところ、第300・301号土坑と重複していることが明らかとなった。しか

し、土層の検討を行った際には倒木痕・地滑りによりち込んでいるものと考えていたため、その先後

関係を捉えられなかった。[炉]炉は土器埋設炉で、口縁部を欠失しており、炉構築時に打ち欠かれ

たものと考えられる。土器内から自然礫が出土した。土器片は敷き詰められていなかった。[柱穴]

柱穴は炉付近に3基を確認した。それぞれの柱穴の規模は表の通りである。第300号土坑の西側にみ

られる不整形のくぼみは風倒木痕に伴う可能性が高いと判断した。[堆積土]堆積土は風倒木による

落ち込み形成後に堆積したと考えられるA層、風倒木による落ち込み形成時のB層、風倒木による落

一16一

笹ノ沢(3)遺跡皿

計測値 (m) 遺物 遺物
遺構名 位 置 検出面 重 複 地滑り 備 考

長軸 単軸 深さ 取上 掲載

SR-5 Ou-42 B• 田 正立 無 鉦9ヽ‘‘

SR-6 Oy-49 珂 倒立 無 無

SR-7 ou~39 m 正立 無 無

SR-8 C-32 ill 倒立 無 無

SR-9 Ov-53 m 正立 無 無

SR-10 Ou-53 皿 正立 無 無

SR-ll Ox-46 SK-245 I層 正立 無
細‘’‘‘ 

SR-12 Ov-53 A-2 正立 無 無

SR-13 Ov-53 SK-295覆土 倒立 <SK-295 無

SR-15 Ou-43 I[ ＜人為堆積層B群正立 無

SV-72 D-32 m 3.54 0.09 1.24 無

SV-73 E•F-70 皿 3.75 0.08 0.94 無

SV-74 D•E-70 m 3.14 0.11 0.95 無

SV-75 G-68 圃 2.95 0.12 1.31 無

SV-76 F-67 皿 3.58 0.08 1.39 無

SV-77 G-33 I[ 3.30 0.08 1.16 無

SD-28 頂 (28.8) 0.66 0.38 SD-28・29> 無

SD-29 IV (19.0) 0.56 0.43 SD-28・29> 無

人為堆積層 Ou~w•42~ 笹ノ沢(3)遺跡IV報告

B群 44 予定

遺物分布図凡例

次節で示す遺物分布図の記号の意味は次の通りである。掲載遺物の個体番号は属性表を参照されたい。

●遺構内土器 ▲剥片石器 △剥片 □自然礫 ◇土偶 数字〔（）外〕掲載番号 (()内〕個体番号

第 2節検出遺構と出土遺物

第16号竪穴住居跡〔Sl-16〕（図6~9、51~62)

［調査の経過］当初、 A-2・V層中で黒色・黒褐色土の楕円形の落ち込みを確認し、調査を開始した。

黒色・黒褐色土の中に多量の遺物が認められ、住居と考えて調査を続けた。精査が進む過程で、黒色

土の南側で遺物が全く出土しない層があり、倒木痕の可能性も考えられたが、黒色土の北側で遺物が

集中することから、何らかの遺構があると考えてさらに精査を行ったところV層中で、炉の一部を検

出した。床面は大きく傾き、また凹凸があり、地滑りにより変形したものと考えられた。また、土層

の堆積状況や、遺物の出士状況からみて、堆積土中に倒木痕が形成されたものと考えられた。土層観

察用のベルトを取り除いたところ、第300・301号土坑と重複していることが明らかとなった。しか

し、土層の検討を行った際には倒木痕・地滑りによりち込んでいるものと考えていたため、その先後

関係を捉えられなかった。［炉］炉は土器埋設炉で、口縁部を欠失しており、炉構築時に打ち欠かれ

たものと考えられる。土器内から自然礫が出士した。土器片は敷き詰められていなかった。［柱穴］

柱穴は炉付近に3基を確認した。それぞれの柱穴の規模は表の通りである。第300号土坑の西側にみ

られる不整形のくぼみは風倒木痕に伴う可能性が高いと判断した。［堆積土］堆積士は風倒木による

落ち込み形成後に堆積したと考えられるA層、風倒木による落ち込み形成時のB層、風倒木による落
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図6第16号竪穴住居跡(1)
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第3章 検出遣構とその出土遺物
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表2Sl-16pit計測表（単位： m) 

3
 

叶

pit番号

径

深さ

0.27 X 0.26 

0.28 

0.37X0.30 0.41 X0.38 

0.38 0.42 

叫
A 

6340m B 

~ ーロニ~:
c
 

A-2 D 
64.lOm -

E
 63.80m -

F 

C-5 

G H 
63.80m 

゜
(S=l/60) 

D-3 2m 

図6 第16号竪穴住居跡 (1)
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図7第16号竪穴住居跡(2)

一18一

笹ノ沢(3)遺跡ll1

訂
7

｀
 

しじ
v

_fl_ 62.80m B 

~ 掘り方

／ロレ

Sl-16炉 第A-1層 lOYRl.7/1黒色シルト
第A-2層 10YR2/3黒褐色シルト
第A-3層 10YR3/3暗褐色シルト
第B-1層 10YR2/l黒色シルト
第B-2層 10YR2/3黒褐色シルト <J> 1cmの黄褐色浮石10%。
第B-3層 10YR5/8黄褐色浮石、粘土質火山灰土。
第B-4層 lOYRl/2黒色シルト
第B-5層 10YR3/3暗褐色砂質シルト
第C-1層 10YR2/2黒褐色シルト
第C-2層 10YR3/3暗褐色砂質シルト ゆlcm-2mmの黄褐色浮

石20%。
第C-3層 10YR3/4褐色シルト 10YR4/4褐色シルト・ lOYR

2/2黒褐色シルトの斑状構造。
第C-4層 10YR3/3暗褐色シルト C-3層と同様の構造が認めら

れるが、黄褐色浮石多い。

第C-5層 10YR2/3黒褐色シルト ゆ5mmの黄褐色浮石7%。
第D-1層 10YR2/3黒褐色シルト </>5mmの黄褐色浮石10%。
第D-2層 10YR2/2黒褐色シルト 浮石上部に¢2mm2%、W層。

炉

層

層

層

層

層

層

層

層

1

2

3

4

5

6

7

8

 

6
 

~
 

9
第

第

第

第

第

第

第

第

10YR2/3黒褐色シルト の2cmの黄
褐色浮石含む、 C-2層。
7.5YR3/4暗褐色砂質シルト（焼土）
7.5YR2/3極暗褐色シルト
10YR4/4褐色シルト
2.5YR5/6暗赤褐色粘土（焼土）
10YR4/4褐色シルト
10YR2/3暗褐色シルト
10YR3/4暗褐色シルト

゜
(S=l/30) lm 

土偶

.. 

og• 。 o
.
 

=・ ご・・ ＼レ

A 

• I 

c
 

゜
(S=l/60) 2m 

図7 第16号竪穴住居跡 (2)
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第3章検出遺構とその出土遺物
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土器接合図

゜
(S=l/60) 2m 

図8 第16号竪穴住居跡 (3)

ち込み形成以前の堆積土c層、掘り込みに対する地山D層に大別した。ここでいうA層~D層は本遺構

の堆積土にのみ用いるもので、遺物包含層とは関係無い。C層は浮石を含む量が多く、人為堆積層の

可能性が高い。しかし、 C-3層で斑状構造が認められ、堆積後自然営力が関与した可能性も考えられ

る。 B層からは遣物はほとんど出士しなかった。なお、調査の過程で、一時精査を中断し、異なる調

査者が精査を再開したため、士層の把握に、中断表3 土層名対象表

の前後で相違を生じてしまった。中断前の図は示 中断前の層名 I II 

していないが、中断前後の層位の対応関係は、ほ
|中断後の層名 IA I B,Cの一部 I~I! I : I l~b I'~c 

ぼ次のとおりである。中断前に取り上げた遺物の注記は、中断前の層名をそのまま使用している。

［出士遺物］第16号竪穴住居跡堆積土内で取り上げた士器・士製品は、 60938.lgにのぼる。頚部区

画は隆帯タイプのものがほとんどである。土偶片(89)が1点出土した。石類は石鏃5点、剥片7点、

石棒 1点、敲磨器類9点、自然礫122点が出士した。遺物はB層からはほとんど出土せず、 A層 ・C

層 ・D層に多い。［時期］遣構の時期は、炉体に使用された土器と堆積士出士士器から考えて、円筒

上層a式期である。 （中村）
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笹ノ沢(3)遺跡m

\>
(187) 

(192) 

(220) ． 

(194) 

土器接合図

(196) (172) 

図9 第16号竪穴住居跡 (4)

゜
(S=l/60) 2m 

第17号竪穴住居跡〔SIー17〕（図10~12、63~69)

［堆積土］第1層はやや腐植の集積した火山灰土である。その他の土層も基本層序には認められず、

人為的に形成された土で、人為堆積の可能性が考えられる。しかし、第2層には斑状構造が認められ、

自然営力が関与した可能性もある。［床・周溝・柱穴]V・VIa層~VIe層と、重複する各士坑の堆積

土を床面としている。第302号土坑の堆積土上には貼り床を施したと考えられるが、陥没した状態で

検出された。第302号土坑堆積土の収縮に伴うものと考えられる。床面上に長軸4.88m、単軸3.57m

の規模で溝を検出した。掘り方の南側から西側では壁直下に構築されているが、北側から東側では壁

から離れており、 立て替えがあったと考えられる。床面および重複する土坑の堆積士中で21基の小

穴を確認した。pit4・5は重複しており、立て替えを示している。規模と配置からpit2・3・4・12・

19が立て替え以前の主柱穴である可能性が考えられる。pit5は立て替え後の主柱穴である可能性が高

いが、これに対応する柱穴は判然としない。［炉］土器埋設炉を1基、地床炉を 1基検出した。土器埋

設炉は 2個体の土器が隣接して埋められており、炉体1内には火床面下に土器片が敷き詰められてい

た。一方、炉体2には土器片は認められなかった。口縁部・底部は炉体 1・2とも欠失しており、炉

構築時に打ち欠かれたものと考えられる。士層断面では新旧関係が認められず、同時に構築されたも

のと考えられる。地床炉との新旧関係は不明である。［地滑りによる変形の可能性］第302号上坑南
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図10第17号竪穴住居跡(1)
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第 3章 検出遺構とその出士遣物
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表4Sl-17pit計測表（単位： m) 

SK-305 Sl-17 

もゞ

/'7J Sl-17 

第 1層

第2層

第3層

第4層
第5層
第6層

Sl~17炉

第 1層
第2層

第3層

第4層

第5層

第6層

/1>1 

7.5YR4/4褐色粘土質火山灰土 高館火山灰起源
(/)5rnmの黄褐色浮石2%
10YR3/4暗褐色粘土質シルト (/)5rnmの黄褐色浮
石10為 10YR4/4褐色粘土質シルトとの斑状構造
10YR3/5暗褐色シルト の2crn-5mrnの黄褐色浮石
20% 
10YR3/3暗褐色シルト (/Jlcrnの浮石10%
10YR3/4暗褐色シルト (/)5rnmの黄褐色浮石10%
10YR3/3暗褐色シルト ct, lcrn-3rnrnの黄褐色浮石
20% 

第7層 10YR2/3黒褐色シルト (/)5rnrnの浮石5%
第8層 10YR2/2黒褐色砂質シルト
D 間層 1 10YR3/4暗褐色シルト（焼士）

63.60m 間層2 10YR2/3黒褐色シルト 心1cmの黄褐色浮石50%、

の5mmの炭化物粒7%、この層の上面から中位にか
けて多量の土器出土

第9層 10YR3/3暗褐色シルト

゜
(S=l/60) 2m 

5YR6/6橙色浮石 (2層か被熱により赤片）
10YR5/4にぶい黄褐色浮石
5YR5/6明赤褐色粘土質シルト
7.5YR3/4暗褐色シルト
10YR5/4にぶい黄褐色粘土 しまりなく柔らかい
10Y5/4にぶい黄褐色砂質シルト

゜
(S~l/30) lm 

pit番号 1 2 3 4 5 6 7 8 

径 012X015 0.50X024 030X026 021X020 016X - 0.15XO 10 013X010 022X014 

深さ 0 12 042 060 030 0 39 012 0.10 005 

pit番号 ， 10 11 12 13 14 15 16 

径 0.15XO.ll 020X013 023X017 0 28X 0.28 042XO 17 027X008 006X005 017X090 

深さ 0.07 026 0.20 034 014 0 16 0 30 0.70 

pit番号 17 18 19 20 21 

径 0 lOXO 05 019X012 0 29X0.12 0 29X0.25 008X010 

深さ 013 010 073 0.13 0.90 

図10 第17号竪穴住居跡 (1)
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図11第17号竪穴住居跡(2)

端と第303号土坑中央部付近を結んだ線から以北は基本層序第Ⅵb層以上を、以南は第Ⅵc層以下を床

面とするようになる。地滑りは第Ⅵb層の浮石層と第Ⅵc層の降下火山灰の層理面で発生している。こ

のため、掘り方北東部は地滑りの影響を受けて変形している可能性が高い。[出土遺物]土器は堆積

土中から28575.4gが出土した。第2～4層、間層1・2から多く出土し、間層2からは全出土量の

約1/2に当たる14249.7gが出土した。すべてが縄文時代中期に属するもので、胴部や底部のみの破

片以外はすべて円筒上層a式に比定される。頚部区画の形状は隆帯のものと段差のものがあるが後者

はほとんどみられない。石類は石鏃5点、剥片6点、敲磨器1点、自然礫82点が出土した。分布傾

向は土器と同様である。[時期]炉体土器と堆積土出土土器から円筒上層a式期と考えられる。(中村)

第20号竪穴住居跡〔Sl-20〕(図13、70)

[壁・床面]南壁は明確には確認できなかったが、その他は緩やかに外傾しながら立ち上がる。床面

一22一

笹ノ沢(3)遺跡m

I日

＼ 

（

一

]
 

／
 ／
 （
＼
 

F
 

6
3
.
6
0
m
 
1
 

I>,; 

B 63.60m — 

゜
(S=l/60) 2m 

図11 第17号竪穴住居跡 (2)

端と第303号土坑中央部付近を結んだ線から以北は基本層序第VIb層以上を、以南は第Vlc層以下を床

面とするようになる。地滑りは第Vlb層の浮石層と第Vlc層の降下火山灰の層理面で発生している。こ

のため、掘り方北東部は地滑りの影響を受けて変形している可能性が高い。［出土遣物］士器は堆積

土中から28575.4gが出土した。第2~4層、間層 1・2から多く出土し、間層 2からは全出士量の

約1/2に当たる14249.7gが出土した。すべてが縄文時代中期に属するもので、胴部や底部のみの破

片以外はすべて円筒上層a式に比定される。頚部区画の形状は隆帯のものと段差のものがあるが後者

はほとんどみられない。石類は石鏃5点、剥片6点、敲磨器 1点、自然礫82点が出上した。分布傾

向は上器と同様である。［時期］炉体土器と堆積土出土上器から円筒上層a式期と考えられる。（中村）

第20号竪穴住居跡〔Sl-20〕（図13、70)

［壁・床面］南壁は明確には確認できなかったが、その他は緩やかに外傾しながら立ち上がる。床面
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図12第17号竪穴住居跡(3)
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第3章検出遺構とその出土遺物
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図12 第17号竪穴住居跡 (3)
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10YR3/3暗褐色シルト 黄褐色浮石(-<P5mrn)
2%。
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図13 第20号竪穴住居跡

には若干凹凸があり、 中央がやや低くなっている。 ［柱穴］検出されなかった。 ［炉］床面ほぼ中央に

土器埋設炉を検出した。堆積土は掘り方を含め2層に分層した。第1層はにぶい黄褐色士でわずかに

炭化物粒を含むが、 炉の周辺の焼土を除き明確な火床面は検出されなかった。 また、 炉体の土器は底

部を欠いた状態で検出されたが、 炉内部及びその周辺から多量の土器片が出土している。 ［堆積土］

褐色シルトを主体とする層である。第皿層のようにTo-Cuを母材とする砂質シルトではなく、 八戸火

山灰起源と考えられる浮石を多く含むことから人為堆積の可能性が高い。 ［出土遣物］堆積土第1層中

から61点 (1135.0g)の土器が出士した。縄文時代中期初頭のものと考えられる。 また、堆積土中か

ら2次加工のない剥片及び自然礫が9点出士した。総重量は1997.0gである。

積土出士土器から縄文時代中期初頭と考え られる。

［時期］炉体土器と堆

（浅田・笏城）

第21号竪穴住居跡〔Sl-21〕（図14、71、72)

［壁・床面］壁は東壁を除き緩やかに外傾して立ち上がる。東壁は土坑との重複が激しく、詳細は不

明である。 ［柱穴］検出されなかった。 ［炉］床面中央やや北寄りから土器埋設炉を検出した。炉内の

堆積土は掘り方を含め 8層に分層した。第2層が火床面と考えられ、土器の周囲にも焼土が堆積して
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図14第21号竪穴住居跡

一25一

第 3章 検出遣構とその出土遺物

＼ 

A 

Sl-21 In 

二〉
01

'
 
ヽ

＼
 

., 
＼
 

＇`
 

｀
 

，
 

.`
 

，
 

,

'

，

ヽ

，
 

,

'

，

‘

 

'

，

‘

、

'

，

'

,

、

6

、

ー
／
／

ヽ

,
'
、
、,、
9

9

 

I"" 
SK-273 

木根
A 

Sl-21 

第 1層

第3層

第4層

第 5層

第6層

第7層

第8層

第 9層

第10層

第11層

第12層

第13層

第14層

10YR4/4褐色砂質シルト

黄褐色浮石（～の10rnrn)3%。

斑状に堆積、間に10YR3/3

暗褐色シルト20%混入。

第2層 10YR5/6黄褐色シルト 八

戸火山灰主体。

10YR4/4褐色砂質シルト

黄褐色浮石（～ゅ20mm)7%。

炭化物粒（～の2rnrn)l%。

10YR3/3暗褐色砂質シルト

黄褐色浮石（～ゆ20mm)l5%。

炭化物粒(-r/>2mm)3%。

10YR3/3暗褐色シルト 黄

褐色浮石(-r/>10mm) 10%。

炭化物粒(-ゅ2mm)1%。

10YR3/2黒褐色砂質シルト

黄褐色浮石（～ゆ20mrn)5%。

炭化物粒(-r/>2mm)3%。

10YR4/4褐色シルト 黄褐

色浮石(-r/>20mm) 20%。

10YR4/4褐色シルト 黄褐
色浮石(-r/>7rnm)5%。

10YR4/4褐色砂質シルト

焼土粒(-r/>3mm)3%、黄褐

色浮石(-r/>7rnrn)2%。炭化物

粒(-r/>2rnm)l%。

10YR4/4褐色シルト 黄褐

色浮石（～の15rnm)5%。炭化

物粒(-r/>2rnrn)l%。

10YR3/3暗褐色砂質シルト

黄褐色浮石(-r/>10mm)5%。

10YR3/2黒褐色砂質シルト

黄褐色浮石(-r/>20rnrn)7%。

炭化物粒（～ゆ5rnrn)2%

10YR2/2黒褐色砂質シルト

焼土粒(-r/>5mm)2%。黄褐

色浮石(-r/>20mrn)3%。

10YR4/4褐色砂質シルト

黄掲色浮石（～ゆ10mrn)10%。

c
 

D 
63.lOm~ 

E
 

F 
63.lOm -

(279) 
(272) 
220 

(275) 
215 

．
 
D
 

A 

: .. 
(276)、
．？ ・ロ・． 
Oi• : 且~.-
" . ロ

，1 
D 

．．．
 

. : ・,  ●● 

SI-22 
P908・909・957 
と接合

(273) 
219 ゜

el 

G H 
- 62.50m-

冒
（炉： S~l/30) lm 

S1-21炉
第 1層 JOYR3/3暗褐色シルト 焼

土ブロック (-c/>20mm)40%。

10YR3/4暗褐色シル］、 黄

褐色浮石（～の7mm)10%、

掘り方フク土。

10YR3/3暗褐色シルト 黄
褐色浮石(-(/)3mm)3%、

掘り方フク土。

10YR3/4暗褐色シルト 掘

り方フク土。

10YR3/4暗褐色砂質シルト

黄褐色浮石(-(/)10mm)2%。

5YR8/5明赤褐色砂質シルト

10YR3/3暗褐色砂質シルト

黄褐色浮石(-(/)5mm)1%。

第8層 7.5YR3/3暗褐色砂質シルト

第2層

第 3層

第4層

第 5層

第6層

第 7層

A 

(274) 

, • ••• ._• 218• •-; ・°" 
・□ ． ． ．． ．．・ ・・：ふ(.:.,; ・・
．、 '.t.・.・・, --~ ・~:.. , ● 0.  ロ．．．口．・．。・立゚ロ・． ．． 

0 D D 言

62.70m 
B 

゜
(S=l/60) 2m 

図14 第21号竪穴住居跡

-25-



いる。炉体土器は口縁部を欠失しており、埋設時に打ち欠かれたと考えられる。土器内に土器片は敷

き詰められていなかった。炉体土器は第22号住居跡から出土した口縁部破片3点と接合した。[堆積

土]14層に分層した。いずれも八戸火山灰起源と考えられる浮石粒を含んでおり、人為堆積と考え

られる。[出土遺物]床面直上、第1・2・3・4・5・9・10・12層から145点(2331.6g)の土器が出土した。

石器は第5層から有茎の石鏃が1点出土した。また、2次加工のない剥片及び自然礫は22点で、第

1層から第5層までの出土量が全体の約8割を占める。総重量は2160.5gである。[時期]炉体土器

と堆積土出土器から、縄文時代中期初頭と考えられる。また、炉体土器の接合関係により、第22号

竪穴住居跡より新しい。(浅田・葛城)

第22号竪穴住居跡〔Sl-22〕(図15・16・73～91)

[平面形]平面形は隅丸長方形と考えられるが、東側が調査区域外に広がるため詳細は不明である。

また、北側に半円状の張り出しを検出した。重複する遺構の可能性もあるが、柱穴及び周溝は検出さ

れなかったため詳細は不明である。[壁・床面]確認できる壁は緩やかに外傾して立ち上がる。床面

はほぼ平坦である。[重複]第307・308・309・310号土坑と重複し、本住居跡が新しい。なお、第

308号土坑との重複は、調査区境界の壁面での確認であり、平面形では確認できなかった。[柱穴]3

基確認した。柱穴配置等詳細は不明である。[炉]床面中央東寄りから新旧2基の土器埋設炉を検出

した。いずれも第310号土坑を掘り込んで構築されている。炉1は口縁部を欠いている。堆積土は掘

り方を含め5層に分層した。第2層が火床面であり、その直下の第3層には多量の土器片が敷かれて

いる。炉2は当初炉1の掘り方内の土器片と考えていたが、精査の過程で炉1に先行する土器埋設炉

であることが判明した。前述のように炉1を精査中に検出したため、確認できた炉内の堆積土はわず

かであり詳細は不明であるが、層中には焼土粒を含んでいる。また、炉1の精査中に炉1の火床面と

は別の焼土を検出した。この時点では炉が複数あると考えていなかったが、結果的にこれが炉2の火

床面と考えられる。炉体土器はいずれも中期初頭のものと考えられる。[堆積土]16層に分層した。

この内、初期に堆積した第11～14層は浮石粒をほとんど含まず自然堆積と考えられるが、その後に

堆積したものは層中に八戸火山灰起源の浮石を含むものが多く、また廃棄と考えられる土器・石器が

多量に出土することなどから人為堆積と考えられる。[出土遺物]遺物の取り上げに際しては、掘り

下げの途中で住居跡堆積土のすべての土層の関係を整合的に把握するのが難しかったため複数層を一

括して取り扱い、上記の層位の第1・2層を第1層、第3・4層を第2層、第5・6層を第3層、第

7・8・9層を第4層、第10層以下を第5層とした。以下の事実記載では取り上げ時の層位を用い

る。土器は堆積土中から合計1682点(83801.1g)出土した。層毎にみると、第1層から891点

(30261.3g)、第2層から133点(3834.7)、第3層から518点(39080.8g)、第4層から125点

(10268.5g)、第5層から5点(87,4g)が出土し、第1層と第3層に集中している。石器は2次加工

のない剥片及び自然礫も含めて222点出土している。これらは第1層から第3層を中心に出土してお

り、全体の約9割を占める。総重量は27030.0gである。この内、石器と認められるものは石鏃・敲

磨器類など15点出土しているが、これらも第1・3層を中心としている。これは本住居跡の埋没過

程で生じたくぼ地に遺物が大量に廃棄された結果と考えられる。土器は頚部区画が隆帯タイプのもの

がほとんどだが、段差タイプのものが少量混じる。土器型式の上ではほとんどが円筒上層a式と考え

られるが、1点円筒下層d式の復元個体が含まれている。古い遺構や包含層を掘り込んだ際に出た遺
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笹ノ沢(3)遺跡lI1

いる。炉体士器は口緑部を欠失しており、埋設時に打ち欠かれたと考えられる。上器内に士器片は敷

き詰められていなかった。炉体士器は第22号住居跡から出士した口縁部破片3点と接合した。［堆積

土] 14層に分層した。いずれも八戸火山灰起源と考えられる浮石粒を含んでおり、人為堆積と考え

られる。［出t遺物］床面直上、第1・2・3・4・5・9・10・12層から145点 (2331.6g)の士器が出士した。

石器は第 5層から有茎の石鏃が 1点出士した。また、 2次加工のない剥片及び自然礫は22点で、第

1層から第5層までの出土量が全体の約 8割を占める。総重量は2160.5gである。［時期］炉体上器

と堆積土出上器から、縄文時代中期初頭と考えられる。また、炉体土器の接合関係により、第22号

竪穴住居跡より新しい。 （浅田・懃城）

第22号竪穴住居跡〔Sl-22〕（図15・16・73~91)

［平面形］平面形は隅丸長方形と考えられるが、東側が調査区域外に広がるため詳細は小明である。

また、北側に半日状の張り出しを検出した。重複する遣構の可能性もあるが、柱穴及び周溝は検出さ

れなかったため詳細は不明である。［壁・床面］確認できる壁は緩やかに外傾して立ち上がる。床面

はほぼ平坦である。［重複］第307・308・309・310号土坑と平複し、本住居跡が新しい。なお、第

308号士坑との厘複は、調査区境界の壁面ての確認であり、平面形では確認できなかった。［柱穴〕 3 

韮確認した。柱穴配置等詳細は不明である。［炉］床面中央東寄りから新旧 2埜の土器埋設炉を検出

した。いずれも第310号上坑を掘り込んで構築されている。炉1は口緑部を欠いている。堆積土は掘

り方を含め 5層に分層した。第2屈が火床面であり、その直下の第3層には多量の士器片が敷かれて

いる。炉2は当初炉 1の掘り方内の土器片と考えていたが、桔査の過程で炉 lに先行する土器埋設炉

てあることか判明した。前述のように炉lを精査中に検出したため、確認できた炉内の堆積土はわず

かであり詳細は不明であるが、層中には焼士粒を含んでいる。また、炉 1の精査中に炉lの火床面と

は別の焼土を検出した。この時点では炉が複数あると考えていなかったが、結果的にこれが炉2の火

床面と考えられる。炉体土器はいずれも中期初頭のものと考えられる。［堆積土] 16層に分層した。

この内、初期に堆積した第11~14層は浮石粒をほとんと合まず自然堆積と考えられるが、その後に

堆積したものは居中に八戸火山灰起源の浮石を含むものが多く、また廃棄と考えられる士器・石器が

多量に出土することなどから人為堆積と考えられる。［出士遣物］遺物の取り上げに際しては、掘り

下げの途中で住届跡堆積土のすべての士層の関係を整合的に把握するのが難しかったため複数層を一

括して敗り扱い、上記の層位の第 1・2層を第 1層、第3・4層を第2層、第 5・6層を第3層、第

7・8・9層を第4層、第10層以下を第 5屑とした。以下の事実記載では取り上げ時の層位を用い

る。土器は堆積土中から合計1682点 (83801.lg)出土した。層毎にみると、第 1層から891点

(30261.3g)、第2層から 133点 (3834.7)、第3層から518点 (39080.8g)、第4層から125点

(10268.5g)、第5層から5点 (87.4g)が出士し、第 1層と第3層に集中している。石器は 2次加工

のない剥片及び自然礫も含めて222点出土している。これらは第 1層から第3層を中心に出土してお

り、全体の約9割を占める。総重量は27030.0gである。この内、石器と認められるものは石鏃・敲

磨器類など15点出土しているが、これらも第 1・3層を中心としている。これは本住居跡の埋没過

程で生じたくぼ地に遺物が大量に廃棄された結果と考えられる。土器は頚部区画が隆帯タイプのもの

がほとんどだが、段差タイプのものが少量混じる。土器型式の上ではほとんどが円筒上層a式と考え

られるが、 1点円筒下層d式の復元個体が含まれている。古い遺構や包含層を掘り込んだ際に出た遺
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図15第22号竪穴住居跡(1)
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第 1層 10YR5/6黄褐色砂質シルト 浮石粒15%。
第2層 10YR2/2黒褐色砂質シルト 浮石粒(-</J5mm)7%、炭化物粒1%。
第3層 10YR2/3黒褐色砂質シルト 浮石粒(-</J15mm)5%、炭化物粒微量。
第4層 10YR3/3暗褐色砂質シルト 浮石粒(-<P10rnrn)7%、炭化物粒3%。

第5層 10YR4/4褐色砂質シルト
第6層 10YR2/l黒色砂質シルト 浮石粒(-<Pl0rnrn)5%、炭化物粒10%、

焼士粒3%、炭化物主体層。
第7層 10YR3/3暗褐色砂質シルト 浮石粒(-</Jl0rnrn)10%、炭化物粒微量。
第8層 10YR2/3黒褐色砂質シルト 浮石粒(-<P10rnrn)3%、炭化物粒微量。

第9層 10YR4/6褐色砂質シルト 浮石粒微量、砂質に富む。
第10層 10YR4/4褐色砂質シルト 浮石粒(-<P20rnrn)20%、八戸火山灰起源

の粘土粒5%、炭化物粒微量。
第11層 10YR3/3暗褐色砂質シルト 浮石粒(-<P10rnrn)5%。

第12層 10YR2/l黒色砂質シルト 崩落土。
第13層 10YR3/3暗褐色砂質シルト 浮石粒微量。
第14層 10YR4/4褐色砂質シルト 浮石粒5%。炭化物粒微量。
第15層 10YR4/4褐色砂質シルト 粘士粒、浮石粒5%。

第16層 lOYRl.7 /1黒色砂質シルト

S1-22炉1
第1層 10YR4/4褐色シルト 黄褐色浮石(-<P5rnrn)20%。

第2層 7.5YR5/8明赤褐色土火床面。
第3層 10YR2/3黒褐色砂質シルト 炭化物粒15%。
第4層 10YR2/2黒褐色砂質シルト 浮石粒(-</J5mm)3%。

第5層 10YR5/8黄褐色砂質シルトと暗褐色砂質シルト (10YR3/3)の混合士。

S1-22炉2
第1層 10YR3/3暗褐色砂質シルト 焼士粒微量。
第2層 10YR2/2黒褐色砂質シルト
第3層 10YR2/2黒褐色砂質シルト SK310フク土。
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物を二次的に廃棄した可能性が考えられる。堆積土中から出上した口縁部破片が第21号住居跡の炉

体士器と接合した。また、図88-379は第270号上坑から出土した破片（図107-651) と同一個体の可

能性がある。［時期］炉体土器と堆積土出土土器から円筒上層 a式期と考えられる。また、土器の接

合関係から第21号住居跡より古い。 （葛城）

第220号土坑〔SK-220〕（図17)

［堆積士］黒色シルトの単層で、十和田b降下軽石を含んでいる。周辺土層の基本層序第II層に類似

する。［出土遺物］堆積士中から15cm大の、角のとれた角礫が出土した。［時期］時期決定できる遺
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図17 第220・221・222・223・224号土坑

物は無いが、規模、形態、礫が出士したことから、後述の第257・261号土坑と同時期の可能性が考

えられる。 （中村）

第221号土坑〔SK-221〕（図17、92)

［堆積士］黒色シルトの単層で、十和田b降下軽石を含んでいる。周辺土層の基本層序第II層に類似す

る。［出士遣物］堆積土中から土師器片と15cm大の扁平な川原石が出土した。［時期］直接的に時期

決定できる遺物は無いが、規模や形態、土師器・礫が出土したことから、後述の第257・261号土坑

と同時期の可能性が考えられる。 （中村）
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第222号土坑〔SK-222〕(図17)

[堆積土]黒色シルトを主体とし、周辺土層の基本層序Ⅱ層に類似する。7層に分層した。第1層は

十和田b降下軽石を含んでいる。[出土遺物]堆積土中からは、川原石が出土した。[時期]直接的に

時期決定できる遺物は無いが、規模・形態、礫が出土したことから、後述の第257・261号土坑と同

時期の可能性が考えられる。(中村)

第223号土坑〔SK-223〕(図17)

[堆積土]黒色シルトの単層で、十和田b降下軽石を含んでいる。周辺土層の基本層序Ⅱ層に類似する。

[出土遺物]堆積土中から川原石が出土した。[時期]直接的に時期決定できる遺物は無いが、規模、

形態、礫が出土したことから、後述の第257・261号土坑と同時期の可能性が考えられる。(中村)

第224A・B号土坑〔SK-224A・B〕(図17、18、92)

[検出と調査過程・遺物取り上げ方法]当初、長方形の土坑として調査を開始し、土層観察用のベル

トを残して、分層・遺物取り上げを平行して進めながら床面まで掘り下げた。この過程で、2つの土

坑の重複であることを確認したが、土層番号は既に両方にまたがって割り振っていたため、両者共通

の通し番号を用いた。遺物は、当初は224号土坑として取り上げたが、両者の分離ができた段階で、

それぞれ1番から用いることとした。[堆積土]A号は10層に、B号は15層に分層した。いずれも火

山灰土や、火山灰土ブロックと黒色系統のシルトの混合土が多量に認められ、人為堆積と考えられる。

[出土遺物]縄文土器の小片と礫が出土した。土器は第2・3・4・7・10・15・18・20・21層から出土した。

縄文時代中期初頭のものが主体と考えられ、明らかに円筒下層d式と考えられる破片は含まない。総

重量275.6gである。石器は石箆1点、敲磨器1点、自然礫14点が出土した。下層に多く分布する。

[時期]本遺構に明確に伴いかつ時期決定できる遺物がないため、詳細な時期は不明だが、縄文時代

中期初頭の可能性が高い。(中村)

第225号土坑〔SK-225〕(図18、92)

[堆積土]軽石を多量に含む黒色系のシルトが多く、人為的に攪拌された土壌が主体であると考えら

れる。火山灰土は壁際に認められ、中央部には認められないため、崩落土と考えられる。第2・3層

には斑状構造が認められる。これらのことから、堆積土の形成に一定の時間を要した可能性も考えら

れる。[出土遺物]第1層から、榎林式～最花式と思われる土器の小片が、第2層から縄文時代中期

初頭のものと思われる土器の小片が出土した。いずれも図化できる程度の大きさではなく、また、本

遺構の位置する尾根頂部は黒色土の堆積が薄く、火山灰土との漸移的な層も見あたらない。土壌の流

出や人為的な削平に起因する可能性が考えられ、最上部で出土した遺物も本遺構に伴わない可能性が

ある。第1・2・6層・第27層から縄文土器片が出土した。石類は出土しなかった。出土遺物の総重量は

88.8gである。[時期]本遺構に明確に伴いかつ時期決定できる遺物がないため、詳細な時期は不明で

あるが、本遺跡の主体的な時期である縄文時代前期末から中期初頭に属する可能性が高い。(中村)

第226号土坑〔SK-226〕(図19)

[堆積土]黒色系統の砂質シルトを主体とする。13層に分層した。壁際の崩落土は認められない。人

為堆積か自然堆積かの判断は難しい。[出土遺物]第4層から自然礫が1点出土した。[時期]本遺構

に明確に伴いかつ時期決定できる遺物がないため、詳細な時期は不明であるが、本遺跡の主体的な時

期である縄文時代前期末から中期初頭に属する可能性が高い。(中村)
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笹ノ沢(3)遺跡III

第222号土坑 (SK-222〕（図17)

［堆梢土］黒色シルトを主体とし、周辺士層の基本層序II層に類似する。 7層に分層した。第 1層は

十和田b降下軽石を合んでいる。［出土遺物］堆積土中からは、川原石が出土した。［時期］直接的に

時期決定できる遺物は無いが、規模・形態、礫が出土したことから、後述の第257・261号土坑と同

時期の可能性が考えられる。 （中村）

第223号土坑〔SK-223〕（図17)

［堆積土］黒色シルトの単層で、十和田b降下軽石を含んでいる。周辺土層の基本層序II層に類似する。

［出土遺物］堆積土中から川原石が出土した。［時期］直接的に時期決定できる遺物は無いが、規模、

形態礫が出士したことから、後述の第257・261号土坑と同時期の可能性が考えられる。 （中村）

第224A・B号土坑〔SK-224A・B)(図17、18、92)

［検出と調査過程・遺物取り上げ方法］当初、長方形の士坑として調査を開始し、士層観察用のベル

トを残して、分層・遣物取り上げを平行して進めながら床面まで掘り下げた。この過程で、 2つの土

坑の重複であることを確認したが、上層番号は既に両方にまたがって割り振っていたため、両者共通

の通し番号を用いた。遣物は、当初は224号土坑として取り上げたが、両者の分離ができた段階で、

それぞれ 1番から用いることとした。［堆積土]A号は10層に、 B号は15層に分層した。いずれも火

山灰土や、火山灰土ブロックと黒色系統のシルトの混合土が多量に認められ、人為堆積と考えられる。

［出士遺物］縄文土器の小片と礫が出士した。士器は第2・3・4・7・10・15・18・20・21層から出士した。

縄文時代中期初頭のものが主体と考えられ、明らかに円筒下層d式と考えられる破片は含まない。総

重量275.6gである。石器は石箆 l点、敲磨器 1点、自然礫14点が出士した。下層に多く分布する。

［時期］本遺構に明確に伴いかつ時期決定できる逍物がないため、詳細な時期は不明だが、縄文時代

中期初頭の可能性が裔い。 （中村）

第225号土坑〔SK-225〕（図18、92)

［堆積土］軽石を多量に含む黒色系のシルトが多く、人為的に攪拌された士壌が主体であると考えら

れる。火山灰士は壁際に認められ、中央部には認められないため、崩落士と考えられる。第2・3層

には斑状構造が認められる。これらのことから、堆積士の形成に一定の時間を要した可能性も考えら

れる。［出土遺物］第 1層から、榎林式～最花式と思われる土器の小片が、第2層から縄文時代中期

初頭のものと思われる土器の小片が出土した。いずれも図化できる程度の大きさではなく、また、本

遣構の位岡する吊根頂部は黒色士の堆積が薄く、火山灰士との漸移的な層も見あたらない。土壌の流

出や人為的な削平に起因する可能性が考えられ、最上部で出土した遺物も本遺構に伴わない可能性が

ある。第1 ・ 2·6層•第27層から縄文土器片が出士した。石類は出土しなかった。出土遣物の総重量は

88.Sgである。［時期］本遺構に明確に伴いかつ時期決定できる遺物がないため、詳細な時期は不明で

あるが、本遺跡の主体的な時期である縄文時代前期末から中期初頭に属する可能性が高い。 （中村）

第226号土坑〔SK-226〕（図19)

［堆積土］黒色系統の砂質シルトを主体とする。 13層に分層した。壁際の崩落土は認められない。人

為堆積か自然堆積かの判断は難しい。［出土遣物］第4層から自然礫が1点出土した。［時期］本遣構

に明確に伴いかつ時期決定できる遺物がないため、詳細な時期は不明であるが、本遺跡の主体的な時

期である縄文時代前期末から中期初頭に属する可能性が高い。 （中村）
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図18第224・225号土坑
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SK-224 
第1層 10YR4/4褐色シルト 八戸火山灰起源と思われる</Jlcmの黄褐色浮石10%、</J3暉
の炭化物粒1%以下。

第2層 !OYR4/6褐色粘土質火山灰土 八戸火山灰起源と思われる</Jlcmの黄褐色浮石1%
以下、 r/)11111の炭化物粒1%以下．

第3a層 !OYR4/糾易色粘土質火山灰土 </Jlmmの炭化物粒1%以下．
第3b層 !OYR4/財昌色10YR4/,U駅きシルトの斑状構造、八戸火山灰起源と思われる</J5DIII
の黄褐色浮石含む、 r/)511111/J)炭化物粒1%.

第3c層 10YR4/4褐色八戸火山灰起源と思われる</Jle員の黄褐色浮石7%.
第4層 !OYR4/4褐色粘土質火山灰土 八戸火山灰起源の黄褐色浮石1%.
第5層 10YR3/4暗褐色砂質シルト
第6層 !OYR4/4褐色粘土質シルト
第7層 !OYR4/4褐色粘士質火山灰士 高舘火山灰大きなブロック状。
第8層 !OYR4/6褐色シルト質火山灰士
第9層 !OYR5/6黄褐色粘土質火山灰土
第10層 10YR4/6褐色粘土質火山灰土 4/4褐色シルトの混じったもの。 r/)51111の炭化物含む。
第II層 IOYR5/6黄褐色粘土質火山灰土 第9層 !OYR4/4褐色粘士質シルト高舘火山灰起源。
第12層 !OYR4/6-l屠色粘土質土と7.5YR4/4褐色粘土質、 IOYR6/6明黄褐色粘土質火山灰 第10層 10YR4/糾易色シルト 黄褐色 (lOYRS/8)火山灰土と暗褐色シルトの混合土。
土の混合土。 第II層 IOYR4/4褐色シルト </Jlcmの黄褐色浮石15%、炭化物1%以下、下半はIOYR2/3

第13a層 !OYR5/6黄褐色粘土質火山灰土 黒褐色シルト浮石10%。
第13b層 !OYR4/6褐色粘士質火山灰土 第12層 IOYR4/6褐色火山灰土八戸火山灰土Vld以下の崩落。
第14層 10YR4/4l昌色粘土質シルト</Jlcmの黄褐色浮石15%、</J2DIIIの炭化物粒2%。 第13眉 IOYR5/8黄褐色シルト質火山灰土 Vld以下の崩落。
第15層 10YR3/4暗褐色粘土質シルト 第14層 10YR3/4暗褐色シルト </Jlcmの黄褐色浮石30%.
第16層 10YR3/3暗褐色粘土質シルト </Jinnの炭化物粒1%以下。 第15層 10YR5/6黄褐色シルト質火山灰土 VI d以下の崩落。
第17層 !OYRS/6黄褐色粘土質火山灰土 第16層 !OYRS/8黄褐色シルト質火山灰土・浮石 Vld以下の崩落。
第18層 IOYR4/6褐色粘土質火山灰土 八戸火山灰起源。 第17層 IOYR4/4l易色シルト </J3nlnの黄褐色浮石30%。
第19層 !OYR4/4褐色シルト 第18層 IOYR3/雑音褐色粘土質シルト炭化物1%、黄褐色浮石2%.
第20層 !OYR3/4暗褐色粘土質シルト 第19層 10YR4/4褐色シルト </J21Dllの黄褐色浮石30%。
第21層 10YR4/4褐色粘士質火山灰土 !OYR6/6明黄褐色火山灰士</,2cmのブロック含む。 第20層 IOYR3/4暗褐色シルト c/J3mnの浮石30%.
第22層 !OYR4/4褐色粘土質シルト IOYR6/6明黄褐色火山灰土c/J!Ocmのプロック5% 第21層 IOYR3/4暗褐色シルト 浮石c/J3mm!O%,
</Jlllllの炭化物粒1%以下。 第22層 7.5YR4/4~4/3褐色粘土質火山灰土 高舘火山灰の崩落。

第23層 7.5YR4/4l易色粘土。高舘火山灰起源の粘土。 第23層 IOYR5/6黄褐色粘土質火山灰土 VI ct以下の崩落土。
第24層 !OYR4/4褐色粘土質シルト 第24層 !OYR6/6明黄褐色粘士質火山灰土 VId以下の崩落土。
第25層 IOYR4/4褐色粘土質火山灰土 21層と同質。 第25層 !OYR4/4褐色粘土質シルト 八戸火山灰起源と思われる</)51111の黄褐色浮石5%、
第26層 !OYR4/4褐色粘土質シルト高舘火山灰起源の粘土と八戸火山灰起源の黄褐色浮 炭化物</JI血1%以下。
石</)5暉の黄褐色浮石5%、</,2鵬の炭化物粒1%。 第26層 IOYR4/3にぶい黄褐色粘土質シルト

第27層 !OYR4/4褐色粘土質シルト 八戸火山灰起源の黄褐色浮石15%。 第27層 7.5YR5/4にぶい褐色粘士質火山灰士 高舘の最上部、地山は4/6よりやや暗いオレ
第28眉 10YR4/4l易色粘土質シルト </Jlcmの黄褐色浮石1%。 ンジがかった層。
第29層 !OYR4/4褐色粘土高舘火山灰の風化． 第28層 JOYR5/8黄褐色シルト質火山灰土浮石八戸lll•IV?•VI?の崩落。
第30層 7.5YR4/6褐色粘土質火山灰土 第29層 10YR4/4褐色シルト八戸火山灰起源と思われるc/J2mmの黄褐色浮石20%。
第31層 10YR4/6褐色粘士 </J511Dの炭化物粒1%以下。 第30層 10YR5/8黄褐色シルト浮石 10YR4/6褐色（高舘・八戸の混合）、 7.5YR明褐色
第32層 10YR6/8黄褐色シルト質火山灰土 （高舘）粘土質火山灰土、壁の崩落。

第31層 IOYR5/6・6/6黄褐色・明黄褐色粘土質火山灰土 Vld以下の崩落土。
第32層 7.5YR4/6褐色粘土質火山灰土高舘火山灰起源。
第33層 IOYR4/6褐色粘土質火山灰土とシルトの混合土。しまり弱い。
第34層 7.5YR5/6明褐色粘土質火山灰土 高舘
第35層 7.5YR4/4褐色粘土質火山灰土
第36層 IOYR4/4l尉5シルト 八戸火山灰起源と思われる</J7mmの黄褐色浮石5%。
第37層 10YR3/4暗褐色シルト </Jlmmの黄褐色浮石30%。
第38層 10YR5/8黄褐色シルト質火山灰土・浮石 Vld以下の崩落。
第39層 IOYR5/6~4/6黄褐色～褐色粘土質火山灰土 壁の崩落土が混合したもの、しまり
弱い。

第40層 IOYR3/4暗褐色シルト 八戸火山灰起源と思われる</Jlmmの黄褐色浮石微量．
第41層 !OYR5/6黄褐色粘土質火山灰土 高舘火山灰の崩落土。
第42層 IOYR3/411音褐色シルト </,5mmの黄褐色浮石5%。
第43層 7.5YR3/4暗褐色シルト
第44層 10YR7/6明褐色砂質10YR5/8粘土質火山灰土のブロック間に!OYR4/4褐色シルト
の入ったもの。

SK-225 
第1層 10YR4/6褐色粘土質火山灰土地山面と同じ土。 (V!d以下）
第2層 10YR3/4暗褐色シルト 八戸火山灰起源と思われる</Jlcmの黄褐色浮石粒15%、
QJ llllllの炭化物粒1%以下.10YR4/4粘士質シルトとの斑状構造．

第3層 10YR3/頌音褐色シルト 上層より斑状構造弱い。八戸火山灰起源と思われる¢
1cmの黄褐色浮石15絵

第4層 10YR3/4暗褐色シルト 八戸火山灰起源と思われるQJ7四の黄褐色浮石7%、炭
化物</Jinn!%以下．

第5眉 10YR3/3暗褐色シルト 八戸火山灰起源と思われるが3lllllの黄褐色浮石7%、炭
化物</Jinn!%以下．

第6眉 IOYR4/3にぶい黄褐色粘土質シルト 八戸火山灰起源と思われる黄褐色浮石
5蹂炭化物tJ>l1111l%以下．

第7層 10YR4/4褐色シルト 八戸火山灰起源と思われる</J5疇の黄褐色浮石7%、炭化
物</JI血1%以下．

第8層 10YR3/4暗褐色シルト 八戸火山灰起源と思われる</Jlcmの黄褐色浮石20%,

c
 

P 43 

D 
63.60m 

25 

゜
(S=l/40) 2m 

図18 第224・225号土坑
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第227号土坑〔SK-227〕(図19)

[堆積土]11層に分層した。火山灰土や火山灰土とシルトの混合土層が認められ、人為堆積と考えら

れる。[出土遺物]第6層から自然礫が1点出土した。[時期]本遺構に明確に伴いかつ時期決定でき

る遺物がないため、詳細な時期は不明であるが、本遺跡の主体的な時期である縄文時代前期末から中

期初頭に属する可能性が高い。(中村)

第228号土坑〔SK-228〕(図19)

[形状]浅い皿形を呈する。[堆積土]八戸火山灰起源と考えられる黄褐色軽石を多量に含む黒色シル

トの単層である。通常、黒色土中に黄褐色軽石が多量に含まれることはないので、人為堆積と考えら

れる。[出土遺物]出土しなかった。[時期]不明。(中村)

第229号土坑〔SK-229〕(図19、92)

[堆積土]20層に分層した。壁際に崩落土と考えられる堆積土が認められず、人為堆積の可能性が高

い。[出土遺物]第6・7・9層から縄文土器片が各1点ずつ出土した。縄文時代中期初頭のものと

思われる。第7層からはスクレーパー類と自然礫が1点出土した。[時期]本遺構に明確に伴いかつ

時期決定できる遺物がないため、本遺跡の主体的な時期である縄文時代前期末から中期初頭に属する

可能性が高い。(中村)

第230号土坑〔SK-230〕(図21、92、93)

[堆積土]9層に分層した。大半が粘土質の火山灰土で、人為堆積と考えられる。[出土遺物]第6・9

層から5点の土器が出土した。総重量は992.9gである。[時期]遺物の出土層は人為的に埋め戻され

たもので、遺物はこれに紛れ込んだ可能性や、周辺に廃棄された遺物を再度廃棄した可能性も否定で

きない。本遺構に明確に伴う遺物が無く、詳細な時期は不明であるが、縄文時代中期初頭に属する可

能性が高い。(中村)

第231号土坑〔SK-231〕(図20、93、94)

[壁面及び底面の状況]壁面はやや凹凸があるもののおおよそ底面から屈曲部にかけて内傾し、そこ

から開口部にかけて大きく外傾しながら立ち上がる。底面はほぼ平坦であるが、中央に直径37㎝、

深さ17㎝のピットを検出した。柱痕は確認できなかった。[堆積土]16層に分層した。層中に壁面の

崩落土が見られる他は、八戸火山灰起源と考えられるローム粒を多く含み、また第1・2・3・7層は

人為堆積層である第A-2層に相当することから人為堆積の可能性が高い。[出土遺物]土器は第1層

から34点(868.7g)、第2層から1点(35.9g)出土した。ほとんどが円筒下層d式であるが、1点

だけ円筒上層a式が含まれている。石器は第1層を中心に自然礫も含めて7点出土しており、総重量

は1350.4gである。この内石器は、第1・2・6層からそれぞれ1点ずつ出土している。[時期]堆積

土第1層は円筒上層a式期かそれ以降の堆積と考えられるが、それより下層については前期まで遡る

可能性を否定できない。縄文時代前期末～中期初頭の可能性が高い。(葛城)

第232号土坑〔SK-232〕(図21、94)

[堆積土]30層に分層した。第20・26層のように壁際に堆積し、黄褐色火山灰土を主体とする層は

壁面の崩落土と考えられる。また、開口部付近の壁面は八戸火山灰ではなく第Ⅲ層であることから、

同様の土質である第8層も壁面の崩落土と考えられる。そのほかの土層では、黒褐色や暗褐色の砂質

シルト及びシルトを主体とし層中に浮石を含むもの、第6・9層のように遺構の掘り返し土と考えら

一32一

笹ノ沢(3)造跨皿

第227号土坑〔SK-227〕（図19)

［堆積土] 11層に分層した。火山灰士や火山灰土とシルトの混合上屈が認められ、人為堆積と考えら

れる。［出土遺物］第6屈から自然礫が 1点出土した。［時期］本追構に明確に伴いかつ時間決定でき

る遺物がないため、詳細な時期は不明であるか、本道跡のじ｛本的な時期である縄文時代前期末から中

期初頭に属する可能性が高い。 （中村）

第228号土坑〔SK-228〕（図19)

［形状］浅い皿形を呈する。［堆積t]八戸火山灰起源と考えられる苗褐色軽石を多量に含む黒色シル

トの単層である。通常、黒色上中に苗褐色軽石か多塁に合まれることはないので、人為堆積と考えら

れる。［出士遺物］出土しなかった。［時期］不明。 （中村）

第229号土坑〔SK-229)(図19、92)

［堆積土J20層に分層した。壁際に崩落上と考えられる堆積土が認められず、人為堆積の町能性が靡

い。［出士遺物］第6・7・9層から縄文十．器片が各 l点ずつ出士した。縄文時代中期初頭のものと

思われる。第7層からはスクレーパー類と自然礫か 1点出土した。［時期］本遺構に明確に伴いかつ

時期決定できる遣物がないため、本造跡の主体的な時期てある縄文時代前期末から中期初頭に属する

可能性が高い。 （巾村）

第230号土坑 (SK-230〕（図21、92、93)

［堆積土] 9層に分屈した。大半が粘土質の火山灰土で、人為堆梢と考えられる。［出士遣物］第6・9

層から 5点の七器が出土した。総菫呈は992.9gである。［時期］遣物の出土層は人為的に埋め戻され

たもので、遣物はこれに紛れ込んだ可能性や、周辺に廃棄された遺物を再度廃棄した可能性も否定で

きない。本遣構に明確に伴う遺物が無く、詳細な時期は不明であるが、縄文時代中期初頭に属する可

能性か高い。 中村）

第231号土坑 (SK-231〕（図20、93、94)

［壁面及び底面の状況］壁面はやや凹凸があるもののおおよそ底面から屈曲部にかけて内傾し、そこ

から開口部にかけて大きく外傾しながら立ち上がる。底面はほぼ平坦であるが、中央に直径37cm、

深さ17cmのピットを検出した。柱痕は確認できなかった。［堆積士] 16層に分屈した。層中に壁面の

崩落上が見られる他は、八戸火山灰起源と考えられるローム粒を多く含み、また第1・2<3・7層は

人為堆積層である第A-2屈に相当することから人為堆積の可能性が高い。［出土逍物］土器は第 1層

から::l4点 (868.7g)、第 2層から 1点 (::l5.9g)出土した。ほとんとが円筒卜罹id式であるが、 1点

だけ円筒上層a式が含まれている。石器は第 1層を中心に自然礫も含めて 7点出土しており、総重量

は1350.4gである。この内石器は、第1・2・6層からそれぞれ 1点ずつ出土している。［時期］堆積

土第1層は円筒上層a式期かそれ以降の堆積と考えられるが、それより下層については前期まで遡る

可能性を否定できない。縄文時代前期末～中期初頭の可能性が高い。 （葛城）

第232号土坑〔SK-232〕（図21、94)

［堆積土]30層に分層した。第20・26層のように壁際に堆積し、黄褐色火山灰土を主体とする層は

壁面の崩落土と考えられる。また、開口部付近の壁面は八戸火山灰ではなく第皿層であることから、

同様の土質である第8層も壁面の崩落土と考えられる。そのほかの土層では、黒褐色や暗褐色の砂質

シルト及びシルトを主体とし層中に浮石を含むもの、第6・9層のように遺構の掘り返し土と考えら
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図19第226・227・228・229号土坑
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第3章 検出遺構とその出土遺物
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SK-228 

第1層 10YR2/l黒色シルト八戸火山灰起源と思
われる黄褐色浮石20%含む。

SK-226 

第 1層 !OYR2/2黒褐色シルト
第2層 IOYR2/3黒褐色シルト 粗砂微量の Icmの浮石7%。
第3層 IOYR3/3暗褐色粗粒砂質シルト のIcmの浮石7%。
第4層 !OYR3/2黒褐色粗粒砂質シルト </J I cmの浮石7%。
第5層 IOYR3/2黒褐色粗粒砂質シルト
第6層 IOYR4/4褐色粘土質火山灰土
第7層 IOYR4/3にぶい黄褐色粗粒砂質シルト
第8層 10YR3/3暗褐色粗粒砂質シルト
第9層 !OYR5/4にぶい黄褐色粘土質火山灰土
第10層 IOYR3/4暗褐色 </J I cmの浮石7%。
第11層 IOYR4/3にぶい黄褐色砂質シルト
第12層 IOYR2/2黒褐色粗粒砂質シルト
第13層 IOYR5/6黄褐色粘土質火山灰土

SK-229 

SK-227 

第1層 10YR3/3暗褐色砂質シルト
第2層 10YR4/4褐色砂質シルト
第3層 10YR3/3暗褐色砂質シルト
第4層 10YR4/4褐色粘土質火山灰土
第5層 10YR3/4暗褐色粘土質火山灰土とシルトの混合土。
第6層 10YR2/2黒褐色砂質シルト
第7層 10YR4/4褐色粘土質火山灰土粒状砂含む。
第8層 10YR3/4暗褐色砂質シルト
第9層 10YR3/4暗褐色粘土質シルト 粒状砂含む。
第10層 10YR3/4暗褐色粘士質シルト 粒状砂含む。
第11層 10YR4/6褐色粘土質火山灰土（高舘火山灰起源）
第12層 10YR2/3黒褐色攪乱
第13層 10YR3/3暗褐色攪乱
第14層 10YR3/3暗褐色攪乱

A カクラン

第7層

第8層

第 9層

第10層
第11層

第12層

第13層
第14層

第15層
第16層

第17層

第18層
第19層
第20層

SK-229 

第 1層 !OYR4/6褐色粘土質火山灰土
第2層 !OYR4/4褐色砂質シルトと火山灰土の混合土。弱い斑状構造を示す。
<b !cmのVId以下起源の火山灰士粒含む(5%)。
!OYR3/4暗褐色砂質シルト
IOYR4/6褐色粘土質シルトと暗褐色砂質シルトの混合土
IOYR4/4褐色シルト 砂粒分微量。
IOYR3/3暗褐色砂質シルト の5mmの八戸火山灰起源と思われる黄褐色浮石2%、
</)3.5cmの高舘火山灰起源と思われる粘土質火山灰土の弱い斑状構造。
IOYR2/3黒褐色砂質シルト 炭化物2%。．
!OYR4/6褐色粘土質・シルト質火山灰土
IOYR3/4暗褐色砂質シルト
IOYR3/4暗褐色砂質シルト
!OYR2/3黒褐色砂質シルト
!OYR2/2黒褐色砂質シルト の3mmの八戸火山灰起源と思われる黄褐色浮石含む
(2%)。

IOYR6/8明黄褐色シルト質火山灰土
IOYR2/3黒褐色砂質シルト
IOYR3/4暗褐色砂質シルト 炭化物粒(2%)。
IOYR2/3黒褐色砂質シルト <b5mmの八戸火山灰起源と思われる黄褐色浮石含む
(15%)、炭化物粒微量(2%)。
IOYR2/3黒褐色シルト 砂粒分微量。
10YR4/6褐色シルト質火山灰土
IOYR4/4褐色砂質シルト
10YR4/6褐色暗褐色粘土質火山灰士（高舘火山灰起源）

第3層

第4層

第 5層

第6層

゜
(S=l/40) 2m 

図19 第226・227・228・229号土坑
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図20第231号土坑
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SK-231 

第 1層 !OYR2/3黒褐色砂質シルト 八戸火山灰起源と考えられる。浮石粒(30%)、炭化
物粒微量。人為堆積層A-2層に相当。

IOYR2/3黒褐色砂質シルト ］層とほぽ同質であるが若千暗い。

!OYR3/4暗褐色砂質シルト 八戸火山灰浮石粒(40%)。
IOYR2/2黒褐色砂質シルト 中振浮石母材。八戸火山灰浮石粒(7%)。

!OYR2/2黒褐色砂質シルト 4層と同質であるが浮石の混入が多く、若干明るい。
!OYR2/l黒色砂質シルト 中振浮石母材。浮石微量。崩落土。
IOYR3/3暗褐色砂質シルト 土質は3層とほぽ同質。人為堆積層A-2層に相当。

!OYR2/3黒褐色シルト ロームを含む崩落土、浮石微量。
IOYR2/2黒褐色シルトIOYR4/6褐色ロームの混合土

IOYR2/3黒褐色砂質シルトとIOYR4/6褐色ロームの混合士
IOYR2/2黒褐色砂質シルト 浮石微量。ロームを斑状に含む。
八戸火山灰の崩落土。層中にIOYR2/l黒色シルトをブロック状に含む。

!OYR2/2黒褐色砂質シルト 浮石粒5%、土質は7・II層に類似する。
IOYR2/I黒色シルト 浮石微量。粘性に富む。中振浮石微量。

!OYR2/2黒褐色砂質シルト ロームを斑状に含む。 II層より若干暗い。浮石微量
IOYR3/3暗褐色砂質シルト 底面掘り返し土（八戸火山灰）5%含む、ピット覆土。
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図21第230・232・233号土坑
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第3章 検出遺構とその出土遺物

~::~~、］
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(122) 
448• 449 

A B 
67.60m 

八戸火山灰の
ブロック

SK-230 
第1層 10YR3/3暗褐色シルト c/J3mmの黄褐色浮石10%。
第2層 7.5YR4/6褐色粘土質火山灰土
第3層 7.5YR6/6橙色橙色粘土質火山灰土
第4層 7.5YR4/6褐色粘土質火山灰士
第5層 7.5YR5/6明褐色粘土質火山灰土
第6層 10YR5/6黄褐色粘土質火山灰土 焼土微量1%以下。
第7層 10YR4/4褐色シルト
第8層 10YR6/8明黄褐色粘土質火山灰土 浮石粒1%以下。
第9暦 10YR4/6褐色シルト 炭化物微量1%以下。

SK-230 
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SK-233 
第1層 10YR2/3黒褐色砂質シルト 八戸火山灰

起源と思われる浮石¢3cm7%,
第2層 10YR3/3暗褐色砂質シルト 八戸火山灰

起源と思われる浮石<Plcm5%。
第3層 10YR2/3黒褐色砂質シルト 1・2層より

砂質少ない、八戸火山灰起源と思われる
浮石の5cm5%以下。
10YR2/3黒褐色砂質シルト
10YR3/3暗褐色砂質シルト
10YR3/3暗褐色砂質シルト 部分的に火
山灰土が境界不明瞭な形で混在する。

第7層 10YR2/3黒褐色砂質シルト 崩落土。
第8層 10YR3/3暗褐色シルト
第9層 10YR2/3黒褐色砂質シルト

SK-232 第10層 10YR2/3黒褐色砂質シルト
第 1層 10YR2/3黒褐色砂質シルト 八戸火山灰 第11層 10YR2/3黒褐色砂質シルト

起源と考えられる浮石粒10%。 第12層 10YR3/2黒褐色シルト

10YR2/3黒褐色砂質シルト
第13層 10YR3/3暗褐色砂質シルト

10YR2/3黒褐色砂質シルト
第14層 10YR3/4暗褐色砂質シルト 八戸火山灰

起源と思われる浮石¢5cm20%,
10YR3/3暗褐色砂質シルト 浮石粒多量。 第15層 10YR2/3黒褐色砂質シルト
10YR2/2黒褐色砂質シルト 中振浮石母 第16層 10YR3/3暗褐色砂質シルト 八戸火山灰
材。 6層の形成後、その隙間に流入したも 起源と思われる浮石¢5cml0%。
の。 第17層 10YR2/2黒褐色砂質シルト

」第6層 10YR4/4褐色粘土主体 第18層 10YR3/4暗褐色砂質シルト八戸火山灰
第7層 10YR2/2黒褐色砂質シルト中振浮石母 起源と思われる浮石¢5cm30%,

材。 8、9層堆積後の流入土． 第19層 10YR4/4褐色シルト質火山灰土崩落土。

10YR2/2黒褐色砂質シルト 崩落土。
第20層 10YR2/3黒褐色砂質シルト

10YR4/4褐色粘土人為堆積層。
第21層 10YR4/4褐色浮石層 暗褐シルト多量混合。
第22層 10YR2/3黒褐色砂質シルト 八戸火山灰

10YR3/3暗褐色砂質シルト 長さ約6cm 起源と思われる浮石¢5cml5%。23層よ
の炭化物を含む。 り若干明るい。
10YR2/2黒褐色砂質シルト 崩落土。 第23層 10YR2/3黒褐色砂質シルト
10YR3/2黒褐色砂質シルト 浮石粒5%。 第24層 10YR3/4暗褐色砂質シルト 八戸火山灰
10YR3/3暗褐色砂質シルト 浮石粒10%, 起源と思われる浮石¢7cmブロック状に
10YR2/3黒褐色砂質シルト ¢-25mmの 含む。

浮石を含む。
第25層 10YR2/3黒褐色砂質シルト 八戸火山灰

10YR2/3黒褐色砂質シルト 14層と同質。
起源と思われる浮石¢10cm、及び暗褐色

10YR3/3暗褐色砂質シルト
火山灰土混合。

第26層 10YR3/3暗褐色砂質シルト 八戸火山灰
10YR2/l黒色砂質シルト浮石ほとんど 起源と思われる浮石の3cml0%。
含まない自然堆積層。層下部に中振浮石 第27層 10YR2/3黒褐色砂質シルト 八戸火山灰
母材の砂質の強い層がブロック状に混入。 起源と思われる浮石¢lcm5%。
10YR4/4褐色砂質シルト 浮石粒多量。 第28層 10YR2/l黒色シルト
10YR2/3黒褐色砂質シルト 浮石粒微量。第29層 10YR3/4暗褐色シルト 基本層序崩落土。
10YR5/6黄褐色火山灰土崩落土． 第30層 10YR4/4褐色砂質シルト 崩落土。

10YR2/l黒色砂質シルトと10YR4/6褐色
第31層 10YR2/3黒褐色シルト 粗砂微量、八戸

シルトの混合層 崩落土。
火山灰起源と思われる浮石¢lcm5%,

第32層 10YR4/4褐色砂質シルト 崩落土。
第22層 10YR2/2黒褐色砂質シルト 暗褐色土を 第33層 10YR3/2黒褐色砂質シルト 八戸火山灰

ブロック状に含む。 起源と思われる浮石¢5cm5%。
第23層 10YR2/3黒褐色砂質シルト 浮石粒20%。第34層 10YR3/3暗褐色砂質シルト
第24層 10YR2/l黒色シルトと10YR4/4褐色シル第35層 10YR4/4褐色砂質シルト 崩落土。

トの混合土 第36層 10YR3/3暗褐色砂質シルト
第25層 10YR2/l黒色シルトと 10YR4/~昌色シル第37層 10YR2/2黒褐色シルト

トの混合土 24層と同質。 第38層 10YR2/3黒褐色砂質シルト

10YR5/6黄褐色シルト 壁の崩落土。
第39層 10YR3/3暗褐色砂質シルト

10YR3/2黒褐色砂質シルト 浮石粒10%。
第40層 10YR3/2黒褐色シルト
第41層 10YR3/4暗褐色砂質シルト 八戸火山灰

10YR2/2黒褐色シルト 浮石粒微量． 起源と思われる浮石¢lcml0%,
10YR3/2黒褐色砂質シルト 浮石粒5%。 第42層 10YR3/3暗褐色砂質シルト（ピット覆土）。
10YR2/2黒褐色砂質シルト 浮石粒5%。 第43層 10YR3/2黒褐色シルト（ピット覆土）。

0 (S=l/40) 2m 
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れる白色粘土を主体とするものがあり、これらは人為堆積と考えられる。一方、第17層のように層

中に浮石をほとんど含まず比較的薄く堆積するものは、自然堆積と考えられる。[出土遺物]第1層

から土器が26点(1294.0g)、自然礫が1点(637.8g)出土している。土器は円筒下層d式である。

[時期]出土した土器が、古い遺構などの遺物を再廃棄したものである可能性を完全には否定できな

いが、縄文時代前期末の可能性が高い。(葛城)

第233号土坑〔SK-233〕(図21、94)

[堆積土]43層に分層した。砂質シルトを主体とするため、土質だけで堆積要因が人為的なものか自

然営力によるものか判定できない。第1・2層中には、基本層序第Ⅱ・Ⅲ層には通常含まれない量の

軽石を含んでいる。第6層中に認められる火山灰土は、壁面の黒色土と同レベルかつ土坑中央部に認

められ、崩落土とは考えにくい。その一方で、第29・30・32・35層は崩落土の可能性が考えられる。

従って本土坑は最終的には人為的な要因により埋没したと考えられる。それ以前は、堆積要因が人為

的なものと自然営力によるものと両者の可能性が考えられるが、いずれにしても多少の堆積間隙があ

ったと考えられる。[出土遺物]第1層から880.2g、第3層から868.7gの土器が出土した。すべて円

筒下層d式土器である。図94-476は略完形である。[時期]出土した土器が、古い遺構の遺物を再廃

棄したものである可能性を完全には否定できないが、縄文時代前期末の可能性が高い。(中村)

第235号土坑〔SK-235〕(図22、95)

[堆積土]13層に分層した。堆積土中に崩落土とみられる火山灰土が無く、シルト質土も火山灰土

粒・ブロック・軽石を多く含むため、人為堆積と考えられる。[出土遺物]第1・3・4・6・12・13層から

土器が、27点(564.9g)出土した。第4・6・8・11・12・13層から自然礫が13点(3590g)出土した。

[時期]本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である

中期初頭に属する可能性が高い。(中村)

第236号土坑〔SK-236〕(図22、95)

[堆積土]11層に分層した。ほとんどが火山灰土であることから、人為堆積であると思われる。[出

土遺物]第1・2・3・5・11・12層から土器が40点(1021.8g)出土した。第3・4層から自然礫が4点

(1315.0g)、第3層から石棒が1点(3747.1g)出土した。土器は縄文時代中期初頭のものと考えら

れる。[時期]本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時期

である中期初頭に属する可能性が高い。(中村)

第237号土坑〔SK-237〕(図22、95)

[堆積土]13層に分層した。ほとんどが火山灰土であることから、人為堆積と考えられる。[出土遺

物]第1・8・10層および堆積土から土器が24点(644.6g)、第10層および堆積土から自然礫が2点

(558.4g)出土した。土器は縄文時代中期初頭のものと考えられる。[時期]本遺構に明確に伴う遺

物がないため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。

(中村)

第238号土坑〔SK-238〕(図23)

[堆積土]24層に分層した。ほとんどが、火山灰土層や粘土分を含んだシルト層で、人為堆積と考え

られる。ただし、第11層は壁の八戸火山灰の崩落の可能性も考えられ、堆積に若干の時間幅があっ

た可能性も考えられる。[出土遺物]第1・2・5・8層から土器が7点(62.8g)、第1・2・8層から自然礫
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れる白色粘土を主体とするものがあり、これらは人為堆積と考えられる。一方、第17層のように層

中に浮石をほこんど合まず比軟的薄く堆積するものは、自然堆積と考えられる。［出士遺物］第 1層

から土器が26点 (1294.0g)、自然礫が 1点 (637.8g) 出土している。 t器は円筒下層cl式である。

［時期］出土した土器が、占い遣構なこの遣物を再廃棄したものである可能性を完全には否定できな

いが、縄文時代前期末の可能性が高い。 （熱城）

第233号土坑〔SK-233〕（図21、94)

［堆積上l43層に分層した。砂質シルトを主体とするため、土質だけで堆積要因が人為的なものか自

然常力によるものか判定できない。第 1・2層中には、基本層序第II・III層には通常含まれない量の

軽石を含んでいる。第6層中に認められる火山灰土は、賄面の黒色土と同レベルかつ土坑中央部に認

められ、崩落士とは考えにくい。その一方て、第29・30・32・35層は崩落十¢の可能性が与えられる。

従って本土坑は最終的には人為的な要因により埋没したと考えられる。それ以前は、堆積要囚が人為

的なものと自然営力によるものと両者の可能性が考えられるが、いずれにしても多少の堆積間隙があ

ったと考えられる。［出土遺物］第 1層から880.2g、第3屈から868.7gの士器が出tした。すべて円

筒下層cl式土器である。図94-476は略完形である。［時期］出土した土澁が、古い遣構の遺物を再廃

棄したものである可能性を完全には否定できないが、縄文時代前期末の可能性が高い。 （中村）

第235号土坑〔SK-235〕（図22、95)

［堆積土l13層に分層した。堆積土中に崩落土とみられる火山灰土が無く、シルト質土も火山灰土

粒・プロック・軽石を多く含むため、人為雄積と考えられる。［出士遺物］第1・3・4・6・12・13層から

十器が、 27点 (564.9g)出土した。第4・6・8・11・12・13層から自然礫が13点 (3590g)出土した。

［時期］本遺構に明確に伴う遣物がないため、詳細な時期は不明だが、本遣跨の主体的な時期である

中期初頭に属する可能性が底い。 （中村）

第236号土坑〔SK-236)(図22、95)

［堆積土l11層に分層した。ほとんどが火山灰土であることから、人為堆積であると思われる。［出

士遣物］第1・2・3・5・11・12層から土器が40点 (1021.8g) 出土した。第 3・4層から自然礫が4点

(1315.0g)、第3層から石棒か 1点 (3747.lg)出tした。土器は縄文時代中期初頭のものと考えら

れる。［時期］本遺構に明確に伴う遣物がないため、詳細な時期は不明だが、本遣跡の主体的な時期

である中期初頭に属する可能性が高い。 （中村）

第237号土坑 (SK-237〕（図22、95)

［堆積土] 13層に分層した。ほとんとが火山灰土であることから、人為堆積と考えられる。［出士遺

物］第 1・8・10層および堆積士から土器が24点 (644.6g)、第10層および堆積土から自然礫が2点

(558.4g)出土した。土器は縄文時代中期初頭のものと考えられる。［時期］本遺構に明確に伴う遣

物がないため、詳細な時期は不明だが、本遣跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。

（中村）

第238号土坑〔SK-238〕（図23)

［堆積土]24層に分層した。ほとんどが、火山灰土層や粘土分を含んだシルト層で、人為堆積と考え

られる。ただし、第11層は壁の八戸火山灰の崩落の可能性も考えられ、堆積に若干の時間幅があっ

た可能性も考えられる。［出土遺物］第1・2・5・8層から士器が7点 (62.8g)、第1・2・8層から自然礫
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図22第235・236・237号土坑
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第3章 検出遺構とその出土遺物
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SK-235 
第 1層 10YR4/4褐色粘土質火山灰土とシルトの混合土。
第2層 10YR4/6褐色粘土質火山灰土。
第3層 10YR4/4褐色シルトと同lOYR1/6褐シルト質火山灰士との混合土（斑状

にみとめられる） </J2cmの黄褐色浮石2%。
第4層 10YR4/4褐色シルト 砂粒少量、 ¢2cmの黄褐色浮石、

ルト質火山灰士をブロック状に40%含む。
第 5層 IOYR4/4褐色褐色砂質シルト </J 1.5cmの黄褐色浮石15%含む。
第6層 10YR3/4暗褐色IOYR5/8の黄褐色シルト質火山灰士（八戸VII層起源）15% 

含む。
第 7層 10YR4/4褐色砂質シルト 10YR4/6の褐色粘土質火山灰土含む(10%)。
第8層 10YR4/3にぶい黄褐色砂質シルト
第 9層 10YR5/6黄褐色粘士質火山灰土
第10層 IOYR4/6褐色シルト質火山灰土
第11層 IOYR3/4暗褐色砂質シルト
第12層 10YR4/6褐色粘土質火山灰士
第13層 7.5YR3/4暗褐色砂質シルト 砂粒分少ない。
SK-236 
第 1層 10YR4/6褐色粘士質火山灰土
第 2層 IOYR5/8黄褐色粘土質火山灰土 八戸火山灰層起源かと思われる粘土質

火山灰士を基調とする。
10YR4/6褐色砂質・粘土質シルト 炭化物2%以下
10YR3/4暗褐色シルト 炭化物粒2%以下。
7.5YR4/6褐色粘士質火山灰土
IOYR4/6褐色粘士質火山灰土 スコリア含む。
10YR4/6褐色粘土質火山灰土

10YR5/8のシ

層
層
層
層
層

3
4
5
6
7
 

第
第
第
第
第

cj)3mmの黄褐色浮石5%。
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第8層 10YR4/6褐色粘土質火山灰士 ct,5mrnの黄褐色浮石（八戸火山灰起
源?)40%。

第 9層 10YR4/6褐色粘土質火山灰土
第10層 10YR5/6黄褐色粘土質火山灰土
第11層 7.5YR4/6褐色粘士質火山灰土
SK-237 
第 1層 7.5YR4/6褐色粘土質火山灰士
第2層 7.5YR4/6褐色粘土質火山灰土 八戸火山起源と思われるct,3mmの

黄褐色浮石10%含、高館火山灰の崩落土。
7.5YR4/6褐色粘土質火山灰土 高館火山灰の崩落士。
10YR4/4褐色粘土質火山灰土
10YR6/8明黄褐色粘士質火山灰士
10YR4/6褐色火山灰土
10YR3/4暗褐色シルト
IOYR4/6褐色シルト質火山灰土
7.5YR4/6褐色粘土質火山灰土
7.5YR3/3暗褐色砂質シルト ct, 1.5cmの八戸火山灰起源と思われる
黄褐色浮石7%。
7.5YR5/6明褐色粘土質火山灰土 高館火山灰起源。
10YR4/6褐色シルト質火山灰土
10YR4/6褐色粘土質火山灰土

図22 第235・236・237号土坑
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が7点(7.1g:うち5点不明)出土した。土器は縄文時代中期初頭のものと考えられる。[時期]本

遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に

属する可能性が高い。(中村)

第239号土坑・251号土坑・252号土坑〔SK-239・SK-251・SK-252〕(図24、95、104)

本遺構群は遺物取り上げの際、相互の遺構名に混乱を来し、誤った遺構名で取り上げたものがある。

そのため、本来存在しない層位番号の遺物が生じてしまった。すべての遺物を本来の帰属遺構に訂正

するのは困難なので、実測図は注記の帰属に従って掲載し、評価はこれらの遺構をまとめて扱うこと

とする。

SK-239[堆積土]35層に分層した。粘土質の火山灰土が主体で、人為堆積と考えられる。

SK-251[堆積土]14層に分層した。砂粒を含まないシルトが主体で、一部に高舘火山灰層(基本層

序第Ⅶ層)起源と考えられる土層が認められる。人為堆積の可能性が考えられる。

SK-252[堆積土]6層に分層した。上部には基本層序第Ⅶ層起源の土層が認められ、人為堆積と考

えられる。

[出土遺物]本遺構群の堆積土から38点(1206.3g〕の土器、9点の自然礫が出土した。ほとんどが

縄文時代中期初頭のものと考えられる。[時期]本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は

不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。(中村)

第240A号土坑〔SK-240A〕(図23、96)

[堆積土]32層に分層した。砂粒分がほとんど無く、黒みの強いシルト質土が主体である。壁際に八

戸火山灰の堆積が複数層みられることから、自然堆積の可能性が高い。[出土遺物]第5・9・18層から

4点(71.7g)の土器が出土した。縄文時代中期初頭のものを含むと考えられる。底面ピットから自然

礫が1点、堆積土中から自然礫2点、敲磨器1点が出土した。[時期]本遺構に明確に伴う遺物がない

ため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。(中村)

第240B号土坑〔SK-240B)(図23)

[堆積土]11層に分層した。粘土質・シルト質の土層が多く、土色も黒みが弱いものが多い。黒みの

弱いシルトは火山灰土と黒色系統のシルトが混合したものと思われ、人為堆積の可能性が高い。[出

土遺物]堆積土中から4点(97.7g)の土器が出土した。[時期]本遺構に明確に伴う遺物がないため、

詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。(中村)

第241号土坑(SK-241〕(図24、96)

[堆積土]7層に分層した。黒みの弱いシルト、砂質シルトが主体で、火山灰土と黒色系統のシルト

が混合したものと思われ、人為堆積の可能性が高い。[出土遺物]第1・2・4・6・7層から土器が16点

(300g)、第2・4層から自然礫が2点(13.3g)、第7層から石鏃が1点(4.1g)出土した。[時期]本

遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に

属する可能性が高い。(中村)

第242号土坑〔SK-242〕(図25、96)

[堆積土]2層に分層した。砂粒のない土層が主体で、人為堆積と考えられる。[出土遺物]第1・2層

から土器が4片(45.8g)、自然礫が2点(1817.8g)出土した。[時期]本遺構に明確に伴う遺物がな

いため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。(中村)
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が7点 (7.lg: うち 5点不明）出土した。 t器は縄文時代中期初頭のものと考えられる。［時期］本

遺構に明確に伴う遣物がないため｀詳細な時期は不明だが、本遣跡の主体的な時期である中期初頭に

属する可能性が高い。 （中村）

第239号土坑・ 251号土坑・ 252号土坑〔SK-239・SK-251・SK-252〕（図24、95、104)

本遺構群は遺物取り上げの際、相互の遺構名に混乱を来し、誤った遣構名で取り上げたものがある。

そのため、本来存在しない層位番号の遺物が生じてしまった。すべての遺物を本来の帰属遣構に訂正

するのは困難なので、実測図は注記の帰属に従って掲載し、評価はこれらの遣構をまとめて扱うこと

とする。

SK-239 [堆積土]35層に分層した。粘土質の火山灰土が主体で、人為堆積と考えられる。

SK-251 [堆積士] 14層に分層した。砂粒を合まないシルトが主｛本で、一部に高舘火山灰層（基本層

序第¥'II層）起源と考えられる土層が認められる。人為堆積の可能性が考えられる。

SK-252 [堆積上] 6層に分層した。上部には基本層序第VII層起源の土層が認められ、人為堆積と考

えられる。

［出土遣物］本遣構群の堆積士から38点 (1206.3g〕の土器、 9点の自然礫が出土した。ほとんどが

縄文時代中期初頭のものと考えられる。［時期］本遣構に明確に伴う遣物がないため、詳細な時期は

不明だが、本遣跡の主（本的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。 （中村）

第240A号土坑〔SK-240A〕（図23、96)

［堆積土]32層に分層した。砂粒分がほとんど無く、黒みの強いシルト質上が主体である。墜際に八

戸火山灰の堆積が複数層みられることから、自然堆積の可能性が高い。［出土遺物］第5・9・18層から

4点 (71.7g)の土器が出土した。縄文時代中期初頭のものを含むと考えられる。底面ピットから自然

礫が1点、推積士中から白然礫2点、敲磨器l点が出土した。［時期］本遺構に明確に伴う遣物がない

ため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。（中村）

第240B号土坑〔SK-240B)(図23)

［堆積士] 11層に分層した。粘土質・シルト質の土層が多く、土色も黒みが弱いものが多い。黒みの

弱いシルトは火山灰土と黒色系統のシルトが混合したものと思われ、人為堆積の可能性が高い。［出

土遣物］堆積土中から 4点 (97.7g)の土器が出土した。［時期］本遺構に明確に伴う遣物がないため、

詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。 （中村）

第241号土坑(SK-241〕（図24、96)

［堆積土] 7層に分層した。黒みの弱いシルト、砂質シルトが主体で、火山灰土と黒色系統のシルト

が混合したものと思われ、人為堆積の可能性が高い。［出土遺物］第1・2・4・6・7層から土器が16点

(300g)、第2・4層から自然礫が2点 (13.3g)、第7層から石鏃が 1点 (4.lg)出土した。［時期］本

遺構に明確に伴う遣物がないため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に

属する可能性が高い。 （中村）

第242号土坑〔SK-242〕（図25、96)

［堆積土] 2層に分層した。砂粒のない土層が主体で、人為堆積と考えられる。［出土遺物］第1・2層

から土器が4片 (45.8g)、自然礫が2点 (1817.Sg)出土した。［時期］本遺構に明確に伴う遺物がな

いため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。（中村）
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図23第238・240A・240B号土坑

一39一

第 3章 検出遺構とその出土遺物
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SK-238 

第 1層 10YR3/4暗褐色砂質シルト 八戸火山灰起源と思われる6.5mmの黄褐色浮石
5%。

第2層 IOYR4/6褐色粘土質火山灰土 高館火山灰起源、 </>lmmの焼土粒微量。
第3層 10YR4/4褐色粘士質火山灰士 高館火山灰起源、やや腐植が混じる。
第4層 10YR4/4褐色シルト（火山灰土が基質で、風化土壌化したもの）
第5層 IOYR4/6褐色シルト質火山灰土 八戸火山灰起源の粘土質火山灰土。
第6層 IOYR5/8黄褐色粘士質火山灰土 上に同じ やや腐食集積。
第7層 10YR4/4褐色シルト 八戸火山灰起源と思われる</>lcmの黄褐色浮石含む

(5%)。

第8層 10YR2/3黒褐色砂質シルト 八戸火山起源と思われる</>1cmの黄褐色浮石
(5%)。

第9層 10YR3/4暗褐色シルト
第10層 IOYR3/4暗褐色シルト </>lcmの八戸火山灰起源の黄褐色浮石(20%)。
第11層 10YR5/6黄褐色浮石 壁の八戸火山灰の崩落。
第12層 10YR3/4暗褐色シルト
第13層 IOYR3/4暗褐色シルト
第14層 7.5YR3/4暗褐色砂質シルト
第15層 IOYR3/4暗褐色シルト 八戸火山灰起源の<J>Bmmの浮石含む。
第16層 IOYR3/4暗褐色シルト 高館起源。
第17層 10YR5/6黄褐色シルト質火山灰土

第18層 10YR3/3暗褐色砂質シルト
第19層 IOYR4/2灰黄褐色シルト(4/4よりやや赤味強い）
第20層 10YR4/4褐色シルト 八戸火山灰起源の浮石(5%)。
第21層 7.5YR4/4褐色砂質シルト
第22層 10YR5/6黄褐色粘土火山灰士
第23層 10YR3/3暗褐色砂質シルト 炭化物1%以下。
第24層 10YR4/4褐色砂質シルト 高館火山灰と砂質シルトの混じり合ったものか？

SK-240A 

第 1層 lOYRl.7 /1黒色シルト 八戸火山灰起源と思われるcjJ5mmの黄褐色浮石2%。
第2層 10YR2/2黒褐色シルト 八戸火山灰起源と思われるc/l3mmの黄褐色浮石7%。
第3層 lOYRl.7 /1黒色シルト 八戸火山灰起源と思われるcjJ1cmの黄褐色浮石5%。
第4層 10YR2/3黒褐色シルト 八戸火山灰起源と思われるcjJ5mmの黄褐色浮石7%。
第5層 10YR2/3黒褐色シルト 八戸火山灰起源と思われるc/llcmの黄褐色浮石1%。
第6層 10YR4/4褐色シルト SK-240Bの崩落。
第7層 10YR2/3黒褐色シルト
第8層 10YR3/4暗褐色シルト
第9層 10YR2/3黒褐色シルト SK-240Bの崩落と考えられる 6~8層に比べ、粘

性強い。 c/Jlcmの黄褐色火山灰(5%)。
第10層 10YR3/3暗褐色シルト c/l5mmの黄褐色浮石2%。
第11層 10YR5/8黄褐色粘土質火山灰土・浮石八戸火山灰の崩落。
第12層 10YR2/2黒褐色シルト c/J7mmの黄褐色浮石20%。
第13層 10YR3/4暗褐色シルト

第14層 10YR4/4褐色シルト
第15層 10YR3/3暗褐色シルト

第16層 10YR3/3暗褐色シルト
第17層 10YR2/3黒褐色シルト 炭化物粒c/J3mml%。
第18層 10YR3/3暗褐色シルト c/J5mmの黄褐色布石微量(2%)。
第19層 10YR3/4暗褐色シルト
第20層 10YR3/3暗褐色シルト
第21層 10YR2/3黒褐色シルト c/J2cmの黄褐色浮石(10%)。
第22層a 10YR5/8黄褐色粘土質火山灰土・浮石 八戸火山灰の崩落。
第22層b 10YR2/3黒褐色シルト c/J lcmの黄褐色浮石20%。
第22層c 10YR5/8黄褐色粘士質火山灰士・浮石 八戸火山灰の崩落。
第23層 10YR2/2黒褐色シルト
第24層 10YR5/8黄褐色粘土質火山灰土・浮石 八戸火山灰の崩落。
第25層 10YR5/8黄褐色粘土質火山灰土・浮石 上層よりやや暗い。
第26層 10YR3/4暗褐色砂質シルト。
第27層 10YR3/3暗褐色シルト。

第28層 10YR3/3暗褐色砂質シルト。
第29層 10YR5/8黄褐色粘土質・火山灰・浮石 八戸火山灰の崩落。
第30層 10YR4/4褐色シルト
第31層 10YR2/3黒褐色シルト c/l3mmの黄褐色浮石5%。
第32層 10YR3/4暗褐色シルト

SK-240B 

第 1層 10YR4/6褐色シルト ct,5mmの黄褐色浮石3%。
第2層 10YR5/6黄褐色粘士質火山灰土 八戸火山灰の崩落。
第3層 10YR4/6褐色粘土質・シルト質火山灰土 ct,2mmの焼土粒1%以下。
第4層 10YR4/4褐色シルト質 粘土質火山灰土 ct,2mmの黄褐色浮石2%。

6 第5層 10YR4/4褐色シルト質 粘土質火山灰土 4層より明るい ct, 1mmの炭化物
粒1%以下風化の進んだct,Jcmの黄褐色浮石(10%)。

第6層 10YR4/6褐色粘土質火山灰土
第7層 10YR4/6褐色粘土質シルト（火山灰土が基質となっていると思われる）。
第8層 10YR3/4暗褐色砂質シルト
第9層 10YR4/4褐色粘土質・シルト質（火山灰士ct,1cmの黄褐色浮石15%が基質と

なっていると思われる）。

第10層 10YR4/6褐色粘土質火山灰土
第II層 10YR3/4暗褐色粘土質シルト

゜
(S=l/40) 2m 

図23 第238・240A・240B号土坑
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図24第239・241・251・252号土坑
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SK-239 
第 1層 10YR3/3暗褐色シルト
第2層 IOYR4/4褐色粘士質火山灰土
第3層 !OYR3/4暗褐色シルト
第4層 !OYR3/4暗褐色シルト <P 5mmの黄褐色浮石10%、!OYR4/6褐色シルトの斑状

構造。
第5層 10YR3/4暗褐色シルト 南端に10YR5/6黄褐色粘土質火山灰土ブロック含

む。 ((})lcmの炭化物1%以下）
第6層 10YR3/4暗褐色シルト !OYR4/4暗褐色シルトの斑状構造、 (})3mmの黄褐色浮

石3%。
第7層 IOYR3/4暗褐色シルト 上部に10YR5/8黄褐色粘土質火山灰土ブロック状

に含む。 <P5mmの黄褐色浮石5%。
第8層 IOYR6/6明黄褐色粘土質火山灰土と、 !OYR4/6褐色シルトの混合 壁の崩落。
第9層 !OYR6/6明黄褐色粘士質火山灰士(VId以下）高舘直上層の崩落。
第10層 10YR3/4暗褐色シルト 上層よりやや暗い。
第II層 10YR3/4暗褐色シルト <P 5mmの黄褐色浮石5%。
第12層 !OYR3/3暗褐色砂質シルト (})3mmの黄褐色浮石3%。
第13層 !OYR3/4暗褐色シルト 10YR2/2黒褐色砂質シルト・ !OYR4/6褐色粘土質

火山灰土・ !OYR6/6明黄褐色粘土質火山灰士の互層。
第14層 IOYR6/6明黄褐色火山灰土と7.5YR4/4粘土質火山灰土が重なっている崩落

土と思われる。
第15層 IOYR6/6明黄褐色砂質火山灰土
第16層 10YR4/4褐色粘士質火山灰土 高舘火山灰のブロック。
第17層 IOYR5/6黄褐色粘土質火山灰土（八戸VII?)
第18層 !OYR3/3暗褐色砂質シルト
第19層 10YR3/3暗褐色砂質シルト
第20層 IOYR4/4褐色粘士質火山灰土 高舘火山灰のブロック。
第21層 !OYR3/4暗褐色砂質シルト
第22層 IOYR4/4褐色粘土質火山灰士 高舘火山灰のブロック。
第23層 10YR3/3暗褐色砂質シルト
第24層 IOYR3/4暗褐色砂質シルト
第25層 IOYR3/3暗褐色砂質シルト
第26層 IOYR4/4褐色粘土質火山灰士 高舘火山灰のブロック。
第27層 10YR4/4褐色シルト 10YR4/6との斑状構造。
第28層 10YR3/4暗褐色砂質シルト
第29層 !OYR3/4暗褐色粘土質シルト
第30層 !OYR6/6明黄褐色粘士質シルト (})3mmの黄褐色浮石30%。
第31層 !OYR4/4褐色シルト (})2mmの黄褐色浮石3%、砂含むが粘土分多い。
第32層 10YR3/4暗褐色シルト Vlld以下ブロック状に50%含む。
第33層 IOYR6/6明黄褐色粘土質火山灰上。 (Vld以下）
第34層 !OYR3/4暗褐色砂質シルト (})3mmの黄褐色浮石10%含む。
第35層 7.5YR4/4褐色粘土質火山灰土 高舘火山灰のブロック。

c
 
3 1 

SK-239 

17 

18 

25 
24 23 必 1920 

SK-251 
第1層 10YR3/4暗褐色シルト
第2層 10YR3/4暗褐色シルト の5mmの黄褐色浮石1%以下。
第3層 10YR4/6褐色シルト
第4層 10YR3/3暗褐色砂質シルト </,5mmの黄褐色浮石5%。
第5層 10YR3/4暗褐色シルト
第6層 10YR3/4暗褐色シルト
第7層 10YR4/4褐色シルト </> 1cmの黄褐色浮石7%。
第8層 10YR3/3暗褐色シルト </,5mmの黄褐色浮石5%。
第9層 10YR3/3暗褐色シルト
第10層 10YR4/6褐色粘土質火山灰士
第11層 10YR3/4暗褐色シルト
第12層 10YR3/3暗褐色砂質シルト
第13層 10YR2/3黒褐色砂質シルト
第14層 10YR3/3暗褐色砂質シルト

SK-252 
第 1層 10YR4/4褐色褐色粘土質火山灰土 高館火山灰起源。
第2層 7.5YR4/4褐色褐色粘士質火山灰土 高館火山灰起源。
第3層 7.5YR4/3褐色褐色粘土質火山灰土 高館火山灰起源。
第4層 10YR4/4褐色シルト 10YR5/6黄褐色シルト質火山灰

土右下半部にブロック状に含む。
第5層 10YR3/4暗褐色八戸火山灰起源と思われる </,5mmの黄

褐色浮石左半に10%。
第6層 10YR3/3暗褐色八戸火山灰起源と思われる </,5mmの黄

褐色浮石15%。

A 
63.30m-

B 

SK-241 
第 1層 10YR4/6褐色シルト <f>lcmの八戸火

山灰起源と思われる黄褐色浮石5%。
第2層 10YR4/6褐色シルト </>2cmの八戸

火山灰起源と思われる黄褐色浮石10%。
第3層 10YR4/6褐色砂質シルト </>lcmの

八戸火山灰起源と思われる黄褐色浮石
5%。

第4層 10YR4/4褐色シルト J:層より黒味
強い。

第5層 10YR6/6明黄褐色火山灰土とシルト
の混合土

第6層 7.5YR4/6褐色粘士質火山灰土 高館
火山灰起源。

第7層 7.5YR3/4暗褐色粘土質シルト 高館
火山灰起源。

゜
(S=l/40) 2m 

図24 第239・241・251・252号土坑
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第243号土坑〔SK-243〕(図25、96)

[堆積土]20層に分層した。砂質シルトを主体とし、第2層・第3層には斑状構造が認められる。第

8層・第10層は壁の火山灰土の崩落の可能性が高い。これらのことから、本土坑は自然堆積か、一

部が人為堆積であっても堆積に一定の時間を要したものと考えられる。[出土遺物]第11・12・15・17

層から土器が7点(612.8g)出土した。[時期]本遺構iに明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は

不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。(中村)

第244号土坑〔SK-244〕(図25、96、97)

[堆積土]5層に分層した。ほとんどが褐色ないし、黄褐色の土層で、人為堆積と考えられる。[出土

遺物]第1・2・4・5層から16点(992.3g)の土器が、第4・5層および堆積土から自然礫が3点(386g)、

第5層から敲磨器が1点(334.2g)出土した。[時期]本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な

時期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。(中村)

第245号土坑〔SK-245〕(図25、97、98)

[堆積土]7層に分層した。粘土質の土層が主体で、炭化物層も認められる。人為堆積と考えられる。

第1層中に土器が埋設されていた(第11号埋設土器)。[出土遺物]第1・2・6・7層から79点(3130.8g)

の土器が、第1・2・6・7層から10点(3406.2g)の自然礫が出土した。[時期]出土した土器が、古い

遺構の遺物を再廃棄したものである可能性を完全には否定できないが、縄文時代中期初頭の可能性が

高い。(中村)

第246号土坑〔SK-246〕(図26、98)

[堆積土]24層に分層した。土色は褐色・黄褐色・鈍い黄褐色などが多く、人為堆積の可能性が高い。

しかし、9層・11層・19層・20層は壁の火山灰土が崩落した可能性が考えられ、人為堆積であっても

堆積に一定の時間を要した可能性もある。[出土遺物]第1・2・3・4・5・7・15層から55点(884.6g)の土

器が出土した。縄文時代中期初頭のものである。第1・2・7・8・23層から自然礫が6点、第4層から敲

磨器が1点、第13・15・22・24層から石鏃が5点出土した。[時期]本遺構に明確に伴う遺物がないた

め、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。(中村)

第247号土坑〔SK-247〕(図27、28、98～104)

[堆積土]10層に分層した。いずれも火山灰土や火山灰土に黒色シルトその他が混じったものと考え

られ、人為堆積と考えられる。[出土遺物]435点(18035.9g)の土器が出土した。重量比で98.6%が

5層以下から出土した。第4層から剥片が、第5層から敲磨器が、第7層から石冠が各1点、第4・

5・7・8層から自然礫が14点(494.3g)出土した。図104-591は堆積土中から倒立状態で出土した。こ

の土器の口縁部と同じレベルで図102-589が横転した状態で出土した。これらの土器の下位には焼土

が存在し、坑内一面に遺物が出土しており、単なる廃棄とは考えがたい。[時期]遺物の出土状況か

ら遺構の廃絶と遺物の時期が極めて近い、または同時と考えられ、出土した土器から縄文時代中期初

頭と考えられる。[脂質・リン酸等分析]第7層と図104-591内の土壌からサンプルを採取し、リン

酸・ステロール・脂肪酸の分析を実施したが、埋葬を積極的に指示する結果は得られなかった。(中村)

第249号土坑〔SK-249〕(図26、104)

[堆積土]15層に分層した。全体に粘土分の多いシルトが堆積しており、人為堆積と考えられる。

[出土遺物]第1・2・9・14層から6点(110.7g)の土器が出土した。593は縄文時代中期初頭のものと

一41一

第3章 検出遺構とその出土遺物

第243号土坑〔SK-243〕（図25、96)

［堆積士l20層に分層した。砂質シルトを主体とし、第 2 層• 第3層には斑状構造が認められる。第

8 層•第 10層は壁の火山灰土の崩落の可能性が高い。これらのことから、本土坑は自然堆積か、一

部が人為堆積であっても堆積に一定の時間を要したものと考えられる。［出上遣物］第11・12・15・17

層から土器が7点 (612.8g) 出土した。［時期］本遣構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は

不明だが、本遺跡のt体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。 （中村）

第244号土坑〔SK-244〕（図25、96、97)

［雄精士] 5層に分層した。ほとんどが褐色ないし、黄褐色の士屑で、人為堆積と考えられる。［出土

遣物］第l·2·4·5屈から 16点 (992.~ig) の土器が、第4·5層および堆梢土から自然礫が 3 点(:386g) 、

第5層から敲磨器が 1点 (334.2g)出土した。［時期］本遣構に明確に伴う遺物がないため、詳細な

時期は不明だが、本遣跨の主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。 （中村）

第245号土坑〔SK-245〕（図25、97、98)

［堆積土] 7層に分層した。粘土質の土層が主体で、炭化物層も認められる。人為堆積と考えられる。

第1層中に土器が埋設されていた（第11月埋設土器）。［出土遺物］第1・2・6・7層から79点 (3130.8g)

の土器が、第1・2・6・7層から10点 (3406.2g)の自然礫が出土した。［時期］出土した土器が、古い

遺構の遺物を再廃稟したものである可能性を完全には否定できないが、縄文時代中期初頭の可能性が

高い。 （中村）

第246号土坑〔SK-246)(図26、98)

［堆積士]24層に分層した。土色は褐色・黄褐色・鈍い黄褐色などが多く、人為堆積の可能性が高い。

しかし、 9層・ 11層・ 19層・ 20層は壁の火山灰上が崩落した可能性か考えられ、人為堆積であっても

椎積に一定の時間を要した可能性もある。［出土遺物］第1・2・3・4・5・7・15層から55点(884.6g)の士

照が出士した。縄文時代中期初頭のものてある。第1・2・7・8・23層から自然礫が6点、第4層から敲

磨器が 1点、第13・15・22・24層から石銀が 5点出上した。［時期］本遣構に明確に伴う遺物がないた

め、詳細な時期は不明だが、本遣跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。 （中村）

第247号土坑〔SK-247〕（図27、28、98~104) 

［堆柏士] 10層に分層したc いずれも火山灰土や火山灰土に黒色シルトその他が混じったものこ考え

られ、人為堆積と考えられる。［出±遺物]435点(18035.9g)の土器が出土した。重量比で98.6%が

5層以下から出士した。第4層から刺片が、第 5層から敲磨器が、第 7層から石冠が各 1点、第4・

5・7・8層から自然礫が14点(494.3g)出土した。図104-591は堆積土中から倒立状態で出土した。こ

の土器の口縁部と同じレベルで図102-589が横転した状態で出士した。これらの土器の下位には焼土

が存在し、坑内一面に遺物が出土しており、単なる廃棄とは考えがたい。［時期］遣物の出土状況か

ら遣構の廃絶と遺物の時期が極めて近い、または同時と考えられ、出土した土器から縄文時代中期初

頭と考えられる。［脂質・リン酸等分析］第7層と図104-591内の士壌からサンプルを採取し、リン

酸・ステロール・脂肪酸の分析を実施したが、埋葬を積極的に指示する結果は得られなかった。（中村）

第249号土坑 (SK-249)(図26、104)

［堆積土] 15層に分層した。全体に粘土分の多いシルトが堆積しており、人為堆積と考えられる。

［出土遺物］第1・2・9・14層から 6点 (110.7g)の士器が出土した。 593は縄文時代中期初頭のものと
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図25第242・243・244・245号土坑
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SK-244 
第1層 7.5YR5/8明褐色粘土質火山灰土

高館火山灰起源。
第2層 7.5YR4/6褐色粘土質火山灰土高

館火山灰起源。

第3層 10YR5/8黄褐色シルト <P5mmの
黄褐色浮石20%含む。

第4層 10YR3/3暗褐色シルト 炭化物多
量含む。

第5層 10YR4/6褐色10YR3/4暗褐色シ
ルト。

6
 

SK-243 
第1層 10YR3/3暗褐色シルト 八戸火山灰起源と思われるcj)5mmの黄褐色浮石含む(10%)。
第2層 10YR3/4暗褐色砂質シルトと10YR4/6褐色火山灰士の斑状構造 八戸火山灰起源

と思われるcP7mmの黄褐色浮石(7%)。
第3層 10YR4/4褐色シルト 10YR3/3暗褐色砂質シルトの斑状構造（弱） 八戸起源と思

われるcj)5mmの黄褐色浮石(5%)。
第4層 10YR3/2黒褐色砂質シルト 八戸火山灰と思われるcj)5mmの黄褐色浮石(10%) 炭

化物粒微量。
第5層 10YR3/3暗褐色砂質シルト 基本層序Jl1層に類似する。
第6層 10YR3/4暗褐色砂質シルト
第7層 10YR3/4暗褐色シルト Vld以下ブロック状に含む。
第8層 10YR5/6黄褐色シルト質火山灰土 八戸火山灰土の崩落(Vlld以下）。
第9層 7.5YR4/4褐色砂質シルト
第10層 10YR5/6黄褐色シルト質砂質火山灰土 八戸火山灰土の崩落(Vlld以下）。
第11層 10YR5/6黄褐色砂質シルト質火山灰土 八戸火山灰層の崩落土(VHd以下）。
第12層 10YR3/3暗褐色砂質シルト 八戸火山灰起源の黄褐色浮石¢5mm(5%)。
第13層 10YR3/4暗褐色砂質シルト
第14層 10YR3/3暗褐色砂質シルト 上層よりやや暗い。
第15層 10YR3/4暗褐色砂質シルト 八戸火山灰の黄褐色浮石(2%)。
第16層 10YR3/2黒褐色砂質シルト
第17層 10YR4/3にぶい黄褐色砂質シルト
第18層 10YR3/3暗褐色砂質シルト
第19層 10YR3/3暗褐色砂質シルト
第20層 10YR3/3暗褐色砂質シルト（上層よりやや明るい） 八戸起源の浮石cP2mm含む。

SK-245 
第1層 10YR2/2黒褐色シルト
第2層 10YR4/6褐色粘土
第3層 10YR4/6褐色粘士
第4層 10Y2/l黒炭化物層
第5層 10Y3/3暗褐色粘土質シルト
第6層 10Y2/l黒炭化物層
第7層 10Y3/4暗褐粘土 0 (S=l/40) 2m 

図25 第242・243・244・245号土坑
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図26第246・249号土坑
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第 3章検出遺構とその出土遺物
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SK-246 

第 1層 10YR3/4暗褐色粘土質シルト
第2層 10YR3/4暗褐色粘土

第3層 7.5YR4/4褐色粘土質火山灰土焼土粒（の2mrn)l%以下。

第4層 10YR3/4暗褐色シルト 炭化物粒(2%) 八戸火山灰起源と思われる黄褐色
浮石(3%)。

第5層 10YR4/4褐色シルト 八戸火山灰起源と思われる黄褐色浮石(30%)</J 1cm。

第6層 10YR3/4暗褐色シルト 八戸火山灰起源と思われる黄褐色浮石</J2mrn(5%)。
第7層 10YR3/3暗褐色砂質シルト 八戸火山灰起源と思われる黄褐色浮石(20%)。

第8層 10YR4/4褐色シルト </,5mrnの八戸火山灰起源と思われる黄褐色浮石含、炭
化物粒含む。

第 9層 10YR5/6黄褐色シルト質火山灰土 VI d以下崩落。

第10層 10YR4/4褐色八戸火山灰VI?起源の黄褐色浮石ゆ5mm。

第11層 10YR7/4にぶい黄橙色粘士質火山灰土 VI d以下崩落。

第12層 10YR3/3暗褐色シルト 浮石の砕けた微細粒子は含むものの、上層に含ま

れるようなが2mm以上の浮石なし。

第13層 10YR3/4暗褐色砂質シルト 八戸火山灰起源と思われる</J10mmの黄褐色浮
石を含む。

第14層 10YR4/4褐色シルト

第15層 10YR4/3にぶい黄褐色シルト 八戸火山灰起源と思われるの5mmの浮石含む、
炭化物粒1%以下。

第16層 10YR4/4褐色シルト !Vb層起源と思われるの5mmの浮石50%。
第17層 10YR5/6黄褐色粘士質火山灰土 八戸 I層？の崩落土。
第18層 10YR5/6黄褐色粘土質火山灰土 </J5mrnの浮石。

第19層 10YR4/4褐色シルト 10YR5/6明黄褐色粘土質・砂質火山灰土 10YR5/8 

褐色シルト質火山灰土VId以下、 Viaの崩落土。

第20層 10YR6/6明黄褐色シルト質火山灰土 Vlld以下の崩落。
第21層 10YR4/6褐色シルト質火山灰土 10YR4/4褐色シルト 10YR6/6明黄褐色

粘土質火山灰土。

第22層 10YR4/4褐色シルト 八戸火山灰起源と思われる。の3mmの黄褐色浮石含む
(20%)。

第23層 10YR4/3にぶい黄褐色シルト 八戸火山灰起源と思われる黄褐色浮石含む
(10%)。

第24層 10YR3/4暗褐色シルト 八戸火山灰起源と思われる黄褐色浮石含む(5%)。

゜
(S~l/40) 2m 

SK-249 

第 1層 !OYR4/6褐色粘士質シルト シルトと火山灰土の斑状構造 右側には

斑状構造なく、分層できた可能性高い。左側八戸火山灰起源と思われ
るの5mmの黄褐色浮石含む(7%)。

第2層 10YR4/4褐色シルト の3mmの八戸火山灰起源と思われる </J5mmの黄褐
色浮石含む(7%)。

第 3層 !OYR3/4-3/3暗褐色砂質シルト 部分的に3/3の火山灰土を含むシル

トがプロック状に認められる。八戸火山灰起源と思われるゆ3mmの黄褐

色浮石10%。
第4層 7.5YR4/6褐色シルト 3層より火山灰土の割合高い。八戸火山灰起源

の黄褐色浮石(10%)。

第5層 7.5YR4/4褐色シルト 八戸火山灰起源と思われる d,3mmの浮石5%。

浮石の細粒や粘土質火山灰土の土壌化したもの。
第6層 7.5YR4/3褐色粘土質シルト 八戸火山灰起源と思われる d,3mmの黄褐

色浮石2%。高館起源火山灰土を基質とする（高館か？）。

第 7層 !OYR2/3黒褐色粘土質シルト（炭化物かと思われる）有機質を含む。

第8層 10YR3/4暗褐色砂質シルト d,2cmの黄褐色浮石含む(2個）。

第 9層 10YR4/6褐色粘土質シルトの5mmの黄褐色浮石2%。

第9b層 10YR4/4褐色粘土質火山灰士。高館起源 写真撮影後分層。
第10層 !OYR3/4暗褐色砂質シルト

第11層 10YR4/4褐色粘土質シルト 火山灰土を基質とする。

第12層 !OYR3/2黒褐色粘土質シルト 火山灰土を茎質とする。

第13層 10YR3/4暗褐色シルト 浮石なし。

第14層 7.5YR3/2黒褐色シルト 八戸火山灰起源と思われる d,2mmの黄褐色浮
石含む。

第15層 7.5YR3/3暗褐色粘土質シルト しまり悪い。

図26 第246・249号土坑
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図27第247号土坑
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SK-247 

第 1層 10YR4/6褐色シルト 八戸火山灰起源と思われる<P1cmの黄褐色浮石1%以下。
第2層 IOYR4/4褐色シルト 八戸火山灰起源と思われる<J,5mmの黄褐色浮石2%。
第3層 10YR3/4暗褐色シルト 八戸火山灰起源と思われる<J,5mmの黄褐色浮石2%。
第4層 IOYR3/4暗褐色シルト 八戸火山灰起源と思われる<P!cmの黄褐色浮石30%。
第5層 10YR3/3暗褐色シルト 八戸火山灰起源と思われる<J,1cmの黄褐色浮石15%、

炭化物（最大径<P3cm) 5%。
第6層 2.5YR4/6赤褐色焼土
第7層 IOYR3/2黒褐色シルト <J,5mmの黄褐色浮石30%、<J,5mmの炭化物粒15%。
第8層 IOYR4/6褐色シルト <J,5mmの黄褐色浮石10%。
第9層 10YR5/6黄褐色粘土質火山灰土 高館火山灰起源。
第10層 7.5YR5/6明褐色粘士質火山灰土 高館火山灰起源。

(461) 

゜
(S=l/40) 2m 

図27 第247号土坑

-44-



考えられる。第2・14層から自然礫が3点、第4層から剥片が1点出土した。[時期]本遺構に明確に

伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性

が高い。(中村)

第250号土坑〔SK-250〕(図28)

[堆積土]18層に分層した。ほとんどが火山灰土で、人為堆積と考えられる。[出土遺物]第10・15

層から土器が2点(24.1g)出土した。石類は第12層から石匙が1点、第15層から自然礫が1点

(326g)出土した。[時期]本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の

主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。(中村)

第253・254号土坑〔SK-253・254〕(図28)

[確認と調査過程]当初二つの土坑の重複と考えて調査を開始した。[堆積土]6層に分層した。第

1・2・3層は粘土、第4～6層はシルトである。粘土層は堅くしまっている。[底面形状]不整な凹凸

が認められる。[時期・性格等]本遺構は、底面形状などから、木根等による攪乱と思われ、火山灰

土を用いて埋め戻したものと思われる。時期は不明である。(中村)

第255号土坑〔SK-255〕(図28)

[調査過程等]周辺の黄褐色火山灰土とは異なる火山灰土を落ち込みと考え精査を開始したが、第5層

を地山の高舘火山灰と誤認し、精査を中断した。その後、トレンチを設定するなどして、掘り足りな

いことがわかり、精査を再開したが、作業員への指示にミスがあり、一部を土層断面図を作成しない

まま掘り下げてしまった。[堆積土]残存部で22層に分層した。粘土質の土層が多く、人為堆積と考

えられる。[出土遺物]堆積土中から35点(412.7g)の土器、4点(2597.9g)の自然礫が出土した。

土器は縄文時代中期のものと考えられる。[時期]本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期

は不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。(中村)

第256号土坑〔SK-256〕(図29、104、105)

[堆積土]26層に細分した。上部は八戸火山灰起源と考えられる白色・黄褐色の軽石を多く含むシル

ト、下部は火山灰土と黒色系統のシルトの混合土からなる。ほとんどは人為堆積土と考えられるが、

第19層のように、崩落土の可能性が考えられる土層が認められ、第20層とともに自然堆積の可能性

が考えられる。[出土遺物]第2・3・4・21・25層から土器が16点(256.8g)、第1層から敲磨器が1点、

第1・2・3・14・18・25層から自然礫が7点(1913.1g)出土している。土器は縄文時代中期のものを含

んでいる。[時期]本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な

時期である中期初頭に属する可能性が高い。(中村)

第257号土坑〔SK-257〕(図29、105)

[堆積土]2層に分層した。第1層は基本層序第Ⅱ層に類似する。層中に焼土粒を含むことから人為

堆積の可能性も考えられるが、詳細は不明である。第2層は西側にのみ堆積する。[出土遺物]第1

層から重量約1.9kgの板状の自然礫が1点、黒曜石のブレイクが2点出土している。板状の礫は黒曜

石と隣接して出土している。[時期]出土した土器の年代が本遺構の年代を示している。土器の年代

観等は第5章第2節を参照されたい。(葛城)

第258号土坑〔SK-258〕(図29)

[堆積土]2層に分層した。第1層は層中にTo-bを含み、基本層序第Ⅱ層に類似する。本層はシルト

一45一

第 3章 検出遺構とその出土遵物

考えられる。第2・14層から白然礫か3点、第4層から刹片が 1点出上した。［時期］本遺構に明確に

伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主（本的な時期である中期初頭に属する可能性

が高い。 （中村）

第250号土坑〔SK-250〕（図28)

［堆積土] 18屈に分居した。ほとんどが火山灰士で、人為堆柏と考えられる。［出十遺物］第10・15

層から土器か 2点 (24.lg) 出土した。石類は第12層から石匙が 1点、第15層から自然礫が 1点

(326g)出土した。［時期］本遣構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、本道跡の

主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。 （中村）

第253・254号土坑〔SK-253・254〕（図28)

［確認と調査過程］当初二つの土坑の璽複と考えて調査を開始した。［堆積土] 6層に分層した。第

1・2・3層は粘土、第4~6層はシルトである。枯土層は堅くしまっている。［底面形状］不整な凹凸

が認められる。［時期・性格等］本遺構は、底面形状などから、木根等による攪乱と思われ、火山灰

tを用いて押め戻したものと思われる。時期は不明である。 （中村）

第255号土坑〔SK-255〕（図28)

［調査過程等］周辺の苗褐色火山灰十ーとは異なる火山灰土を落ち込みと考え精査を開始したが、第5層

を地山の高舘火山灰と誤認し、桔査を中断した。その後、 トレンチを設定するなどして、掘り足りな

いことがわかり、精査を再開したが、作業員への指示にミスがあり、一部を士層断面図を作成しない

まま掘り下げてしまった。［堆積上］残存部で22屠に分層した。粘士質の土層が多く、人為堆積と考

えられる。［出士遣物］堆積士中から35点 (412.7g)の土器、 4点 (2597.9g)の自然礫が出土した。

土器は縄文時代中期のものと考えられる。［時期］本遣構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期

は不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。 （中村）

第256号土坑〔SK-256〕（図29、104、105)

［堆桔十」 26層に細分した。上部は八戸火山灰起源と考えられる白色・黄褐色の軽石を多く合むシル

ト、下部は火山灰士と黒色系統のシルトの混合土からなる。ほとんどは人為堆積十と考えられるが、

第19層のように、崩落土の可能性が考えられる上層が認められ、第20層とともに自然雄積の可能性

が考えられる。［出土遮物］第2・3・4・21・25層から上器が16点 (256.8g)、第 1層から敲磨器か 1点、

第1・2・3・14・18・25層から自然礫が 7点 (1913.lg)出土している。土器は縄文時代中期のものを含

んでいる。［時期］本遣構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、本遣跡の主体的な

時期である中期初頭に属する可能性が高い。 （中村）

第257号土坑〔SK-257〕（図29、105)

［堆積土J2層に分層した。第 1層は基本層序第II層に類似する。層中に焼土粒を含むことから人為

堆積の可能性も考えられるが、詳細は不明である。第2層は西側にのみ堆積する。［出土遺物］第 1

層から重量約1.9kgの板状の自然礫が 1点、黒躍石のフレイクが2点出土している。板状の礫は黒曜

石と隣接して出土している。［時期］出土した土器の年代が本遺構の年代を示している。土器の年代

観等は第5章第2節を参照されたい。 （葛城）

第258号土坑〔SK-258〕（図29)

［堆積土J2層に分層した。第1層は層中にTo-bを含み、基本層序第II層に類似する。本層はシルト
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図28第250・254・255号土坑
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SK-250 
第1層 10YR4/4褐色シルト 八戸火山灰起源と思われる<P3mmの

浮石含む(30%)。
第2層 7.5YR4/4褐色粘土質火山灰土
第3層 10YR4/6褐色シルト質火山灰土
第4層 10YR4/4褐色砂質シルト質火山灰土
第5層 7.5YR4/4褐色粘士質火山灰上
第6層 10YR4/6褐色シルト しまりなくボソポソしている。
第7層 10YR4/6褐色粘土質火山灰土
第8層 10YR4/6褐色粘土質火山灰土（焼土含む）
第9層 10YR3/4暗褐色粘土質シルト
第10層 10YR4/6褐色シルト
第11層 5YR3/6暗赤褐色シルト（焼士含む）
第12層 7.5YR3/6暗褐色シルト 炭化物とシルトの混合層。
第13層 10YR4/4褐色砂質シルト
第14層 7.5YR4/4褐色粘土質火山灰土
第15層 10YR4/4褐色粘士質火山灰土
第16層 10YR5/6黄褐色粘土質火山灰士及び浮石
第17層 10YR3/4暗褐色砂質シルト
第18層 10YR3/3暗褐色砂質シルト
SK-254 
第1層 10YR4/4褐色粘土質火山灰土 高館火山灰起源。
第2層 7.5YR4/4褐色粘土質火山灰士 高館火山灰起源。
第3層 10YR4/4褐色粘土
第4層 10YR3/3暗褐色シルト
第5層 10YR2/3黒褐色シルト 八戸火山灰起源と思われる</,5mm

の黄褐色浮石15%。
第6層 10YR4/4褐色シルト 八戸火山灰起源と思われる<P1cmの

黄褐色浮石20%。
SK-255 
第1層 10YR4/6褐色粘土質火山灰士
第2層 10YR3/4暗褐色シルト
第3層 10YR3/3暗褐色粘土質火山灰土の土壌化したもの
第4層 10YR3/4暗褐色シルト
第5層 7.5YR4/4褐色粘土質火山灰土 高館火山灰起源。
第6層 10YR5/6黄褐色粘土質火山灰士(VHd以下）
第7層 10YR4/6褐色粘土質シルト
第8層 10YR3/4暗褐色シルト <P 1cmの黄褐色浮石20%含む。

A 
2
 

14 

16 17 11 

゜
(S=l/40) 2m 

第9層 10YR3/4暗褐色粘土質シルト c/Jlcmの黄褐色浮石2%、炭化物粒c/J5nnn微量。
第10層 IOYR3/4暗褐色シルト 9層と比較して粘土分少ない。
第11層 10YR3/4暗褐色粘士質シルト c/Jlcmの黄褐色浮石3%。
第12層 10YR3/3暗褐色シルト
第13層 7.5YR5/4にぶい褐色粘土質火山灰士。
第14層 10YR7/6明褐色粘士質火山灰土 高館火山灰起源。
第15層 IOYR3/4暗褐色シルト
第16層 10YR3/4暗褐色シルト (/J3nnnの黄褐色浮石2%、炭化物粒(/J5nnnl%以下。
第17層 10YR6/6明黄褐色浮石・火山灰土 八戸火山灰層。
第18層 !OYR7/8黄橙色粘土質火山灰層 八戸火山灰層。
第19層 10YR5/4にぷい黄褐色粘土 10Y5/4にぶい黄褐色粘土質火山灰土をブロック

状に含む。

第20層 10YR4/6褐色粘士
第21層 10YR4/4褐色粘土質シルト c/J3nnnの黄褐色浮石15%、SK283堆積土の崩落土。
第22層 7.5YR4/4褐色粘土質火山灰土 高館火山灰起源。

図28 第250・254・255号土坑
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図29第256・257・258・259・260・261・262・263・264号土坑
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第 3章検出遺構とその出士遺物
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SK-256 

第 1層 !OYR3/3暗褐色シルト
の3mmの白色浮石10%。

第2層 IOYR3/4暗褐色シルト

</> !cmの白色浮石5%。
第 3層 IOYR2/3黒褐色シルト

</>5mmの白色・黄褐色
浮石10%。

第4層 IOYR2/3黒褐色シルト

</>5mmの白色・黄褐色
浮石10%。上層より暗い。

第 5層 IOYR3/3暗褐色シルト
</>3mmの白色・黄褐色

浮石30%。
第6層 IOYR3/3暗褐色シルト

上層よりやや暗い、の

5mmの臼色浮石5%。
第 7層 IOYR3/4暗褐色シルト

</>2mm~5mmの白色・

黄褐色浮石30%。
第8層 IOYR2/3黒褐色シルト

!OYR3/4褐色粘土質火
山灰土・浮石が互層を
為す。

第 9層 IOYR3/4暗褐色シルト
ゆ2cmの白色浮石20%。

第10層 IOYR6/4にぶい黄橙色

粘土質火山灰土（風化し
た浮石）とIOYR3/3暗
褐色シルトの互層。

IOYR3/4暗褐色4/4掲色シルトの混合土 </>5mmの黄褐色浮石15%。
IOYR4/4褐色粘土質シルト 風化した白色火山灰と暗褐色シルトの混合土。

!OYR4/3にぶい黄褐色シルト </> !cmの黄褐色浮石15%。
IOYR7/4にぶい黄橙色砂質火山灰土とIOYR4/3にぷい黄褐色シルト質火山
灰土。

IOYR4/4褐色粘土質火山灰土
IOYR7 /4にぶい黄橙色浮石とIOYR3/3暗褐色シルトの混合土

IOYR5/8黄褐色浮石
IOYR4/3にぶい黄褐色シルト 風化した白色浮石多量(50%)に含む。

!OYR6/4にぶい黄橙色砂質火山灰土 !OYR5/6黄褐色浮石、崩落士。
IOYR3/3暗褐色シルト ゆ3mmの風化した白色浮石含む。

IOYR3/3暗褐色シルト
!OYR3/3暗褐色シルト </> !cmの白色浮石10%。
IOYR3/4暗褐色シルト

にぶい黄橙色砂質火山灰土と暗褐色シルトの互層。
IOYR7/4にぷい黄橙色浮石、 VJdの一部（細粒ゆ2mm)の崩落。
I OYR6/6~6/8明黄褐色浮石層。八戸VJbの崩落。

。ミ
SK-257 

-~ ロ

A 
58.20m 

B 

ーエこ
SK-257 

第 1層 10YR2/l黒色シルト 焼土
粒(</J3mm)l%。

第 2層 10YR2/2黒褐色砂質シルト

壁崩落土と表土が混合？

A 

SK-258 

□ B 
第 1層 10YR2/l黒色シルト To-bと

思われる白色浮石（～ゆ5mm)1%。

第 2層 10YR2/2黒褐色シルト 粘士
質シルトに近い。

＼ ワ SK-261 □)
 

SK-262 

笠＼
A 57.40m 

B 

A B 
- S 58.00m~ 

ロニSK-261 
第 1層 !OYR2/1黒色シルト 白色

浮石((/)5mm)1%混入。

~ 
SK-262 

第 1層 10YR2/l黒色シルト

第 2層 !OYR3/2黒褐色砂質シルト

A B A B 
ー 57.30m- 57.60m-

ーロニ口
SK-259 

第 1層 10YR2/1黒色シルト

A 

SK-260 

第 1層 10YR2/l黒色シルト

第 2層 10YR2/2黒褐色砂質シルト

SK-263 

B 

ロニロSK-263 第 1層 10YR2/l黒色シルト 黒褐色
10YR3/2砂質シルトを斑状に

20%混入。

□ 264 
~ 
SK-264 

第 1層 10YR2/l黒色シルト 白色
浮石(</)7mm)2%混入。

(S=l/40) 

図29 第256・257・258・259・260・261・262・263・264号土坑
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笹ノ沢(3)遺跡III

であるが底面付近では粘土質シルトに近い。［出士遺物］縄文土器片が2点 (20.lg)出土した。石器

は出土しなかった。［時期］直接的に時期決定できる遣物は無いが、規模や形態、位置から第257・

261号土坑と同時期の可能性が考えられる。 （葛城）

第259号土坑〔SK-259〕（図29)

［堆積士］黒褐色シルトを主体とし、基本層序第II層に類似する。［出土遺物］重量が1kgを超えるも

のを含む自然礫が6点出土している。総重量は19257.2gである。［時期］直接的に時期決定できる遣

物は無いが、規模や形態、礫が出土したことから、第257・261号土坑と同時期の可能性が考えられ

る。 （魁城）

第260号土坑〔SK-260〕（図29、105)

［堆積士] 2層に分層した。第257号土坑の堆積状況と極めて類似する。［出士遺物］縄文土器片が3

点 (33.3g)出土した。小型の自然礫が3点出土している。総重量は20.lgで比較的まとまった出土

状況を呈する。［時期］直接的に時期決定できる遺物は無いが、規模や形態、土師器・礫が出土した

ことから、後述の第257・261号土坑と同時期の可能性が考えられる。 （葛城）

第261号土坑〔SK-261〕（図29、104)

［堆積士］黒色シルトを主体とし、基本層序第II層に類似する。［出土遺物］堆積土中から士師器片、

石鏃 1点、及び自然礫が13点出士している。この他に黒曜石のフレイクが2点出士している。総重

量は10863.0gである。堆積土下位に小型の自然礫が廃棄され、その上位に黒曜石と大型の自然礫が

まとまって出土する。このような黒曜石と礫との関係は第257号士坑でも同様である。なお、石鏃は

後世の混入と考えられる。［時期］出土した土器の年代が本遺構の年代を示している。土器の年代観

は第5章第2節を参照されたい。 （紡城）

第262号土坑〔SK-262〕（図29)

［堆積土] 2層に分層した。第1層は黒色シルトで、基本層序第II層に類似する。 ［出上遺物］第2層

から重量51. 7gの自然礫が 1点出上している。 ［時期］直接的に時期決定できる遣物は無いが、規模

や形態、礫が出土したことから、第257・261号土坑と同時期の可能性が考えられる。 （籾城）

第263号土坑〔SK-263〕（図29、106)

［堆積土］黒色シルトを主体とし、黒褐色砂質シルトを斑状に含む。［出土遺物］縄文土器片が2点

(22.6g)出土した。接合する自然礫が2点出土している。総重量は38.lgである。［時期］直接的に

時期決定できる遺物は無いが、規模や形態、礫が出土したことから、第257・261号土坑と同時期の

可能性が考えられる。 （紡城）

第264号土坑〔SK-264〕（図29)

［堆積士］基本層序第II層に類似する黒色シルト層である。［出上遺物］重量150.3gの自然礫が1点出

士している。［時期］直接的に時期決定できる遺物は無いが、位置、規模や形態から、第257・261号

士坑と同時期の可能性が考えられる。 （魁城）

第265号土坑〔SK-265〕（図30、106)

［堆積土] 3層に分層した。すべて火山灰土で人為堆積と考えられる。［出土遺物］土器が 3点 (2点

は位置の記録ミス）、自然礫が各1点出上している。 ［時期］本遣構に明確に伴う遺物がないため、詳

細な時期は不明だが、前期末～中期初頭に属する可能性が高い。 （中村）
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第266号土坑〔SK-266〕(図30、106)

[堆積土]42層に分層した。砂質シルトを主体とする。壁際には火山灰土が認められ、崩落土の可能

性が高い。したがって、自然堆積の可能性が考えられる。[出土遺物]第1・10・11・16・23・24・35・36

層から土器が18点(271.9g)、自然礫が床面・1層から3点(509.8g)出土した。土器は縄文時代中

期初頭のものと考えられる。[時期]本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、

本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。(中村)

第267号土坑〔SK-267〕(図30、31、106)

[堆積土]37層に分層した。砂質シルトを主体とする。上位から中位にかけて斑状構造が認められる。

壁際に火山灰土が多く認められ、崩落土の可能性が考えられる。従って、自然堆積の可能性が高い。

[出土遺物]第1・2・3・7・10・11・12・16・25層および堆積土から58点(1309.5g)の土器が、第11層から

敲磨器が1点、第3層・堆積土中から剥片が各1点、第1・2・12層・堆積土中から自然礫が12点(318.5g)

出土した。土器は縄文時代中期初頭のものを含んでいる。[時期]本遺構に明確に伴う遺物がないた

め、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。(中村)

第268号土坑〔SK-268〕(図31、107)

[堆積土]9層に分層した。褐色の砂質シルト及びシルトを主体とする。壁面の崩落土と考えられる

第1・5層を除き、八戸火山灰起源と考えられる黄褐色浮石を含んでいる。[出土遺物]第1・2・4・5層

から土器片が26点(194.9g)出土した。うち、第1層から20点(161.2g)の土器が出土した。縄文

時代中期初頭の土器を含む。第1～4層にかけて自然礫が4点出土している。総重量は755.7gである。

[時期]本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である

中期初頭に属する可能性が高い。(葛城)

第270号土坑〔SK-270〕(図32、107)

[堆積土]16層に分層した。壁際ではなく、遺構中央部に八戸火山灰を主体とする黄褐色シルトが堆

積することから人為堆積の可能性が高い。[出土遺物]第1・2・3・6・8・1213・14・15・16層から60点

(2533.6g)の土器が出土した。うち、第8層から24点(302.0g)、第13層から12点(1628.1g)が

出土した。土器は円筒上層a式と考えられるものが多い。自然礫及び2次加工のない剥片が合わせて

15点出土している。これらのほとんどは第8層及びその下層から出土した。総重量は4720.1gである。

[時期]本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である

中期初頭に属する可能性が高い。(葛城)

第271号土坑〔SK-271〕(図33)

[位置と確認]本遺構は竪穴住居跡の可能性もあるが、遺構の大半が調査区域外に広がり全体像が不

明なため、ここでは土坑として報告する。[壁面及び底面の状況]壁面は緩やかに外傾しながら立ち

上がる。底面からは北側に長さ1m3㎝、深さ8㎝の浅い落ち込みが検出された。[堆積土]5層に

分層した。浅い掘り込みを埋めるように第4・5層が堆積している。[出土遺物]第2・5層から土器が2

点(32.3g)出土した。縄文時代中期初頭のものと思われる。石器は出土しなかった。[時期]本遺構

に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属す

る可能性が高い。(葛城)

第272号土坑〔SK-272〕(図33、107)
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第 3立 検出逍構とその出土遺物

第266号土坑〔SK-266〕（図30、106)

［堆積土]42層に分層した。砂質シルトを主体とする。壁際には火山灰士が認められ、崩落十．の可能

性が高い。したがって、自然堆梢の可能性が考えられる。［出士遣物］第1・10・11・16・23・24・35・36

層からt器が18点 (271.9g)、自然礫か床面・ 1層から 3点 (509.8g)出土した。士器は縄文時代中

期初頭のものと考えられる。［時期］本造構に明確に伴う遣物がないため、詳細な時期は不明だが、

本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性か高い。 （中村）

第267号土坑〔SK-267〕（回30、31、106)

［堆積七] 37層に分層した。砂質シルトを主体とする。上位から中位にかけて斑状構造が認められる。

墜際に火山灰土が多く認められ、崩落土の可能性か考えられる。従って、白然堆柏の可能性が高い。

［出土遺物］第1・2・3・7・10・11・12・16・25層および堆積土から58点(1309.5g)の上器が、第11暦から

敲磨器が 1点、第3層・堆積土中から剥片が各 l点、第1・2・12層・堆積上中から自然礫が12点(318.5g)

出土した。土器は縄文時代中期初頭のものを含んでいる。［時期］本遺構に明確に伴う遺物がないた

め、詳細な時期は不明だが、本遣跡の主（木的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。 （中村）

第268号土坑〔SK-268〕（図31、107)

［推積士] 9層に分層した。褐色の砂質シルト及びシルトを主（本とする。壁面の崩落士と考えられる

第l・5層を除き、八戸火山灰起源と考えられる黄褐色浮ィiを含んでいる。［出土遣物］第1・2・4・5層

から士器片が26点 (194.9g)出土した。うち、第 1層から20点 (161.2g)の士器が出土した。縄文

時代中期初頭の士器を含む。第1~4屈にかけて自然礫が4点出土している。総里量は755.7gである。

［時期］本遣構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期はイヽ＾明だが、本逍跨の主体的な時期である

中期初頭に属する可能性が高い。 （籾城）

第270号土坑〔SK-270)(図32、107)

［堆積土] 16層に分層した。壁際ではなく、遣構中央部に八戸火山灰を主体とする黄褐色シルトか堆

積することから人為堆積の可能性が高い。［出上造物］第1・2・3・6・8・1213・14・15・16層から60点

(25:-3ふ6g)のt器が出上した。うち、第8屈から24点 (302.0g)、第13屈から12点 (1628.lg)が

出士した。土器は円筒上層a式と考えられるものが多い。自然礫及び2次加工のない剥片が合わせて

15点出tしている。これらのほとんどは第8層及びその下層から出土した。総重昂は4720.lgである。

［時期］本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、本遣跨の主体的な時期である

中期初頭に属する可能性が高い。 （紡城）

第271号土坑 (SK-271)(図33)

［位置と確認］本遺構は竪穴住居跡の可能性もあるが、遺構の大半が調査区域外に広がり全体像が不

明なため、ここでは土坑として報告する。［壁面及び底面の状況］壁面は緩やかに外傾しながら立ち

上がる。底面からは北側に長さ lm3cm、深さ 8cmの浅い落ち込みが検出された。［堆積土] 5層に

分層した。浅い掘り込みを埋めるように第4・5層が堆積している。［出土遺物］第2・5層から土器が2

点 (32.3g)出土した。縄文時代中期初頭のものと思われる。石器は出土しなかった。［時期］本遺構

に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属す

る可能性が高い。 （葛城）

第272号土坑 (SK-272〕（図33、107)
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図30第265・266・267号土坑
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SK-266 

第1層 10YR3/4暗褐色砂質シルトの斑状構造<P5mmの黄褐色浮石2%。

第2層 10YR3/4暗褐色シルト rP 1cmの黄褐色浮石5%。
第3層 10YR3/3暗褐色砂質シルト rj)5mmの浮石1%。

第4層 10YR3/4暗褐色シルト

第5層 10YR3/3暗褐色砂質シルト

第6層 10YR4/4褐色シルト

第7層 10YR3/4暗褐色砂質シルト

第8層 10YR3/3暗褐色砂質シルト

第9層 10YR3/3暗褐色砂質シルト 上層よりやや明るい。

第10層 10YR4/6褐色シルト

第11層 10YR3/3暗褐色砂質シルト

第12層 10YR3/4暗褐色砂質シルト rj)2mmの浮石2%。

第13層 10YR4/4褐色シルト質火山灰土 壁の崩落土。

第14層 10YR3/3暗褐色砂質シルト <P5mmの黄褐色浮石2%。

第15層 10YR3/3暗褐色砂質シルト rj)5mmの浮石1%以下。

第16層 10YR3/4暗褐色シルト

第17層 10YR3/3暗褐色砂質シルト

第18層 10YR4/4褐色シルト

第19層 10YR3/4暗褐色シルト <P5mmの黄褐色浮石10%。

第20層 10YR3/3暗褐色シルト

第21暦 10YR3/4暗褐色シルト 25層の崩落。

第22層 10YR4/4褐色シルト

第23層 10YR2/3黒褐色砂質シルト

第24層 10YR3/3暗褐色砂質シルト rJ>5mmの黄褐色浮石2%。

第25層 10YR5/6黄褐色シルト質火山灰土 vnaの崩落。

第26層 10YR4/6~4/4褐色シルト質火山灰土 vnaの崩落。

第27層 10Y4/4褐色シルト質火山灰土と暗褐色シルトの混合士。

第28層 10YR2/3黒褐色砂質シルト

第29層 10YR4/6褐色シルト質火山灰士

第30層 10YR3/6暗褐色砂質シルト

第31層 10YR2/3黒褐色砂質シルト rj)5mmの黄褐色浮石2%。

第32層 10YR2/3黒褐色砂質シルト 上層よりやや暗い。

第33層 10YR5/6黄褐色粘土質火山灰土 vnaの崩落。

第34層 10YR3/3暗褐色砂質シルト <P2mmの黄褐色浮石1%。

第35層 10YR3/3暗褐色砂質シルト

第36層 10YR3/3暗褐色砂質シルト 粘性強い、 rj,2mmの黄褐色浮石5%。

第37層 10YR3/4暗褐色砂質シルト

第38層 10YR3/4暗褐色シルト

第39層 10YR3/3暗褐色シルト 30層との境界付近に黄褐色土（境界やや

不明瞭）見られる。

第40層 10YR3/2黒褐色砂質シルト

第41層 10YR3/3暗褐色シルト

第42層 10YR3/2黒褐色シルト

(S=l/40) 

図30 第265・266・267号土坑
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SK-267 
第 1層 !OYR3/4暗褐色シルトと3/3暗褐色砂質シルトの斑状構造、 <P!cmの黄褐

色浮石7%。
第2層 !OYR2/3黒褐色!OYR2/3黒褐色と10YR3/4暗褐色砂質シルトの斑状構造、

上層より斑状部分少ない。 <Plcmの黄褐色浮石5%。
第3層 !OYR3/3暗褐色砂質シルト10YR3/3黒褐色と!OYR3/4暗褐色砂質シルト

の斑状構造。北壁際10YR4/4褐色シルト質火山灰士が斑状に認められる、
の!cmの黄褐色浮石5%。

第4層 !OYR2/3黒褐色!OYR3/3暗褐色砂質シルトが部分的に斑状に見られるが、
上層よりその割合は少ない。

第5層 10YR3/4暗褐色シルトと壁の火山灰土の崩落土と混合士
第6層 !OYR4/2灰黄褐色シルトと壁の火山灰土の崩落土と混合士
第7層 !OYR2/3黒褐色砂質シルト <P5mmの黄褐色浮石3%。
第8層 10YR4/6褐色シルト質火山灰士 V~Vllaの崩落。
第9層 10YR3/4暗褐色シルト質火山灰土 V~Vllaの崩落。
第10層 10YR2/3黒褐色砂質シルト <P5mmの黄褐色浮石2%、一部に!OYR3/3砂

質シルトの斑状構造。
第11層 !OYR2/3黒褐色砂質シルト の5mmの黄褐色浮石3%。
第12層 !OYR2/2黒褐色砂質シルト 一部に10YR3/3の斑状構造、 <P5mmの炭化物

粒含む。

第13層 10YR2/3黒褐色シルト
第14層 !OYR2/2黒褐色砂質シルト
第15層 10YR2/3黒褐色シルト <P2mmの黄褐色浮石3%。
第16層 10YR3/4暗褐色砂質シルト <P2mmの黄褐色浮石2%、<P3mmの炭化物粒1%

以下。

第17層 10YR3/3暗褐色砂質シルト <P2mmの黄褐色浮石1%、<t>2mmの炭化物流粒
1%以下。

第18層 !OYR2/3黒褐色シルト
第19層 !OYR4/4褐色粘土質火山灰土
第20層 !OYR5/8黄褐色粘土質・シルト質火山灰土 黒色シルトを互層状に挟む。
第21層 !OYR3/3暗褐色シルト
第22層 !OYR2/3黒褐色砂質シルト <t>3mmの黄褐色浮石含。
第23層 10YR2/3黒褐色シルト 砂粒分含むが、 22層よりやや少ない。
第24層 10YR3/3暗褐色シルト <P2mmの黄褐色浮石の破片10%。
第25層 10YR5/8黄褐色粘土質火山灰土(V~Vllaの崩落土）。
第26層 10YR2/3黒褐色砂質シルト <P3mmの黄褐色浮石10%。
第27層 10YR3/4暗褐色粘士質シルト
第28層 !OYR4/6褐色粘土質火山灰土 Vlld以下の崩落土。
第29層 !OYR5/6黄褐色浮石八戸Vlbの崩落土。
第30層 10YR2/2黒褐色シルト 砂粒分含むが、粘士分の方が多い。
第31層 10YR2/3黒褐色シルト 砂粒分含むが粘土分の方が多い、 <P2mmの黄褐色

浮石7%。
第32層 10YR2/2黒褐色シルト
第33層 10YR5/6黄褐色浮石八戸IVの崩落。
第34層 !OYR3/4暗褐色粘士質火山灰土と10YR2/3暗褐色砂質シルトの互層(V
~Vilaの崩落）。

第35層 10YR2/3黒褐色砂質シルト <1>7mmの黄褐色浮石10%。
第36層 10YR5/8黄褐色10YR7/4にぶい黄橙色上半は八戸!Vb、下半は八戸VIC

の崩落土。

第37層 !OYR4/4褐色砂質シルト
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第 1層 IOYR2/2黒褐色シルト 黄褐色浮石（～の3mm)3%、焼土粒(-ct,2mm)l%。

第2層 10YR3/3暗褐色シルト 黄褐色浮石(-c/,71Tiln)3%、炭化物粒(-(/J2mm)

1%。

10YR5/6黄褐色シルト 八戸火山灰母材。

10YR5/6黄褐色シルトと褐色10YR4/4シルト30%の混合層。

10YR4/4褐色シルト 炭化物粒(-ct,5mm)1%、焼土粒(-(/J2mm)1%。

10YR3/3暗褐色シルト 黄褐色浮石(-ct,5mm)3%、焼土粒・ 炭化物粒

（～の2mm)1%。

第7層 IOYR5/4にふい黄褐色シルト 八戸火山灰母材。黄褐色浮石(-ct,Smm) 第4層

5%、炭化物粒(-ct,10mm)3%。 第 5層

第8層 IOYR3/3暗褐色シルト 黄褐色浮石(-ct,10mm)、炭化物粒（～の 10mm) 第6層

10%。 第7層

第9層 10YR4/3にぶい黄褐色シルト 黄褐色浮石(-ct,10mm) 15%、炭化物粒 第8層
(-ct,3mm)2%。 第9層

10YR4/4褐色シルト 黄褐色浮石(-(/J5mm)5%。 第10層

IOYR6/6明黄褐色粘土質シルト 八戸火山灰母材。 第II層

10YR3/3暗褐色シルト 黄褐色浮石（～ゆ10mm)3%、焼土粒（～の3mm) 第12層

2%、炭化物粒(-ct,5mm)5%。 第13層

第13層 10YR3/2黒褐色シルト 黄褐色浮石(-ct,10mm)3%、炭化物粒（～ゆ5mm)第14層

2%。 第15層

第14層 10YR4/4褐色砂質シルト木根による撹乱 第16層
第15層 10YR4/4褐色シルト 黄褐色浮石(-(/J5mm)7%、炭化物粒（～の10mm)

5%。
第16層 10YR4/4褐色シルト 黄褐色浮石(-ct,10mm)5%、八戸火山灰粒（～ゆ

30mm) 1 %、焼土粒（～ゆ2mm)1%。

第17層 10YR5/6黄褐色シルト 黄褐色浮石（～ゆ10mm)を多量に含む。

第10層

第11層

第12層
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第 1層 10YR4/6褐色シルト 中振浮石を少羅混入する。黄褐浮石（～ゆ 10rnm)2%混入。

第 2層 10YR4/4褐色シルト 黄褐浮石（～の10mm)10%、炭化物粒(~c/>5mm)1%混入。

第 3層 10YR5/6黄褐色シルト 八戸火山灰起源の火山灰と褐色土の混合層。

火山灰粒（～ゆ 10mm)15%混入。

10YR3/3暗褐色シルト 黄褐浮石（～の10mm)3%、炭化物粒(~c/J3mm)2%混入。

10YR4/4褐色シルト 黄褐浮石（～ゆ10rnm)5%、炭化物粒（～の3mm)2%混入。

10YR6/6明黄褐色シルト 八戸火山灰ブロック (~(})20rnm)で構成される。

10YR3/3暗褐色砂質シルト 中振浮石混入。黄褐浮石(~c/J 10mm) 5絡混入。

JOYR5/4にぶい黄褐色シルト 黄掲浮石（～ゆ 10rnm)2%混入。

10YR5/4にぶい黄褐色粘土質シルト 底面の八戸火山灰層混入。

10YR3/2黒褐色砂質シルト 黄褐浮石（～ゆ 10rnm)1%混入。

10YR4/4褐色砂質シルト 中撤浮石混入。黄褐浮石(~c/J 10mm) 10%混入。

10YR3/3暗褐色砂質シルト 中振浮石混入。黄褐色浮石（～ゆ 10mm)10%混入。

10YR4/4褐色シルト 黄褐浮石(~c/J 10mm) 15%混入。

10YR3/3暗褐色シルト 黄褐浮石(~c/Jl0rnm)7%混入。

10YR4/4褐色シルト 黄掲浮石(~cJ;5mm)3%混入。

10YR3/3暗褐色シルト 黄褐浮石(~c/J5mm)5%混入。

゜
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[平面形]円形を呈すると考えられるが、遺構の大半が調査区域外に広がるため、詳細は不明である。

[堆積土]5層に分層した。褐色シルトを主体としており、八戸火山灰起源と考えられる明褐色火山

灰粒を全ての層に含んでいる。[出土遺物]第1層から円筒下層d式土器が1点(35.2g)出土した。

石器は出土しなかった。[時期]本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、縄文

時代前期末～中期初頭に属する可能性が高い。(葛城)

273号土坑〔SK-273〕(図33、107)

[壁面及び底面の状況]地滑りの影響で屈曲部から開口部にかけての上半部が南西方向に潜り込むよ

うにずれている。このため、底面には段差が生じている。また、壁面もこの影響で形状が変化してい

るが、底面から屈曲部にかけて内傾し、そこから開口部にかけてはほぼ垂直に立ち上がっていたと考

えられる。[堆積土]17層に分層した。第2層は火山灰土であり、人為的に投げ込まれたものと考え

られるが、壁際には第3・8層のような崩落土がみられることから、それ以下の層については自然堆積

と考えられる。従って本遺構は自然堆積によって完全に埋没する直前に人為的に埋め戻されたと考え

られる。[出土遺物]第3層をのぞき、第1層から12層より44点(615.4g)の土器が出土した。円

筒上層a式を含んでいる。石器は自然礫が8点、敲磨器類が第7層から1点出土している。総重量は

1730.1gである。[時期]本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、第21号住居

跡より古く、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。(葛城)

第274号土坑〔SK-274〕(図33、107、108)

[堆積土]8層に分層した。第1層は八戸火山灰を主体とする人為堆積層と考えられるが、その他の

層については人為堆積層か自然堆積かは判然としない。[出土遺物]第1・2・3・4・6・7・8層から41点

(4288.0g)の土器が出土した。第4層からは図108-676が出土した。すべて円筒上層a式と考えられ

る。第5層から自然礫と石鏃がそれぞれ1点ずつ出土している。総重量は13.9gである。[時期]本遺

構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属

する可能性が高い。(葛城)

第276号土坑〔SK-276〕(図34)

[堆積土]10層に分層した。[出土遺物]第1層から土器が2点(8.0g)出土した。石器は出土しな

かった。[時期]本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時

期である中期初頭に属する可能性が高い。(葛城)

第277号土坑〔SK-277〕(図32、108)

[壁面及び底面の状況]底面には地滑りの影響で、段差が生じている。[堆積土]16層に分層した。

層中に八戸火山灰起源と考えられる黄褐色浮石を含むものが多く、これらは遺構の堀り上げ土に由来

すると考えられるが、人為的要因によるものか自然流入したものかは判然としない。[出土遺物]第

1・2・4・5・7・8・10層から43点(849.0g)の土器が出土した。第2層から13点(164.4g)、第5層から16

点(517.6g)が出土し、この二つの層で土器出土量の1/2以上を占める。自然礫及び2次加工のない剥

片が合わせて9点出土している。総重量は1232.8gである。[時期]本遺構に明確に伴う遺物がない

ため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。(葛城)

第278号土坑〔SK-278〕(図34、108、109)

[堆積土]10層に分層した。第4・9層は壁面の崩落土と考えられ、自然堆積の可能性が高い。[その他
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第 3章 検出造構とその出土遮物

［平面形〕円形を呈すると考えられるが、遣構の大半が調査区域外に広がるため、詳細は不明である。

［堆柏士] 5層に分層した。褐色シルトを主体としており、八戸火山灰起源と考えられる明褐色火山

灰粒を令ての屈に含んでいる。［出十遣物］第 1屈から円筒下層d式土器が 1点 (35.2g)出土した。

石器は川土しなかった。［防期］本逍構に明確に伴う遣物がないため、詳細な時期は不明だが、縄文

時代前期末～中期初頭に屈する可能性が高い。 （葛城）

273号土坑 (SK-273〕（図33、107)

［壁面及び底面の状況］地滑りの影轡で屈曲部から開n部にかけての上半部が南西力向に潜り込むよ
うにずれている。このため、底面には段弄が生じている。また、壁面もこの影曹で形状か変化してい

るか、底面から屈曲部にかけて内傾し、そこから開n部にかけてはほぽ垂直に立ち上がっていたと考
えられる。［堆積土] 17層に分屈した。第2層は火山灰土であり、人為的に投げ込まれたものと考え

られるが、壁際には第3・8層のような崩落上がみられることから、それ以下の層については自然堆積

と考えられる。従って本遣構は口然堆積によって完全に埋没する直前に人為的に埋め戻されたと考え

られる。［出士遣物］第3圏をのぞき、第 1層から12層より44点 (615.4g)の土器が出土した。円

筒上層a式を含んでいる。石器は自然礫が8点、敲磨謡類が第7層から 1点出士している。総重量は

1 730.lgてある。［時期］本遺構に明確に伴う遣物がないため、詳細な時期は不明だが、第21号住居

跡より古く、本追跡の主休的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。 （葛城）

第274号土坑〔SK-274〕（図33、107、108)

［堆精土] 8層に分層した。第 1層は八戸火山灰を主休とする人為雄積層と考えられるが、その他の

層については人為堆積層か自然堆積かは判然としない。［出土遺物］第1・2・3・4・6・7・8層から41点

(4288.0g)の土器が出土した。第4層からは図108-676が出土した。すべて円筒上厨a式と考えられ

る。第5層から目然礫と石鏃がそれぞれ 1点ずつ出土している。総重量は13.9gである。［時期］本遣

構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、本遣跡の主体的な時期である中期初頭に属

する可能性か高い。 （葛城）

第276号土坑〔SK-276〕（図34)

［堆積土] 10層に分）晉した C [出士遣物］第 1層からt器が2点 (8,0g) 出士した。石器は出士しな

かった。［時期］本造構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時

期である中期初頭に属するJJJ能性が高い。 （葛城）

第277号土坑〔SK-277)(図32、108)

［壁面及ひ底面の状況］底面には地滑りの影響で、段差が生じている。［堆積土] 16層に分層した。

層中に八戸火山灰起源と考えられる黄褐色浮石を含むものが多く、これらは遣構の堀り上げ土に由来

すると考えられるが、人為的要因によるものか自然流入したものかは判然としない。［出土遺物］第

1・2・4・5・7・8・10層から43点(849.0g)の土器が出土した。第2層から13点(164.4g)、第5層から16

点(517.6g)が出土し、この二つの層で土器出土量の1/2以上を占める。自然礫及び2次加工のない剥

片が合わせて 9点出土している。総重量は1232.8gである。［時期］本遺構に明確に伴う遺物がない

ため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。（葛城）

第278号土坑〔SK-278〕（図34、108、109)

［堆積土] 10層に分層した。第4・9層は壁面の崩落土と考えられ、自然堆積の可能性が高い。［その他
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図33第271・272・273・274号土坑
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SK-271 

第 1層 10YR5/6黄褐色シルト 明褐色火山灰粒(~(/)8mm)3%。
第 2層 10YR4/4褐色シルト（粘土質に近い。） 明褐色火山灰粒(~(/)8mm)l0%。
第 3層 10YR3/3暗褐色シルト 明褐色火山灰粒(~(/)10mm)5%、焼土粒(~</)

1mm) 1 %。
第4層 10YR4/6褐色粘士質シルト 高舘火山灰ブロック(~</) 30mm) 10%。
第 5層 10YR8/6黄橙色砂質シルト 浮石(~<P5mm)5%。

SK-272 

第 1層 10YR4/4褐色シルト 明褐色火山灰粒(~<P5mm)10%。
第 2層 10YR4/6褐色シルト 明褐色火山灰粒(~(/)5mm)2%。
第 3層 10YR3/2黒褐色シルト 明褐色火山灰粒(~(/)5mm)l5%。
第4層 10YR3/3暗褐色シルト 明褐色火山灰粒(~(/)3mm)2%。
第 5層 10YR4/4褐色シルト 明褐色火山灰粒(~(/)10mm)5%、炭化物粒(~</)

10mm)2%。
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SK-273 

第 1層 10YR4/4褐色シルト 黄橙浮石(~r/)10mm)5%。
第2層 10YR6/8明黄褐色シルト質火山灰 黄橙浮石(~r/)30mm)40%。
第3層 10YR5/6黄褐色シルト 黄橙浮石(~r/)20mm)20%。崩落土。
第4層 10YR2/3黒褐色砂質シルト 黄橙浮石(~r/)8mm)10%。
第5層 10YR2/2黒褐色砂質シルト 黄橙浮石(~r/)10mm)8%。
第6層 10YR3/3暗褐色シルト 黄橙浮石(~r/)10mm)5%。炭化物粒(~r/)5mm)1%。
第7層 10YR3/3暗褐色シルト 黄橙浮石(~r/)10mm)10%。炭化物粒(~r/)5mm)3%。
第8層 10YR2/2黒褐色砂質シルト 黄橙浮石 (~r/)lOmm)壁側に漸移的に多くなる、

10%。
10YR3/3暗褐色シルト 黄橙浮石(~r/)10mm)7%。炭化物粒(~r/)5mm)10%。

10YR3/2黒褐色シルト 黄橙浮石(~r/)3mm)2%。
10YR3/3暗褐色シルト 黄橙浮石(~r/)10mm)10%。
10YR3/2黒褐色砂質シルト 黄橙浮石(~r/)5mm)1%。
10YR3/3暗褐色シルト 炭化物粒(~r/)5mm)2%。
10YR2/3黒褐色シルト 黄橙浮石(~r/)15mm)10%。
10YR3/3暗褐色シルト 黄橙浮石(~r/)3mm)2%。
10YR2/2黒褐色シルト 黄橙浮石(~r/)10mm)10%。炭化物粒(~r/)2mm)1%。

10YR3/4暗褐色シルト 黄橙浮石(~r/)10mm)5%。

A 

SK-274 

第 1層 10YR5/4にぶい黄褐色シルト 八戸火山灰が母材。黄褐色浮石(~c/>10mm) 10 
％。炭化物粒(~c/>5mm)2%。

10YR4/4褐色シルト 黄褐色浮石(~c/>20mm)10%。
10YR3/3暗褐色シルト 黄褐色浮石(~c/>10mm)5%、炭化物粒(~c/)5mm)10%。
10YR4/4褐色シルト 黄褐色浮石(~c/>10mm)3%、炭化物粒(~c/) 10mm) 10%。
焼士粒(~c/>5mm)5%。

第 5層 10YR5/6黄褐色火山灰土
第6層 10YR3/3暗褐色砂質シルト 黄褐色浮石(~c/>5mm)2%、炭化物粒(~c/>5mm)

5%。

10YR4/4褐色シルト
10YR4/6褐色シルト 黄褐色浮石(~c/>5mm)5%。炭化物粒(~c/)5mm)2%。
10YR4/6褐色シルト 八戸火山灰粒(~c/>10mm)5%。
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の施設]底面中央やや北寄りからピットを検出した。深さは8㎝で、柱痕は確認できなかった。[出土

遺物]第1・3・4・5・6・8・10・16層から176点(5007.8g)の土器が出土した。第3・4・10層に集中し、

それぞれ29点(802.7g)、29点(1253.8g)、38点(1206.5g)が出土した。土偶が第3・10層から各

1点(図110-718、719)、土器底部片を利用した土製品(図110-720)が第6層から1点出土した。

石器は自然堆積と考えられる第3層から半円状扁平打製石器、敲磨器類が1点ずつ出土している。自

然礫は9点出土している。総重量は1302.7gである。[時期]本遺構に明確に伴う遺物がないため、

詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。(葛城)

第279号土坑〔SK-279〕(図34、110)

[堆積土]27層に分層した。砂質シルトを主体とする。第1層・第3層は砂質シルトだが、白色の軽

石を多量に含み、人為的に攪拌された土である。これに対して、第16～第20層、第22層～27層は軽

石をほとんど含まない砂質シルト・シルトで、壁の黒色土が崩落した可能性が考えられる。本土坑は、

壁際が開口部近くまで自然堆積によって土層が堆積した後、人為的な要因で埋没したものと考えられ

る。[出土遺物]第2・3・21・27層から土器が30点、自然礫が第1・2・10・21・27層から出土した。土器

はすべて円筒下層d式である。第2・3・4・8・10層から自然礫が、第3層から敲磨器・半円状扁平打製

石器が各1点出土した。[時期]本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、縄文

時代前期末の可能性が高い。(中村)

第280号土坑〔SK-280〕(図35、111)

[堆積土]18層に分層した。底面直上に堆積する第18層は砂質シルトであるが、粒子は細かく水成堆

積と考えられる。第16層は火山灰層と浮石層が互層になっており、壁面の崩落土と考えられる。第

15層は浮石及び炭化物が主に層上半に混入しており人為堆積と考えられる。第3・9・10・11の各層

も黄褐色浮石の混入量が多く、炭化物も含まれることから人為堆積の可能性が高い。[出土遺物]第

1・2・3・5・14層から8点(156.0g)の土器が出土した。石器は出土しなかった。[時期]本遺構に明

確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属する可

能性が高い。(葛城)

第281号土坑〔SK-281〕(図35、111～115)

[堆積土]本遺構は上半部の精査後に地滑りの痕跡を確認し、下半部の土層断面図は新たに取り直し

た。また、平面図作成までに一部が崩落したため平面図と断面図は必ずしも一致しない。土層は合わ

せて18層に分層した。第13層は炭化物粒の混入量及び遺物の出土量が多く人為堆積と考えられる。

他の層については自然堆積の可能性が高い。[出土遺物]366点(16393.5g)の土器が出土した。第

1・3・10・13層に集中し、それぞれ113点(3525.4g)、30点(1405.7g)、25点(3623.1g)、15点

(2995.5g)が出土した。すべて円筒上層a式と考えられ、頚部区画は隆帯タイプ・段差タイプ両者が

ある。自然礫及び2次加工のない剥片を含めて53点、石鏃が2点出土している。石鏃は第1・2層か

ら出土している。総重量は9662.9gである。[時期]本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時

期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。(葛城)

第282号土坑〔SK-282〕(図36、115)

[堆積土]4層に分層した。底面直上に堆積する第4層は八戸火山灰起源と考えられる浮石を含む褐

色シルトである。この上層に堆積する第3層～第1層も浮石を含むシルト及び粘土質シルトで形成さ
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第3章 検出遺構とその出十巡物

の施設］底面中央やや北寄りからピットを検出した。深さは8cmで、柱痕は確認できなかった。［出土

遺物］第1・3・4・5・6・8・10・16層から176点 (5007.8g)の士器が出士した。第3・4・10層に集中し、

それぞれ29点 (802.7g)、29点 (1253.8g)、38点 (1206.5g)が出士した。土偶が第3・10層から各

1点（図110-718、719)、土器底部片を利用した土製品（図110-720)が第6層から 1点出上した。

石器は自然堆積と考えられる第3層から半円状扁平打製石器、敲磨器類が 1点ずつ出土している。自

然礫は 9点出士している。総重量は1302.7gである。［時期］本遺構に明確に伴う遺物がないため、

詳細な時期は不明だが、本遣跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。 （葛城）

第279号土坑〔SK-279〕（図34、110)

［堆積土l27層に分層した。砂質シルトを主体とする。第 1 層• 第3層は砂質シルトだが、白色の軽

石を多量に含み、人為的に攪拌された上である。これに対して、第16~第20層、第22層~27屈は軽

石をほとんと合まない砂質シルト・シルトで、壁の黒色士が崩落した可能性が考えられる。本十坑は、

壁際が開口部近くまで自然堆柏によって土層が堆積した後、人為的な要因で埋没したものと考えられ

る。［出上遣物］第2・3・21・27層から土器が30点、自然礫が第1・2・10・21・27層から出土した。土器

はすべて円筒下層cl式である。第2・3・4・8・10層から自然礫が、第 3層から敲磨器・半円状扁平打製

石器が各 1点出土した。［時期］本遣構に明確に伴う遣物がないため、詳細な時期は不明だが、縄文

時代前期末の可能性が高い。 （中村）

第280号土坑 (SK-280〕（図35、111)

［堆積土l18層に分層した。底面直上に堆積する第18層は砂質シルトであるが、粒fは細かく水成堆

積と考えられる。第16層は火山灰層と浮石層が互層になっており、壁面の崩落土と考えられる。第

15層は浮石及び炭化物が主に層上半に混入しており人為堆積と考えられる。第3・9・10・11の各層

も黄褐色浮石の混入量が多く、炭化物も含まれることから人為堆積の可能性が高い。［出土遺物］第

1・2・3・5・14層から 8点 (156.0g)の土器が出土した。石器は出土しなかった。［時期］本遣構に明

確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、本遣跡の主体的な時期である中期初頭に属する可

能性が高い。 （葛城）

第281号土坑〔SK-281〕（図35、111~115)

［堆積土］本遺構は上半部の精査後に地滑りの痕跡を確認し、下半部の士層断面図は新たに取り直し

た。また、平面図作成までに一部が崩落したため平面図と断面図は必ずしも一致しない。土層は合わ

せて18層に分層した。第13層は炭化物粒の混入量及び遺物の出土量が多く人為堆積と考えられる C

他の層については自然堆積の可能性が高い。［出土遺物]366点 (16393.5g)(])土器が出土した。第

1・3・10・13層に集中し、それぞれ113点 (3525.4g)、30点 (1405.7g)、25点 (3623.lg)、15点

(2995.5g)が出士した。すべて円筒上層a式と考えられ、頚部区画は隆帯タイプ・段差タイプ両者が

ある。自然礫及び2次加工のない剥片を含めて53点、石鏃が2点出土している。石鏃は第1・2層か

ら出士している。総重量は9662.9gである。［時期］本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時

期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。 （葛城）

第282号土坑〔SK-282〕（図36、115)

［堆積土] 4層に分層した。底面直上に堆積する第4層は八戸火山灰起源と考えられる浮石を含む褐

色シルトである。この上層に堆積する第3層～第 1層も浮石を含むシルト及び粘士質シルトで形成さ
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図34第276・278・279号土坑
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SK-276 

第 1層 IOYR6/6明黄褐色粘土質シルト 八戸火山灰流入層。
第2層 !OYR3/3暗褐色シルト 問層、 1層(II層？）堆積以前に自然流入したものと思われる。
第3層 !OYR5/6黄褐色シルト 八戸火山灰起源浮石(~</J!Omm)5%。
第4層 !OYR5/4にぶい黄褐色シルト 八戸火山灰起源浮石(~¢10mm)10%。
第5層 !OYR3/3暗褐色シルト 間日、 (II層？）起源。
第6層 !OYR5/8黄褐色浮石層 八戸火山灰起源浮石の純層。

第7層 IOYR4/4褐色シルト

第8層 !OYR6/8明黄褐色粘士質シルト 八戸火山灰流入層。
第9層 IOYR5/4にぶい黄褐色シルト 4層と同質。

第10層 !OYR5/6黄褐色シルト 3層と同質。
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SK-278 

第 1層 10YR3/2黒褐色シルト 黄褐浮石（～の10mm)20%、炭化物粒（～の5mm)10%、焼土粒
(~ct,2mm)l%混入。

第2層 10YR7/6明黄褐色シルト 黄褐浮石(~ct,lOmm)を多量に混入。
第3層 10YR3/3暗褐色砂質シルト 黄褐浮石(~ct,10mm)15%、炭化物粒(~ct,10mm)l0%。
第4層 10YR3/3黒褐色シルト 中振浮石多量混入。黄褐浮石(~c/Jl0mm)2%。
第5層 10YR3i4暗褐色砂質シルト 黄褐浮石(~ct,20mm)7%、炭化物粒(~ct,5mm)5%、焼土粒

(~ct,5mm)1%混入。

第6層 10YR3/3暗褐色砂質シルト 黄褐浮石（～の10mm)10%、炭化物粒(~ct,7mm)l0%。
第7層 10YR3/3暗褐色砂質シルト 火山灰粒(~ct,10mm)5%。
第8層 10YR3/3暗褐色砂質シルト 炭化物粒(~ct,15mm)2%、淡黄色八戸火山灰粒(~ct,5mm)2

％混入。

第9層 10YR6/6明黄褐色シルト 八戸火山灰ブロック。
第10層 10YR3/3暗褐色砂質シルト 炭化物粒（～の10mm)5%、黄褐色浮石(~ct,10mm)3%、淡

黄色八戸火山灰粒(~ct,15mm)2%混入。

SK-279 

第 1層 10YR2/3黒褐色シルト ct, 1cmの白色浮石(V!d~VIg起源）15%、炭化物粒ct,2mml%以下。
第2層 10YR2/3黒褐色シルト ct,3mmの白色浮石(5%)。
第3層 10YR3/3暗褐色シルト ct,2cmの白色浮石30%、ct,5mmの炭化物粒1%。

第4層 10YR2/2黒褐色シルト c/Jmmの白色浮石1%。
第5層 10YR2/2黒褐色シルト の1mmの微細な浮石粒3%.
第6層 10YR2/2黒褐色シルト 上層よりやや暗い、浮石1%以下（ほとんど含まない）。
第7層 10YR2/3黒褐色シルト ct,2mmの白色浮石2%。

第8層 10YR2/3黒褐色シルト 上層よりやや暗い、浮石1%以下（ほとんど含まない）。
第9層 10YR2/3黒褐色シルト

第10層 10YR2/3黒褐色シルト ct,3mmの白色浮石2%。

第11層 10YR2/3黒褐色シルト 浮石含まない。
第12層 10YR2/3黒褐色シルト ct,2mmの白色浮石10%。

第13層 10YR2/3黒褐色砂質シルト ct,5mmの黄褐色浮石5%。

61.80m-
B 第14層 10YR2/3黒褐色砂質シルト

第15層 10YR2/3黒褐色砂質シルト 上層よりやや明る＜、しまりにかける。
第16層 10YR2/3黒褐色砂質シルト 15よりやや暗い。
第17層 10YR2/2黒褐色砂質シルト

第18層 10YR2/3黒褐色シルト

第19層 10YR3/3暗褐色シルト

第20層 10YR2/2黒褐色シルト 粘性強い。

第21層 10YR3/2黒褐色シルト ct,5mmの白色浮石、 ct,2mmの黄褐色浮石10%。
第22層 10YR2/3黒褐色シルト

第23層 10YR2/2黒褐色シルト

第24層 10YR4/4褐色シルト質火山灰土崩落土。
第25層 10YR2/2黒褐色シルト 粘性強い。

第26層 10YR2/3黒褐色シルト ct,2mmの白色・黄褐色浮石2%。

第27層 10YR2/3黒褐色シルト

゜
(S=l/40) 2m 

図34 第276・278・279号土坑
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図35第280・281号土坑
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第3章 検出遺構とその出土遺物
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第12層

第13層

第14層

第15層

SK-280 

第 1層 10YR3/3暗褐色砂質シルト
第2層 10YR3/2黒褐色砂質シルト
第3層 10YR3/3暗褐色シルト 黄褐浮石(~c/ll0mm)10%、炭化物粒(~c/J5mm)

2%。
10YR4/4褐色シルト
10YR3/3暗褐色シルト 黄褐浮石(~c/J3mm)5%。
10YR3/2黒褐色砂質シルト 旧層起源。黄褐浮石(~c/J2mm)3%混入。
IOYR4/4褐色シルト 崩落土。
10YR2/2黒褐色
10YR3/3暗褐色シルト 黄褐浮石(~c/ll0mm)10%、炭化物粒(~c/J3mm)
1%。

第10層 10YR3/2黒褐色砂質シルト 黄褐浮石(~c/J8mm)7%、炭化物粒(~c/)5
mm)1%。

第II層 10YR3/3暗褐色シルト 黄褐浮石(~c/ll5mm)15%、炭化物粒(~c/J3mm)
1%。
10YR3/3暗褐色砂質シルト 黄褐浮石(~c/l5mm)。
10YR3/3暗褐色シルト 黄褐浮石(~c/l5mm)3%。
10YR3/4暗褐色シルト 黄褐浮石(~c/l20mm)5%。
10YR3/2黒褐色シルト 黄褐浮石(~c/l20mm)20%、炭化物粒(~c/>10
mm)5%。
10YR6/6明黄褐色粘土質火山灰と浮石層が互層になっている。
10YR5/4にぶい黄褐色粘士質シルト
10YR3/3暗褐色砂質シルト

第16層

第17層

第18層

． 

．
 

ロ

SK-281 

第 1層 10YR3/3暗褐色シルト 黄褐浮石(-c/>7mm)5%、炭化物粒(-c/>2mm)2%。
第2層 10YR4/4褐色シルト 黄褐浮石(-c/>10mm)5%、炭化物粒(-c/>5mm)l%。
第3層 10YR5/6黄褐色シルト 黄褐浮石（～の5mm)2%、炭化物粒(-c/>5mm)2%、黄褐色火山灰

を主体とする。

10YR3/3暗褐色シルト 黄橙浮石(-c/>lOmm)下部に15%集中する。
10YR6/8明黄褐色シルト 3層と同様火山灰士を主体とする。
10YR5/6黄褐色シルト 黄褐色浮石(-c/>7暉）3%、炭化物粒(-c/>2mm)l%。
10YR4/4褐色シルト 炭化物粒(-c/>5mm)2%。
10YR5/6黄褐色シルト 黄褐浮石(-c/>5mm)5%。
10YR3/3暗褐色砂質シルト 黄褐浮石(-c/>10mm)5%。
10YR3/3暗褐色砂質シルト
10YR4/4褐色シルト 黄褐浮石(-c/>10mm)5%。
10YR5/8黄褐色浮石母材。
10YR2/3黒褐色砂質シルト 浮石粒（～の5暉）5%、炭化物粒(-c/>10mm) 10%。遺物を大
量に含む。
10YR7/6明黄褐色粘土質火山灰土 崩落士。
10YR3/3暗褐色砂質シルト 浮石粒、炭化物粒微量。
10YR3/3暗褐色砂質シルト 浮石粒(-c/>5mm)5%。
10YR3/3暗褐色砂質シルト 士質は4層と同質であるが、浮石の混入量多い(10%)。
10YR2/3黒褐色砂質シルト 浮石粒(-r/)20mm)10%、炭化物粒微量。
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れていることから、人為堆積の可能性がある。[出土遺物]4点(66.9g)の土器が出土した。すべて

円筒下層d式の小片と考えられる。石器は出土しなかった。[時期]本遺構に明確に伴う遺物がないた

め、詳細な時期は不明だが、縄文時代前期から中期初頭のものと考えられる。(葛城)

第283号土坑〔SK-283〕(図37、115)

[堆積土]64層に分層した。褐色・黄褐色・鈍い黄褐色の土層が多く、また、第2層のように中央部

に塊状の火山灰土が認められることから人為堆積と考えられる。[出土遺物]第3・4・7・10層から土器

が6点(61.8g)、第1・10層から自然礫が5点(461.7g)出土した。土器は縄文時代中期初頭のもの

と考えられる。[時期]本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体

的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。(中村)

第284号土坑〔SK-284〕(図36、116)

[堆積土]32層に細分した。第1層は八戸火山灰に起源する白色の軽石を多量に含んでおり、人為堆

積と考えられる。それ以外は、壁際に崩落土と考えられる土層が多量に認められ、自然堆積と考えら

れる。本土坑は大半が自然堆積により埋没した段階で、人為的に埋めもどされたものと考えられる。

[出土遺物]第1・7層から26点(2189.1g)の土器が出土した。すべて円筒下層d式と考えられる。第

1層から自然礫1点、敲磨器1点が出土した。[時期]本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時

期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である縄文時代前期末に属する可能性が高い。(中村)

第285第号土坑〔SK-285〕(図38、116)

[堆積土]31層に細分した。砂粒分の少ないシルトが主体である。土層断面左側は、壁の八戸火山灰

の崩落と考えられる土層が複数認められ、自然堆積の様相を呈している。[出土遺物]第2・5層・堆積

土中から16点(1071.3g:14点位置記録ミス)の土器が出土した。堆積土から自然礫4点(831.1g)

が出土した。土器は円筒上層a式である。[時期]本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は

不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。(中村)

第286号土坑〔SK-286〕(図39、116～119)

[堆積土]堆積土は11層に分層した。黒褐色あるいは暗褐色砂質シルトを主体とする。第1層は浮石

の混入量が多く、人為堆積と考えられる。また他の層についても少量の浮石粒の他に炭化物粒が含ま

れるものもあり、人為堆積の可能性が高い。[出土遺物]第1・2・4・5・7・8・9・10・11・19層から416点

(12787.8g)の土器が出土した。層毎にみると、第1・9・10層に集中し、それぞれ99点(2023.3g)

39点(2074.1g)114点(5765.2g)が出土している。ほとんどが円筒上層a式と考えられる。第1

層から敲磨器類が1点、第4・8層から石鏃がそれぞれ1点ずつ出土している。また、ほとんどの層

から自然礫及び2次加工のない剥片が合わせて20点出土している。総重量は2477.2gである。[時期]

本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭

に属する可能性が高い。(葛城)

第287号土坑〔SK-287〕(図39)

[堆積土]30層に分層した。一部崩落土も見られるが、他の層の大半は八戸火山灰起源と考えられる

火山灰土を主体としている。これらの中には第1・2層のように本来の八戸火山灰の位置より高いと

ころに堆積しているものもある。これは人為的要因によるものと考えられ、この他の層についても人

為堆積の可能性が高い。[出土遺物]第6・7・8・10・11・18層から75点(1942.5g)の土器が出土した。

一58一

笹ノ沢(3)遵跡m

れていることから、人為堆積の可能性がある。［出土遺物] 4点 (66.9g)の土器が出土した。すべて

円筒下層cl式の小片と考えられる。石器は出士しなかった。［時期］本遺構に明確に伴う遺物がないた

め、詳細な時期は不明だが、縄文時代前期から中期初頭のものと考えられる。 （島城）

第283号土坑〔SK-283〕（図37、115)

［堆積十」 64層に分層した。褐色・黄褐色・鈍い黄褐色の七層が多く、また、第2層のように中央部

に塊状の火山灰上が認められることから人為堆精と考えられる。［出上遺物］第3・4・7・10層から土器

が6点 (61.8g)、第1・10層から自然礫が5点 (461.7g)出士した。土器は縄文時代中期初頭のもの

と考えられる。［時期］本遣構に明確に伴う遣物がないため、詳細な時期は不明だが、本遣跡の主体

的な時期である中期初頭に属する可能性が裔い。 （中村）

第284号土坑〔SK-284〕（図36、116)

［堆積上]32層に細分した。第1層は八戸火山灰に起源する白色の軽石を多量に合んでおり、人為堆

積と考えられる。それ以外は、壁際に崩落土と考えられる土層が多量に認められ、自然堆積と考えら

れる。本土坑は大半が自然堆積により埋没した段階で、人為的に埋めもどされたものと考えられる。

［出土遺物］第1・7層から26点 (2189.lg)の土器が出土した。すべて円筒下層d式と考えられる。第

1層から自然礫1点、敲磨器1点が出土した。［時期］本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時

期は不明だが、本遣跡の主体的な時期である縄文時代前期末に属する可能性が高い。 （中村）

第285第号土坑〔SK-285〕（図38、116)

［堆積土]:31層に細分した。砂粒分の少ないシルトが主｛本である。土層断面左側は、壁の八戸火山灰

の崩落と考えられる上層が複数認められ、自然堆積の様相を呈している。 ［出土遣物］第2・5層・堆積

土中から16点 (1071.3g:14点位置記録ミス）の土器が出土した。堆精土から自然礫4点 (831.lg)

が出士した。上器は円筒上層a式である。［時期］本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は

不明だが、本遣跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。 （中村）

第286号土坑〔SK-286〕（図39、116~119)

［堆積土］堆積士は11層に分層した。黒褐色あるいは暗褐色砂質シルトを主体とする。第1層は浮石

の混入量が多く、人為堆積と考えられる。また他の層についても少量の浮石粒の他に炭化物粒か含ま

れるものもあり、人為堆積の可能性が高い。［出土遺物］第1・2・4・5・7・8・9・10・11・19層から416点

(12787.8g)の土器が出士した。層毎にみると、第1・9・10層に集中し、それぞれ99点 (2023.3g)

39点 (2074.lg)114点 (5765.2g)が出土している。ほとんどが円筒上層a式と考えられる。第 1

層から敲磨器類か 1点、第4・8層から石鏃がそれぞれ1点ずつ出土している。また、ほとんとの層

から自然礫及び2次加工のない剥片が合わせて20点出土している。総重量は2477.2gである。［時期］

本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、本遣跡の主体的な時期である中期初頭

に属する可能性が高い。 （葛城）

第287号土坑〔SK-287〕（図39)

［堆積土]30層に分層した。一部崩落土も見られるが、他の層の大半は八戸火山灰起源と考えられる

火山灰土を主体としている。これらの中には第1・2層のように本来の八戸火山灰の位置より高いと

ころに堆積しているものもある。これは人為的要因によるものと考えられ、この他の層についても人

為堆積の可能性が高い。［出土遣物］第6・7・8・10・11・18層から75点 (1942.Sg)の土器が出土した。
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図36第282・284・289号土坑
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第3章検出遺構とその出土遺物

SK-289 

Sl-20 

A SK-289 

SK-282 

第 1層 10YR4/4褐色シルト 黄
褐浮石(~ct,5mm)2%。

第2層 10YR5/4にぶい黄褐色シ
ルト

第3層 10YR6/6明黄褐色粘土質
シルト 黄褐浮石(~ct,5mm)
1%。

第4層 10YR4/4褐色シルト 黄
褐浮石(~ct,5mm)10%。

SK-289 

第 1層 10YR4/4褐色シルト 黄
褐浮石(~ct,10mm)2%。

第2層 10YR3/3暗黄褐色シルト
黄褐浮石（～の10mm)5%、
炭化物粒(~ct,2mm)1%、
焼土粒(~ct,2mm)1%、褐
色砂質シルト斑状に混入
(~ct,20mm)30%。

第 3層 10YR4/4褐色砂質シルト
第4層 10YR4/4褐色砂質シルト

黄褐浮石（～の15mm)20%、
炭化物粒(~ct,2mm)l%、
焼士粒(~ct,2mm)1%。

8 
第5層 10YR3/4暗褐色砂質シル

＼ 卜 黄褐浮石(~ct,lOmm)
5%、焼土ブロック (~ct,
50mm)30%。

第6層 10YR6/6明黄褐色砂質シ
ルトと暗褐色砂質シルト
(10YR3/4)との50%混合
層。
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第 1層 10YR2/2黒褐色砂質シルト </J2cmの八戸火山灰起源の白色浮石30%含む、炭化

物粒</J7mmを1%。
第2層 10YR2/3黒褐色砂質シルト 2/4暗褐色土含む、の5mmの八戸火山灰起源の白色浮

石25%含む。

第3層 10YR2/2黒褐色砂質シルト </J5mmの八戸火山灰起源の白色浮石5%含む。
第4層 10YR2/3黒褐色砂質シルト (10YR3/4暗褐10%) </,3mmの八戸火山灰起源の白色

浮石含む。

第5層 10YR3/2黒褐色シルト IV層に類似する</Jlmm程度の浮石の微細片1%含む、 IV層

の崩落土。

第6層 10YR3/3暗褐色砂質シルト !OYR3/4暗褐色砂質シルトブロック状に含む</,3

mmの炭化物粒含む。

第7層 10YR2/2黒褐色シルト (!OYR4/4褐10%) 砂粒を含むが粘土分の方が多い、
IOYR4/4暗褐色粘土ブロック状に2%含む、 </J1cmの炭化物粒含む、 </J5mmの白色

浮石5%。
第8層 10YR2/2黒褐色シルト 砂粒を含むが粘土分の方が多い、 </J5mmの白色浮石2%.
第9層 10YR2/2黒褐色シルト 砂粒を含むが粘土分の方が多い、 <P2-3mmの黄褐色白色

浮石2%。
第10層 10YR2/3黒褐色粘土質シルト 八戸Vil層と黒色シルトの混合土、の3mmの浮石1%.
第11層 10YR2/2黒褐色シルト 砂粒を含むが粘士分の方が多い、 </J5mmの浮石粒1%、浮

石の砕片10%.

第12層 10YR2/1黒色シルト IV層類似。

第13層 IOYR5/6黄褐色シルト火山灰土 V層の崩落士．

第14層 10YR4/4褐色シルト シルト質火山灰土と2/3黒褐色シルトの混合土。

第15層 10YR4/6褐色シルト火山灰土 Vila層の崩落土。

第16層 10YR3/2黒褐色シルト 砂粒含むが粘土分多い、白色浮石</,3mm5%。

第17層 10YR6/6明黄褐色浮石 Vlb層の崩落土。

第18層 10YR3/4暗褐色粘土質シルト

第19層 10YR4/6褐色粘土質火山灰土

第20層 10YR3/2黒褐色粘土質シルト 浮石の砕片50%。

第21層 10YR2/3黒褐色シルト

第22層 10YR5/6黄褐色浮石 !Vb層の崩落．

第23層 10YR5/4にぶい黄褐色粘土質火山灰土と黒色系シルトの混合土．

第24層 10YR5/6黄褐色浮石 Vlb層の崩落．

第25層 !OYR4/6褐色粘土質火山灰土と暗褐色シルトの混合土。

第26層 10YR3/4暗褐色シルトと110YR4/6褐色粘土質火山灰士が互層状に混合。

第27層 IOYR6/6明黄褐色浮石 !Vb層の崩落．

第28層 10YR6/4にぶい黄橙色粘土質火山灰土と2/3黒褐色シルトの混合土、互層状に見

られる。

第29層 10YR7/3にぶい黄橙色粘土質火山灰土 Vld層の崩落。

第30層 IOYR2/2黒褐色シルト 白色浮石の砕片・ 2/3暗褐色シルトとの互層．

第31層 10YR2/2黒褐色シルト

第32層 10YR6/4にぶい黄橙色粘土質火山灰土
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図37第283号土坑
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第 1層 10YR4/4褐色砂質シルト
第la層 10YR4/4褐色砂質シルト
第2層 10YR5/8黄褐色砂質シルト(V~VIa層のブロック）
第3層 10YR4/4褐色シルト（火山灰多く含む）
第4層 10YR3/4暗褐色砂質シルト
第5層 10YR3/3暗褐色シルト
第6層 10YR4/6褐色粘土質火山灰土 q, 1cmの浮石5%。
第7層 10YR3/3暗褐色砂質シルト q, 1cmの黄褐色浮石5%。
第8層 10YR4/4褐色粘土質シルト q,3mmの黄褐色浮石3%。
第9層 10YR3/4暗褐色砂質シルト q, 1cmの黄褐色浮石2%。
第10層 10YR4/4褐色シルト q, 1cmの黄褐色浮石3%。
第11層 10YR4/4褐色シルト q,5mmの黄褐色浮石5%。
第12層 10YR3/4暗褐色砂質シルト q, 1cmの黄褐色浮石10%。
第13層 10YR3/3暗褐色粘土質シルト q, 1mmの焼土1%、q,1cmの黄褐色浮石1%、
(JJ!mmの黄褐色浮石5%。

第14層 10YR4/4褐色粘士
第15層 10YR3/4暗褐色砂質シルト
第16層 10YR3/3暗褐色砂質シルト
第17層 10YR5/6黄褐色砂質シルト Vilaの崩落。
第18層 10YR4/4褐色粘土
第19層 10YR3/3暗褐色シルト q, 1cmの黄褐色浮石30%。
第20層 10YR5/6黄褐色砂質シルト
第21層 10YR3/3暗褐色砂質シルト
第22層 10YR3/4暗褐色砂質シルト q,lmmの黄褐色の砕片10%。
第23層 10YR4/4褐色粘土火山灰士
第24層 10YR3/3暗褐色10YR2/3黒褐色シルト、 10YR3/4暗褐色砂質シルトの互層、
の1cmの黄褐色浮石1%、5mmの浮石20%。

第25層 10YR3/4暗褐色粘土質シルト q,7mmの黄褐色浮石7%。
第26層 10YR4/4褐色粘土質シルト q, 5mmの黄褐色浮石15%。
第27層 10YR2/3黒褐色シルト
第28層 10YR4/4褐色粘土質シルト
第29層 10YR6/6明黄褐色粘土質火山灰土(VId~VIgの崩落）。
第30層 10YR3/4暗褐色粘士質シルト
第31層 10YR6/6明黄褐色10YR7/4にぶい黄橙色粘土質火山灰土
第32層 10YR2/3黒褐色粘士質シルト
第33層 10YR2/3黒褐色粘土質シルト
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10YR5/8黄褐色浮石
10YR4/4褐色粘土
10YR3/4暗褐色粘土質シルト c/)7mmの黄褐色浮石7%。
7.5YR4/4褐色粘土質火山灰土 高舘火山灰。
10YR4/4褐色粘士 高舘火山灰が主体と思われる。
10YR3/4暗褐色粘土
10YR3/3暗褐色粘土質シルト c/) 1cmの黄褐色浮石5%。
10YR5/8黄褐色粘土質火山灰土
10YR2/3黒褐色砂質シルトと10YR5/8黄褐色浮石の混合土。
10YR5/8黄褐色浮石c/J1cm。
10YR4/4褐色粘土質シルト
10YR5/8黄褐色粘土質火山灰土
10YR3/4暗褐色粘土質シルト
10YR7/6明褐色10YR6/6粘士質火山灰土 壁の崩落。
10YR3/4暗褐色砂質シルト
10YR3/4暗褐色粘士質シルト 砂粒分少ない。
10YR3/4暗褐色粘土質シルト c/)7rnmの白色浮石20%、61層と
同一層。

10YR3/4暗褐色粘士質シルト
10YR7/6明褐色浮石は風化が進んでいる
10YR5/6黄褐色浮石(a)と7.5YR4/4褐色粘土質火山灰土(b)、
10YR7/4にぶい黄橙色粘土質火山灰士、崩落と思われる。 (c)
10YR3/4暗褐色粘士質シルト
10YR5/8黄褐色浮石c/)lcm-2rnm。
10YR3/3暗褐色粘土
10YR2/3黒褐色シルト
10YR3/3暗褐色粘土質シルト
10YR2/3黒褐色粘土質シルト c/J3mmの黄褐色浮石3%。
10YR4/6褐色浮石
10YR3/4暗褐色粘土と10YR2/3黒褐色シルト 50層と同一層。
10YR5/4にぶい黄褐色砂質火山灰土と10YR5/8明黄褐色土浮石。
10YR3/4暗褐色粘土質シルト
10YR3/4暗褐色粘土
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図38第285・288・290号土坑
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第 1層 10YR2/2黒褐色シルト <Plcmの黄褐色浮石5%。
第2層 10YR3/4暗褐色シルト </;5mmの黄褐色浮石10%。
第3層 10YR3/3暗褐色シルト <P 1cmの黄褐色浮石15%。
第4層 10YR3/4暗褐色シルト </;5mmの黄褐色浮石5%。
第5層 10YR2/3黒褐色シルト </; 1cmの黄褐色浮石10%
第6層 10YR3/3暗褐色砂質シルト </; 1cmの黄褐色浮石3%。
第7層 10YR4/4褐色シルト </; 1cmの黄褐色浮石20%。
第8層 10YR3/3暗褐色シルト </;51cmの黄褐色浮石5%。
第9層 10YR3/4暗褐色シルト
第10層 10YR4/4褐色15と同一層
第11層 10YR4/4褐色粘士質シルト Vlld以下の崩落土を主体に暗褐色シルトを

含む。

第12層 10YR2/3黒褐色シルト <P 1cmの黄褐色浮石10%。
第13層 10YR3/4暗褐色シルト
第14a層 10YR3/4暗褐色シルト
第14b層 10YR5/8黄褐色粘士質火山灰土
第15層 10YR4/4褐色シルト
第16層 10YR5/8黄褐色粘土質火山灰土
第17層 10YR4/4褐色シルト
第18層 10YR5/8黄褐色粘土質火山灰士
第19層 10YR5/8黄褐色粘土質 7.5YR4/4褐色粘土質火山灰士(Vlld以下・高館の

崩落土）。

第20層 10YR3/4暗褐色粘土
第21層 10YR3/4暗褐色粘士質シルト 上層より浮石の砕片を含むため、やや砂質。
第22層 10YR3/4暗褐色</;3mmの浮石の砕片20%
第23層 10YR3/4暗褐色シルト
第24層 10YR3/3暗褐色砂質シルト
第25層 10YR4/4褐色粘土質火山灰士（高館火山灰のプロック崩落土と思われる）。
第26層 10YR3/3暗褐色シルト 浮石の砕片含む。
第27層 10YR3/4暗褐色シルト </;5mmの黄褐色浮石5%。
第28層 7.5YR4/4褐色粘土質火山灰土 高館。
第29層 7.5YR4/4褐色粘士質火山灰土 高館。
第30層 10YR3/4暗褐色シルト 10YR4/6粘士ブロック含む。
第31層 10YR3/3暗褐色シルト 浮石の砕片含む。

SK-288 

第 1層 10YR2/3黒褐色砂質シルト の2cmの白色浮石15%。
第2層 10YR2/3黒褐色砂質シルト 10YR3/4暗褐色砂質シルトを含む。
第3層 10YR2/1黒色砂質シルト </;3mmの黄褐色浮石3%。
第4層 10YR2/3黒褐色砂質シルト </;2cmの白色浮石7%。
第 5層 10YR2/3黒褐色シルト </; 1cmの白色浮石15%。
第6層 10YR2/2黒褐色砂質シルト
第7層 10YR2/3黒褐色砂質シルト
第8層 10YR2/3黒褐色シルト
第9層 10YR2/3黒褐色10YR3/3暗褐色シルトの混合士。
第10層 10YR2/2黒褐色シルト 浮石ほとんど含まない。
第11層 10YR2/3黒褐色シルト </;2cmの白色浮石2%。
第12層 10YR3/3暗褐色砂質シルト <P 1cmの白色・黄褐色浮石30%。
第13層 10YR2/3黒褐色シルト 中央に幅10cmの10YR4/4褐色粘土質火山灰土を

B 含む。

第14層 10YR4/6褐色粘土質火山灰土 10YR5/6黄褐色浮石（八戸IV)。
第15層 10YR2/2黒褐色10YR2/2黒褐色シルトと10YR4/6褐色粘土質火山灰土。
第16層 10YR2/1黒色砂質シルト
第17層 10YR2/3黒褐色シルト 浮石含まない。
第18層 10YR2/3黒褐色シルト </;2mmの黄褐色浮石とその砕片10%。
第19層 10YR2/1黒色シルト
第20層 10YR5/6黄褐色粘土質火山灰土 10YR6/6黄褐色浮石。
第21層 10YR2/2黒褐色砂質シルト 浮石含まない。
第22層 10YR3/3暗褐色シルト 10YR6/6褐色浮石の混合土。
第23層 10YR2/3黒褐色砂質シルト </;2cmの白色浮石1%。
第24層 10YR3/4暗褐色シルト 浮石含まない。
第25層 10YR2/2黒褐色砂質シルト </;5mmの白色浮石2%。

A B 
62.90m 

木根

一SK-290 第 1層 10YR4/4褐色シルト 黄褐浮石(-ct,10cm)10%。
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第1・2・4層に集中し、それぞれ15点(505.1g)、14点(455.1g)、17点(449.1g)が出土した。石

器は自然礫も含めて19点出土した。これらは第1～4層までで約8割を占める。2点の敲磨器類も第

4層からの出土である。第5層以下からの出土量は少ないが、第10層から敲磨器類が1点出土して

いる。総重量は6018.6gである。[時期]本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だ

が、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。(葛城)

第288号土坑〔SK-288〕(図116)

[堆積土]25層に分層した。第1層は八戸火山灰に起源する白色の軽石を多量に含んでおり、人為堆

積と考えられる。それ以外は、壁際に崩落土と考えられる土層が多量に認められ、自然堆積と考えら

れる。本土坑は大半が自然堆積により埋没した段階で、人為的に埋めもどされたものと考えられる。

[出土遺物]第1・24・5層・堆積土中から31点(596.1g)の土器が出土した。31点中26点は記録ミス

である。[時期]第1・11層から自然礫が8点(1732.3g)、第1層から剥片が1点出土した。いずれ

も出土位置は記録ミスである。土器はすべて円筒下層d式である。[時期]本遺構に明確に伴う遺物が

ないため、詳細な時期は不明だが、縄文時代前期末に属する可能性が高い。(中村)

第291号土坑〔SK-290〕(図40)

[堆積土]25層に分層した。壁際に堆積している第12・16・17・21・22層は壁面の崩落土と考えら

れる。この他にも第9層のように層中に壁面の土をブロック状に含むものもある。第12層から下層は

崩落土を除けば層中に浮石をほとんど含まず自然堆積の可能性が高い。第11層から上層は、層中に

主に八戸火山灰起源と考えられる浮石を多く含むことから、遺構の掘り上げ土による人為堆積と考え

られる。[出土遺物]第1・2・4・5層中から63点(811.4g)の土器が出土した。縄文時代中期初頭と考

えられるものが多い。第1層より石冠、第4層より敲磨器類がそれぞれ1点ずつ出土している。自然

礫及び2次加工のない剥片も第1層を中心に11点出土している。総重量は3197.4gである。[時期]

本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭

に属する可能性が高い。(葛城)

第292号土坑〔SK-292〕(図41)

[堆積土]14層に分層した。黒褐色及び暗褐色砂質シルトを主体とする。この内、第8・10・12・14

層は崩落土である。第4・7層は崩落土の可能性もある。他の層には浮石粒を含むものが多いが、総

じて自然堆積の可能性が高い。[出土遺物]第1・2・3・5・6・7・8・9・10・11・12・14層中から224点

(4727.8g)の土器が出土した。円筒上層a式と考えられるものが多い。堆積土中から2次加工のない

剥片及び自然礫が16点出土しているものの、石器と認定できるものは出土しなかった。総重量は

3611.9gである。[時期]本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主

体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。(葛城)

第293号土坑〔SK-293〕(図42)

[堆積土]23層に分層した。全体に浮石の混入量が多く人為堆積と考えられる。[出土遺物]第1～9

層、第14層、第21～23層から合計327点(9308.2g)の土器が出土した。第1・2・23層に集中し、それ

ぞれ163点(3614.6g)42点(1306.3g)17点(1927.6g)が出土した。円筒下層d式、円筒上層a式の両

者がある。第1層から石鏃と石匙が1点ずつ出土している。この他に2次加工のない剥片及び自然礫

が第1層を中心に46点出土している。総重量は4007.3gである。[時期]本遺構に明確に伴う遺物がな

一62一
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第1・2・4層に集中し、それぞれ15点 (505.lg)、14点 (455.lg)、17点 (449.lg)が出土した。石

器は自然礫も含めて19点出土した。これらは第1~4層までで約8割を占める。 2点の敲磨器類も第

4層からの出土である。第5層以下からの出土量は少ないが、第10層から敲磨器類が 1点出土して

いる。総重量は6018.6gである。［時期］本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だ

が、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。 （葛城）

第288号土坑〔SK-288〕（図116)

［堆積土]25層に分層した。第1層は八戸火山灰に起源する白色の軽石を多量に含んでおり、人為堆

積と考えられる。それ以外は、壁際に崩落士と考えられる土層が多量に認められ、自然堆積と考えら

れる。本土坑は大半が自然堆積により埋没した段階で、人為的に埋めもどされたものと考えられる。

［出土遺物］第1・24・5層・堆積土中から31点 (596.lg)の士器が出土した。 31点中26点は記録ミス

である。［時期］第1・11層から自然礫が8点 (1732.3g)、第1層から剥片が 1点出土した。いずれ

も出土位置は記録ミスである。土器はすべて円筒下層d式である。［時期］本遺構に明確に伴う遺物が

ないため、詳細な時期は不明だが、縄文時代前期末に属する可能性が高い。 （中村）

第291号土坑〔SK-290〕（図40)

［堆積土]25層に分層した。壁際に堆積している第12・16・17・21・22層は壁面の崩落土と考えら

れる。この他にも第9層のように層中に壁面の土をブロック状に含むものもある。第12層から下層は

崩落土を除けば層中に浮石をほとんど含まず自然堆積の可能性が高い。第11層から上層は、層中に

主に八戸火山灰起源と考えられる浮石を多く含むことから、遺構の掘り上げ土による人為堆積と考え

られる。［出土遺物］第1・2・4・5層中から63点 (811.4g)の土器が出土した。縄文時代中期初頭と考

えられるものが多い。第 1層より石冠、第4層より敲磨器類がそれぞれ1点ずつ出土している。自然

礫及び2次加工のない剥片も第 1層を中心に11点出土している。総重量は3197.4gである。［時期］

本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭

に属する可能性が高い。 （慈城）

第292号土坑〔SK-292〕（図41)

［堆積土]14層に分層した。黒褐色及び暗褐色砂質シルトを主体とする。この内、第8・10・12・14

層は崩落土である。第4・7層は崩落土の可能性もある。他の層には浮石粒を含むものが多いが、総

じて自然堆積の可能性が高い。［出土遺物］第1・2・3・5・6・7・8・9・10・11・12・14層中から224点

(4727.8g)の土器が出士した。円筒上層a式と考えられるものが多い。堆積土中から 2次加工のない

剥片及び自然礫が16点出土しているものの、石器と認定できるものは出土しなかった。総重量は

3611.9gである。［時期］本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主

体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。 （葛城）

第293号土坑〔SK-293〕（図42)

［堆積士]23層に分層した。全体に浮石の混入量が多く人為堆積と考えられる。［出士遺物］第1~9

層、第14層第21~23層から合計327点(9308.2g)の土器が出土した。第1・2・23層に集中し、それ

ぞれ163点(3614.6g)42点(1306.3g)17点(1927.6g)が出土した。円筒下層d式、円筒上層a式の両

者がある。第1層から石鏃と石匙が 1点ずつ出土している。この他に2次加工のない剥片及び自然礫

が第1層を中心に46点出土している。総重量は4007.3gである。［時期］本遣構に明確に伴う遺物がな
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\>

SK-287 

1:,,. 

SK-286 

第1層 IOYR3/3暗褐色シルト 黄褐浮石(~<P20mm)15%。
第2層 10YR3/2黒褐色砂質シルト 黄褐浮石(~<P5mm)5%。
第3層 IOYR3/2黒褐色砂質シルト 黄褐浮石(~<P3mm)3%。
第4層 IOYR2/2黒褐色砂質シルト 黄褐浮石(~<P3mm)2%。
第5層 10YR3/4暗褐色シルト 黄褐浮石(~<P3mm)5%、炭化物粒(~<P5mm)2%。
第6層

第7層 10YR3/3暗褐色シルト 黄褐浮石(~<P3mm)7%。
第8層 10YR3/3暗褐色砂質シルト 黄褐浮石(~<P3mm)3%、炭化物粒(~</,5mm)2%。
第9層 10YR2/3黒褐色砂質シルト
第10層 10YR2/3黒褐色砂質シルト <P 1~2mmの浮石の破片5%。
第11層 10YR2/3黒褐色シルト

SK-287 

第 1層 10YR4/4褐色シルト質火山灰土
第2層 IOYRS/6明黄褐色火山灰士
第3層 IOYR3/4暗褐色シルト
第4層 10YR4/4褐色火山灰土黄褐浮石(~<P3mm)10%。
第5層 IOYR3/4暗褐色シルト 黄褐浮石(~</,3mm)l0%、白色浮石（～の10mm)。
第6層 10YR3/3暗褐色シルト 黄褐浮石(~<P5mm)20%。
第7層 10YR3/3暗褐色シルト 黄褐浮石(~</,7mm)30%。
第8層 10YR2/2黒褐色シルト 浮石(~</,20mm)l%。
第9層 10YR4/4褐色浮石
第10層 10YR2/3黒褐色砂質シルト
第11層 10YR2/3黒褐色シルト 10YR7/6明黄褐色浮石をブロック状に含む。
第12層 IOYR2/2黒褐色砂質シルト
第13層 10YR2/l黒色シルト 崩落土。
第14層 10YR2/3黒褐色砂質シルト
第15層 10YR2/3黒褐色シルト
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第16層 IOYR3/3暗褐色シルト
第17層 IOYR6/6明黄褐色粘士質火山灰土 浮石とIOYR2/3暗褐色シ

ルトの互層。

第18層 IOYR2/2黒褐色シルト
第19層 IOYR2/1黒色シルト 白色、黄褐浮石(~</>!Omm)2%。
第20層 10YR7/2にぶい黄橙色火山灰士
第21層 IOYR2/2黒褐色砂質シルト
第22層 IOYR7/6明黄褐色浮石 10YR7/4にぶい黄橙色シルト質火山

灰土。

第23層 10YR2/2黒褐色砂質シルト 崩落土。
第24層 IOYR2/2黒褐色砂質シルト
第25層 IOYR2/3黒褐色シルト
第26層 IOYR4/4褐色火山灰土
第27層 10YR4/6褐色シルト質火山灰土
第28層 10YR6/4にぶい黄橙色浮石
第29層 IOYR2/2黒褐色シルト
第30層 10YR2/3黒褐色シルト 八戸1V層起源の浮石(~(/)2mm)50%。

゜
(S=l/40) 2m 
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図41第291・292号土坑
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第3章 検出遺構とその出士遺物
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SK-291 
第 1層 10YR5/8黄褐色ロームとlOY
R3/4暗褐色砂質シルトの混合
土。

第2層 10YR2/3黒褐色砂質シルト
浮石粒(-<P10mm)5%、炭化
物粒微量。

第3層 10YR3/4暗褐色砂質シルト
浮石粒(-<P5mm)3%。

第4層 10YR2/3黒褐色砂質シルト
浮石粒(-<P5mm)10%。

第5層 10YR2/3黒褐色砂質シルト
浮石粒(-<P20mm)15%。

第6層 10YR2/l黒色砂質シルト 八
戸火山灰起源と考えられる浮
石をブロック状に含む。

第7層 10YR2/2黒褐色砂質シルト
浮石粒(-<Pl0mm)l%。

第8層 10YR2/2黒褐色砂質シルト
第9層 10YR2/3黒褐色砂質シルト

壁面の崩落土をブロック状に
含む。

ロ第10層 10YR3/3暗褐色砂質シルト
浮石粒(-<P10mm)5%。

第11層 10YR3/3暗褐色砂質シルト
八戸火山灰起源と考えられる
浮石30%。

第12層 10YR3/4暗褐色砂質シルト
崩落土。

第13層 10YR3/4暗褐色砂質シルト
黒褐色砂質シルト (10YR2/3)
との混合

第14層 10YR3/3黒褐色砂質シルト
浮石粒(-<P3mm)1%。

第15層 10YR2/1黒色砂質シルト
浮石粒1%。

第16層 10YR3/4暗褐色砂質シルト
崩落土。

第17層 10YR4/6褐色砂質シルト
崩落土。

第18層 10YR2/2黒褐色砂質シルト
浮石粒(-<P5mm)1% 

第19層 10YR3/4暗褐色砂質シルト
黒褐色砂質シルト (10YR2/2)
との混合土。

第20層 10YR2/2黒褐色砂質シルト
浮石粒(-<P5mm)1%。

第21層 10YR3/4暗褐色砂質シルト
崩落士。

第22層 10YR3/4暗褐色砂質シルト
崩落土。

第23層 10YR2/2黒褐色砂質シルト
第24層 10YR2/3黒褐色砂質シルト

浮石粒(-<P5mm)1%。
第25層 10YR2/2黒褐色砂質シルト

浮石粒(-<Pl0mm)3%。

SK-292 
第 1層 10YR3/3暗褐色砂質シルト

浮石粒(~r/>15mm)10%、炭化
物粒1%。

第2層 10YR3/4暗褐色砂質シルト
浮石粒（～の10mm)7%、炭化
物粒微量。

第3層 10YR3/4暗褐色砂質シルト
浮石粒(~r/>20mm)10%含む。

第4層 10YR2/3黒褐色砂質シルト
浮石粒(~r/>5mm)微量。

第5層 10YR3/3暗褐色砂質シルト
浮石粒(~r/>10mm)5%、炭化
物粒微量

第6層 10YR3/4暗褐色砂質シルト
浮石粒(~r/>20mm)15%、（～
r/> 10mm)程度の炭化物粒1%。

第7層 10YR2/2黒褐色砂質シルト
層中に浮石粒を含むが、中振
浮石母材とする皿層類似の層。

第8層 10YR3/4暗褐色砂質シルト
浮石粒(~r/>5mm)3%。崩落士。

第9層 10YR3/3暗褐色砂質シルト
浮石粒(~r/>5mm)l%、炭化物
粒1%

第10層 10YR5/8黄褐色砂質ローム
崩落土．

第11層 10YR3/4暗褐色砂質シルト
浮石粒(~r/>5mm)3%、粘土粒
(~r/>30mm)微量。炭化物粒1%.

第12層 10YR4/6褐色粘土質シルトと
10YR3/4暗褐色砂質シルトの
混合土。崩落土。

第13層 10YR3/3暗褐色砂質シルト
第14層 10YR4/6褐色粘土質シルトと

10YR2/2黒褐色砂質シルトの
混合士。崩落士。

(S=l/40) 2m 
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図42第293・296号土坑
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SK-296 
A 

SK-293 
第 1層 10YR2/3黒褐色砂質シルト 浮石粒(~¢15mm)10%、炭化物微量。
第2層 10YR4/4褐色砂質シルト 浮石粒微量。
第3層 !OYR2/3黒褐色砂質シルト 浮石粒(~<J> 10mm)5%、炭化物粒3%。
第4層 !OYR3/3暗褐色砂質シルト 浮石粒(~¢5mm)10%、炭化物粒1%。
第5層 IOYR3/4暗褐色砂質シルト 浮石粒(~¢5mm)7%、炭化物粒微量。
第6層 IOYR3/4暗褐色砂質シルト 土質は5層に穎似するが、浮石の混入

量少ない。
第7層 10YR2/3黒褐色砂質シルト 浮石粒(~<J> 10mm) 10%、炭化物粒微

量。
第8層 IOYR3/4暗褐色砂質シルト
第9層 10YR3/4暗褐色砂質シルト
第10層 IOYR5/6黄褐色砂質シルトとIOYR3/3暗褐色砂質シルトの混合土。

浮石粒15%。
第11層 !OYR2/1黒色砂質シルト 崩落土。
第12層 10YR2/2黒褐色砂質シルト 崩落士。
第13層 IOYR3/4暗褐色砂質シルト 崩落土％。
第14層 IOYR2/1黒色砂質シルト 崩落土。
第15層 !OYR2/1黒色砂質シルトとIOYR4/4褐色砂質シルトの混合土。浮
石15%。

第16層 10YR4/4褐色砂質シルト
第17層 IOYR4/4褐色砂質シルト
第18層 IOYR5/6黄褐色砂質シルト 崩落土。
第19層 10YR2/2黒褐色砂質シルト
第20層 !OYR2/2黒褐色砂質シルトとIOYR7/6明黄褐色土層が互層をなす。
第21層 IOYR2/1黒色砂質シルト 浮石粒微量。
第22層 IOYRS/6黄橙色火山灰土 崩落土。
第23層 10YR3/3暗褐色砂質シルト 浮石粒(~<J> 20mm) 10%。 B 

62.60m -
2 

口

゜
(S=l/40) 2m 

SK-296 
第 1層 10YR3/3暗褐色砂質シルト 攪乱層。
第2層 10YR5/6黄褐色粘土質火山灰土
第3層 10YR3/3暗褐色シルト の1.5cm黄褐色浮石15%。
第4層 10YR3/4暗褐色シルト 10YR4/6褐色火山灰土の斑状構造、 cf>1cmの浮石
15%。

第5層 10YR3/3暗褐色シルト 10YR4/4褐色シルトとの斑状構造、 cf>1cmの浮石
15%。

第6層 10YR2/3黒褐色砂質シルト の1cmの浮石7%。
第7層 10YR5/6黄褐色粘土質火山灰土
第8層 10YR3/3暗褐色粘土質シルト
第9層 10YR4/4褐色粘土質シルト 5/8黄褐色粘土質火山灰風化。
第10層 10YR5/6黄褐色浮石
第11層 10YR4/3にぶい黄褐色シルト cf> 1cmの黄褐色浮石2%。
第12層 10YR2/2黒褐色砂質シルトの7mmの黄褐色浮石2%。
第13層 10YR2/3黒褐色砂質シルト cf>1cmの黄褐色浮石7%。
第14層 10YR3/3暗褐色砂質シルト c/>5mmの黄褐色浮石3% 10YR3/4暗褐色シル

トや浮石の砕片が、地滑りの影響でやや左右にのびて縞状にみられる。
第15層 10YR2/3黒褐色砂質シルト の1cmの浮石10%。
第16層 10YR2/3黒褐色砂質シルト c/>2cmの黄褐色浮石2%。

図42 第293・296号土坑
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いため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。(葛城)

第295号土坑〔SK-295〕(図43、44)

[平面形]楕円形を呈すると考えられるが、南側の一部が調査区域外に広がるため詳細は不明である。

また、東側にテラス状の張り出しを持つが、別遺構との重複である可能性がある。[堆積土]28層に

分層した。層中に八戸火山灰起源と考えられる浮石を含むが、第15・16層は崩落土であり、自然堆積

の可能性が高い。[出土遺物]本遺構は、調査工程の都合で3層以下の遺物は出土層位を記録しない

で取り上げた。堆積土中から203点(14188.7g)の土器が出土した。円筒上層a式と考えられるもの

が多い。頚部区画形状は隆帯タイプのものと段差タイプのものがある。第1層及び堆積土中より石匙

と磨製石斧が1点ずつ出土している。この他に2次加工のない剥片及び自然礫が合わせて16点出土

している。総重量は4446.6gである。[時期]本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不

明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。(葛城)

第296号土坑〔SK-296〕(図42)

[検出状況]後述する人為堆積層B群を精査するためのトレンチを設定したところ、深い落ち込みが

検出された。土坑と判断し、精査を開始した。本土坑の西側は遺構掘り込み面より上位から調査を行

うこととなった。[堆積土]14層に分層した。シルト・砂質シルトが主体で、下半部は水平な堆積状

態を示し、壁の火山灰土の崩落も認められない。火山灰土粒や軽石の多い層は認められないものの、

土層が水平に堆積すること、崩落土が認められないことにより、人為堆積の可能性が高い。[出土遺

物]第3・16層から土器が3点(72.4g)、第2・16層から自然礫が5点(1432.2g)、第3層から剥片

が1点、第16層から半円状扁平打製石器が1点出土した。土器は縄文時代中期初頭のものと思われる。

[時期]本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である

中期初頭に属する可能性が高い。(中村)

第297号土坑〔SK-297〕(図43、44)

[堆積土]第15層より下層は壁面の崩落土と考えられる第Ⅳ層類似の層がみられ、自然堆積の可能性

が高い。上層は八戸火山灰起源と考えられる浮石を含むことから人為堆積と考えられる。[出土遺物]

第1層から260点(11757.0g)、第5層から123点(8714.4g)の土器が出土した。ほとんどが円筒上層

a式と考えられ、頚部区画は段差タイプのものは見あたらない。第1層より石鏃が1点出土している。

この他に2次加工のない剥片及び自然礫が19点出土しているが、第5層から出土している1点を除

き全て第1層からの出土である。総重量は4970.1gである。[時期]本遺構に明確に伴う遺物がない

ため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。(葛城)

第298号土坑〔SK-298〕(図44)

[堆積土]第21号竪穴住居跡と重複しているため、南側の堆積状況は不明である。残存する土層は12

層に分層した。暗褐色砂質シルトを主体とする。壁面の崩落土も見られるが、全体に炭化物を含み人

為堆積の可能性が高い。[出土遺物]第1層から重量7.7gの自然礫が1点出土している。[時期]本遺

構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属

する可能性が高い。(葛城)

第299号土坑〔SK-299〕(図45)

[堆積土]9層に分層した。第1層は第20号竪穴住居跡の貼り床である。その他の層は暗褐色砂質シ
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いため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。（慈城）

第295号土坑〔SK-295〕（図43、44)

［平面形］楕円形を呈すると考えられるが、南側の一部が調査区域外に広がるため詳細は不明である。

また、東側にテラス状の張り出しを持つが、別遺構との重複である可能性がある。［堆積土]28層に

分層した。層中に八戸火山灰起源と考えられる浮石を含むが、第15・16層は崩落土であり、自然堆積

の可能性が高い。［出土遺物］本遺構は、調査工程の都合で3層以下の遺物は出士層位を記録しない

で取り上げた。堆積士中から203点 (14188.7g)の土器が出土した。円筒上層a式と考えられるもの

が多い。頚部区画形状は隆帯タイプのものと段差タイプのものがある。第1層及び堆積土中より石匙

と磨製石斧が1点ずつ出土している。この他に2次加工のない剥片及び自然礫が合わせて16点出土

している。総重量は4446.6gである。［時期］本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不

明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。 （葛城）

第296号土坑〔SK-296)(図42)

［検出状況］後述する人為堆積層B群を精査するためのトレンチを設定したところ、深い落ち込みが

検出された。土坑と判断し、精査を開始した。本士坑の西側は遺構掘り込み面より上位から調査を行

うこととなった。［堆積士]14層に分層した。シルト・砂質シルトが主体で、下半部は水平な堆積状

態を示し、壁の火山灰土の崩落も認められない。火山灰土粒や軽石の多い層は認められないものの、

土層が水平に堆積すること、崩落土が認められないことにより、人為堆積の可能性が高い。［出土遺

物］第3・16層から土器が3点 (72.4g)、第2・16層から自然礫が5点 (1432.2g)、第3層から泰lj片

が1点、第16層から半円状扁平打製石器が1点出土した。土器は縄文時代中期初頭のものと思われる。

［時期］本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である

中期初頭に属する可能性が高い。 （中村）

第297号土坑〔SK-297〕（図43、44)

［堆積土］第15層より下層は壁面の崩落土と考えられる第W層類似の層がみられ、自然堆積の可能性

が高い。上層は八戸火山灰起源と考えられる浮石を含むことから人為堆積と考えられる。［出土遺物］

第1層から260点(11757.0g)、第5層から123点(8714.4g)の土器が出土した。ほとんどが円筒上層

a式と考えられ、頚部区画は段差タイプのものは見あたらない。第1層より石鏃が1点出土している。

この他に 2次加工のない剥片及び自然礫が19点出土しているが、第5層から出土している 1点を除

き全て第 1層からの出土である。総重量は4970.lgである。［時期］本遺構に明確に伴う遺物がない

ため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。（葛城）

第298号土坑〔SK-298〕（図44)

［堆積土］第21号竪穴住居跡と重複しているため、南側の堆積状況は不明である。残存する土層は12

層に分層した。暗褐色砂質シルトを主体とする。壁面の崩落土も見られるが、全体に炭化物を含み人

為堆積の可能性が高い。［出土遺物］第1層から重量7.7gの自然礫が1点出土している。［時期］本遺

構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属

する可能性が高い。 （葛城）

第299号土坑〔SK-299〕（図45)

［堆積土] 9層に分層した。第1層は第20号竪穴住居跡の貼り床である。その他の層は暗褐色砂質シ
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図43第295・297号土坑
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SK-295 

第 1層 10YR3/3暗褐色砂質シルト cf)-lOmmの浮石粒7%。
第2層 !OYR2/3黒褐色砂質シルト 1>-20mmの浮石粒10%。
第3層 10YR3/4暗褐色砂質シルト 1>-5mmの浮石粒10%。上部に!OYRS/8

の黄褐色ロームをブロソク状に含む。

第4層 10YR2/2黒褐色
第 5層 lOYRS/6黄褐色砂質シルト 八戸火山灰母材。
第6層 10YR6/8明黄褐色粘土質シルトと10YR3/3暗褐色砂質ロームの混合士。
第7層 10YR2/3黒褐色砂質シルト 1>-5mmの浮石粒7%。炭化物粒微量。
第8層 10YR2/l黒色砂質シルト の-3mmの浮石粒1%。
第9層 10YR3/4暗褐色砂質シルト の-!Ommの浮石粒10%。
第10層 10YR5/6黄褐色砂質シルト 八戸火山灰を母材とする流入土。
第11層 10YR3/4暗褐色砂質シルト (/,-Smmの浮石粒7%。上部に砂礫を含む。
第12層 10YR3/3暗褐色砂質シルト 1>-5mmの浮石粒5%炭化物粒微量。
第13層 10YR3/4暗褐色砂質シルト
第14層 10YR2/3黒褐色砂質シルト 1>-5mmの浮石粒3%、(/,-3mmの炭化物3%。
第15層 10YR3/3暗褐色砂質シルト ゆ-5mmの浮石粒1%、崩落土。
第16層 10YR4/6褐色砂質シルト 崩落土。
第17層 10YR2/3黒褐色砂質シルト 浮石粒、炭化物粒微量。
第18層 JOYR2/2黒褐色砂質シルト 1>-3mmの浮石粒1%。
第19層 10YR4/4褐色砂質シルト
第20層 !OYR2/3黒褐色砂質シルト
第21層 10YR4/6褐色砂質シルト
第22層 10YR2/l黒色砂質シルト 浮石粒微量、小礫含む。
第23層 JOYR3/3暗褐色砂質シルトと10YR4/4褐色砂質シルトの混合士。
第24層 10YR2/3黒褐色砂質シルト 浮石粒、炭化物粒微墨。
第25層 10YR4/4褐色砂質シルト
第26層 10YR4/4褐色砂質シルト
第27層 10YR2/3黒褐色砂質シルト cf)-!Ommの浮石粒1%。炭化物微量。

掘りすぎ

SK-297 

第1層 10YR2/3黒褐色砂質シルト (/) 1cmの黄褐色浮石25%。
第2層 10YR2/l黒色シルト (/)2mmの黄褐色浮石2%。崩落土。
第3層 JOYR2/3黒褐色シルト (/) 1cmの黄褐色浮石10%。
第4層 10YR2/2黒褐色シルト (/)5mmの黄褐色浮石10%、ゆ5mmの炭化物粒1%。
第5層 10YR2/3黒褐色砂質シルト ゅ7mmの白色浮石1%。
第6層 10YR2/2黒褐色砂質シルト (/)5mmの白色浮石1%。
第7層 10YR4/4褐色粘土質火山灰土崩落土。
第8層 10YR2/3黒褐色シルト 砂粒含む。
第9層 10YR2/2黒褐色砂質シルト 白色浮石10%。
第10層 !OYF.2/2黒褐色シルト (/) 1cmの黄褐色・白色浮石10%。右方には壁の10
YR4/4褐色粘土質火山灰土と黒褐色シルトが互層状に認められる。

第11層 !OYR4/4褐色粘土質火山灰土 の5mmの黄褐色浮石5%。
第12層 10YR3/4暗褐色シルト
第13層 10YR2/2黒褐色シルト
第14層 10YR2/3黒褐色砂質シルト の5mmの白色浮石3%、および白色浮石の破片
10%。

第15層 10YR2/3黒褐色シルト W層類似。
第16層 10YR3/4暗褐色シルト
第17層 10YR2/2黒褐色シルト w層類似。
第18層 10YR4/4褐色粘土質火山灰土
第19層 10YR2/3黒褐色シルト
第20層 10YR2/2黒褐色シルト
第21層 10YR3/3暗褐色シルト
第22層 10YR5/4にぶい黄褐色浮石 八戸火山灰層W層の崩落。
第23層 !OYR4/4褐色粘土質火山灰土。

゜
(S=l/40) 2m 

図43 第295・297号土坑
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図44第295・297・298号土坑
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SK-297 
第 1層 10YR4/4褐色砂質シルト 八戸火山灰母材。
第2層 10YR3/3暗褐色砂質シルト <t>~lOmmの浮石粒15%。
第 3層 10YR3/3暗褐色砂質シルト <t>~!Ommの浮石粒3%。炭化物粒微量。
第4層 10YR5/6黄褐色黄褐色ロームと10YR4/4褐色砂質シルトの混合土。崩落土。
第 5層 10YR3/4暗褐色砂質シルト <t>~l5mmの浮石粒7%。
第6層 10YR2/3黒褐色砂質シルト <t>~3mmの浮石粒1%。炭化物粒微量。
第7層 10YR3/2黒褐色砂質シルト 浮石粒・炭化物粒微量。
第8層 10YR3/4暗褐色砂質シルト <t>~Smmの浮石粒3%、炭化物微量。
第9層 10YR3/3暗褐色砂質シルト <t>2~3mmの浮石粒1%、炭化物微量。
第10層 10YR3/3暗褐色砂質シルト <t>~lOmmの浮石粒5%、炭化物微量。
第11層 10YR3/4暗褐色砂質シルト <t>~!Ommの浮石粒3%、炭化物粒微量。
第12層 10YR3/3暗褐色砂質シルト <t>~lOmmの浮石粒15%。

0 (S=l/40) 2m 

図44 第295・297・298号土坑
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図45第299・300・301・302号土坑
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第 1層 10YR3/3暗褐色砂質シルト c/)5rnmの浮石

粒5%。ゆ 10mmの焼土塊、炭化物粒微量。

第2層 10YR3/3暗褐色砂質シルト 焼土塊・ 炭化

物粒それぞれ5%。c/)5mmの浮石粒5%。

第3層 10YR3/4暗褐色砂質シルト 心5mmの浮石

粒1%。炭化物粒微量。

第4層 10YR3/4暗褐色砂質シルト 焼土塊3%、

炭化物粒微量。浮石粒微量。

第 5層 10YR3/4暗褐色砂質シルト 炭化物粒1%。

c/)5mmの浮石粒5%。

第6層 10YR3/3暗褐色砂質シルト 浮石粒・炭化

物粒微量。
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粒5%。
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第 1層 10YR3/3暗褐色シルト 部分的に10YR3/4暗褐色粘士質シルト含む。

第2層 10YR3/4暗褐色砂質シルト

第3層 10YR4/6褐色粘土質火山灰土

第4層 10YR3/3暗褐色シルト 10YR2/2黒褐色シルト 10YR4/4掲色粘土質シルト含む。

第5層 10YR3/3暗褐色シルト

第6層 10YR2/2黒褐色シルト

第7層 10YR5/8褐色粘土質シルト 10YR6/6明黄褐色粘土質シルトの互層。

第8層 10YR3/3暗褐色砂質シルト
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ルトを主体とし、ほとんどの層に炭化物粒を含む。また、第4・6層には焼土塊も含むことから人為

堆積の可能性がある。[出土遺物]土器は出土しなかった。第2層から重量402.6gの自然礫が1点出

土している。[時期]本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、前期末から中期

初頭に属する可能性が高い。(葛城)

第300号土坑・第301号土坑〔SK-300・SK-301〕(図45)

第16号竪穴住居跡・倒木痕を精査中に倒木痕の下位から検出した。当初は倒木痕が地表下深くまで

及んでいると考えていたため、第16号竪穴住居跡との新旧関係は捉えられなかった。遺物は出土し

なかった。(中村)

第302号土坑〔SK-302〕(図45)

[検出状況]第17号竪穴住居跡精査中に床面から壁にかけて落ち込みを検出した。精査の結果、底面

中央から北側にかけて、ピット4基、底面南半分で径約130㎝、深さ約20㎝の落ち込みを検出した。

古い土坑が存在した可能性が考えられるが、土層断面は確認できなかった。[堆積土]19層に細分し

た。火山灰土や火山灰土混じりのシルトが主体で人為堆積と考えられる。[出土遺物]第16層から土

器が1点(44.0g)出土した。縄文時代中期初頭のものと考えられる。[時期]本遺構に明確に伴う遺物

がないため、詳細な時期は不明だが、本遺跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。

(中村)

第303号土坑〔SK-303〕(図46)

[検出状況]第17号竪穴住居跡精査中に、床面で黒色砂質シルトの落ち込みを検出した。土層断面で

は確認できなかったが、本土坑の最上層と住居堆積土は明らかに異なっており、本土坑が古いものと

考えられる。[堆積土]20層に分層した。第3層は、八戸火山灰起源の白色軽石を含む。ただし、第

4・13・19層は黒色系統のシルトを交えない純粋な火山灰土で、崩落土と考えられる。4層以下は白

色の軽石を交えるもの、交えないものがあり、この点から人為堆積の可能性を積極的に推せない。し

かし、比較的水平な堆積であることから、総合的に人為堆積の可能性が強いものと判断される。[出

土遺物]遺物は出土しなかった。[時期]本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だ

が、前期末～中期初頭に属する可能性が高い。(中村)

第304号土坑〔SK-304〕(図46)

[検出状況]第17号竪穴住居跡精査中に、床面で黒褐色シルトの落ち込みを検出した。住居堆積土は

本土坑最上層とは明らかに異なり、本土坑が古い。[堆積土]22層に分層した。砂質シルトを主体と

する。軽石を多量に含む層は無く、人為堆積の可能性を積極的に推すことはできない。堆積土の断面

形状からは人為堆積・自然堆積いずれの可能性も考えられる。崩落土と考えられる火山灰土が認めら

れ、堆積に一定の時間幅があった可能性がある。[出土遺物]第1・7・19層から5点(828g)の土器

が出土した。縄文時代前期末のものと考えられる。[時期]本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳

細な時期は不明だが、縄文時代前期末～中期初頭に属する可能性が高い。(中村)

第305号土坑〔SK-305〕(図46)

[検出状況]第17号竪穴住居跡精査中に、土層断面と床面で黒褐色シルトの落ち込みを検出した。本

土坑が古い。[堆積土]3層に分層した。暗褐色～黒褐色シルトを主体とする。堆積要因の特定は難

しい。[出土遺物]第1層から7点(74.9g)の土器と1点の半円状扁平打製石器が出土した。土器は

一71一
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ルトを主体とし、ほとんどの層に炭化物粒を含む。また、第4・6層には焼士塊も含むことから人為

堆積の可能性がある。［出士遣物］士器は出土しなかった。第2層から重量402.6gの自然礫が 1点出

土している。［時期］本遺構に明確に伴う遠物がないため、詳細な時期は不明だが、前期未から中期

初頭に属する口］能I事が高い。 （岱城）

第300号土坑• 第301号土坑〔SK-300・SK-301〕（図45)

第16号竪穴住居跡・倒木痕を精査中に倒木痕の下位から検出した。当初は倒木痕が地表下深くまて

及んでいると考えていたため、第16号竪穴住居跡との新旧関係は捉えられなかった。遣物は出土し

なかった。 （中村）

第302号土坑〔SK-302〕（図45)

［検出状況］第17号竪穴住居蹄精査中に床面から壁にかけて落ち込みを検出した。精査の結果、底面

中央から北側にかけて、ピット 4基、底面南半分で径約130cm、深さ約20cmの落ち込みを検出した。

古い士坑が存在した可能性が考えられるが、土層断面は確認できなかった。［堆積士] 19層に細分し

た。火山灰土や火山灰土混じりのシルトが主休で）＼為堆積と考えられる。［出土遣物］第16層から土

器が 1点(44.0g)出土した。縄文時代中期初頭のものと考えられる。［時期］本遺構に明確に伴う遣物

がないため、詳細な時期は不明だが、本逍跡の主体的な時期である中期初頭に属する可能性が高い。

（中村）

第303号土坑〔SK-303〕（図46)

［検出状況］第17号竪穴住居跡精査中に、床面で黒色砂質シルトの沿ち込みを検出した。土層断面で

は確認できなかったが、本土坑の最上屑と住居堆積土は明らかに異なっており、本土坑が古いものと

考えられる。［堆積土]20層に分層した。第3層は、八戸火山灰起源の白色軽石を含む。ただし、第

4・13・19層は黒色系統のシルトを交えない純粋な火山灰土で、崩落土と考えられる。 4層以下は白

色の軽石を交えるもの、交えないものがあり、この点から人為堆積の口J能性を積極的に推せない。し

かし、比較的水平な堆積であることから、総合的に人為堆積の可能性が強いものと判断される。［出

上遣物］遣物は出土しなかった。［時期］本遺構に明確に伴う遣物がないため、詳細な時期は不明だ

が、前期末～中期初頭に属する可能性が高い。 （中村）

第304号土坑〔SK-304〕（図46)

［検出状況］第17号竪穴住居跡精査中に、床面で黒褐色シルトの落ち込みを検出した。住居堆積土は

本上坑最上層とは明らかに異なり、本土坑が古い。［堆積土]22層に分層した。砂質シルトを主体と

する。軽石を多量に含む層は無く、人為堆積の可能性を積極的に推すことはできない。堆積土の断面

形状からは人為堆積・自然堆積いずれの可能性も考えられる。崩落土と考えられる火山灰士が認めら

れ、堆積に一定の時間幅があった可能性がある。［出土遺物］第1・7・19層から 5点 (82.8g)の土器

が出土した。縄文時代前期末のものと考えられる。［時期］本遺構に明確に伴う遺物がないため、詳

細な時期は不明だが、縄文時代前期末～中期初頭に属する可能性が高い。 （中村）

第305号土坑〔SK-305)(図46)

［検出状況］第17号竪穴住居跡精査中に、土層断面と床面で黒褐色シルトの落ち込みを検出した。本

土坑が古い。［堆積土J3層に分層した。暗褐色～黒褐色シルトを主体とする。堆積要因の特定は難

しい。［出土遺物］第 1層から 7点 (74.9g)の土器と 1点の半円状扁平打製石器が出土した。土器は
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IOYR7/8黄橙色浮石(SI-17貼り床）
IOYR3/4暗褐色砂質シルト 固くしまっている。
IOYR3/4暗褐色砂質シルト ¢5mmの白色浮石10%。
IOYR4/3にぶい黄褐色粘士質火山灰土
IOYRZ/3黒褐色シルト
IOYR4/4褐色粘土質火山灰土
IOYRZ/3黒褐色シルト
IOYR4/6褐色粘土質火山灰土
IOYR3/4暗褐色シルト
IOYR3/4暗褐色シルト
IOYR4/6褐色粘土質火山灰土
IOYR3/4暗褐色シルト ¢3mmの白色浮石10%。
IOYR6/4にぶい黄橙色砂質火山灰土・浮石
IOYR3/4暗褐色砂質シルト ¢3mmの白色浮石20%。
IOYR3/4暗褐色砂質シルト
IOYRZ/3黒褐色シルト
IOYR3/4暗褐色シルトとIOYR4/6褐色粘土質シルトの混合土。
!OYR3/4暗褐色砂質シルト ¢3mmの浮石15%。
IOYR4/6褐色粘土質火山灰土 ・!OYR6/4にぶい黄褐色 粘土質火
山灰土・浮石。
IOYR3/3暗褐色砂質シルト cjJ !cmの黄褐色浮石・中央上部に20%。

B 
62.80m-

A 
2
 

B 
63.lOm 

15 

23 

SK-305 
第 1層 10YR3/4暗褐色シルト
第2層 10YR2/3黒褐色シルト 10YR5/6黄褐色火山灰士ブロック ct,5cm10%。
第3層 10YR2/3黒褐色シルト

SK-304 20 

第1層 10YR2/3黒褐色シルト (/J5mmの黄褐色浮石10%。
第2層 10YR7/6明褐色浮石
第3層 10YR3/3暗褐色砂質シルト
第4層 10YR6/6明黄褐色砂質火山灰土
第5層 10YR2/2黒褐色シルト の2~5mmの黄褐色浮石微量。
第6層 10YR3/4暗褐色シルト のl~lOmmの黄褐色浮石微量。
第7層 10YR3/4暗褐色シルト c/J5mmの黄褐色浮石15%、c/J2~10mmの黄褐色浮

石微量。
第8層 10YR2/3黒褐色砂質シルト の5mmの黄褐色浮石5%。
第9層 10YR4/4褐色粘土質火山灰土 c/J 1~3mmの黄褐色浮石微量。
第10層 10YR3/3暗褐色砂質シルト ゆ1~3mmの黄褐色浮石微量。
第11層 10YR2/3黒褐色砂質シルト c/J3~10mmの黄褐色浮石微量。
第12層 10YR2/2黒褐色シルト壁の崩落土。
第13層 10YR6/6明黄褐色浮石 c/J2~5mmの黄褐色浮石微量。
第14層a10YR5/6黄褐色粘土質火山灰土 壁の崩落士。
第14層b10YR7/3にぶい黄橙色シルト質火山灰土
第15層 10YR2/3黒褐色シルト壁の崩落土。
第16層 10YR3/3暗褐色砂質シルト
第17層 10YR2/3黒褐色シルト
第18層 10YR3/4暗褐色シルト
第19層 10YR3/3暗褐色シルト
第20層 10YR5/6黄褐色粘士質火山灰土 10YR6/3にぶい黄橙色浮石崩落。
第21層 10YR3/3暗褐色シルト 浮石の細粒多く含むため、砂質。
第22層 10YR3/3暗褐色砂質シルト
第23層 10YR5/3にぶい黄褐色砂質火山灰土

O (S=l/40) 2m 
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縄文時代中期初頭のものと考えられる。[時期]本遺構は、出土した土器より新しく第17号竪穴住居

跡より古いため、縄文時代中期初頭と考えられる。(中村)

第306号土坑〔SK-306〕(図47)

[検出状況]第17号竪穴住居跡精査中に、土層断面と床面で黒褐色砂質シルトの落ち込みを検出した。

本土坑が古い。[堆積土]4層に分層した。すべて砂質シルトで第2・3層は、高舘火山灰、八戸火山

灰のブロックを含んでおり、人為堆積と考えられる。[底面施設]5本の溝が、坑底面中央部のピッ

トから放射状にのびている。溝の深さは約2㎝である。[出土遺物]第3・4層から2点31.5gの土器が

出土した。第1層から敲磨器が1点出土した。土器は縄文時代中期初頭のものと考えられる。[時期]

本遺構は出土した土器より新しく、第17号竪穴住居跡より古いので、縄文時代中期初頭のものと考

えられる。(中村)

第307号土坑〔SK-307〕(図47)

[壁面及び底面の状況]地滑りの影響を受けており、底面には段差が見られる。[堆積土]7層に分層

した。図示していないが第1層上面には第22号竪穴住居跡の貼り床が一部検出されている。第6層

のような崩落土を除けば黒褐色砂質シルトを主体とし、浮石粒を10%程度含むものが多い。また、

第3層のように八戸火山灰と考えられる浮石を主体とするものもあり、人為堆積と考えられる。[出

土遺物]第1・2層中からそれぞれ、1点(7.7g)、1点(6.1g)の土器が出土した。いずれも縄文時

代前期末のものと考えられる。第1層から重量11.2gの自然礫が1点出土している。[時期]本遺構に

明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、縄文時代前期末～中期初頭に属する可能性が高

い。(葛城)

第308号土坑〔SK-308〕(図47)

[堆積土]16層に分層した。本遺構は基本層序第Ⅳ層を掘り込んで構築されている。直上には基本層

序第Ⅱ層が堆積する。第4層は黄褐色粘土質シルトであり、明らかな人為堆積層である。第6・14層

は壁面の崩落土である。その他の層は暗褐色及び黒褐色砂質シルトを主体とする。層中には炭化物を

含むものもあり、人為堆積の可能性が高い。[出土遺物]遺物は出土しなかった。[時期]本遺構に明

確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、第22号竪穴住居跡より古く、縄文時代前期末～

中期初頭に属する可能性が高い。(葛城)

第309号土坑〔SK-309〕(図47)

[堆積土]2層に分層した。第1・2層ともに八戸火山灰起源と考えられる遺構掘り上げ土である。

[出土遺物]堆積土中から土器が9点(96.2g)、自然礫が1点(1149.6g)出土している。土器は縄

文時代中期初頭のものがある。[時期]出土した土器より新しく、第22号竪穴住居跡より古いので、

縄文時代中期初頭と考えられる。(葛城)

第310号土坑〔SK-310〕(図47)

[形態・規模]平面形は不整形を呈する。底面東側は調査区域外、西側は第307号土坑と重複してい

る。なお、断面図作成後に一部崩落したため、平面図と断面図は必ずしも一致しない。[堆積土]11

層に分層した。第1層は第22号竪穴住居跡の貼り床である。また、本遺構は土器埋設炉とも重複し

ている。第9・11層は八戸火山灰を主体とする人為堆積層である。その他の層については、浮石粒を

含むものもあるが、自然堆積か人為堆積かは判然としない。[出土遺物]遺物は出土しなかった。[時
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縄文時代中期初頭のものと考えられる。［時期］本遺構は、出土した上器より祈しく第17号堅穴住居

跡より古いため、縄文時代中期初頭と考えられる。 （中村）

第306号土坑〔SK-306〕（図47)

［検出状況］第17号竪穴住居跡精査中に、土層断面と床面で黒褐色砂質シルトの落ち込みを検出した。

本士坑が占い。［堆精土] 4属に分層した。すべて砂質シルトで第2・3層は、高舘火山灰、八戸火tll

灰のブロ、］クを合んでおり、人為堆積こ考えられる。［底面施設ls本の溝が、坑底面中央部のピソ
トから放射状にのびている。溝の深さは約2cmである。［出士追物］第3・4層から 2点31.5gの土器が

出上した。第 1層から敲磨器が 1点出土した。七器は縄文時代中期初頭のものと考えられる。［時期］

本遺構は出土した土器より新しく、第17号竪穴住居跡より古いので、縄文時代中期初頭のものと考

えられる。 （中村）

第307号土坑〔SK-307)(図47)

［壁面及び底面の状況］地滑りの影響を受けており、底面には段差が見られる。［堆積土] 7層に分層

した。図示していないが第 1層上面には第22号竪穴住居跡の貼り床が一部検出されている。第6屈

のような崩落土を除けば黒褐色砂質シルトを主体とし、浮石粒を10%程度合むものが多い。また、

第3屈のように八戸火山灰と考えられる汗石を主体とするものもあり、人為堆柏と考えられる。［出

土遣物］第1・2層中からそれぞれ、 1点 (7.7g)、1点 (6.lg) の土器が出土した。いずれも縄文時

代前期末のものと号えられる。第 1層から重鼠11.2gの自然礫かl点出土している。［時期〕本遺構に

明確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、縄文時代前期未～中期初頭に属する可能性が高

（葛城）

第308号土坑〔SK-308〕（図47)

［堆積士] 16后に分層した。本追構は基本層序第w層を掘り込んで構薬されている。直上には基本層

序第II層が堆積する。第4層は苗褐色粘土質シルトであり、明らかな人為堆積層である。第6・14層

は壁面の崩落土である。その他の層は暗褐色及び黒褐色砂質シルトを主体とする。層中には炭化物を

含むものもあり、人為堆積の可能性が高い。［出士遣物］遣物は出土しなかった。［時期］本遣構に明

確に伴う遺物がないため、詳細な時期は不明だが、第22号竪穴住居跡より古く、縄文時代仙期末～

中期初頭に属する可能性が高い。 （葛城）

第309号土坑 (SK-309〕（図47)

［堆精土] 2層に分層した。第1・2層ともに八戸火山灰起源と考えられる遣構掘り上げ土である。

［出上追物］堆積土中から土器が9点 (96.2g)、自然礫が 1点 (1149.6g)出士している。上器は縄

文時代中期初頭のものがある。［時期］出土した土器より新しく、第22号竪穴住居跡より古いので、

縄文時代中期初頭と考えられる。 （葛城）

第310号土坑〔SK-310〕（図47)

［形態・規模］平面形は不整形を呈する。底面東側は調査区域外、西側は第307号土坑と重複してい

る。なお、断面図作成後に一部崩落したため、平面図と断面図は必ずしも一致しない。［堆積土] 11 

層に分層した。第1層は第22号竪穴住居跡の貼り床である。また、本遺構は土器埋設炉とも重複し

ている。第9・11層は八戸火山灰を主体とする人為堆積層である。その他の層については、浮石粒を

含むものもあるが、自然堆積か人為堆積かは判然としない。［出土遺物］遺物は出土しなかった。［時
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SK-307 
第 1層 10YR3/4暗褐色砂質シルト Sl-22フク土。
第2層 10YR3/2黒褐色砂質シルト 1>~10mmの浮石粒10%。
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期]第22号竪穴住居跡より古く、縄文時代前期末から中期初頭と考えられる。(葛城)

第4号土器埋設遺構〔SR-4〕(図48)

[掘り方]平面では確認できず断面で確認した。土器は正立した状態から東側に傾けて埋設されてお

り、確認面では西側のみ露出していた。掘り方堆積土はTo-Cuを母材とする点では第Ⅲ層と類似する

が、浮石の混入量が少ないため全体的に暗く、しまりも弱い。[堆積土]埋設土器内の堆積土も第Ⅲ

層に類似しているが、やや粘性に富むようである。[時期]縄文時代中期初頭と考えられる。(葛城)

第5号土器埋設遺構〔SR-5〕(図48)

[堆積土]人為堆積層B層・基本層序第Ⅲ層を掘り込んで構築されていたが、基本層序第Ⅲ層を掘り

込んだ部分以外は、明瞭な堀片を確認できなかった。土器内堆積土は褐色シルトの単層である。土器

内外の土壌を柱状・ブロック状に採取し、脂肪酸分析を実施したが、埋葬を示す結果は得られなかっ

た。[出土遺物]自然礫が1点出土した。[時期]縄文時代中期初頭と考えられる。(中村)

第6号土器埋設遺構〔SR-6〕(図48)

[検出状況]Ⅲ層上面で検出した。周囲には遺物包含層のA層～Ⅲ層に遺物が広がっていた。[堆積土]

第1層はA-2層に、第2層は第Ⅲ層に類似する土質である。遺構内の土壌をブロック状に採取し、脂

肪酸分析を実施したが、埋葬を示す結果は得られなかった。[時期]縄文時代中期初頭と考えられる。

[小結]堆積土の状況や周辺の遺物の出土状況から、土器の胴部が倒立状態で廃棄された可能性を否

定できない。(中村)

第7号土器埋設遺構〔SR-7〕(図48)

[掘り方]断面で確認した。掘り方堆積土は、第Ⅲ層に類似するが、浮石の混入量が少なく、しまり

も弱いという特徴を持つ。[堆積土]埋設土器内の堆積土は1層である。これも第Ⅲ層に類似するが、

中掫浮石の混入量も少なくやや粘性に富む。[時期]縄文時代中期初頭と考えられる。(葛城)

第9号土器埋設遺構〔SR-9〕(図48)

[掘り方]北側の掘り方のみ確認できた。一部撹乱を受けているが、比較的固くしまっている。[堆積

土]埋設土器内の堆積土は第Ⅲ層に類似するが、炭化物粒を微量含み粘性に富んでいる。[時期]縄

文時代中期初頭と考えられる。(葛城)

第10号土器埋設遺構〔SR-10〕(図48)

[掘り方]確認できなかった。[堆積土]ある程度掘り進めてから埋設土器と認識したため、土器内の

堆積土はわずかであるが、基本層序と比べ粘性に富み、しまりは弱い。[時期]縄文時代中期初頭と

考えられる。(葛城)

第11号土器埋設遺構〔SR-11〕(図48)

[堆積土]第245号土坑堆積土中に本遺構を確認した。堀方は確認できず、土器内の堆積土と周囲の

堆積土は類似しており、第245号土坑最上部を埋め戻す際に同時に埋設した可能性も考えられる。土

器内堆積土から柱状サンプルを採取し脂肪酸分析を実施したが、埋葬を示す結果は得られなかった。

[時期]縄文時代中期初頭と考えられる。(中村)

第12号土器埋設遺構〔SR-12〕(図48)

[掘り方]確認できなかった。[堆積土]本遺構は人為堆積層であるA-2層を掘り込んで構築されて

いる。第1層はやや粘性に富むものの基本的には第A-2層と同質である。従って本遺構は第A-2層
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期］第22号竪穴住居跡より古く、縄文時代前期末から中期初頭と考えられる。 （葛城）

第4号土器埋設遺構 (SR-4〕（図48)

［掘り方］平面では確認できず断面で確認した。土器は正立した状態から東側に傾けて埋設されてお

り、確認面では西側のみ露出していた。掘り方堆積土はTo-Cuを母材とする点では第皿層と類似する

が、浮石の混入鼠が少ないため全体的に暗く、しまりも弱い。［堆積土］埋設土器内の堆積士も第m

層に類似しているが、やや粘性に富むようである。［時期］縄文時代中期初頭と考えられる。 （葛城）

第5号土器埋設遺構〔SR-5〕（図48)

［堆精士］人為堆積層B層・基本層序第m層を掘り込んで構築されていたが、基本層序第m層を掘り

込んだ部分以外は、明瞭な堀片を確認できなかった。土器内堆積土は褐色シルトの単層である。土器

内外の土壌を柱状・プロック状に採取し、脂肪酸分析を実施したが、哩葬をホす結果は得られなかっ

た。［出土遺物］自然礫が 1点出土した。［時期］縄文時代中期初頭と考えられる。 （中村）

第6号土器埋設遺構〔SR-6〕（図48)

［検出状況]ill層上面で検出した。周囲には遺物包含層のA層~ill屈に遣物が広がっていた。［堆積土］

第 1層はA-2層に、第2層は第m層に類似する土質である。遣構内の上壌をプロック状に採取し、脂

肪酸分析を実施したが、埋葬を示す結果は得られなかった。［時期］縄文時代中期初頭と考えられる。

［小結］堆積土の状況や周辺の遺物の出土状況から、土器の胴部が倒立状態で廃棄された可能性を否

定できない。 （中村）

第7号土器埋設遺構〔SR-7〕（図48)

［掘り方］断面で確認した。掘り方堆積土は、第m層に類似するが、浮石の混入量が少なく、 しまり

も弱いという特徴を持つ。［堆積土］埋設土器内の堆積士は 1層である。これも第m層に類似するが、

中振浮石の混入量も少なくやや粘性に富む。［時期］縄文時代中期初頭と考えられる。 （葛城）

第9号土器埋設遺構〔SR-9〕（図48)

［掘り方］北側の掘り方のみ確認できた。一部撹乱を受けているが、比較的固くしまっている。［堆積

土］埋設土器内の堆積土は第m層に類似するが、炭化物粒を微量含み粘性に富んでいる。［時期］縄

文時代中期初頭と考えられる。 （葛城）

第10号土器埋設遺構〔SR-10〕（図48)

［掘り方］確認できなかった。［堆積十Jある程度掘り進めてから埋設土器と認識したため、士器内の

堆積土はわずかであるが、基本層序と比べ粘性に富み、しまりは弱い。［時期］縄文時代中期初頭と

考えられる。 （魁城）

第11号土器埋設遺構〔SR-11〕（図48)

［堆積士］第245号土坑堆積土中に本遺構を確認した。堀方は確認できず、土器内の堆積土と周囲の

堆積土は類似しており、第245号土坑最上部を埋め戻す際に同時に埋設した可能性も考えられる。土

器内堆積土から柱状サンプルを採取し脂肪酸分析を実施したが、埋葬を示す結果は得られなかった。

［時期］縄文時代中期初頭と考えられる。 （中村）

第12号土器埋設遺構〔SR-12〕（図48)

［掘り方］確認できなかった。［堆積土］本遺構は人為堆積層であるA-2層を掘り込んで構築されて

いる。第 1層はやや粘性に富むものの基本的には第A-2層と同質である。従って本遣構は第A-2層

-75-



図48土器埋設遺構土壌サンプル
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図48 土器埋設遺構
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の堆積過程で廃棄された可能性もある。[時期]縄文時代中期初頭と考えられる。(葛城)

第13号土器埋設遺構〔SR-13〕(図48)

[掘り方]確認できなかった。[堆積土]2層に分層したが、第2層は第295号土坑の堆積土である。

[時期]縄文時代中期初頭と考えられる。(葛城)

第15号土器埋設遺構〔SR-15〕(図48)

[検出状況]人為堆積層B群の断ち割り調査中に本遺構を検出した。人為堆積層B群の直下から検出さ

れた。そのため、掘り込み面が確定できた。図示した面が掘込み面と考えられる。両者の先後関係を

示す土層断面図は笹ノ沢(3)遺跡Ⅳに掲載する予定である。[堆積土]土器内堆積土は2層に分層した。

土器外は3層に分層した。土器内堆積土は半戴後、土器ごと室内に持ち帰った。土器内の土壌は、土

器外でブロック状に採取した土壌とともに、そのままの状態でリン酸・ステロール・脂肪酸分析に供

したが、埋葬を積極的に指示する結果は得られなかった。[出土遺物]土器内から土器片が22点

(186.0g)出土したが、すべて本遺構に埋設されたものとは別個体の破片である。[時期]円筒上層a式

と考えられる。[土器埋設時の状況復元]本遺構では、掘り込み面が確定できた。ただし、人為堆積

層B群を廃棄土層と考えて調査を行っていたため、遺構の上部構造としてとらえうるか否かの検討は

行わなかったが、人為堆積層B群の土層断面から判断する限りその可能性は低いと考えられる。その

ため、遺構構築時には土器口縁部はわずかに露出していた可能性が高い。(中村)

溝状土坑(図49)

溝状土坑は6基が検出された。表中で表記できなかった属性についてまとめて述べる。[堆積土]い

ずれも自然堆積と考えられる。十和田b浮石を含まない。[出土遺物]第72号溝状土坑の第10層から

重量232.5gの自然礫が1点、第75号土坑の第1層から重量1955.2gの自然礫が1点出土した。[時期]

十和田b浮石を含まないことから縄文時代のものと考えられる。(葛城)

第28・29号溝跡〔SD-28・29〕(図50)

[堆積土]黒色系のシルトである。基本層序第Ⅱ層に比較した場合、粒径が不均一な印象で、基本層

序第Ⅱ層とも異なると考えられる。[出土遺物]縄文土器・石器などが出土したが、本遺構に伴うも

のとは考えられない。[時期]確定することは難しいが、縄文時代以後のものと考えられる。(中村)

一77一

第 3章検出直構とその出土還物

の堆積過程で廃稟された可能性もある。［時期］縄文時代中期初頭と考えられる。 （葛城）

第13号土器埋設遺構〔SR-13〕（図48)

［掘り方］確認できなかった。［堆積上] 2層に分層したが、第 2層は第295号土坑の堆積土である。

［時期］縄文時代中期初頭と考えられる。 （笏城）

第15号土器埋設遺構〔SR-15〕（図48)

［検出状況］人為堆積層B群の断ち割り調査中に本遺構を検出した。人為堆積層B群の直下から椋出さ

れた。そのため、掘り込み面が確定できた。図示した面が掘込み面と考えられる。両者の先後関係を

示す上層断面図は笹ノ沢(3)遺跡Wに掲載する予定である。［堆積土］士器内堆積土は2層に分層した。

士器外は 3層に分層した。士器内堆積士は半載後、土謡ごと室内に持ち帰った。士器内の土壌は、士

器外でプロソク状に採取した士壌とともに、そのままの状態でリン酸・ステロール・脂肪酸分析に供

したが、埋葬を積極的に指示する結果は得られなかった。［出土遺物］士器内から士器片が22点

(186.0g)出十＾したが、すべて本遣構に埋設されたものとは別個体の破片てある。［時期］円筒上屈a式

と考えられる。［土器岬設時の状況復元］本遣構では、掘り込み面が確定できた。ただし、人為堆積

層B群を廃棄土層と考えて調査を行っていたため、退構の上部構造としてとらえうるか否かの検討は

行わなかったが、人為堆積層B群のt屈断面から判断する限りその可能性は低いと考えらわる。その

ため、造構構築時には土器□緑部はわずかに露出していた可能性が高い。 （中村）

溝状土坑（図49)

溝状土坑は6基が検出された。表中で表記できなかった属性についてまとめて述べる。［堆積土］い

ずれも自然堆積と考えられる。 l和田b汗石を含まない。［出土避物］第72号溝状土坑の第10層から

重量232.5gの自然礫が1点、第75号士坑の第1層から重量1955.凶gの自然礫が1点出土した。［時期］

十和田b浮石を含まないことから縄文時代のものと考えられる。 （葛城）

第28・29号溝跡 (SD-28・29〕（図50)

［堆桔土］黒色系のシルトである。基本層序第II層に比較した場合、粒径が不均ーな印象で、基本層

序第II屈とも異なると考えられる。［出土遣物］縄文士器・石器などが出士したが、本遣構に伴うも

のとは考えられない。［時期］確定することは難しいか、縄文時代以後のものと考えられる。 （中村）
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図49溝状土坑
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10YR2/3黒褐色砂質シルト
10YR3/2黒褐色砂質シルト
10YR2/2黒褐色砂質シルト
10YR2/3黒褐色砂質シルト
10YR2/2黒褐色砂質シルト 浮石粒微量。
10YR2/2黒褐色砂質シルト 色調は11層に類似するが、砂質に富む。
10YR2/1黒色砂質シルト

土質は5層と類似するが、色調がやや暗い。
崩落土。
崩落土。
浮石粒微量。

図49 溝状土坑
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図51第16号竪穴住居跡出土遺物(1)
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図52第16号竪穴住居跡出土遺物(2)
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図53第16号竪穴住居跡出土遺物(3)
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図54第16号竪穴住居跡出土遺物(4)
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図55第16号竪穴住居跡出土遺物(5)
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図56第16号竪穴住居跡出土遺物(6)
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第3章検出遺構とその出土遺物
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図57第16号竪穴住居跡出土遺物(7)

一86一

笹ノ沢(3)遺跡皿

(
 

.• 
c

t

 

↑

5
 

2
 ヽ

1

.

.

.

9

 ..• 

ノ
—

i

••• 

••• 

• 
,.̀
 ．．＂ 
ヽ

．．
 

．． 乞`
~
,
~
 3

-

，
 

.~ 
曹
~

，
 

り
、

f
 

、`
3
 

9

/

.

―
 

、,-.,. . ;. , 
、べ..., ふ

、·:、,:•:,.,·:-/," 
: ・: < 
,・... ヽI .·•.•·'、·,:._;,,·．・・.., • ,•:•· • ' . ．、..... -"・'・」ゞ.'-~', •• , ..、:,... •. 
.•; 

r、・・吋・. ・、 9 
.•• ‘・,・,,・:● ... ,., 

•'•· .. 
, .'·:• ・'; .. 

(,:,,1.・,_,:,,.・、.・
.. ..,,,, .. ..』;I•·' .・.,, ., 
ベ心 . .•.'· 、.:,-・・..:c-, 

・.'.. , _. ●● , ,・ .. "ヽ',, .•, .. , ヽ
✓ •. :,; ベj''

56 

·•ぶ.,., .... ，＜・..,, ••. 分へ
.' ・',_. ヽ．ヽ·.• ，ヽ；;:-●、

ざ炉•;,.心一
._.,、.
.. ,、,., さ.,,,.• .・  ● • 

ぶ;'なsゾ．●● .. ・'.>・, 心， ,;;::...-, .• r'・f; 為や・、 入 、r
;-↓ :·>:~ ピ'ie:;;;_;肇?fi.. ~ ぷ'.¥'-・<:.;

/ 

ク

! 
.、 ー・ ・. •,:, じ~" .......' ., .• .. ・_,.·• . ,. ·'c--'•· ~ ご:,,・ ' ゃふ． 、., 』 →''ヽ・・i” 、 _, ・-._ ・心逢·•'"'1/,,J '(. - ' 

/,:/~-".-;, ふ:..J・''・.. i,:/見・ぐ．、,Jf・,-1
. "・・.. <; ..'--・,』 ., .... , ・ヽ ・
)、、‘‘，.冶:/;'・,':]"; ・.. -・,,._:.、-. ~-:. ; 
, ・-., '. . ,, .. - •· ・ー ・て,,= ... -.・,t ・ 、• ・・. . . . ' -,~·~、..・• ― . ・. . , 
・,,.,;:-;,,,--. .ヽ;,、: •,., 喝—ゞ, .. •. ー：,. ,, 

‘—~'• ・'・ ．ヽ・'"'..... ヽ.,... ．ヽ．、... ゞ、,、..-
• ● .・.  ・.. 

58 

¥c=_ニニニ3

パロロ

。
(S=l/3) 10cm 

図57 第16号竪穴住居跡出土遺物 (7)

-86-



図58第16号竪穴住居跡出土遺物(8)

-87一

第3章検出遺構とその出土遺物
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図60第16号竪穴住居跡出土遺物(10)
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第3章検出遣構とその出土遺物
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図61第16号竪穴住居跡出土遺物(11)
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図62第16号竪穴住居跡出土遺物(12)
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図63第17号竪穴住居跡出土遺物(1)
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図64第17号竪穴住居跡出土遺物(2)
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第3章 検出遺構とその出土遺物
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図67第17号竪穴住居跡出土遺物(5)
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図68第17号竪穴住居跡出土遺物(6)
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第3章 検出遺構とその出土遺物
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図72第21号竪穴住居跡出土遺物(2)
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第3章 検出遺構とその出士遺物
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図73第22号竪穴住居跡出土遺物(1)

-102一

笹ノ沢(3)遺跡m

fl 
＂＇ ,＇ 

,`
 i

.
f
 

225 

｀ 

汀
／

.,"• 
;

l

 
•• 

,
 

•• 

•• 

、,•• 

：
 

、
.

.

.

9

 

,
 

..• 

i
r
い
了

A
 .. 

'
 .. 

‘̀‘ 

‘
 

•••. 

3

、

4
.
9• 

•• 

桝
．r
§
:

．
、
」

•
[
·
:
9
.

、
山
—

•• 

ー・

.̀』

i•• 

.`ー．
`
.
，
．
二
f
●

9

・
J

.
J
 
••• 

，
 

d

ら`．
・
A
 .
.
 
r

.

9

、
.• 

ヘ．ヽ

••• 一

-tト鴫
9
い
・
り
.
b

.
9
|菖
ゞ

9••• 

9
^
9
 

•• ,．ヽ
・

一『
.、
t•• 

•
2遂

t
.

，•• 

••• 
・・'
t
.
9
,
↓

A

.

.

 

9
 

｝
 

．．
 

f
'

シ
•
9
,

．．
 
t"・, 

9
3：
ふ

．

鳥

べ

f~ 

t
f
 

゜
(S=l/3) 10cm 

図73 第22号竪穴住居跡出土遺物 (1)

-102-



図74第22号竪穴住居跡出土遺物(2)

-103一

第 3章 検出遺構とその出士遺物
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図88第22号竪穴住居跡出土遺物(16)
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図89第22号竪穴住居跡出土遺物(17)
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図90第22号竪穴住居跡出土遺物(18)
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図91第22号竪穴住居跡出土遺物(19)
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図92第221・224・225・229・230号土坑出土遺物
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図93第230・231号土坑出土遺物
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図94第231・232・233号土坑出土遺物
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図95第234・235・236・237・239号土坑出土遺物
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第3章検出遺構とその出士遺物
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図97第244・245号土坑出土遺物
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図98第245・246・247号土坑出土遺物
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図99第247号土坑出土遺物(1)
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図100第247号土坑出土遺物(2)
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図101第247号土坑出土遺物(3)
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図102第247号土坑出土遺物(4)
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図103第247号土坑出土遺物(5)
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図104第247・249・251・252・253・254・255・256号土坑出土遺物
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図105第256・257・260・261号土坑出土遺物
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図106第263・265・266・267号土坑出土遺物
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第 3章検出遺構とその出土遺物
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遺物属性表

縄文土器
・表記した属性は以下の通りである。

図版番号,遺物番号,出土遺構,出土層位,重量,部位,残存率,突起分類口唇部文様,口縁部文様,頚部文様,頚部区画断面形,胴部文様,時期,器種,
炭化物サンプル,個体番号

・「0」と記された項目は、不明または観察項目に該当する属性がないことを意味する。

・文様の表記は次のように略記した。

単軸絡条帯→単絡結節回転文→結節撚糸側面圧痕→原体の種類+側面圧痕

・結節回転文の撚り方は、見かけ上の文様宇効果を表すものである。器面に現れた文様より1段高次の撚り方である場合がしばしばある。すなわち、原体がL

Rであっても見かけ上R原体を回転したものと同様の効果が現れる場合があり、厳密に判別がすることは難しい。しかし、二段以上の縄の場合は最低個体数

を、一段の縄の場合最大個体数を表すものと考えられ、文様の数量的な様相をとらえるためには意味があると考えてあえて表記した。

・時期の項目は、「前期」を「前」、「中期」を「中」、「末葉」を「末」、「初頭」を「初」と略記した。

図51-1,PSI16炉体,SI-16,0層,4200g,胴部・底部,1/1,0,0,0,0,0,LR横位,中初,深鉢,0,29

図51-2,P31308-1・2・3・4・5・8・9・10・12・13,0層,0,448.9g,完形,1/1,0,隆帯上LR側面圧痕,LR側面圧痕による縦位短線文,隆帯上LR側面圧痕,

方形,LR横位,中初,深鉢0,89

図51-3,P31804,SI-16,0層,781.1g,完形,1/1,10,隆帯上LR側面圧痕,LR側面圧痕による山形平行線文,隆帯上LR側面圧痕,丸,LR横位,中初,
深鉢,0,33

図51-4,P31302・P31378-2,SI-16,G2層,283.4g,口縁部・胴部,1/8,0,隆帯上R側面圧痕,突起下から垂下する縦位の隆帯R側面圧痕による平行線
文間に逆U字状文,0,方形,LR横位,中初,深鉢,0,137

図51-5,P31357・P31373-1,SI-16,C-2層,95.8g,口縁部,1/8,0,隆帯上R側面圧痕,単絡1類(R)圧痕による平行線文間に鋸歯文,0,0,0,中初,深
鉢,0,150

図51-6,P31197・P31199,SI-16,C-2層,151.3g,口縁部,0,0,LR側面圧痕,LR側面圧痕による幾何学文,隆帯上LR側面圧痕,0,羽状結束1種横位,

中初,深鉢,0

図51-7,P31212・P31218-1,SI-16,C-2層,115,9g,口縁部,0,0,隆帯上LR側面圧痕,C字状隆帯LR側面圧痕による平行線文間に縦位短線文,LR側

面圧痕,段差,LR横位結節(LR)縦位,中初,深鉢,0,168

図52-8,P31924-1,SI-16,5層,2800g,完形,1/1,0,隆帯上LR側面圧痕,波頂部から垂下する2条の隆帯LR側面圧痕による平行線文間に鋸歯文,隆
帯上LR側面圧痕,丸,LR結束1種横位結節(R)横位,中初,深鉢有,30

図52-9,P30384-1・P30491・P31241・P31242-1,SI-16,C-2層,207.6g,口縁部,0,5類,隆帯上単絡1類(R)圧痕,波頂部下から垂下する隆帯上単絡1類

(R)圧痕単絡1類(R)圧痕による山形平行線文間に鋸歯文,0,不明,0,中初,深鉢,0,165

図53-10,P31767・P31810,SI-16,C-2層,125.4g,口縁部・頚部,0,3類,隆帯上R側面圧痕,波頂部下に連鎖状隆帯下端に粘土瘤貼付R側面圧痕に

よる山形平行線文間に縦位短線文,隆帯上R側面圧痕,方形,0,中初,深鉢,0,499

図53-11,P31773・P31791,SI-16,C-2層,146.4g,口縁部・胴部,0,0,0,R側面圧痕による平行線文,波状隆帯上R側面圧痕,方形,LR横位,中初,

深鉢,0,167

図53-12,P31805・P32095,SI-16,C-2層,61.9g,口縁部・胴部,0,0,0,垂下する2条の隆帯条LR側面圧痕LR側面圧痕,隆帯上LR側面圧痕,方形,

RL横位,中初,深鉢,0,144

図53-13,P31252-1・P31256,SI-16,C-2層,25.4g,口縁部・頚部,0,0,隆帯上LR側面圧痕.LR側面圧痕による平行線文間に矢羽根状文,竹管状工具に

よる刺突,段差,0,中初,浅鉢.0,143

図53-14,P31382・P31384,SI-16,C-2層,63.9g,口縁部・胴部,0,0,隆帯上羽状結束1種横位,羽状結束1種横位,0,無し,羽状結束1種横位,中初,
深鉢,0,147

図53-15,P31233,SI-16,C-2層,58.4g,頚部・胴部,1/8,0,0,0,隆帯上LR側面圧痕,方形,胴部0段多条LR横位,中初,深鉢,0,94

図53-16,P31815・P31845,SI-16,C-2層,219.6g,口縁部・胴部,0,0,0,R・L(2本1組)側面圧痕による幾何学文,微隆帯上棒状工具による刺突,微隆帯,

LR結束1種横位結節(LR横位),前末,深鉢,0,141

図53-17,P31316-1・2・4・5・9・13・20・22,SI-16,C2層,286.6g,口縁部,1/8,0,0,RLR横位,0,無し,RLR横位,中初,深鉢,0

図53-18,P31305・P31371・P31373・P31681・P31684・P31685・P31687,SI-16,C-2層,247.7g,頚部・胴部,2/3,0,0,0,隆帯上LR側面圧痕,無し,
羽状結束1種横位,中初,0,0,452

図53-19,P31745・P31746-2,SI-16,C-2層,143.4g,口縁部・胴部,0,0,0,LR側面圧痕による平行線文,隆帯上LR側面圧痕,方形,RLR横位結節

縦位,中初,深鉢,0,153

図53-20,P31293・P31311-2・P31313,SI-16,0層,19.1g,胴部,0,0,0,0,0,無し,LR横位結節(R)横位,中初,深鉢,0,182

図53-21,P31274・P31276・P31280,SI-16,0層,47g,口縁部・胴部,0,0,0,R側面圧痕による平行線文,隆帯(剥落),不明,LR横位結節(R)横位,

前末～中初,0,0,163

図53-22,P31158・P31201,SI-16,C-2層,64.2g,胴部.0,0,0,0,0,0,LR横位結節(R)横位,中初,深鉢,0,189

図53-23,P32017・P32018,SI-16,C-2層,13.6g,胴部,0,0,0,0,0,0,RL横位,中初,0,0,98

図53-24,P31260・P31268,SI-16,C-2層,60g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0,549

図53-25,P31316-6・15・18,SI-16,C-2層,40.4g,胴部,1/8,0,0,0,0,0,RLR横位,中初,0,0,95

図53-26,P31185・P31187,SI-16,C-2層,121.3g,胴部,1/8,0,0,0,0,0,LR横位,前末～中初,0,0

図53-27,P31232,SI-16,C-2層,574.1g,胴部・底部,1/1,0,0,0,0,0,0段多条LR横位,中初,深鉢,0,483

図54-28,P31334・P31339-1,SI-16,G1層,84.9g,胴部.0,0,0,0,0,0,RL横位,中初,深鉢,0,185

図54-29,P32151・P32155,SI-16,B-1層,48.7g,口縁部・胴部,0,0,0,縦位の隆帯(剥落)LR側面圧痕による山形平行線文間に縦位短線文,隆帯上

LR側面圧痕,丸,LR横位,中初,深鉢,0,145

図54-30,P31932・P31936-3・P31939・P31954・P32016,SI-16,B-1・2・C-1層,419.2g,口縁部・胴部,1/8,5類,隆帯上LR側面圧痕,LR側面圧痕によ

るC字状文波頂部から垂下する2条の隆帯下端にボタン状貼り付け,隆帯上LR側面圧痕,丸,0段多条LR横位,中初,深鉢,0

図54-31,P32149・P32154,SI-16,0層,146.4g,口唇部・胴部,0,0,隆帯上LR側面圧痕,波頂部から垂下する隆帯上LR側面圧痕LR側面圧痕による平

行線文,隆帯上LR側面圧痕,丸,RLR横位結節(LR横位),中初,深鉢0

図54-32,P32218・P32235・P32242,SI-16,B-2層,68.1g,口唇部・口縁部,0,0,隆帯上R側面圧痕,R側面圧痕による平行線文,隆帯上R側面圧痕,方

形,0,中初,深鉢,0

図54-33,P31688・P31940,SI-16,B-1・G2層,45.3g,口唇部・口縁部,0,0,L側面圧痕,R側面圧痕による平行線文R側面圧痕による波状文,0,0,

0,中初,深鉢,0,142

図54-34,P32188・32193・32198,SI-16,B-1・B-2層,113.4g,口唇部・胴部,0,0,単絡1類(R)圧痕,波頂部から垂下するS字状隆帯単絡1類(R)圧痕に
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遺物属性表

縄文土器

・表記した属性は以下の通りである。

第3章検出遺構とその出土遺物

図版番号，遺物番号，出士遺構，出士層位，重量，部位，残存率，突起分類，口唇部文様，口縁部文様．頚部文様．頚部区画断面形，胴部文様，時期，器種．

炭化物サンプル．個体番号

• 「O」と記された項目は、不明または観察項目に該当する属性がないことを意味する。

・文様の表記は次のように略記した。

単軸絡条帯→単絡 結節回転文→結節 撚糸側面圧痕→原体の種類＋側面圧痕

・結節回転文の撚り方は、見かけ上の文様宇効果を表すものである。器面に現れた文様より1段高次の撚り方である場合がしばしばある。すなわち、原体がL

Rであっても見かけ上R原体を回転したものと同様の効果が現れる場合があり、厳密に判別がすることは難しい。しかし、二段以上の縄の場合は最低個体数

を、一段の縄の場合最大個体数を表すものと考えられ、文様の数量的な様相をとらえるためには意味があると考えて あえて表記した。

・時期の項目は、「前期」を「前」、「中期」を「中」、「末葉」を「末J、「初頭」を「初」と略記した。

図51-.1.PSI16炉体,SI-16, 0層， 4200g,胴部・底部, 1/1, 0, 0, 0, 0, 0, LR横位．中初．深鉢， 0,29 

図51-2,P31308-1・2・3-4-5・8・9・10・12・13,0層， 0,448.9g, 完形， 1/1,0, 隆帯上LR側面圧痕.LR側面圧痕による縦位短線文，隆帯上LR側面圧痕．

方形， LR横位．中初．深鉢， 0,89 

図51-3,P31804, SI—16, 0層 781.lg,完形， 1/1, 10, 隆帯上LR側面圧痕， LR側面圧痕による山形平行線文，隆帯上LR側面圧痕，丸， LR横位，中初．
深鉢， 0,33 

図51-4,P31302・P31378-2, SI-16, C-2層,283.4g, 口縁部・胴部， 1/8,0, 隆帯上R側面庄痕．突起下から垂下する縦位の隆帯 R側面圧痕による平行線

文間に逆U字状文， 0,方形， LR横位，中初，深鉢， 0,137 

図51-5,P31357・P31373-l, SI-16, C-2層， 95.8g, ロ縁部， 1/8,o. 隆帯上R側面圧痕．単絡1類(R)圧痕による平行線文間に鋸歯文， 0,0, 0, 中初，深
鉢， 0,150 

図51-6,P31197・P31199, SI-16, C-2層 151.3g, 口縁部， 0,0, LR側面圧痕 LR側面庄痕による幾何学文，隆帯上LR側面圧痕.0, 羽状結束1種横位．

中初．深鉢.0 

図51-7,P31212・P31218-l, SI-16, C-2層 115.9g, 口縁部,0, 0, 隆帯上LR側面庄痕,c字状隆帯 LR側面圧痕による平行線文間に縦位短線文,LR側
面圧痕，段差， LR横位結節 (LR)縦位，中初，深鉢， 0,168 

図52-8,P31924-1, SI-16, 5層,2800g, 完形, 1/1, 0, 隆帯上LR側面圧痕，波頂部から垂下する2条の隆帯 LR側面圧痕による平行線文間に鋸歯文，隆

帯上LR側面圧痕．丸,LR結束1種横位 結節 (R)横位，中初．深鉢．有， 30

図52-9, P30384-l•P30491·P31241·P31242-1, SI-16, C-2層,207.6g, 口縁部,0, 5類．隆帯上単絡1類(R)圧痕．波頂部下から垂下する隆帯上単絡1類
(R)圧痕 単絡1類(R)圧痕による山形平行線文問に鋸歯文， 0,不明， 0, 中初．深鉢,0, 165 

図53-10,P31767・P31810, SI-16, C-2層， 125.4g, 口縁部・頚部,0, 3類，隆帯上R側面圧痕，波頂部下に連鎖状隆帯 下端に粘土瘤貼付 R側面圧痕に

よる山形平行線文間に縦位短線文．隆帯上R側面圧痕，方形.0, 中初，深鉢,0, 499 

図53-11,P31773・P31791, SI-16, C-2層, 146.4g, lJ縁部・胴部,0, 0, 0, R側面圧痕による平行線文．波状隆帯上R側面圧痕．方形， LR横位．中初．

深鉢,0, 167 

図53-12,P31805・P32095, SI-16, C-2層， 61.9g, 口縁部・胴部， 0,0, 0, 垂下する2条の隆帯条LR側面圧痕 LR側面庄痕．隆帯上LR側面圧痕方形，

RL横位．中初，深鉢,0, 144 

図53-13, P31252-l•P31256, SI-16, C-2層 25.4g, 口縁部・頚部, 0, 0, 隆帯上LR側面圧痕， LR側面圧痕による平行線文間に矢羽根状文，竹管状工具に
よる刺突，段差.0, 中初，浅鉢， 0,143 

図53-14,P31382・P31384, SI-16, C-2層， 63.9g, 口縁部・胴部,0, 0, 隆帯上羽状結束1種横位．羽状結束1種横位， 0,無し，羽状結束1種横位．中初．

深鉢， 0, 147 

図53-15,P31233, SI-16, C-2層,58.4g, 頚部・胴部, 1/8, 0, 0, 0, 隆帯上LR側面圧痕．方形，胴部0段多条LR横位．中初．深鉢， 0,94 

図53-16, P31815•P31845, SI-16, C-2層,219.6g, 口縁部・胴部,0, 0, 0, R・L(2本1組）側面圧痕による幾何学文，微隆帯上棒状工具による刺突，微隆帯，
LR結束1種横位結節 (LR横位）．前末．深鉢,0, 141 

図53-17,P31316-l・2-4-5・9・13・20・22,SI-16, C-2層,286.6g, 口縁部, 1/8, 0, 0, RLR横位， 0,無し,RLR横位．中初，深鉢， 0

図53-18, P31305·P31371·P31373·P31681•P31684·P31685•P31687, SI-16, C-2層 247.7g,頚部・胴部， 2/3,0, 0, 0, 隆帯上LR側面圧痕無し．
羽状結束1種横位，中初， 0,0, 452 

図53-19,P31745・P31746-2, SI-16, C-2層， 143.4g, 口縁部・胴部.0, 0, 0, LR側面圧痕による平行線文．隆帯上LR側面圧痕．方形,RLR横位 結節

縦位，中初，深鉢,0, 153 

図53-20, P31293·P31311-2•P31313, SI-16, 0層 19.lg,胴部， 0,0, 0, 0, 0, 無し,LR横位結節(R順位，中初，深鉢,0, 182 
図53・21,P31274・P31276・P31280, SI-16, 0層， 47g, ロ縁部・胴部,0, 0, 0, R側面圧痕による平行線文，隆帯（剥落），不明 LR横位 結節(R)横位．

前末～中初， 0,0, 163 

図53-22,P31158・P31201, SI-16, C-2層 64.2g,胴部,0, 0, 0, 0, 0, 0, LR横位結節(R)横位，中初，深鉢,0, 189 
図53-23,P32017・P32018, SI-16, C-2層， 13.6g,胴部,0, 0, 0, 0, 0, 0, RL横位，中初， 0,0, 98 

図53-24,P31260・P31268, SI-16, C-2層 60g,胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, LR横位．中m.o. o. 549 
図53-25,P31316-6・15・18, SI-16, C-2層,40.4g, 胴部， 1/8,0, 0, 0, 0, 0, RLR横位，中初， 0,0, 95 

図53-26,P31185・P31187, SI-16, C-2層， 121.3g,胴部, 1/8, 0, 0, 0, 0, 0, LR横位，前末～中初， 0,0 

図53-27,P31232, SI-16, C-2層 574.lg,胴部・底部, 1/1, 0, 0, 0, 0, 0, 0段多条LR横位．中初，深鉢， 0,483 

図54-28,P31334・P31339-1, SI-16, C-1層， 84.9g,胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, RU黄位，中初．深鉢,0, 185 

図54-29,P32151・P32155, SI-16, B-1層,48.7g, 口縁部・胴部,0, 0, 0, 縦位の隆帯（剥落） LR側面圧痕による山形平行線文間に縦位短線文．隆帯上

LR側面圧痕，丸， LR横位．中初，深鉢,0, 145 

図54-30, P31932·P31936-3·P31939·P31954•P32016, SI-16, B-1・2・C-l層 419.2g, ロ縁部・胴部, 1/8, 5類．隆帯上LR側面圧痕， LR側面圧痕によ
るC字状文 波頂部から垂下する2条の隆帯下端にポタン状貼り付け．隆帯上LR側面圧痕，丸.0段多条LR横位，中初，深鉢， 0

図54-31,P32149・P32154, SI-16, 0層, 146.4g, 口唇部・胴部,0, 0, 隆帯上LR側面圧痕波頂部から垂下する隆帯上LR側面圧痕 LR側面圧痕による平

行線文．隆帯上LR側面圧痕．丸,RLR横位結節 (LR横位）．中初．深鉢.0 

図54-32, P32218•P32235·P32242, SI-16, B-2層,68.lg, ロ唇部・ロ縁部,0, 0, 隆帯上R側面圧痕， R側面圧痕による平行線文，隆帯上R側面圧痕、方
形. 0, 中初．深鉢. 0 

図54-33, P31688•P31940, SI-16, B-l•C-2層 45.3g, 口唇部・口縁部， 0,0, L側面圧痕， R側面圧痕による平行線文 R側面圧痕による波状文， 0,0, 

0, 中初．深鉢， 0, 142 

図54-34,P32188・32193・32198, SI-16, B-l•B-2層 113.4g, 口唇部・胴部， 0,0, 単絡1類(R)庄痕，波頂部から垂下するS字状隆帯 単絡1類(R)圧痕に

149 



よる山形平行線文間に縦位短線文,隆帯上単絡1類(R)圧痕,方形,RLR横位,中初,深鉢0,138

図54-35,P31316-3・8・17・19・P31639・P32138,SI-16,B-1・G2層,101.7g,口唇部・口縁部,1/8,8類,0,RLR横位,0,無し,RLR横位,中初,深鉢,

0,95

図54-36,P31160・P32147-4・P32153.SI-16,B-1・C-2層,89.5g,胴部,1/8,0,0,0,0,0,RLR横位,中初,深鉢,0,95

図54-37,P32038・P32041・P32135,SI-16,B-1・C-2層,127.3g,胴部,完形,2類,0,0,0,0,RLR横位結節(R)縦位,中初,深鉢,0,211

図54-38,P31425-1・P31551・P31602・P31604,SI-16,0層,935.3g,口唇部・底部,1/1,0,単絡1類(R)圧痕,口縁部単絡1類(R)圧痕による平行線文,隆

帯上単絡1類(R)圧痕,方形,羽状1種横位結節(R)横位,中初,深鉢,0,31

図54-39,P31823・P31824・P32189・P32262-1,SI-16,B-2・C-1層,361.9g,胴部,1/4,0,0,0,0,0,RLR横位,中初,深鉢0,214

図55-40,P31420・P31422・P31423-8・9・25・P31424-1・2・4・5・6・7・8・9・10・12・14・15・18・20・21・24,SI-16,B-2層,1681.6g,口唇部・胴部,1/4,0,

隆帯上R側面圧痕,波頂部から垂下する2条の隆帯間S字状隆帯R側面圧痕による折り返し平行線文,隆帯(剥落),方形,LR横位,中初,深鉢,0,97

図55-41,P31388-3・10・31・P31679,SI-16,B-2・C-2層,866.5g,口唇部・胴部,1/4,5類,隆帯上LR側面圧痕t波頂部下ハ字状隆帯ボタン状貼付RLR

横位,隆帯上RLR横位,丸,RLR横位,中初,深鉢,0
図56-42,P32139-1・-4・8・10・11・P32140,SI-16,B-2層,1465.3g,口唇部・胴部,1/1,6類,隆帯上LR側面圧痕,波頂部下垂下する2条の隆帯下端に

ボタン状貼付C字状隆帯LR側面圧痕による平行線文間に縦位短線文,隆帯上LR側面圧痕,方形,LR結束1種横位結節(R)横位,中初,深鉢,0
図56-43,P31101・P32262-2,SI-16,B-2・C-2層,73.6g,胴部,0,0,0,RLR横位,0,0,0,中初,0,0

図56-44,P32084-1・P32122,SI-16,B-2層,240.5g,胴部,1/8,0,0,LR横位結節(LR)縦位,0,0,0,中初,深鉢,0

図56-45,P32185・P32191,SI-16,B-2層,932g,頚部・胴部,0,0,0,RLR横位,0,0,0,中初,0,0

図56-46,P31835・P31865-2・7・82・86・87・89,SI-16,0層,1064.3g,口唇部・底部,1/1,0,隆帯上R側面圧痕,R側面圧痕による平行線文間にU字状文,

0,0,LR横位結節(R)横位,中初,0,0,100

図56-47,P31415・P31581,SI-16,A-2・C-2層,22.7g,口唇部・口縁部,0,0,隆帯上LR側面圧痕,0,隆帯上LR側面圧痕,0,0,中初,深鉢,0

図56-48,P31416・P32105,SI-16,A-2・C-1層,79.9g,口唇部・胴部,0,5類隆帯上L側面圧痕,垂下する隆帯上半載竹管刺突半裁竹管刺突,0,0,

0,中初,0,0,156

図56-49,P31853・P32223,SI-16,A-2・B-1層,69.6g,胴部,0,0,0,0,0,0,RLR横位結節(R)横位,中初,深鉢,0,176

図56-50,P30197・P30198・P30668,SI-16,1層,247.6g,口唇部・口縁部,0,5類,隆帯上LR(二本一組)側面圧痕,波頂部から垂下する隆帯上LR側面圧

痕口縁に平行した隆帯上LR側面圧痕による逆U字状文LR側面圧痕による平行線文,0,0,0,中初,深鉢,0,159

図56-51,P3073・P30739,SI-16,1層,71.1g,口縁部,0,0,上面LR側面圧痕前面隆帯上LR側面圧痕,先の丸いヘラ状工具による刺突 L側面圧痕に

よる平行線文,0,0,0,中初,0,0

図56-52,P30594,SI-16,1層,12.9g,口唇部・胴部,0,0,隆帯上撚糸側面圧痕?,RLR横位,0,無し,RLR横位,前末～中初,0,0,166

図56-53,P30085・P30594・P30125・P30299,SI-16,1層,126g,口唇部・胴部,0,0,0,0,隆帯上LR側面圧痕による逆U字状文,方形,RLR横位,中

初,深鉢,0

図57-54,P30271-2・P30469・P31248,SI-16,1・3・C-2層,256.8g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位結節(R)横位,前末～中初,0,0

図57-55,P30613-1・P31388-1・-2層,SI-16,1,526.6g,口唇部・胴部,0,0,0,RLR横位,隆帯上RLR横位,方形,RLR横位,中初,深鉢0,93

図57-56,SI17P154・P297-4・SI16P30271-1,SI-16・SI-17,SI16一層1・SI17-間層2・3層,343.9g,頚部・胴部,0,0,0,LR側面圧痕下端に粘土瘤貼付け,

隆帯上LR側面圧痕,方形,LR横位結節(R)横位,前末～中初,深鉢0,439

図57-57,P30100・P30137・P30244・P30514・P30515・P30516-2・P30628・P31647,SI-16,1・2・C-2層,221.8g,胴部,1/3,0,0,0,0,0,LR横位

結節(LR)横位,中初,深鉢,0,198

図57-58,P30168・P30192・P30196・P30369・P31156・P31159・P31162・P31168,SI-16,1・2層,184.5g,胴部,1/4,0,0,0,0,0,LR横位結節

(R)横位,中初,深鉢,0,222

図57-59,P30696・P32137,SI-16,1・B-1層,50.2g,口縁部・胴部,0,0,隆帯上羽状結束1種横位,羽状結束1種横位,0,無し,羽状結束1種横位,中初,
0,0,162

図57-60,P30618-2・P30624-1,SI-16,1層,76.3g,胴部,0,0,0,0,0,0,LRL横位結節(R)横位,中初,0,0,188

図57-62,P30123・P31376・P30321・P30677-1・P31273・P32012,SI-16,1・C-2層,270g,胴部・底部,1/4,0,0,0,0,0,RL結束1種横位RLR横
位,中初,0,0,215

図57-63,P30120・P30128・P30130・P30134,SI-16,1層,349.2g,底部,1/2,0,0,0,0,0,0,中初,0,0,218

図57-64,P3055・32157,SI-16,2・B-1層,136g,口縁部,0,5類,隆帯上LR側面圧痕,波頂部から垂下する隆帯上LR側面圧痕口縁部LR側面圧痕に

よる山形平行線文間に縦位短線文,隆帯上LR側面圧痕,丸,0,中初,深鉢,0,146

図57-65,P3015・30407,SI-16,4層,97.6g,口唇部・頚部,0,3類,0,LR側面圧痕による山形平行線文による鋸歯文,0,方形,0,中初,深鉢,0

図57-66,P3014・32212,SI-16,2層,58g,口縁部,0,0,0,単絡1類(R)圧痕による平行線文間に矢羽根状文,0,0,0,中初,深鉢,0,157

図58-67,P30447・P31195・P31345・P31578・P31584・P31586・P31891-1・P31893,SI-16,2層,179g,口唇部・胴部,1/1,0,隆帯上LR側面圧痕,垂

下する2本の隆帯上LR側面圧痕LR横位,0,0,RLR横位LR横位,中初,深鉢,0,18

図58-68,P30200・P30375-2・P30376・P30675・P31235・P31278・P31624,SI-16,1・2層,273.7g,口縁部・胴部,1/1,0,隆帯上R側面圧痕,LR横位,

0,無し,LR横位,中初,深鉢0,17

図58-69,P30258・P30356,SI-16,2・Ⅱ層,203.6g,口縁部・胴部,0,8類,隆帯上R側面圧痕,R側面圧痕による鋸歯文,隆帯(剥落),不明,LR横位
L(r・1)結節付き縦位,中初,深鉢,0,148

図58-70,P31355・P31356・P31358・P31359・P31529・P31536・P31689・P31690・P31694・P31695・P31696・P31697-1・P31698-1・2・P31699・P31700・

P31701・P31758・P31787・P31788・P32107・P32214・P32254・P32256,SI-16,B-2層,1456.5g,口縁部・胴部,1/1,0,隆帯上直前段合撚(RLR)側

面圧痕,RLR側面圧痕による平行線文爪形刺突,隆帯上直前段合撚(RLR)側面圧痕,方形,RLR横位,中初,深鉢,0,72

図58-71,SI-17P614・SI-16P30488・P30498・P31908・P31910,SI-16・SI-17,3・5層,590.8g,口縁部・胴部,1/3,0,隆帯上L側面圧痕,横位に連続する

連鎖状隆帯上L側面圧痕,隆帯上L側面圧痕,無し,L側面圧痕による下向きのU状圧痕RLR横位結節(LR)縦位,中初,深鉢,0,99

図58-72,P30658・P31157・P31174・P31303,SI-16,Ⅱb層,81.1g,口唇部・胴部,0,0,隆帯上LR側面圧痕,LR側面圧痕による縦位短線文,隆帯上LR

側面圧痕.丸,LR横位,中初,深鉢,0,139

図58-73,P30004・P30158-1・P31896-1,SI-16,2・Ⅱ層,136.3g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位結節(R)横位,中初,深鉢,0,201

図58-74,SI-17P276・SI-16P30235・P30506,SI-16,SI-16・1・3・SI-17・間2,258.5g,口唇部・胴部,1/8,0,隆帯上LR側面圧痕,斜位の隆帯上LR側面

圧痕LR側面圧痕による平行線文爪形刺突,隆帯上LR側面圧痕,方形,LR横位結節(R)横位,中初,深鉢,0,449

図58-75,SI-17P290・P339・SI-16P30396,SI-16,SI-16-3層・SI-17間層2,・259g,口縁部・胴部,0,0,0,垂下する2条の隆帯下端にボタン状貼付LR

側面圧痕による折り返し行線文,0,方形,LR横位結節(LR),中初,深鉢,0,239

図59-76,P30412-1,SI-16,2層,1468g,胴部・底部,1/1,0,0,0,0,0,LR横位結節(R)縦位,中初,深鉢,0,62

図59-77,P30558-1・P30626,SI-16,2・3層,87.6g,胴部・底部,1/3,0,0,0,0,0,LR横位,中初,深鉢,0,216

図59-78,P30329・P30729,SI-16,2・Ⅱ層,113.6g,胴部,0,0,0,0,0,0,RL横位,中初,深鉢,0,98

図59-79,P30666・P30753・P32042,SI-16,Ⅲc・C-2層,131.6g,口唇部・胴部,0,0,隆帯上R側面圧痕,波頂部から垂下する隆帯R側面圧痕による
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よる山形平行線文間に縦位短免泉文，隆帯」単紀1頬(R)几i艮，方形 RU/横位、中初，深鉢， 0, 1: 岱

凶54-35, P3I:J16<J·8 ・ 17·19•F:3J6:39·P32J:38, SI-16, G-l•C-2屈 101.7g, 口屈部・日縁部， 1;8,8類. 0. RLR横位， 0, 無し， RLR横位，中初，深鉢，

0, 9ふ

凶54-:lfぅ, P:lllfill•P:32147-4·P3'.!J53. SJ-Hi, R-1•C-2層 89.5g, 胴部， 1/8.0. 0. 0. 0, 0, RLR横位．中初．深鉢， 0, 95 

図G4-37, P32038·P3 以04l•P:,~13S, SI-lG. B-l・C-2層 1273g, j[cij部，完形. 2類. 0. 0, 0. 0, RU<嘩位結節(R)縦位，中名JJ, 深鉢， 0, 211 

図,,4.;岱，闊14瓦 l•P:ll5ol·P砂 lli02·P:Jl604,']・1り（）屑， 935.3g, 口唇部・底部， L'l.0, 早絡l類(R)庄痕， 口縁部単絡1類(R)圧痕による平行粽文，降

帯L単格1相(R)斤痕方形，刊状j柿横位結印(R)横位中初，深鉢， 0, 31 

凶54:1~, l':1182:l•I 月ll 824• 1'321 砂 •l':J 旦 :!li2-l, SI-lii. R-2•C-1 層， :,r;l,9g, 胴部， 1/4.0, 0, 0. 0, 0, RLR横位中初．深鉢， o.214 

図，SG・4li,P31420・P31422・P31423-8・:l・2,-,・P31424-1・2・4・S・6・7・8・9・I0・12・14・l5・18・20・21・2,1,SI-16. B-2層. 1G81.6g, ロ唇剖・胴部， 1/4, 0, 

隆帯上R側面圧浪，波j貞部から垂卜する公条の隆帯r』S字状隆帯 R側面圧痕による折り也し平行線文，隆帯（剥落），方形， LR横位．中初，深鉢. 0, 97 

図55-41, P31388 3・10・3l・P31G79, SJ !G, B公 •C-2屑 866ふg, n唇部・胴部， 1;4,S類隆帯 lcLR側面／十痕，波頂部下ハ字状隆帯 ホタ>状貼付RLR
横位，胚帯上Rl.R横位，丸. R LR横位，中初，深鉢. ll 

図GG-12. P3213(J-l•-4·8·10 ・ ll・P:32140, SI-Hi, B-2将， 146S.3g, 11唇部・胴紐 l11, G類，隆帯 l:LR側面圧痕，波頂部下畢下する2条の隆帯 下端に

ホタン」犬貼付 （．字状隆帯 LR 側面圧痕による平行線文間に縦（か炉線匁隆帯上LR側面斤痕，力形， LR鈷束1種横位 結節 (R)横位，中初，深鉢，（）

図06-43.P31101・P322ii2-2, S1-1 G, B-2・C-2屑， 73.6g, 胴部， 0, 0, 0, RLR横位， 0,0, 0, 中初. 0, 0 

図 ~fi-011. P:, ぷ184・I・P:121四， Oil-lb,R-2層 ,41l,犀，胴部， J:8, 0, ll. LR横位 結節(I.R)縦位， u.0, 0, 中初，深鉢，（）

図06・4G,P3218G・P32191. S1-lii, B-2胴， 93.2g, 頚部・胴祁， 0, 0, 0, RLR横位， 0, 0, 0, 中初， Cl, 0 

図~6 4o. 1喝18:応 .p団 7・H'.! ・郎・87・8Y,Sl・lh, 0層 10b4.:lg. U唇部・底部 1/J, ll. 隆帯上R側面圧痕.R側面圧飛による中行線文関にu字状文，
0. 0. LR横位緒節(R)横位、中初， 0, 0, 100 

図0647, l'3H1S•l':Jl 訊 1.'.ヽ 1-l6, A. 包 •C-ど層， '.!'.!.7g, 口唇部・ロ緑部. ll. 0, 隆帯上LR側面圧痕， 0. 隆常上LR側面圧痕， 0. 0, 中初，深鉢. 0 

図G6-48,P.31116・P3?10G, Sl-16, A-2・C-l屑 79.9g, I」唇剖・胴蔀， 0, ら穎，隆帯上L(且iI面圧展，母下する隆帯［ー半蔽竹管刺突 半歓竹管刺突， 0,0, 

（），中糾 CJ, 0, 1防

図S6・49.P.318S3・P32223, 51-16, A·2•B-l 屑 69.Gg, 胴茄， 0, 0, 0, 0, 0. 0, RLR横位 結節(R)横位，中初，深鉢， 0, 176 

図5650, l'~IIHJ7·!'3/JHJ8•P:lllti郎，らI-lb, l溢， 247.fig, ロ唇部・ロ縁部， 0, :i類 降帯上LR(ー木 組）側向圧痕，波頂部から垂下する隆幣上LR側面圧

痕口緑に平行した隆帯上LR側面圧痕による逆u字状文 LR側面圧1良による平行線文， 0, U, 0, 中初，深鉢， 0, 159 
図5G-51, l':l07:l•P:l117:l~. : ヽI-Hi. 1図， 7l.l g_ 口緑部 0,o. 上向LR側面圧痕 前血隆帯上しR側面圧痕，，＇，しの丸いヘラ状エ旦による刺突 L但証］圧痕に

よる平行森文， 0.0. 0, 巾初. 0, (I 

口恥泣， I噂0已94, 〉1-lli, 1詈 ];,>,9g, 口唇部・胴部, (l, 0, 隆帯上撚糸側血圧痕?, RLR横位， 0, 無し， RLR横位. ~ij末～中初， 0. 0. 166 

図56-~3. P30i〕8G•P:J0~94·P.'l012G·P302D9, S!-lG, 1犀， 126g, r7唇部・胴部， 0,0, 0, 0, 隆帯 !・LR側面庄痕による逆U字状文，方形， RLR横位，中

初，深鉢．（）

図S7-54. P30271-2・P'l04G0・P:Jl248, SI 16, 1・3・C-2層， 2S68g, 胴部， 0.0, 0, 0, 0, 0, LR横位 結節(R)嘩位， jij末～中初. 0, 0 

図57-5:'i, I州()(ぅ l:J·l•P:11:J郎 1·2 層， SJ-lli, 1. ~2o.6廷， 口四部・胴部， 0, 0, 0, RLR横位，隆帯上RLR横位，方形， RLR横位， 中初，深鉢， 0.93 

図G7-G6,Sil 7PlG4・P297 4・SllBI唸0271-1,S!-lli・SI-17, Sil6層 I・Sil7—問層 2<,層， 3°13.9g, 領部・月1,1部， 0, 0, 0, LR側面圧痕 F端に粘上疱貼付け

隆帯上LR側面庄痕方形， u,横位結節(El横位．月i」太～中切．深鉢， ll.4;,9 
図S7-G7,f唸(Jl(Iり・1唸0137・1噂0244・P30S14・P30Sl S・P3Ll516-:C・P30G28・P3JG,17, SI・16, l・2・C-2層 221.Sg_ MM部， li3, 0, 0. 0, 0. 0, LR横位

結節(J.R)横位，中叫深鉢， ll, 1 ¥JS 

図G7<,8. P30Hi8・P3lll'.l2・P301913・P30369・P311SG・P3ll58・P311G2・P31168, SI-16, 1・2層， 184.Si:;, りr,J部 1/4, 0, 0, 0, 0, 0, LR横位時節

(R)横位． 中初，深鉢， o. 222 

回:i7-SD, P:lOG9G・P.321.37, Sl・IG, 1•B·l 層， 50.Zg, D緑部・胴部， 0, 0, 隆帯上羽状結束1柾横位，羽状緒束1種横位， 0, 懸し，羽状結束1種横位，中初，

0. 0, lfi2 

図賃—GO. P3UG l 8-:! ・P3U位 4-J, らI・lG, 1層， 76.3g, 胴部 0,n, 0, n, o. 0, LkL横位 結節(1')横位．中初， IJ, 0, 188 
凶賃—02. r:rn 1 認 •P:J1:J,fi•P:Jo:J21·F'301577-l·F312,3·P32012, S1-16, l・C-2層， 270g, 胴部・底部， 1/4, 0, 0, 0, 0. 0, RL結束1挿灌位 RLR横

位， 中初， U, 0. 2 lS 

凶57-6:J. P'.l1Jl2ll・P30128・P30130・P30134. Sl-16. 1屑 349.2g. 底部， l/2, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 中初， 0, 0, 218 

図G7-64,P3し155・32157,Sl-16. 2•B·l 層， 1:,Gg, 口緑部 0, ,, 類隆帯上LR側面）上應波J釦部から亘下する條梢上LR側面圧痕 口緑部 LR側面仕痕に

よる 111 彫 'I'行線文間に縦位短線又，降帯• トLR祖1J面1玉痕，丸， 0, 中褪深鉢， 0, 14(i 

図57-65,P301.S・30407, Sl・lb, 4層 97.6g, 口唇部・師部 Cl, :1類 Cl. l.R側面圧痕による山形平行線文による鋸歯文. ii, 方形. 0, 中初，深鉢， 0

凶57-66,P3014・32212, SI-16, 2屑 c,Sg, 11縁部 /1, 0, 0, 単絡l類(Rl庄痕による平行線文間に矢羽根状文. 0, o. 0, 中初．深鉢， 0, 1S7 

凶58-67, P30447·1'31195·1喝 1:l'15•P:J1578•P:ll 訊4·!':J!S部・ J':ll8\Jl-l•P:ll89'.J. SI-16, 2屈， l /Bg, I]吾郎・胴部. Ll. O. 隆帯上LR側向圧痕．垂

T、する24,じ砕帯．ヒLR側面1上痕 LR横位， 0, 0, RLR横（セ LR柚位，中初，深鉢， 0, 18 

口S868. l噂02110-P:-:o:n応乙・P'.lO:l71i・I門l067:•, ・P:l 12:,5・p;; 1 旦 78•P:JJ位 4,ベI-lo, I・2層， 273.7g. 口縁部・胴部， 1/1, 0, 隆帯上R側面圧痕， LR横位，

0, 無し. LR横位，中初， 1菜鉢， 0, 17 

図58い， P:JO玄ぷ・1叫）ぷti,SHti, 2・11屑 20:1,lig, 口緑郎・胴部， 0, 8類隆帯上R側即圧痕. R(則即圧痕による鋸歯文，隆帯（剥落），不明 LR横位

L/.r・D結節付さ縦位，中初， i袋鉢， 0, 148 

図58-70, P31355·P31356·P31358·P31359·P31529·P31536·P31689·P31690• P31694• P31695•P31696• P31697-l•P31698-1•2•P31699·P31700· 

P31701• P31758・P31787・P31788・P32107・P32214・P32254・P32256. SI-16, B-2層 1456.5g, 口縁部・胴部， 1/1,0, 隆帯上直前段合撚 (RLR)側

面圧痕 RLR側面圧痕による平行線文 爪形刺突 ，隆帯上直前段合撚 (RLR)側面圧痕，方形， RLR横位，中初，深鉢， 0, 72 

図58-71,SI-17P614・SI-16P30488・P30498・P31908・P31910, Sl-16・SI-17, 3・5層， 590.8g, 口縁部・胴部， 1/3,0, 隆帯上L側面圧痕，横位に連続する

連鎖状隆帯上L側面圧痕，隆帯上L側面圧痕，無し， L側面圧痕による下向きのU状圧痕 RLR横位 結節(LR)縦位，中初，深鉢， 0, 99 

図58-72.P30658・P31157・P31174・P31303, S1-16, Ilb層 81.lg, 口唇部・胴部， 0,0, 隆帯上LR側面圧痕 LR側面圧痕による縦位短線文，隆帯上LR

側面圧痕，丸， LR横位，中初，深鉢， 0, 139 

図58-73.P30004・P30158-l・P31896-l, SI-16, 2・II層， 136.3g,胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, LR横位結節(R)横位，中初，深鉢， 0,201 

図58-74,SI-17P276・SI-16P30235・P30505, SI-16, Sll-16•1•3•SI-17 ・間2, 258.5g, 口唇部・胴部. 1/8, o. 隆帯上LR側面圧痕，斜位の隆帯上LR側面

圧痕 LR側面圧痕による平行線文 爪形刺突，隆帯上LR側面圧痕，方形， LR横位 結節(R)横位，中初．深鉢， 0,449 

図58-75. SI-17P290·P339•Sl-16P30396, SI-16, SI-16-3層・S1-17間層2・, 259g, 口縁部・胴部， 0,0, 0, 垂下する2条の隆帯 下端にポタン状貼付 LR 

側面圧痕による折り返し行線文， 0, 方形， LR横位 結節(LR). 中初，深鉢， 0,239 

図59-76,P30412-l, SI-16, 2層， 1468g, 胴部・底部， 1/1, 0, 0, 0, 0, 0, LR横位 結節(R)縦位，中初，深鉢， 0,62 

図59-77,P30558-l• P30626, SI-16, 2・3層， 87.6g,胴部・底部， 1/3, 0, 0, 0, 0, O. LR横位， 中初，深鉢， 0,216 

図59・78,P30329・P30729, S1-16, 2・II層 113.6g, 胴部， 0,O. 0, 0, 0, 0, RL横位，中初，深鉢， 0, 98 

図59-79,P30666・P30753・P32042, S1-16, illc•C-2層. 131.6g, 口唇部・胴部.o. o. 隆帯上R側面圧痕， 波頂部から垂下する隆帯 R側面圧痕による

-150-



平行線文間にヘラ状工具による刺突,隆帯(剥落),方形,LR横位,中初,深鉢,0,161

図59-80,P30002・P31891-2,SI-16,1・B-1層,108.5g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位結節(LR)横位,中初,0,0,199

図59-81,P30022・P30174・P31167・P31899,SI-16,Ⅱ・C-2層,252.6g,口縁部・胴部,1/8,0,隆帯上LR側面圧痕,LR側面圧痕による平行線文間にC

字状文,隆帯上LR側面圧痕,丸,0段多条LR横位,中初,深鉢0,94

図59-82,P31861-2,SI-16,0層,1152.8g,完形,1/1,0,隆帯上LR側面圧痕,LR側面圧痕による平行線文,隆帯上LR側面圧痕,方形,RLR横位結節

(R)横位,中初,深鉢,0,32

図59-83,P30736・P31388-4,SI-16,1・B-2層,232.1g,口縁部・胴部,0,0,0,RLR横位,隆帯上RLR横位,丸,RLR横位,中初,深鉢,0,170

図59-84,P30003・P30510-1・P31365・P31702,SI-16,Ⅱ・1・C-2層,238g,口縁部・胴部,0,8類,隆帯上R側面圧痕,口縁部から垂下するV字状隆帯上R

側面圧痕口縁部R側面圧痕による折り返し平行線文,隆帯上R側面圧痕による逆U字状文,方形,LR横位,中初,深鉢,0

図59-85,P30030-2・P30225-3,SI-16,Ⅰ・Ⅱ層,144.9g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位,中初,深鉢0

図60-86,P30377-1・P30492-4・5・6・7・9・10・11・P31892-1,SI-16,Ⅱ・2・B-1層,1101.2g,胴部・底部,1/3,0,0,0,0,0,0段多条LR横位結節(R)

横位,中初,深鉢,0

図60-87,P30724・P32148,SI-16,Ⅰ・B-1層,75.3g,胴部,0,0,0,0,0,0,羽状結束1種横位,中初,深鉢,0

図60-88,P30638・P30743,SI-16,1・Ⅱb層,24.6g,胴部,0,0,0,0,0,0,羽状結束1種横位,中初,0,0

図60-90,P30016・P30058・P30103・P30251・P30341・P30414・P30618-1・P31580・P31991・P31992・P32112,SI-16,Ⅱ・1・C-2・A-1・B-1・C-2層,

614.7g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位RLR横位,中初,深鉢,0

図63-107,P炉体1,SI-17,炉,4400g,口縁部・胴部,1/1,0,0,垂下する2条の隆帯LR側面圧痕による山形平行線文,隆帯上LR側面圧痕,方形,結節

(LR)縦位,中初,深鉢,0

図63-108,P炉体2,SI-17,炉,1124.3g,胴部,1/1,0,0,0,0,0,LR横位,前末～中初,0,0

図63-109,P1・P2・P3・P5,SI-17炉1,炉体1内,353.7g,胴部,1/3,0,0,0,0,0,LR横位結節(LR)縦位,中初,深鉢0

図63-110-a・b・c,P1・P2・P3・P5・P4,SI-17炉1,炉体1内,102.3g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位結節(LR)縦位,0,0,0

図64-111,P334・P436,SI-17,3・6層,63g,胴部,1/8,0,0,0,0,0,LRLR横位,中初,深鉢,0

図64-112,P00628,SI-17,5層,27.3g.口唇部・口縁部,0,14類,隆帯上LR側面圧痕,垂下する2条の隆帯,0,0,0,中初,0,0

図64-113,P234・P235・P237・P362-2・P363-1・2・P364-2・P435-1・P638,SI-17,3・4・5層,212.3g,口縁部・底部,1/4,0,隆帯上R側面圧痕,L・R(2

本1組)側面圧痕による平行線文間に鋸歯文,隆帯上R側面圧痕,方形tLR横位結節(R)横位,中初,深鉢,0

図64-114,P428・P429・P639,SI-17,5層,100.8g,口唇部・口縁部,0,0,隆帯上LR側面圧痕,波頂部から垂下する隆帯側面圧痕による鋸歯文平行線

文,0,0,0,0,0,0

図64-115,P88・P240・P454・P455・P478・P513,SI47,A-1・2・4層,266.1g,口縁部・胴部,1/4,15類隆帯上LR側面圧痕,波頂部から垂下するX字状

隆帯上LR側面圧痕LR側面圧痕による平行線文間に鋸歯文,隆帯上LR側面圧痕,丸,羽状結束1種横位結節(R)横位,中初,深鉢,0

図64-116,P210・P278・P287・P297-2・5・6・P298・P325・P432,SI-17,3層・4層・間層2,1044.8g.口縁部・底部,1/1,8類,隆帯上LR側面圧痕,LR側面

圧痕による鋸歯文,隆帯上LR側面圧痕による逆U字状文,0,RLR横位,中初,深鉢,0

図64-117,P120・P167・P172・P188・P189-1・2・P208・P250・P271・P272・P275・P289-7・9・12・14・18・20・24・P292・P316・P317・P318・P324・P592・P593,

SI-17,2層・4層・間層2,762.6g,口唇部・底部,1/1,1,隆帯上LR側面圧痕,LR側面圧痕による折り返し平行線文爪形文隆帯上LR側面圧痕による逆

U字状文,方形,LR横位RL付加条付き横位結節.中初,深鉢,0,28

図64-118,P59・P76・P77・P104・P111・P113・P203・P213・P273,SI-17,A-1・Ⅱ・2・4層,383.6g,口唇部・底部,1/1,8類,隆帯上R側面圧痕,波頂部か

ら垂下する2条の隆帯下端にボタン状貼付R側面圧痕による平行線文爪形文,隆帯上R側面圧痕,丸,LR横位,中初,深鉢,0,19

図65-119,P279・P288-1・P289-1・2・3・4・10・13・15・P320・P527・P546・P547・P548・P591・P615,SI-17,間層2・4層,4266.2g,口唇部・底部,1/1,0,

隆帯上LR側面圧痕,波底部にX字状隆帯LR側面圧痕による平行線文間に鋸歯文爪形文,隆帯上LR側面圧痕,方形,RLR結束1種横位,中初,深鉢,0,
64

図65-120,P402,SI-17,4層,56.9g,口唇部・口縁部,0,8類,隆帯上LR側面圧痕,波頂部下ボタン状貼付け波頂部から垂下する隆帯口唇部に平行す

る隆帯,0,0,0,中初,0,0,0

図65-121,P109,SI-17,4層,44.9g,口唇部・胴部,1/8,5類,隆帯上LR側面圧痕,波頂部下X字状隆帯LR側面圧痕による山形平行線文,隆帯上LR側

面圧痕,方形,LRL横位,中初,0,0,0

図65-122,P79・P80・P81・P99・P166,SI-17,2・4層,110.5g,口唇部・胴部,0,0,隆帯上LR側面圧痕,LR側面圧痕による山形平行線文間に縦位短線文,

隆帯上LR側面圧痕,方形,羽状結束第1種縦位,中初,0,0,238

図65-123,P579,SI-17,4層,73.1g,口唇部・口縁部,1/8,3類,隆帯上LR側面圧痕,X字状隆帯LR側面圧痕による山形平行線文間に鋸歯文波状文,隆

帯上LR側面圧痕,方形,0,中初,0,0,0

図65-124,P374,SI-17,4層,120.5g,口唇部・胴部,0,0,隆帯上LR側面圧痕,波状隆帯上LR側面圧痕,隆帯上LR側面圧痕,方形,RLR横位,中前,

深鉢0,0

図65-125,P500-1・P563-1・2・3・4・P570・P600,SI-17,A-1・2・4層,115.6g,口縁部・底部,1/3,0,0,L・R(2本1組)側面圧痕による平行線文間に竹管刺

突波頂部から垂下する2本の隆帯,隆帯上R側面圧痕,方形,羽状結束1種横位,中初,0,0,104

図65-126,P497・P498-1・P499・P516・P517・P520・P562・P576,SI-17,A-1・2・4層,99.3g,口縁部・胴部,1/3,0,0,波頂部から垂下する2条の隆帯上

R側面圧痕L・R(2本1組)側面圧痕による平行線文間にC字状文,隆帯上L・R(2本1組)側面圧痕,方形,羽状結束1種横位,中初,0,0,453

図65-128,P606・P618,SI-17,4層,24.6g,口唇部・頚部,0,0,0,LR側面圧痕による平行線文,隆帯上LR側面圧痕,三角形,0,中初,0,0,0

図65-129,P416,SI-17,4層,42.5g,口唇部・口縁部,0,0,LR側面圧痕,LR側面圧痕による平行線文,0,0,0,中初,0,0,0

図65-130,P488,SI-17,4層,20.2g,口唇部・口縁部,0,0,単絡1類(R)圧痕,単絡1種(R)圧痕による平行線文間に斜位の短線文,0,0,0,中初,0,0,

0

図65-131,P105,SI-17,4層,31.6g,口唇部・口縁部,0,0,隆帯上LR側面圧痕LR側面圧痕による平行線文,0,0,0,中初,0,0,0

図66-132,P143・P339-2・P340,SI-17,3層,102.9g,口縁部・胴部,0,0,0,LRLR横位,0,段差,LRLR横位,中初,深鉢,0,258

図66-133,P612,SI-17,4層,30g,頚部・胴部,0,0,0,0,隆帯上LR側面圧痕,三角形,LR横位結節(R)横位,中初,0,0,0

図66-134,P368,SI-17,4層,7.5g,頚部・胴部,0,0,0,0,隆帯上LR側面圧痕,方形,LR横位,中初,0,0,0

図66-135,P506,SI-17,4層,58.3g,胴部,0,0,0,0,0,0,0,RLR横位,中初,0,0,0

図66-136,P107,SI-17,4層,15.7g,胴部,1/8,0,0,0,0,0,羽状状文結束1種横位結節(R)横位,中初,0,0,0

図66-137,P375・P495,SI-17,A-1・4層,159.6g,胴部,0,0,0,0,0,0,胴部RLR横位,中初,深鉢0,253

図66-138,P501・P577,SI-17,3・4層,160.9g,胴部,1/4,0,0,0,0,0,胴部RLR横位結節(LR)縦位,中初,深鉢,0,254

図66-139,P83・P598,SI-17,2・4層,633g,胴部,1/8,0,0,0,0,0,LR横位結節(R)横位,中初,0,0,246

図66-140,P435-2,SI-17,4層,0,胴部,1/4,0,0,0,0,0,LR横位結節(R)横位,中初,深鉢,0,106

図66-141,P481,SI-17,4層,351.3g,胴部・底部,1/2,0,0,0,0,0,結節(LR)横位,中初.深鉢,0,448

図66-142,P307,SI-17,間層2,2000g,完形,1/1,0,隆帯上LR側面圧痕,LR側面圧痕による平行線文間に波状文,0,0,0,中初,深鉢,0,74

図66-143,P321,SI-17,間層2,1755.8g,完形,1/1,0,隆帯上LR側面圧痕,口唇直下の隆帯上LR側面圧痕LR側面圧痕による平行線文,隆帯上LR側
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•ji行線·又関にヘラ状工目による刺突隆常（和1落），方形， Iぷ：横位．中初，深鉢， 0, 161 

図59-80, P30002・P31891-2, SI-JG. II・B-1層 108.5g, 胴紐 0, 0, 0, 0, 0, 0, LR横位 結珀(LRll徳位，中初. 0, 0, 199 

凶59-81, P:Jlll)立 •P:J0174•P:ll 1b7•P:JJ899, Sl-16, IT•C-2層， 252.6g, 口縁部胴部， 1/8, 0, 隆帯上LR{則血圧痕， LR測血圧痕による、「行線久は1にC

字状文．隆帯上LR側面圧痕，丸， 0段多条LR横位，中初，深鉢， 0, 91 

図59-8:!, Iバ18fil-'.!.Sl-lfi, (I層 1102.sg, 完形 I. l. II, 隆帯上LR側面圧痕 LR側面圧痕による半行線文．隆常上LR側面圧痕，ガ形. RLR横位結節

(R)横位． 中初，深鉢， 0, 32 

図59-8:J, I対 o,:lli•I内 J:J 殴84. SI-lo, l・ll旦居， :!32.lg, 口緑部・胴部， 0, ll. 0, RLR協位，陸常上Rl.R椛位，丸. RLR横位，中初．深鉢， II, 1 71J 

図S9-84. P30003・P30SIO-l・P31365・P31702, SI-16, ll・l・C-2屑認さg, II緑試胴部， 0, 8煩隆帯」R側面圧楓 II緑祁から垂下するV字状降帯上R

測面圧痕 口緑部R測面圧痕による折り返し平行線文，昨帯上R側血圧疫による逆u字；1人久．力JF,LR横1か，中嗅深鉢， II
図59-85,P30030-2・P30225-3, SI-I G. I , Il層 144.9g, 胴部. 0. 0. 0, 0, 0, 0, LR灌位叫几深鉢， 0

凶608fi, P:llJ:l77-l·l':lOc\位 4·~·fi·7•'-) ・ 1O·11•l':118!1:! 1, SJ lb, 且・2・B-l届， )1()1.どg, 胴部・底部， 1.-:,, ll, 0. 0、IJ, 0, ()段多条LR横位 祐節(R)

横位，中初，深鉢， 0

図fillー幻7, P:10,24・f'立 14凡ゞ lli, I・ お］層， 7~.:饂胴部, 0, II, II, 0, 0, II, ;J小l人結束l種横位，中初、深鉢，（）

図60-88,F30638・P30743, S1-16, l・Ilb屑 24.Gg, 胴部. 0, 0, 0, 0. 0. (1, 羽状結束l挿横位，中初， o. 0 

図60-'.-JII,P:JOOI fi·P:JO(lf,8• P:Wl 11:l·P:lO~o 1·l':Jo:,41·P'.l11414• f':l116181・J':l!S811・J':ll'.-191・r・:, 1'.Jl)~ ・p: 辺112、 Sllo, ll·l•C-2•A-l•B-l·C旦層．

614.7g. 胴部. 0. 0, 0, 0. 0. 0. LR横位 RLR横位中初. i窄鉢，（）

図6:1-107, P炉休I. cil-17, 炉， 4400g, 口緑部・胴部， 1;1, 0, 0, 垂卜する2条の1径帯 LR測面圧痕による山形＇じ 隆帯上LR側面I土痕，方形．紅節

(LRI縦f,'(_ 中初．深鉢， 0

図1五J-108, P炉休'.!. :-ii-I 7, 炉， 1124.: ●： g_ 胴部， I; I. 0, ll, 0, Cl. II. I.R横位， 日1]末～中初， 0, II 

図63-109, Fl・F2・P3・P:i. Sl-17炉 1, 炉体l肉， 3:i:l,7g_ 胴部， l;3. 0, 0, 0, 0, n, LR横位結節(LR)縦位，中t!J.深鉢， 0
図6:J-110-a・b・c , Pl·P巳 •P:l•P5·P4, Sl-17炉1, 炉体］仏l, 10:!.:lg, 胴部. II、0. II, 0, 0, ll, I. R横位紐節(LR!縦位， 0. 0. 0 

図64-111, P334・P436, Sl-17. 3・61¥'1. 63g, 胴部. 1/8, 0, 0. (I, 0, 0, LRLR横位．中初，深鉢．（）

図叫 l12. POUが岱. Sl-1 7, ci蔭， 27.:lg, 口唇部・ロ緑部， U, 14類，飩帯上［ぷ側面圧痕，垂卜する2条の隆帯， II, c.l, lJ, 中初. II, 0 

図64-113. P234・P23i",・P237・P362-2・P363-l・2・P364-2・P43和I・PG38, SI-17, 3・4・G層， 212.:lg, U緑部・底叫 1/4, 0, 隆帯t.R側面圧疫， L・R(2 

木1組）側面）上痕による平行線文間に鋸歯文，隆倍上R側面I痕，力形， LR横位 結節(RJ横位，中初，深鉢、（）

図64-114, P428・P429・P63Ci, S1-17, G屑 100.Sg, 口唇部・ロ縁部， 0,0, 降帯上LR側面庄痕，波頂郎から垂下する隆帯 側面圧痕による鋸出文'/'行線

文. 0, II, 0, 0, 0, 0 

図64-llS, P88·P240·P4S4·P4~S-P478·PSl:3, Sl-17, A-1•2·4層， 2Gfilg, 口緑部・［伺部， I14, Iじ煩，降帯上LR側面圧痕. j皮頂部から垂下するXア!!、

陪帯上LR側面圧痕 LR側面圧痕による平行線文間に鋸歯文， I糸帯上LIぐ側面圧痕．丸，羽lk結束1神横位 緒節由）横位，中各）J. 深鉢， I)

図64116, P210・P278・P287・P297-2・5・G・P298・P32:.,,p432_ SI-17, 3屑・4胃間層2. 1044.8:;, L」緑部・底部， II, 8類，隆帯上LR側面庄痕， LR(且lI面

圧痕による鋸歯文，隆帯上LR側面圧痕による）が1字状文， ll, RLR横位中初，深鉢，（］

図04-117,PI 20・P 167・Pl 72・Pl88・Pl89-1・2・P208・P2GO・P271・P272脅P27,,・P289-7・9・12・14・18・20・24・P2'.l2・P'.H6・P317・P318・P32,1・P592・P593,

S!-17, 2層・4層・間層2, 7fi2.fig. U唇部・底部. 1/1, 1, 隆魯上LR(則向圧瞑 LI讀饂圧痕による折I')返し中行線文 爪形文3隆帯上LR側面1上痕による逆

U字状文，方形 LR横位 RL付加条付き横位 結節，中初，深鉢， 0, 28 

凶b4-118, P59・P7fi・ 『77・Pl04・Pl11・Pl 1 :J・P203・ 四 l:l・P'.!73, 1ゞ-17.,-¥-1・JJ・'.!・4屈， :J83.r;g, n 1""部・底部. 1 l. 呂類，隆帯上R側面Ll:痕，波頂部か
ら垂下する2条の隆帯 下端にホタこ状貼付 R側面圧痕による平行祝文 爪形文，隆帯 LR側面庄痕，丸， LR横位，中初 深鉢. 0, 19 

凶65-11Y. P279・P288-l・P:!89-I・2 <J・4・Ill・t:J・l ,,. P:J20·P辺7·P54b·P547·PG48·P5~1·P(il5, SI-I 1, 間層"'4層 42lifi.2g, 口唇部・底部， 1 /!, IJ, 

隆帯上LR側面圧振，波底部にX字状隆帯 LR側面斤痕による平行綜文閉に裾歯文 爪形文，隆帯 l:LR側面庄痕， h形， RLR結束1神横位 中初、深鉢．（｝，

b4 

閂GG-120,P40旦， SI-17,4層， 5G.9g, 口唇謡口緑蔀， 0, "類，隆帯上LR側面11:痕波狼部トボタン11、貼付け 波l員郎から車下する岡帯 u辱趾に平行す

る掻常， 0, 0, IJ, 中ヤ,JJ. 0, 0, 0 

図G5-121,P109, SI-17, 4層 4-.l.9g,□唇部・胴部， 1'8, 5類，怪帯 !:LR側面1上痕，波頂部下X字伏怪帯 LR側面1士般による山形平行保文．隆帯上LR側
血圧痕，方形， LRU蒻位， 巾初， 0, 0, 0 

図65-122, P7fl·P80 ・ 1—'81·P叩 ·Pllili, SI-17, 2・4層， IH!.Sg_ □唇部・胴部. 0, o. 隆瞥ヒLI-:測面圧痕， LR側向几1良による山形平行祝文閉に縦位知線文，
隆帯卜LR側1釦l圧痕，方形，羽状結束第1挿縦位，中切， 0, o. 238 

図蘭12:l, P57'J, SI 17, 4層， n.lg, 口唇部・ロ緑部， 1内. :l類，胚帯上LR側面l上痕、 X字・［大隆帯 LR側面！上痕による山形'['行線文問に鋸歯文波状文，隆

帯日ぶ側面庄疫，方形， 0, 中初, 0, o. 0 

図65-12-1, P:l74, Sl-17, 4層 l'.'0.fig, 口唇部・胴部. II・0, 隆帯上LR測面1上痕，波状隆帯上LR側而！上喪隆帯上LR側面圧痕，方形, RLR横位，中叫

深鉢. 0, 0 

図碕 l'.'5, f'C,(1(1-1・I名（氾 1・:-'<J・4・P',70・1州110, SI I 7, A l心 ・4層 11后(jg_□緑部・底部， l': う， II, II, l.・R(こ＇本 1'.fl_l)間面！王痕による'['行線文間に竹管巾）1
突 波頂部から垂下する2本的降帯隆帯上R側画圧痕，方形，羽伏結束l神横位．中初， 0,o. 104 

図茄1旦Ii, l平 17・1'498-1・P49年Polfi・P:il7・P5以O・P562・P57b,Sl-17, .-\-1•2·4層叫：Jg, 11緑部・胴部. 1, :,. 0, 0, 波J頁部から垂下する2条0)騒帯上

K側面圧根 L・R(2木l粗）測面庄限による平h視文問にC字状文，隆帯l:L・R(2本］す廿）側面圧限， h形，平状結束1種横位，中初， 0,n, 4G3 
凶fi5-l 28, PbOb・Pb 18, Sl-17, 4層， 24,(jg, 口恰部・頚部， 0,ll, ll, しR側面圧痕による平打線久，逢幣上l.R側面圧痕，二角形， ll, 中初， 0,II. II 

図65-129,P416, SI-! 7, 4層 42.5g, 口唇部・ロ縁部， 0,0, LR側面圧痕 LR側面圧痕による平行線文, 0, 0, 0, 中初, 0, 0, 0 

図65-130,P488, SI-17, 4層 20.2g, ロ唇部・ロ縁部， 0,0, 単絡l類(R)圧痕，単絡1種(R)圧痕による平行線文間に斜位の短線文， 0, 0, 0, 中初， 0, 0, 

図65-131,Pl05, SI-17, 4層.31.6g, ロ唇部・ロ縁部, 0, 0, 隆帯上LR側面圧痕， LR側面圧痕による平行線文， 0,0, 0, 中初， 0, 0, 0 

図66-132, P143·P339~2·P340, SH 7, 3層, 102.9g, 口縁部・胴部， 0,0, 0, LRLR横位'0, 段差, LRLR横位，中初，深鉢， 0, 258 

図66-133,P612, SI-17, 4層 30g, 頚部・胴部， 0,0, 0, 0, 隆帯上LR側面圧痕，三角形， LR横位 結節(R)横位，中初， 0,0, 0 

図66-134,P368, SI-1 7, 4層 7,5g, 頚部・胴部， 0,0, 0, 0, 隆帯上LR側面圧痕，方形， LR横位，中初， 0,0, 0 

図66-135,P506, SH 7, 4層， 58.3g, 胴部. 0, 0, 0, 0, 0, 0, RLR横位，中初， 0,0, 0 

図66-136,Pl07, S1-17, 4層， 15.7g, 胴部， 1/8,0, 0, 0, 0, 0, 羽状状文結束1種横位 結節(R)横位．中初， 0,0, 0 

図66-137, P375•P495, SI-17, A-1•4層 159.6g, 胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, 胴部 RLR横位，中初，深鉢， 0,253 

図66・138,P50l・P577, SI-17, 3・4層， 160.9g,胴部， 1/4,0, 0, 0, 0, 0, 胴部 RLR横位結節(LR)縦位．中初，深鉢， 0,254 

図66-139, P83•P598, S1-17, 2・4層 63.3g, 胴部， 1/8, 0, 0, 0, 0, 0, LR横位結節(R)横位，中初, 0, 0, 246 

固66-140,P435-2, SI-17, 4層， 0, 胴部， 1/4,0, 0, 0, 0, 0, LR横位結節(R)横位，中初，深鉢， 0, 106 

図66-141.P481, SI-17, 4層， 351.3g, 胴部・底部, 1/2, 0, 0, 0, 0, 0, 結節(LR)横位，中初，深鉢, 0, 448 

屈66-142,P307, SI-17, 間層2, 2000g, 完形， 1/1,0, 隆帯上LR側面圧痕， LR側面圧痕による平行線文間に波状文, 0, 0, 0, 中初，深鉢,0, 74 

固66-143,P321, Sl-17, 間層2, 1755.8g, 完形， 1/1,0, 隆帯上LR側面圧痕，口唇直下の隆帯上LR側面圧痕 LR側面圧痕による平行線文，隆帯上LR側
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面圧痕,方形,RLR横位,前末～中初,0,有,27

図67-144,P312・P313,SI-17,間層2,629.6g,0,1/1,8類,LR側面圧痕,波頂部から垂下する2条の隆帯LR側面圧痕による平行線文,0,無し,LR

横位,中初,深鉢,0,21

図67-145,P289-5・6・11・19・22・26・P295・P388-2・P590,SI-17,間層2,499g,口唇部・胴部1/1,0,隆帯上LR側面圧痕波頂部下に逆V字状隆帯LR

側面圧痕による波状平行線文,隆帯上LR側面圧痕,方形,胴部RLR横位,中初,深鉢,0,20

図67-146,P311,SI-17,間層2,67.7g,口縁部・胴部,0,0,0,LR側面圧痕による平行線文LR横位,波状隆帯上R側面圧痕,方形,LR横位,中初,0,

0,0

図67-147,P314,SI-17,間層2,103.7g,口唇部・頚部,0,3類,隆帯上LR側面圧痕,波頂部下に環状隆帯口唇部に平行する隆帯LR側面圧痕による鋸

歯文,隆帯上LR側面圧痕,方形,0,中初,0,0,0

図67-148,P383,SI-17,間層2,55.5g,口唇部・口縁部,0,2類隆帯上LR側面圧痕,X字状隆帯LR側面圧痕による山形平行線文,0,0,0,0,0,0,

0

図67-149,P535,SI-17,間層2,42.0g,口縁部・頚部,0,10類隆帯上LR側面圧痕,波頂部から垂下する2条の隆帯口唇部に平行する隆帯LR側面圧

痕による平行線文間に半裁竹管状工具による刺突,隆帯上竹管状工具による刺突,方形,0,中初,0,0,0

図67-150,P303-2・P332,SI-17,間層2,101.6g,口縁部・頚部,1/4,15類,L側面圧痕,L側面圧痕による斜位の平行線文波頂部から垂下する2条の隆

帯,隆帯上L側面圧痕,方形,0,中初,0,0,231

図67-151,P288-2・P389,SI-17,間層2,66.8g,口唇部・口縁部,0,5類,隆帯上LR側面圧痕,波頂部から垂下するS字状隆帯LR側面圧痕による山形平

行線文,0,0,0,中初,0,0,241

図67-152,P308,SI-17,間層2,14.8g,口縁部,0,0,隆帯上半裁竹管による刺突,口唇部に平行する隆帯上半裁竹管による刺突LR側面圧痕による平

行線文間に半裁竹管による刺突,0,0,0,前末,0,0,0

図67-153,P327,SI-17,間層2,77.9g,口縁部・胴部,0,0,0,波状隆帯上LR側面圧痕横位,隆帯上R側面圧痕による逆U字状文,方形,RLR横位,中初,

0,0,0

図67-154,P344,SI-17,間層2,43,8g,口縁部・胴部,0,0,0,垂下する2条の隆帯R側面圧痕による山形平行線文間に逆U字状文,隆帯上R側面圧痕に

よる逆U字状文,方形,0,中初,0,0,0

図67-155,P300,SI-17,間層2,58.0g,胴部,0,0,0,0,0,0,RLR横位,中初,0,0,0

図67-156,P170・P282・P392-2,SI-17,2・間層2,73.lg,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位結節(R)横位,中初,0,0,261

図67-157,P303-3・P304-1・P331・P531・P533・P585-1・2・P587,SI-17,間層2,1071.1g,胴部・底部,1/1,0,0,0,0,0,RL横位,中初,深鉢,0,

85

図67-158,P394,SI-17,間層2,35.7g,胴部0,0,0,0,0,0r羽状結束1種横位,中初,0,0,0

図67-159,P303-1,SI-17,間層2,55.4g,胴部・底部,1/4,0,0,0,0,0,LR横位,中初,深鉢0,0

図67-160,P299-1・3・4・5・P315,SI-17,間層2,194.7g,胴部,1/1,0,0,0,0,0,縦位の条線文,前末～中初,0,0,107

図67-161,P336・P407,SI-17,3層,138.0g,頚部・胴部,0,0,0,0,隆帯上R側面圧痕による逆U字状文,0,LR横位,0,0,0,237

図67-162,SI-17P247・SK-278P147,SI-17・SK-278,0層,53.1g,胴部,0,0,0,0,0,0,単絡1A類(R)縦位結節(R)縦位,前末,深鉢,0,441

図68-163,P129,SI-17,3層,84.2g,口唇部・胴部,1/4,0,0,波状隆帯上LR側面圧痕横位,隆帯上LR側面圧痕,方形,LR横位,中初,深鉢,0,0

図68-164,P359,SI-17,3層,57.1g,頚部・胴部,0,0,0,0,隆帯上単絡1類(R)圧痕,方形,RLR横位,中初,0,0,0

図68-165,P351,SI-17,3層,79.6g,口唇部・口縁部,0,0,上面LR側面圧痕,波状隆帯上LR側面圧痕,隆帯上LR側面圧痕,丸,0,中初,0,0,0

図68-166,P358,SI-17,3層,22.0g,口唇部・口縁部,0,0,隆帯上単絡1類(R)圧痕,単絡1類(R)圧による平行線文縦位短線文,0,0,0,中初,0,0,

0

図68-167,P350,SI-17,3層,50.4g,口唇部・口縁部,0,0,隆帯上LR側面圧痕,口唇部に平行する隆帯LR側面圧痕による平行線文,0,0,0,中初,

0,0,0

図68-168,P244,SI-17,3層,41.9g,口唇部・口縁部,0,1類,隆帯上LR側面圧痕,波頂部から垂下する2条の隆帯隆帯上LR側面圧痕LR側面圧痕によ

る山形平行線文,0,0,0,中初,0,0,0

図68-169,P61,SI-17,2層,64.7g,口縁部・胴部,0,0,隆帯上LR側面圧痕,隆帯による三角形区画LR側面圧痕による三角形文区画に沿ったLR側面

圧痕と爪形刺突,隆帯上LR側面圧痕,方形,LR横位,中初,0,0,0

図68-170,P197,SI-17,3層,31.4g,口縁部・頚部,0,0,LR側面圧痕,波状隆帯上LR側面圧痕,隆帯上LR側面圧痕,方形,0,中初,0,0,0

図68-171,P187,SI-17,3層,43.3g,口縁部・胴部,0,0,0,LR側面圧痕による鋸歯文.隆帯上LR側面圧痕による逆U字状文,方形,RLR横位,中初,

0,0

図68-172,P198,SI-17,3層,25.9g,口唇部・口縁部,0,0,0,RLRL横位,0,0,0,中初,0,0

図68-173,P222,SI-17,3層,26.0g,口唇部・口縁部,0,8類,隆帯上LR側面圧痕,垂下する2条の隆帯,0,0,0,0,0,0

図68-174,P185,SI-17,3層,190.1g,口唇部・口縁部,0,8類,隆帯上R側面圧痕,波長部から垂下する隆帯R側面圧痕による平行線文間に縦位短線文,
0,0,0,中初,0,0

図68-175,P147,SI-17,3層,37.9g,口縁部・胴部,0,0,0,単絡1類(R)側面圧痕による平行線文,隆帯上単絡1類(R)圧痕t方形,LR横位,中初,0,0

図68-176,P341,SI-17,3層,247.0g,胴部・底部,1/3,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0

図68-177,P25,SI-17,2層,60.6g,口唇部・口縁部,0,0,隆帯上LR側面圧痕,LR側面圧痕による平行線文間に縦位短線文,0,0,0,中初,0,0

図68-178,P63,SI-17,2層,34.6g,口唇部・口縁部,0,14類,隆帯上LR側面圧痕,隆帯上LR側面圧痕,0,0,0,中初,0,0

図68-179,P193,SI-17,2層,24.4g,口唇部・口縁部,0,0,隆帯上LR側面圧痕,R側面圧痕による平行線文,0,0,0,0,0,0

図68-180,P32・P33・P151・P153・P293,SI-17,A-1・2・間層2,84.2g,口縁部・胴部,1/3,0,0,波頂部から垂下する連鎖状隆帯LR側面圧痕による平

行線文間に鋸歯文,隆帯上LR側面圧痕,丸,RLR横位,中初,深鉢有

図68-181,P16・P211,SI-17,2層,89.5g,口縁部・胴部,0,0,0,垂下する隆帯R側面圧痕による平行線文間に縦位短線文,隆帯上R側面圧痕,方形,

0,0,0,0

図68-182,P30-2,SI-17,2層,38.9g,口縁部,0,0,0,R側面圧痕による平行線文間に縦位短線文,0,0,0,中初,0,0

図68-183,P431,SI-17,2層・間層2,51.4g,口唇部・頚部,0,0,0,垂下する2条の隆帯LR側面圧痕による平行線文,隆帯上LR側面圧痕,方形,0,0,

0,0

図68-184,P12・P14・P53・P545,SI-17,2層・4層・間層2,46.7g,胴部,1/3,0,0,0,0,0,羽状結束1種横位,中初,0,0

図68-185,P41・P42・P45・P46・P47・P48-2,SI-17,2層,975.6g,口縁部・胴部,2/3,0,上面C字状連続隆帯,口縁部幅狭の隆帯間に波状隆帯隆帯上L

側面圧痕胴部RLR横位,隆帯上L側面圧痕による逆U字状文,方形,胴部RLR横位結節(RL)横位,中初,深鉢,0

図68-186,P564・P569・P575-1・2,SI-17,2層,48.5g,胴部・底部,1/1,0,0,0,0,0,LR横位R横位結節(R)横位,中初,0,0

図68-187,P71,SI-17,2層,75.9g,頚部・底部,0,0,0,0,隆帯上LR側面圧痕,方形,LR横位,0,0,0

図69-188,P43・P510・P511・P512・P551・P597,SI-17,A-1・2層,760.8g,胴部・底部,1/3,0,0,0,0,0,RLR横位結節(LR)縦位,中初,深鉢,0

図69-189,P21-1・2・P57・P66・P74,SI-17,1層,329.5g,口唇部・胴部,0,0,隆帯上LR側面圧痕,波頂部から垂下する2条のS字状隆帯下端に粘土瘤貼

り付けLR側面圧痕による折り返し平行線文,隆帯上LR側面圧痕,丸,RLR横位,中初,深鉢,0
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箱ノ沢(3)造跡m

血斤痕．方形， RLR横（か．袖木～中初， II, 布， u

図67-144,P312・P313, SI-17, 問層2, 629.6g, 0, J. 1, 8煩 LR側面圧痕，波頂部から乖下する2条的隆帯 LR側面斤痕による平行線文， 0, 無し， LR

横位 ，中初，深鉢， 0, 21 

岡67-1-lS,P289-S・G・l l・EJ・22・26・P29S・P388-2・P590. SI-1 7, 間唇2,499g. 口唇羅桐部. 1/1, 0, 降帯上LR側面圧痕波匝部下に逆V字状降帯LR

側即圧痕による波状平行線文，隆得上LR測血圧痕， }j形．加」部 RIぷ横位，中初，深鉢. 0, 20 

閃67-146.F'311. Sl-17. 間叡， G7.7g. LJ緑紐胴祁， 0, 0, 0. LR側面斤痕による平行線文 LR横位，波状隆拷上R側面圧痕．方形， LR横位．中初. o. 

0, 0 

図67-14,. P314, S1-17, 間屑2, 103.7g, Ll唇鼠頚部. o. 3類．降帯上LR側面圧痕，波頂部下に環状隆帯 1」唇部に平行する隆帯 LR側面圧痕による鋸

歯文，降帯上LR側面）上痕．力形，（］，中初， 0, II, 0 

図67-148,F383, S1-17, 間轡2, Gりぷg, ロ唇部勺緑部 0,2類，隆帯上LR側面圧痕， X字状降搭 LR側面圧痕による山形平行線文， 0,0, 0, 0, 0, 0, 

図67-149,F5'3G. S1-17, 間圏2.42.0g, n緑都怪頁部， 0, 10煩 隆帯上LR側面圧痕，波頂部から舌下する2条の降帯 口召部に平行する降恐 LR側由圧
痕による平行線文間に半裁竹管状工具による刺突，隆帯上竹管伏工具による刺突..h形， 0, 中初. II, LI, 0 

図67-150,P303-2・P332. Sl-17. 間居2. 101.Gg, n緑部・頚部， 1:4. JG類.L側面圧痕， L側面圧痕による斜位の平行線文 油I負部から垂l、する2条の隆
帯．隆帯卜L側面）上痕．方形. ll. 中初， 11. II, 訊］

図67-151,P288-2・P38G. Sl-17, 間厨2.66.Sg, n唇部・II緑部 0. G類．降帯上LR側面）土痕，波頂部から垂下するSo/1人隆帯 LR側血圧痕による山形平
行線文. 0. 0, IJ. 中f/J,0. II. ど11

図67-102.P308, Sl-17. 間洒2. 14.Sg, 11緑部， 0. 0, 隆帯上半裁竹管による刺突. 11唇部に平行する降帯上半裁竹管による刺突 LR側血圧痕による乎

行線文間に十裁竹管による刺突， 0,o. 0, 袖未， o.o. (I 

図67-1認， P327.Sl-17. 間層2. 77.9g, IJ緑部・胴部， 0,0, 0, i皮状隆帯日,R側面圧痕横位，隆帯 r.R側面庄根による逆u字：1人文，方形， RLR横位．中初
II, 0, 0 

図67-1G4,P344. S1-17, 間層2,43.8g, I」縁部哺剛部. o. 0, 0, 垂下する2条の隆帯 R側面圧痕による山形平行線文間に逆l「宇1人文，隆帯上R側面圧痕に

よる逆い字伏文．方形， 0. 中初， ll, 0. o 

図67-15G.P300. S1-17, 間層2, 58.0g, 胴部， 0, 0, 0, 0, 0, 0. RLRt黄位， 中やJJ.0, o. 0 

同67-156, 1'170・1'28:?-I喝92-2, : lヽ-17. ロ・間層'.'. 7:J.lg, 胴部 II, 0, 0, U, 0, 0. LR横位 結節(!,'.)横位．中初， 0, 0, 261 

図67-157.P303-3・P304-l・P331・PG3l・P533・P585-l・2・P587. S1-17. 間層2, 1071.lg, 胴部・底部， 1/1, 0, 0. 0, 0, 0, RL横位，中初，深鉢. 0, 

8;i 

図67-1G8,P394. Sl-17, 間層2, 3G.7g, 桐部， 0,0, o. 0, o. 0 羽状結束1種横位中初. 0, o. 0 

図li7-15Y.l':J0:3-1, SI-17, 間層~- 5,,.4g, 胴部・底部. 1 /4, 0. o. I入 0,0. LR横位， 中初．深鉢， II. 0 

図67-160.P299-1・3・-'l・G・P31G. Sl-17. 間居2. J 94.7g, 胴部， 1•1. 0. 0. o. o. o. 縦付の条線文，前末～中初， o. o. 107 

図67-lhl.P:J:lb・P407. SI-17, ;1層 l :l8.0g, 頚部・胴部， 0. ll. 11. II, 隆帯上R側面II痕による逆lJ字状文. 11. LJ.'. 横位， o.o. o. 2:07 

図67-162.S1-17 P247・SK-278Pl47, S1-17・SK-278, 0層 G3.lg, 胴部 0, 0. II, 0, 0, 0, 単絡IA類(R)縦位 結節(R)縦位，前末，深鉢， o.441 

図ti8-lb:1.P12,J, lヽ-17, : 情t84. どg, 口唇部・脹1部. 1/4, 0, o. 波状隆帯上LR側面圧痕横位，隆倍上LR側面I土痕．方9杉. LR横位．中初，深鉢．（），（＇）
図68-1G4.P3;,9, Sl-17, :l屑. G7.lg, 頚音伯胴節， 0, 0, Cr. 0, 降帯上単絡l類(R)庄痕，方形， RLR横佑，中初， o. 0, 0 

図68-loS.P851, 、ヽ117, :l層 7'Hig, 口唇部・［」緑部， o. IJ. 上面l"R側面1I痕．波状隆帯上LK側面圧痕，隆帯上LR側面）上痕，丸，（）．中初， o. 0, 0 

図68-lGG.P3:i8, Sl-17, 3層， 22.0g, 口唇部・日繰部. o. 0, 隆帯上単絡］類(R)/干痕，単絡l類(R)斤による平行線文 縦位知線文. 0, 0, 0, 中初， 0, 0, 

図68167. P3ら0,SI 1,, 3屑 50.4g, U唇部・ II縁部， 0,0, 怪帯上LR側面圧痕， 11唇部に平行する隆帯 LR側面圧痕による平行線文. o. 0. 0, 中初，

0, o. II 
図1;8-l GS, P244, S!-17, 3屑 41.9g, n唇部・ロ縁部， 0. I類隆轡ヒLR側面圧痕，波頂部から手下する2条の降帯 降帯J.:LR側面斤痕 LR側面）土痕によ
る山形平行線文. II, 0, 0, 中初， 0, ll. ll 

図68-169,P61. SI-17, 2層 G4.7g, D縁部・胴部， 0, 0, 隆帯 U,R側雨庄痕，隆帯によるて角形区画 LR側面圧痕による二角形文 区両に沿ったLR側面

圧痕と爪形刺突，隆常上LR側面圧痕，方形. LR横位．中m.o. o. o 
団68-170, P¥97, S1-17, 3層 314g, 口縁部・頷部 0, 0. LR側面）千痕波状隆帯上LR側血土痕，隆帯 l・LR側面庄痕方形， 0, 中初， 0,0. 0 

図68-171, F'187, Sl-17. 3層 43.:Jg, ロ縁部・m,1部. 0. 0. 0, LR側向圧般による鋸出文．降帯上LR側面圧痕による逆U字状文，方形， RLR横位．中初．

0, 0 

凶68-172, Pl 98, S1-17, 3層 25.9g, 口屈部・ロ縁部， 0, 0, 0, RLRL横位， 0, 0, o. 中初， o. 0 

凶68-17:l, P222. SI-17, ~ 層. 21i0g, ロ岩部・ロ緑部， 0, 8頴隆帯卜LR側面1I痕．垂下する2条の隆帯. 0, 0, 0, 0, 0, 0 

凶68-174,Pl 85, SI-1 7. 3層. 190.lg, LJ唇部・日緑部. o. 8類隆帯卜R側面庄痕．波長部から垂下する降常: R側面圧痕による'Ji行線文間に縦位短線文，

0, o. o. 中初．（），（）
図68-175. Pl47. Sl-17, :, 胴， 37.9g, 「l縁部・厠部， 0.0, o. 手絡1類(R)側面1£痕による平行線文．隆帯上単絡1類(R)庄痕，方形， LR横位．中初. 0, 0 

図脳 176, P:l,11. SI-17. 遁. 247.(lg, 胴部・底部， I':J, 0. IJ. IJ. 0, 11, LR横位， 中初， II, II 

図68-177. P2G. Sl-17. 2唐，りo.ng. 口唇部・LI緑部， 0,0, 降帯上LR側面圧痕， LR側面圧痕による平行綜文間に綬位短線文. o. 0, 0, 中初. o. 0 

國6R-1訊「＇ゎ： 1, 1ヽ-17, 2屑：14.bg, ll唇部・日縁部， II, 14類隆帯J::LE側面圧痕．隆帯J::.LR側面圧痕， 0, II, 0, 中初'0, () 

因68-179, Pl 93, S1-17, 2層 24.4g, 口唇部・ロ縁部, 0, 0, 隆帯上LR側面圧痕,R側面圧痕による平行線文， 0,0, 0, 0, 0, 0 

囮68-180, P32·P33·Pl5l·Pl53•P293, S1-17, A-1・2・間層2,84,2g, 口縁部・胴部， 1/3, 0, 0, 波頂部から垂下する連鎖状隆帯 LR側面圧痕による平

行線文間に鋸歯文，隆帯上LR側面圧痕，丸， RLR横位，中初，深鉢，有

図68-181,Pl6・P211, S1-17, 2層 89.5g, ロ縁部・胴部， 0,0, 0, 垂下する隆帯 R側面圧痕による平行線文間に縦位短線文，隆帯上R側面圧痕．方形，

0, o. 0, 0 

図68-182,P30-2, SI-17, 2層， 38.9g, ロ縁部, 0, 0, 0, R側面圧痕による平行線文間に縦位短線文， 0,0, 0, 中初， 0,0 

図68-183,P431, SJ-17, 2層・間層2, 51.4g, 口唇部・頚部， 0,0, 0, 垂下する2条の隆帯 LR側面圧痕による平行線文．隆帯上LR側面圧痕，方形， 0, 0, 

0, 0 

図68-184,P12・Pl4・P53・P545, SI-17, 2層・4層・間層2,46.7g, 胴部， 1/3,0, 0, 0, 0, 0, 羽状結束1種横位，中初， 0,0 

図68-185,P4l・P42・P45・P46・P47・P48-2, SI-17, 2層 975.6g, ロ縁部・胴部,2/3, 0, 上面C字状連続隆帯， 口縁部幅狭の隆帯開に波状隆帯 隆帯上L

側面圧痕胴部RLR横位．隆帯上L側面圧痕による逆U字状文．方形，胴部RLR横位 結節(RL)横位，中初，深鉢， 0

図68-186, P564•P569•P575-1•2, Sl-17, 2層， 48.5g,胴部・底部, 1/1, 0, 0, 0, 0, 0, LR横位 R横位 結節(R)横位，中初, 0, 0 

図68-187, P71, SI-17, 2層 75.9g, 頚部・底部, o. 0, 0, 0, 隆帯上LR側面圧痕，方形, LR横位， 0,0, 0 

図69-188, P43•P510•P5ll•P512•P55l•P597, SI-17, A-1•2層 760.8g, 胴部・底部， 1/3,0, 0, 0, 0, 0, RLR横位 結節(LR)縦位，中初，深鉢， 0

図69-189, P21-1·2•P57·P66·P74, SI-17, 1層 329.5g, 口唇部・胴部， 0,0, 隆帯上LR側面圧痕，波頂部から垂下する2条のS字状隆帯 下端に粘士瘤貼

り付け LR側面圧痕による折り返し平行線文，隆帯上LR側面圧痕，丸， RLR横位，中初．深鉢， 0
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図69-190,P206・P257・P453・P522,SI-17,2層,165.7g,胴部・底部,1/1,0,0,0,0,0,LR横位結節(R)横位,中初,0,0

図69-191,P482,SI-17,1層,33,5g,口唇部・口縁部,0,3類,隆帯上LR側面圧痕,R側面圧痕,0,0,0,中初,0,0

図69-192,P12・11,SI-17,1層,72.0g,胴部,1/8,0,0,0,0,0,RLR横位,中初,0,0

図69-193,P1,SI-17,1・A-1層,41,0,0,8類,R側面圧痕,波頂部から垂下する2条の隆帯R側面圧痕による山形平行線文,0,0,0,中初,0,0
図69-194,P2-1・2,SI-17,A-1層,27.6g,口縁部・胴部,0,0,0,C字状隆帯LR側面圧痕による平行線文縦位短線文,0,方形,0,中初,0,0
図69-195,P49・P85・P89・P496・P528-2,SI-17,A-1・2層,202.9g,口縁部・胴部,1/3,8類,隆帯上LR側面圧痕,波頂部下隆帯によるによる三角形区画
LR側面による平行線文間に鋸歯文,隆帯上LR側面圧痕,丸,LR横位,中初,深鉢,0

図69-196,P14・P67,SI-17,A-1層,138.8g,頚部・胴部,0,0,0,0,隆帯上LR側面圧痕,0,RLR横位,中初,深鉢,0

図69-197,P49・P85・P89・P496・P528-2・P14・P67・P87,SI-17,A-1層,111.9g,胴部,0,0,0,0,0,0,羽状結束第1種縦位,中初,0,0
図69-198,P94,SI-17,A-1層,98.9g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0

図70-206,P70-3・P71-3・6・P71-7PSI-20炉・P49・P51・P52・P54-1・P55・P56・P58・P60・P61-1・4・5・7・8・9・10・13・14・15・16・18・19・22・P62-1・P3・8・9・

P63・P70-1,SI-20炉,炉,0,胴部,1/1,0,0,0,0,0,RLR横位,中初,深鉢,0

図70-207,P71-1・P61-2・3,SI-20炉,炉,514.8g,胴部,1/1,0,0,0,0,0,RLR横位,中初,0,0

図70-208,P67,SI-20,炉1層,51.3g,胴部,0,0,0,0,0,0,RL横位LR横位結節(R)横位,中初,0,0

図70-209,P71-2,SI-20,炉1層,35.9g,胴部.0,0,0,0,0,0,LR横位結節(R)横位,中初,0,0

図70-210,P8・P10,SI-20,1層,70.4g,口唇部・口縁部,0,0,LR側面圧痕,C字状隆帯LR側面圧痕による山形平行線文間に波状文,0,0,0,中初,
0,0

図70-211,P4,SI-20,1層,26.6g,口唇部・口縁部,0,0,LR横位,羽状結束1種横位,0,0,0,中初,0,0
図70-213,P16・P18・P19・P27・P65・P66,SI-20,1・炉1層,312.3g,口唇部・底部,1/3,0,0,0,0,0,胴部LR横位結節(R)横位,0,0,0
図71-214,SI-20P125PSI21炉体・S1-22P908・P909・P957,SI-21・SI-22,SI-21床直・炉体・SI-22-2層,3491.3g,完形,1/1,0,単絡1類(R)圧痕,単絡1
類(R)圧痕による平行線文間にLR側面圧痕による鋸歯文,隆帯上LR側面圧痕,方形,LR横位結節(LR)縦位,中初,深鉢,0

図72-215,P98-2・P114-1・2・P3,SI-21,9・10,51.9g,口縁部,0,0,隆帯上LR側面圧痕,LR側面圧痕による平行線文,0,0,0,中初,0,0
図72-216,P109,SI-21,5,65.7g,口縁部・胴部,0,0,0,R側面圧痕による平行線文,単絡5類(L)圧痕,段差,羽状結束1種横位,前末,0,0
図72-217,P74,SI-21,5,31.1g,口縁部・胴部,0,0,0,LR側面圧痕による平行線文,隆帯上LR側面圧痕,方形,結節(R)縦位,中初,0,0
図72-218,P51・P52・P53・P54・P64・P65-2・3・4・5・P87-3,SI-21,1・5層,175.2g,口唇部・口縁部,1/8,0,隆帯上LR側面圧痕,波頂部から垂下する2条
の隆帯LR側面圧痕による山形平行線文間に縦位短線文,0,0,0,中初,0,0

図72-219,P9・P23・P24・P28・P78・P123,SI-21,3・4・5層,203.4g,口唇部・胴部,1/8,0,隆帯上LR側面圧痕,LR側面圧痕による平行線間に鋸歯文C
字状隆帯,隆帯上LR側面圧痕,方形,LR横位,中初,0,0

図72-220,P26・P34-1・2・3・P75・P76・P81,SI-21,1・4・5層,158.2g,口唇部・胴部,1/8,0,隆帯上LR側面圧痕,LR側面圧痕による平行線文,隆帯上
LR側面圧痕,方形,LR横位,中初,0,0

図72-221,P45,SI-21,3層,49.4g,胴部,0,0,0,0,0,0,RLR横位斜位,中初,0,0

図72-222,P104,SI-21,4層,40.0g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0

図72-223,P100-2,SI-21,4層,77.6g,胴部,1/8,0,0,0,0,0,LR横位結節(R)縦位,中初,0,0

図73-225,P29-1,SI-22炉,炉,0,胴部・底部,1/1,0,0,0,0,0,LR横位結節(R)縦位,中初,深鉢,0
図73-226,P4,SI-22炉,堀方,36.2g,口唇部・口縁部,0,0,隆帯上LR側面圧痕,LR側面圧痕による平行線文鋸歯文,0,0,0,中初,0,0
図73-227,P20-1,SI-22炉,炉内,183.7g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位結節(LR)縦位,0,0,0

図73-228,P768-1・P768-3・P832・P884-1・2・3・PX,SI-22,3・4層,2256.5g,口縁部・胴部,1/1,0,0,垂下する2条の隆帯LR側面圧痕による複合鋸歯
文0,段差,LR横位結節(R)横位,中初,深鉢,0

図73-229,P31-4,SI-22,炉体,1600.0g,胴部・底部,1/1,0,0,0,0,0,羽状結束1種横位,中初,深鉢,0

図73-230,P1006・P1009-2,SI-22,4層,46.29,口縁部・胴部,0,0,0,LR側面圧痕による平行線文,LR側面圧痕縦位,段差,RLR横位,中初,0,0
図73-231,P980,SI-22,4層,59.3g,口唇部・口縁部,0,0,隆帯上LR側面圧痕,口唇部に平行する隆帯上LR側面圧痕LR側面圧痕による平行線文と縦
位短線文,0,0,0,中初,0,0
図73-232,P866-4・P887-20・21・22・P974-1・2・3・P975・P1034・P1041・PX,SI-22,3・4層,742,7g,口縁部・胴部,1/2,19類,R側面圧痕,口縁部鋸
歯状隆帯上R側面圧痕R側面圧痕による折り返し平行線文・逆U字状文斜位の平行線文,0,無し,単絡1類(R)縦位結節(R)縦位,中初,深鉢,0
図74-233,P839-1・P839-2,SI-22,4層,2833.7g,口縁部・胴部,1/1,5類隆帯上LR側面圧痕,X字状隆帯LR側面圧痕による平行線文爪形文隆帯
上LR側面圧痕,方形,LR横位結節(LR)縦位,中初,深鉢,0

図74-234,PX,SI-22,3・5層,228.5g,完形,1/1,5類,隆帯上LR側面圧痕,LR側面圧痕による平行線文,隆帯上LR側面圧痕,方形,羽状結束1種横位,
中初,深鉢,0

図74-235,P753・P836・P942,SI-22,1・3・4層,369.5g,口縁部・胴部,1/3,0,隆帯上LR側面圧痕,LR側面圧痕による平行線文,隆帯上LR側面圧痕,
方形,羽状結束1種横位,中初,深鉢,0

図74-236,P1009-1,SI-22,4層,195.8g,口唇部・胴部,1/8,0,隆帯上LR側面圧痕,波頂部から垂下する2条の隆帯上LR側面圧痕LR側面圧痕による
山形平行線文間に鋸歯文,LR側面圧痕縦位,段差,RLR横位,中初,0,0

図74-237,P983,SI-22,4層,20.2g,口縁部・頚部,1/3,0,0,LR側面圧痕による複合鋸歯文,0,0,0,0,0,0
図74-238,P853-1,SI-22,4層,80.2g,口縁部・胴部,1/4,0,0,垂下する隆帯上R側面圧痕R側面圧痕による平行線文,隆帯上LR側面圧痕,方形,

LR横位,中初,0,0
図74-239,P1055,SI-22,4層,46.4g,口縁部・頚部,1/8,0,0,垂下する2条の隆帯R側面圧痕による平行線文,隆帯上LR側面圧痕,方形,0,中初,

0,0

図74-240,P802,SI-22,4層,855g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0

図74-241.P359・P856,SI-22,1・4層,44.7g,口縁部,0,1類隆帯上LR側面圧痕,単絡1類(R)圧痕C字状隆帯上単絡1類(R)圧痕単絡1類(R)圧痕によ
る平行線文,0,0,0,中初,深鉢,0

図74-242,P823,SI-22,4層,26.8g,口縁部・胴部,0,0,0,LR側面圧痕による平行線文,隆帯上竹管状工具による刺突,微隆帯,単絡1類(R・L)縦位,
前末,0,0

図74-243,P823・P930・P1054・P1057,SI-22,2・4層,473.5g,胴部・底部,1/2,0,0,0,0,0,羽状結束1種横位,中初,0,0
図74-244,P887-29・P973・P986,SI-22,3・4層,602.1g,胴部,1/3,0,0,LR横位,LR横位,無し,LR横位,中初,深鉢,0
図75-245,P987-1,SI-22,4層,1316.0g,口縁部・底部,1/3,0,0,0,0,0,LR横位,前末～中初,0,0

図75-246,P890・P949・P950,SI-22,4層,534.8g,胴部,0,0,0,LR横位,LR横位,無し,LR横位,中初,深鉢,0
図75-247,P890・P949・P950・P982・P987-3・P988-2,SI-22,4層,363.0g,胴部,0,0,0,0,0,0,RLR横位結節(LR)横位,中初,深鉢,0
図75-248,P976-1,SI-22,4層,766.7g,胴部・底部,2/3,0,0,0,0,0,RLR横位,中初,深鉢,0

図75-249,P841,SI-22,4層,120.6g,胴部,1/4,0.0,0,0,0,RLR横位,中初,0,0

図75-250,P976-8,SI-22,4層,0,胴部,0,0,0,0,0,0,RLR横位,中初,深鉢,0
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図69-190, P206•P257·P453·P522, Sl-17, 2層， 165.7g,胴部・底部， 1/1,0, 0, 0, 0, 0, LR横位結節(R)横位，中初， 0,0 

図69-191,P482, S1-17, 1層,33.5g, 口唇部・ロ縁部,0, 3類．隆帯上LR側面圧痕， R側面圧痕,0, 0, o. 中初,0, 0 
図69-192, Pl2•11, S1-17, 1層 72.0g,胴部. 1/8, 0, 0, O. 0, 0. RLR横位．中初， 0,0 

図69-193,Pl, S1-17, l•A-1層 41, 0, 0, 8類， R側面圧痕，波頂部から垂下する2条の隆帯 R側面圧痕による山形平行綿文， 0,0, 0, 中初.0, 0 

図69-194,P2-1・2,Sl-17, A-1層 27.6g, 口縁部・胴部， 0,0, 0, C字状隆帯 LR側面圧痕による平行線文縦位短線文.0, 方形， 0, 中初， 0,0 

図69-195,P49・P85・P89・P496・P528-2, S1-17, A-1・2層 202.9g, 口縁部・胴部， 1/3,8類隆帯上LR側面圧痕，波頂部下隆帯によるによる三角形区画

LR側面による平行線文間に鋸歯文，隆帯J::LR側面圧痕丸,LR横位．中初，深鉢， 0

固69-196, P14•P67, SI-17, A-1層 138.8g,頚部・胴部、 0,0, o. 0, 隆帯上LR側面圧痕， 0,RLR横位，中初，深鉢.0 
図69-197, P49·P85·P89·P496·P528-2•P14·P67·P87, S1-17, A-1層， 111.9g,胴部， 0,o. o. 0, 0, 0, 羽状結束第1種縦位，中初.0, 0 
図69-198,P94, S1-17, A-1層 98.9g,胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, LR横位中初， 0,0 

図70-206, P70-3•P71-3-6-P71-7PSl-20 炉·P49·P51·P52·P54-1•P55·P56• P58·P60• P61-1·4·5• 7·8·9 ・ 10• 13• 14• 15·16• 18• 19•22•P62-1•P3•8•9 ・

P63•P70-l, SI-20炉，炉.0, 胴部. 1/1, 0, O. 0, 0, 0, RLR横位．中初，深鉢.0 

図70-207,P71-l・P61-2・3, SI-20炉，炉.514.Bg, 胴部， 1/1,0, 0, 0, 0, 0, RLR横位．中初， 0,0 

図70-208,P67, SI-20, 炉1層， 51.3g,胴部,0, 0, 0, 0, 0, 0, RL横位 LR横位結節(R)横位，中初， 0,0 

図70-209,P71-2, S1-20, 炉1層,35.9g, 胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, LR横位結節(R)横位，中初， 0,0 

図70-210, P8•Pl0, S1-20, 1層 70.4g, 口唇部・ロ縁部,0, 0, LR側面圧痕， C字状隆帯 LR側面圧痕による山形平行線文間に波状文， 0,0, 0, 中初，

0, 0 

図70-211,P4, S1-20, 1層， 26.6g, 口唇部・ロ縁部， 0,0, LR横位，羽状結束1種横位,0, o. 0, 中初， 0,0 
図70-213, Pl6·Pl8·Pl9·P27•P65·P66, S1-20, l・炉1層 312.3g, 口唇部・底部， 1/3,o. 0, 0, 0, 0, 胴部 LR横位結節(R)横位,0, 0, 0 
図71-214, SI-20Pl25PSl21炉体·S1-22P908•P909·P957, SI-21・S1-22, S1-21床直・炉体•SI-22-2層 3491.3g, 完形， 1/1,0, 単絡1類(R)圧痕，単絡1

類(R).EE痕による平行線文間にLR側面圧痕による鋸歯文，隆帯上LR側面圧痕，方形， LR横位 結節(LR)縦位．中初，深鉢， 0

図72-215, P98-2•P114-1 ・ 2·P3, S1-21, 9・10,51.9g, 口縁部,0, 0, 隆帯上LR側面圧痕， LR側面圧痕による平行線文,0, 0, o. 中初， 0,0 
図72-216,P109, S!-21, 5, 65.7g, 口縁部・胴部， 0,0, 0, R側面圧痕による平行線文，単絡5類(L)圧痕，段差，羽状結束1種横位，前末， o.0 
図72-217,P74, S1-21, 5, 31.lg, 口縁部・胴部， 0,0, 0, LR側面庄痕による平行線文，隆帯上LR側面圧痕．方形．結節(R)縦位，中初,o. 0 
図72-218,P51・P52・P53・P54・P64・P65-2・3・4-5-P87-3, S1-21, 1・5層， 175.2g, 口唇部・ロ縁部， 1/8,0, 隆帯J::LR側面圧痕波頂部から垂下する2条

の隆帯 LR側面圧痕による山形平行線文間に縦位短線文.0, o. o. 中初， 0,0 
図72-219, P9•P23•P24•P28·P78•P123, S1-21, 3・4・5層 203.4g, ロ唇部・胴部， 1/8,o. 隆帯上LR側面圧痕,LR側面圧痕による平行線間に鋸歯文 c 
字状隆帯，隆帯上LR側面圧痕，方形， LR横位．中初.0, 0 

図72-220, P26• P34-l・2-3-P75・P76・P81,S1-21, 1-4-5層 158.2g, 口唇部・胴部， 1/8,o. 隆帯上LR側面圧痕 LR側面圧痕による平行線文．隆帯上
LR側面圧痕．方形， LR横位．中初.0, 0 

図72-221,P45, S!-21, 3層， 49.4g,胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, RLR横位斜位．中初， o.0 
図72-222,Pl 04, S!-21, 4層 40.0g,胴部.0, 0, 0, 0, 0, 0, LR横位，中初.o. 0 
図72-223,Pl00-2, S1-21, 4層 77.6g,I同部， 1/8,0, 0, 0, 0, 0, LR横位結節(R)縦位，中初， 0,0 

固73-225,P29-l, SI-22炉，炉.0, 胴部・底部, 1/1, 0, 0, 0, 0, 0, LR横位 結節(R)縦位，中初，深鉢， 0

図73-226,P4, SI-22炉，堀方,36.2g, 口唇部・ロ縁部,0, o. 隆帯1::LR側面圧痕,LR側面圧痕による平行線文 鋸歯文， 0,0, 0, 中初,0, 0 
図73-227,P20-1, SI-22炉．炉内， 183.7g,胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, LR横位結節(LR)縦位,0, o. 0 
図73-228, P768-1• P768-3・P832・P884-1・2・3・PX,SI-22, 3・4層， 2256.5g, 口縁部・胴部， 1/1,o. o. 垂下する2条の隆帯 LR側面圧痕による複合鋸歯
文.o. 段差,LR横位結節(R)横位，中初，深鉢， 0
図73-229,P31-4, S1-22, 炉体， 1600.0g,胴部・底部， 1/1,0, 0, 0, 0, 0, 羽状結束1種横位．中初．深鉢， 0

図73-230, P1006•Pl009-2, SI-22, 4層 46.2g, 口縁部・胴部， 0,0, 0, LR側面圧痕による平行線文， LR側面圧痕縦位，段差,RLR横位，中初,0, 0 

図73-231,P980, S!-22, 4層 59.3g, 口唇部・ロ縁部， 0,0, 隆帯上LR側面圧痕，口唇部に平行する隆帯上LR側面圧痕 LR側面圧痕による平行線文と縦

位短線文， 0,0, 0, 中初,0, 0 

図73-232, P866-4·P887-20·21 ・ 22·P974-l ・ 2·3·P975•P1034·P1041·PX, S1-22, 3・4層， 742.7g, 口縁部・胴部， 1/2,19類 R側面圧痕，口縁部 鋸

歯状隆帯J::R側面圧痕 R側面圧痕による折り返し平行線文・逆U字状文 斜位の平行線文， 0,無し，単絡1類(R)縦位 結節(R)縦位，中初，深鉢， 0

図74-233,P839-1-P839-2, S1-22, 4層,2833.7g, 口縁部・胴部 1/1,5類隆帯上LR側面圧痕.x字状隆帯 LR側面圧痕による平行線文 爪形文．隆帯
上LR側面圧痕，方形.LR横位 結節(LR潅足位，中初，深鉢， 0

図74-234,PX, S1-22, 3・5層 228.5g,完形, 1/1, 5類．隆帯上LR側面圧痕 LR側面圧痕による平行線文，隆帯上LR側面圧痕，方形，羽状結束1種横位．

中初，深鉢， 0

図74-235, P753•P836·P942, S!-22, 1・3・4層 369.Sg, ロ縁部・胴部, 1/3, 0, 隆帯上LR側面圧痕， LR側面圧痕による平行線文，隆帯上LR側面圧痕，

方形，羽状結束1種横位，中初，深鉢.0 

図74-236,Pl009-l, SI-22, 4層， 195.8g, 口唇部・胴部， 1/8,0, 隆帯上LR側面圧痕，波頂部から垂下する2条の隆帯上LR側面庄痕 LR側面庄痕による

山形平行線文間に鋸歯文， LR側面圧痕縦位．段差， RLR横位，中初， o.0 
図74-237,P983, S1-22, 4層， 20.2g, ロ縁部・頚部， 1/3,0, 0, LR側面圧痕による複合鋸歯文， 0,0, 0, 0, 0, 0 

図74-238,P853-l, S1-22, 4層， 80.2g, 口縁部・胴部， 1/4,0, 0, 垂下する隆帯上R側面圧痕 R側面圧痕による平行線文，隆帯上LR側面圧痕，方形，

LR横位．中初， 0, 0 

図74-239,P1055, S1-22, 4層， 46.4g, 口縁部・頚部， 1/8,0, 0, 垂下する2条の隆帯 R側面圧痕による平行線文，隆帯上LR側面圧痕，方形.o. 中初，
0, 0 

図74-240,P802, S!-22, 4層， 85.5g,胴部,0, 0, 0, 0, 0, 0, LR横位，中初， 0,0 

図74-241,P359・P856, S1-22, 1・4層 44.7g, 口縁部， o.1類，隆帯上LR側面圧痕．単絡1類(R)圧痕 c字状隆帯上単絡1類(R)圧痕単絡1類(R)圧痕によ
る平行線文， 0,0, 0, 中初，深鉢.0 

図74-242,P823, S1-22, 4層 26.8g, ロ縁部・胴部,0, 0, 0, LR側面庄痕による平行線文，隆帯上竹管状工具による刺突．微隆帯，単絡1類(R・L)縦位，

前末， o.0 
図74-243, P823·P930·Pl054•P1057, S1-22, 2・4層 473.5g,胴部・底部. 1/2, o. o. 0, 0, o. 羽状結束1種横位，中初， o.0 
図74-244, P887-29•P973·P986, S1-22, 3•4層 602.lg, 胴部, 1/3, 0, 0, LR横位 LR横位，無し， LR横位，中初．深鉢， 0

図75-245,P987-l, SI-22, 4層 1316.0g, 口縁部・底部， 1/3,0, 0, 0, 0, 0, LR横位，前末～中初， 0,0 

図75-246,P890・P949・P950, S1-22, 4層 534.Bg,胴部， 0,0, 0, LR横位， LR横位，無し,LR横位中初．深鉢， 0

図75-247, P890·P949·P950·P982•P987-3·P988-2, S1-22, 4層， 363.0g,胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, RLR横位結節(LR)横位．中初，深鉢.0 

図75-248,P976-l, S1-22, 4層 766.7g,胴部・底部， 2/3,0, 0, 0, 0, 0, RLR横位．中初，深鉢.0 

図75-249,P841, SI-22, 4層 120.6g,胴部， 1/4,0, 0, 0, 0, 0, RLR横位，中初， 0,0 

図75-250,P976-8, S1-22, 4層 0,胴部,0, 0, 0, 0, 0, 0, RLR横位．中初，深鉢.0 
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図75-251,P867,SI-22,4層,142.0g,胴部,1/8,0,0,0,0,0,RLR横位,中初,深鉢,0

図75-252,P1022,SI-22,4層,91.2g,胴部,0,0,0.0,0,0,単絡1A類(R)縦位,前末,0,0,0

図75-253,P535・P536・P745-1,SI-22,1・3層,39.5g,口唇部・口縁部,1/4,0,LR側面圧痕,垂下する隆帯上LR側面圧痕LR側面圧痕による平行線文,
隆帯上LR側面圧痕,方形,RL横位,中初,0,0,459

図75-254,P961-1・2,SI-22,3層,348.7g,口縁部・胴部,1/8,0,0,LR側面圧痕による三角形区画LR側面圧痕による縦位短線文・平行線文,隆帯上
LR側面圧痕,方形,LR結束1種横位,中初,0,0,114

図76-255,P984・P985-1・2・PX,SI-22,3・4層,1179.5g,口縁部・胴部,1/1,0,隆帯上LR側面圧痕,隆帯上LR側面圧痕隆帯の上下にLR側面圧痕によ

る平行線文,隆帯上LR側面圧痕,方形,LR横位結節(R)縦位,中初,鉢,0,13

図76-256,P669-2・P670・P709・P815-1・P875-1・PX,SI-22,1・3層,905.2g,口縁部・胴部,1/1,0,隆帯上RLR横位,口縁部ボタン状貼付RLR横位,
隆帯上RLR横位,方形,RLR横位,中初,深鉢,有

図76-257,P848・PX,SI-22,1・3層,456.5g,完形,1/1,8類,隆帯上LR側面圧痕,LR側面圧痕による逆U字状文・平行線文,隆帯上LR側面圧痕,方形,
LR横位,中初,深鉢,0,15

図76-258,P27-1・3・5・6・7・P330-1・P357・P864・P869・P870,SI-22,1・3層,1212.0g,口縁部・胴部,1/1,3類,隆帯上LR側面圧痕,波頂部から垂下す

る2条の波状隆帯上LR側面圧痕LR側面圧痕による山形平行線文間に斜位の短線文,隆帯上LR側面圧痕,段差,RL横位結節(R)縦位,中初,深鉢,0,
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図77-259,P500・P1010-1・P1018・P1037-16・P1043,SI-22,1・2・3層,1599.7g,口縁部・胴部,1/2,5類,隆帯上R側面圧痕,突起下から垂下する隆帯

上R側面圧痕C字状隆帯R側面圧痕による山形平行線文爪形文,隆帯上R側面圧痕,方形,RLR横位,中初,深鉢有,16

図77-260,P234-2・P257・P565・P575・P673・P678・P679・P680・P681-1,SI-22,1・3層,631.9g,胴部,1/3,0,0,LR側面圧痕による平行線文,隆帯

上LR側面圧痕,方形,LR横位,中初,深鉢,0,117

図78-261,P645・P646・P866-1,SI-22,3層,2954.8g,完形,1/1,6類,隆帯上LR側面圧痕,垂下する2条の隆帯上LR側面圧痕LR側面圧痕による平行

線文間に鋸歯文,隆帯上LR側面圧痕,方形,LR結束1種横位・縦位,中初,0,0,24

図78-262,P662・P672・P1053-1・2・PX,SI-22,1・3層,5995.4g,完形,1/1,0,LR側面圧痕,LR側面圧痕による三角形文平行線文,隆帯上LR側面圧
痕,方形,上半0段多条LR横位下半(R・LR・RR)横位,中初,深鉢,有,70

図78-263,P958・P966-2,SI-22,3層,90.5g,頚部・胴部,0,0,0,0,隆帯上LR側面圧痕,方形,LR結束1種横位,中初,0,0,310

図78-264,P639・P686,SI-22,1・3層,358.3g,口縁部・胴部1/3,0,0,単絡1類(R)圧痕による平行線文,隆帯上単絡1類(R)圧痕,方形,RLR横位結
節(R)縦位,中初,深鉢,0,116

図79-265,P859・P1037-1,SI-22,3層,711.7g,口唇部・胴部,0,1類,隆帯上R側面圧痕,C字状隆帯R側面圧痕による平行線文間に縦位短線文,隆帯LR

側面圧痕,方形,LR横位結節(LR)縦位,中初,深鉢,0.306

図79-266,P1052,SI-22,3層,109.5g,口唇部・頚部,0,5類,隆帯上LR側面圧痕,口唇部に平行する隆帯上LR側面圧痕波頂部から垂下するLR側面圧

痕下端に粘土瘤貼り付けLR側面圧痕による山形平行線文,隆帯上LR側面圧痕,方形,0,中初,0,0,0

図79-267,P960-1,SI-22,3層,165.7g,口縁部・頚部,1/8,0,0,C字状隆帯LR側面圧痕による三角形区画LR側面圧痕による平行線文,隆帯上LR

側面圧痕,方形,LR横位(結束1種横位),中初,0,0,114

図79-268,P1027-1,SI-22,3層,180.4g,口唇部・胴部,1/8,0,隆帯上LR側面圧痕,LR側面圧痕による山形平行線文間に縦位短線文,波状隆帯上R側面
圧痕,丸,LR横位結節(LR)縦位,中初,0,0,0

図79-269,P1048,SI-22,3層,104.5g,口唇部・胴部,1/8,8類,隆帯上R側面圧痕,C字状隆帯上R側面圧痕R側面圧痕による平行線文間に縦位短線文,
隆帯上R側面圧痕,方形,LR横位,中初,深鉢,0,0

図79-270,P991-2,SI-22,3層,157.8g,口唇部・頚部,0,1類,隆帯上LR側面圧痕,波頂部から垂下する隆帯上LR側面圧痕LR側面圧痕による山形平行

線文間に縦位短線文,隆帯上LR側面圧痕,方形,0,中初,0,0,0

図79-271,P668-1・2・3・4・P712・P816・P817・PX,SI-22,1・3層,164.8g,口唇部・胴部,0,0,隆帯上RLR横位,波頂部下ボタン状貼り付けRLR横位,
隆帯上RLR横位,丸,RLR横位,中初,深鉢,0,297

図79-272,P1037-2,SI-22,3層,320.8g,口唇部・胴部,1/4,0,隆帯上R側面圧痕,R側面圧痕による平行線文間に縦位短線文,隆帯上R側面圧痕,方形,
LR横位,中初,深鉢,0,488

図79-273,P708・P711・PX,SI-22,1・3層,58.5g,口唇部・胴部0,0,隆帯上RLR横位,RLR横位,隆帯上RLR横位,丸,RLR横位,中初,0,0.294

図80-274,P771-7・P780・P783,SI-22,1・3層,193.9g,口縁部・胴部,0,0,隆帯上R側面圧痕,R側面圧痕による平行線文LR側面圧痕縦位,段差,
LR横位,中初,深鉢,0,313

図80-275,P947,SI-22,1・3層,190.2g,頚部・胴部,1/4,0,0,0,隆帯上LR側面圧痕,方形,LR横位,中初.深鉢0,0

図80-276,P772-1・PX,SI-22,1・3層,679.1g,口唇部・胴部,1/3,0,隆帯上LR側面圧痕,波頂部から垂下する2条の隆帯上LR側面圧痕LR側面圧痕に

よる複合鋸歯文,0,段差,LR横位結節(R)横位,中初,深鉢,0,110

図80-277,P785-1,SI-22,3層,90.6g,口縁部・胴部,0,0,0,頂部から垂下する隆帯上R側面圧痕R側面圧痕による平行線文,LR側面圧痕縦位,段差,
RL横位,中初,0,0,0

図80-278,P768-2,SI-22,3層,71.9g,口縁部・胴部,1/3,0,0,波頂部から垂下する2条の隆帯LR側面圧痕による複合鋸歯文,0,段差,LR横位,中
初,深鉢,0,110

図80-279,P641-1・P650-2,SI-22.1・3層,118.3g,口唇部・口縁部,1/8,0,隆帯上LR側面圧痕,R側面圧痕による平行線文縦位短線文,0,0,0,中
初,0,0,296

図80-280,P872-10,SI-22,3層,102.5g,口唇部・胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位結節(R)横位,深鉢,0,0,0

図80-281,P883-2・10,SI-22,3層,237.2g,口縁部・胴部,0,0,隆帯上LR側面圧痕,LR側面圧痕による平行線文,LR側面圧痕縦位,段差,LR結束1種
横位,中初,深鉢,0,311

図80-282,P872-18,SI-22,3層,153.5g,口縁部・胴部,1/1,0,0,垂下する2条の隆帯(4単位)半戴竹管による平行線文間に縦位の刻み,0,段差半
裁竹管による平行線文間に縦位の刻みを充填し蕨手文を描く,中初,深鉢,0,11

図81-283,P572,SI-22,3層,27.3g,口唇部・口縁部,0,0,隆帯上L側面圧痕,L側面圧痕による平行線文,0,0,0,中初,0,0,0
図81-284,P661,SI-22,3層,36.7g,口唇部・口縁部,0,3類,0段多条RLR側面圧痕,0段多条RLR横位,0,0,0,0,0,0,0

図81-285,P667-1,SI-22,3層,153.1g,口唇部・口縁部,0,14類,0,X字状隆帯LR側面圧痕による山形平行線文と縦位短線文,0,0,0,中初,0,
0,0

図81-286,P689,SI-22,3層,77.5g,口唇部・口縁部,0,0,隆帯上LR側面圧痕,LR側面圧痕による平行線文間に円形文・縦位短線文,0,0,0,中初,0,
0,116

図81-287,P763,SI-22,3層,51.3g,口唇部・胴部,1/4,0,隆帯上LR側面圧痕,LR横位,0,0,0,中初,0,0,0

図81-288,P745-2,SI-22,3層,3.0g,口唇部・口縁部,1/8,0,隆帯上LR側面圧痕,垂下する隆帯上LR側面圧痕LR側面圧痕による平行線文,0,0,0,
中初,0,0,0

図81-289,P837,SI-22,3層,59.1g,口唇部・口縁部,0,0,0,波頂部から垂下する2条の隆帯LR横位,0,0,0,中初,0,0,0

図81-290,P790,SI-22,3層,38.3g.口唇部・口縁部,1/8,0,0,垂下する隆帯上LR側面圧痕LR横位斜位,0,0,0,中初,0,0,0
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図75-251,P867, Sl-22, 4層， 142.0g,胴部, 1/8, 0, 0, 0, 0, 0, RLR横位．中初，深鉢. 0 

図75-252,Pl022, Sl-22. 4層 91.2g,胴部.o. o. o. o. o. o. 単絡lA類(R)縦位前末.o. o. 0 
図75-253,P535・P536・P745-l, SI-22, 1・3層 39.5g, 口唇部・ロ縁部, 1/4, 0, LR側面圧痕，垂下する隆帯上LR側面圧痕 LR側面圧痕による平行線文，

隆帯上LR側面圧痕．方形.RI屠［位 ．中初.o. o. 459 
図75-254. P961-1•2, SI-22. 3層,348.7g, 口縁部・胴部， 1/8,0, 0, LR側面圧痕による三角形区画 LR側面庄痕による縦位短線文•平行線文．隆帯J:

LR側面圧痕．方形,LR結束1種横位．中初,o. o. 114 
図76-255, P984·P985-l•2•PX, SI-22. 3・4層， 1179.5g, 口縁部・胴部. l/1, o. 隆帯上LR側面圧痕隆帯上LR側面圧痕 隆帯の上下にLR側面圧痕によ
る平行線文，隆帯上LR側面圧痕方形. LR横位結節(R)縦位．中初，鉢.o. 13 
図76-256,P669-2•P670•P709•P815-l·P875-l·PX. SI-22. 1・3層.905.2g, 口縁部・胴部. 1/1, o. 隆帯上RLR横位．口縁部 ボタン状貼付 RLR横位．
隆帯J:RLR横位．方形,RLR横位．中初、深鉢，有

図76-257,P848・PX, SI-22, l•3層. 456.5g, 完形, 1/1, 8類隆帯J:LR側面圧痕, LR側面圧痕による逆U字状文•平行線文．隆帯J:LR側面圧痕，方形．

LR横位．中初，深鉢， o.15 
固76-258, P27-1·3•5•6•7•P330-l•P357·P864·P869·P870. SI-22, 1•3層, 1212.0g, 口縁部・胴部， 1/1,3類．隆帯上LR側面圧痕．波頂部から垂下す
る2条の波状隆帯上LR側面圧痕 LR側面圧痕による山形平行線文間に斜位の短線文．隆帯上LR側面圧痕．段差， RL横位 結節(R)縦位．中初．深鉢.o. 
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図77-259, P500•Pl010-l•Pl018·Pl037-16•Pl043, SI-22, 1・2・3層. 1599.7g, 口縁部・胴部, 1/2, 5類，隆帯上R側面圧痕．突起下から垂下する隆帯
上R側面圧痕 c字状隆帯 R側面圧痕による山形平行線文 爪形文．隆帯J:R側面圧痕，方形.RLR横位．中初．深鉢．有, 16 
図77-260, P234-2•P257·P565·P575·P673•P678•P679·P680·P681-l, SI-22, l•3層, 631.9g, 胴部, 1/3, 0, 0, LR側面圧痕による平行線文．隆帯
上LR側面庄痕．方形， LR横位．中初．深鉢， o.117 
図78-261, P645•P646•P866-l, SI-22, 3層， 2954.8g,完形, 1/1, 6類．隆帯J:LR側面圧痕，垂下する2条の隆帯上LR側面庄痕 LR側面圧痕による平行
線文間に鋸歯文．隆帯上LR側面圧痕．方形,LR結束1種横位・縦位．中初.o. 0, 24 
図78-262, P662•P672·Pl053-1•2·PX, SI-22, 1•3層, 5995.4g, 完形, 1/1, 0, LR側面圧痕， LR側面圧痕による三角形文 平行線文，隆帯上LR側面圧
痕方形．上半0段多条LR横位下半 (R・LR・RR)横位，中初．深鉢．有, 70 

図78-263,P958・P966-2, Sl-22, 3層 90.5g,頚部・胴部. 0, 0, o. o. 隆帯J:.LR側面庄痕．方形.LR結束1種横位．中初， o.o. 310 
図78-264,P639・P686, SI-22, l•3層. 358.3g, 口縁部・胴部, 1/3, o. o. 単絡1類(R)圧痕による平行線文．隆帯上単絡1類(R)圧痕，方形， RLR横位 結
節(R)縦位．中初．深鉢, 0, 116 

図79-265,P859・Pl037-l, SI-22, 3層. 711.7g, 口唇部・胴部.o. 1類．隆帯J:.R側面圧痕 C字状隆帯R側面圧痕による平行線文間に縦位短線文．隆帯LR
側面圧痕，方形,LR横位結節(LR)縦位，中初．深鉢, 0, 306 

図79-266,P1052, SI-22, 3層 109.5g, ロ唇部・頚部.o. 5類隆帯上LR側面圧痕．口唇部に平行する隆帯上LR側面圧痕 波頂部から垂下するLR側面圧
痕 下端に粘土瘤貼り付け LR側面圧痕による山形平行線文．隆帯上LR側面圧痕．方形.o. 中初,o. o. 0 
図79-267.P960-1, Sl-22, 3層， 165.7g, ロ縁部・頚部, 1/8, 0, 0, C字状隆帯 LR側面圧痕による三角形区画 LR側面圧痕による平行線文．隆帯J:LR

側面圧痕方形， LR横位（結束1種横位）．中初.o. o. 114 
図79-268,?1027-1, SI-22, 3層. 180.4g, 口唇部・胴部， 1/8,o. 隆帯上LR側面圧痕,LR側面圧痕による山形平行線文間に縦位短線文，波状隆帯上R側面
圧痕，丸,LR横位結節(LR)縦位，中初.0, 0, 0 

図79-269,P1048, SI-22, 3層. 104.5g, 口唇部・胴部， 1/8.8類，隆帯上R側面圧痕.c字状隆帯J:R側面圧痕 R側面庄痕による平行線文間に縦位短線文，
隆帯上R側面圧痕，方形， LR横位．中初，深鉢.o. 0 
図79-270,P991-2, SI-22, 3層 157.8g, 口唇部・頚部， o.1類．隆帯上LR側面圧痕波頂部から垂下する隆帯J:LR側面圧痕 LR側面圧痕による山形平行
線文間に縦位短線文．隆帯上LR側面圧痕．方形， o.中初,o. o. 0 
図79-271.P668-1·2•3-4-P712·P816·P817·PX, SI-22, l•3層 164.8g, 口唇部・胴部.0, o. 隆帯上RLR横位，波頂部下ボタン状貼り付け RLR横位 ， 
隆帯上RLR横位．丸.RLR横位，中初．深鉢,o. 297 
囮79-272,Pl 037-2, SI-22, 3層. 320.8g, ロ唇部・胴部, 1/4, o. 隆帯上R側面庄痕.R側面圧痕による平行線文間に縦位短線文，隆帯上R側面圧痕．方形．
LR横位 ．中初．深鉢.o. 488 
図79-273. P708•P7ll·PX, SI-22, 1・3層. 58.5g, ロ唇部・胴部.o. o. 隆帯上RLR横位.RLR横位．隆帯J:RLR横位．丸， RLR横位，中初.o. o. 294 
図80-274,P771-7・P780・P783, SI-22, l・3層 193.9g, 口縁部・胴部.o. 0, 隆帯J:R側面圧痕.R側面圧痕による平行線文， LR側面圧痕縦位．段差．
LR横位．中初．深鉢.o. 313 
図80-275,P947, SI-22, 1・3層 190.2g,頚部・胴部, 1/4, o. o. o. 隆帯J:.LR側面圧痕．方形.LR横位．中初．深鉢.0, 0 
図80-276,P772-l• PX, Sl-22, l• 3層, 679.lg, 口唇部・胴部, 1/3, 0, 隆帯上LR側面圧痕．波頂部から垂下する2条の隆帯上LR側面圧痕 LR側面圧痕に
よる複合鋸歯文， 0,段差,LR横位結節(R)横位．中初．深鉢,o. 110 
図80-277,P785-l, Sl-22, 3層 90.6g, 口縁部・胴部.o. o. o. 頂部から垂下する隆帯上R側面圧痕 R側面圧痕による平行線文,LR側面圧痕縦位．段差．
RL横位．中初.o. 0, 0 
図80-278,P768-2, SI-22, 3層 71.9g, 口縁部・胴部. 1/3, o. o. 波頂部から垂下する2条の隆帯 LR側面圧痕による複合鋸歯文.o. 段差,LR横位．中
初，深鉢,o. 110 
図80-279,P641-l・P650-2, SI-22. l・3層 118.3g, ロ唇部・ロ緑部. 1/8, o. 隆帯上LR側面圧痕,R側面圧痕による平行線文縦位短線文， o.0, o. 中
初,o. o. 296 
図80-280,?872-10. SI-22, 3層, 102.5g, ロ唇部・胴部， 0,0, O. 0, 0, 0, LR横位 結節(R)横位．深鉢.o. 0, 0 
図80-281,P883-2・10, SI-22, 3層, 237.2g, 口縁部・胴部.o. o. 隆帯上LR側面圧痕， LR側面圧痕による平行線文,LR側面圧痕縦位．段差.LR結束1種
横位．中初．深鉢.0, 311 

図80-282,?872-18, Sl-22. 3層. 153.5g, 口縁部・胴部, 1/1, o. 0, 垂下する2条の隆帯(4単位） 半裁竹管による平行線文間に縦位の刻み， 0,段差．半
載竹管による平行線文間に縦位の刻みを充填し蕨手文を描く．中初，深鉢.o. 11 
図81-283,P572, Sl-22. 3層,27.3g, ロ唇部・ロ縁部， o.0, 隆帯J:L側面圧痕,L側面庄痕による平行線文.0, o. 0, 中初， o.0, 0 
図81-284,P661, Sl-22, 3層 36.7g, 口唇部・ロ縁部.0, 3類， 0段多条RLR側面圧痕 0段多条RLR横位,o. o. 0, o. o. o. 0 
図81-285,P667-l, Sl-22, 3層 153.lg, ロ唇部・ロ縁部， o.14類， 0,X字状隆帯 LR側面圧痕による山形平行線文と縦位短線文.o. 0, o. 中初.o. 
o. 0 
図81-286,P689, S1-22, 3層. 77.5g, 口唇部・ロ縁部.o. o. 隆帯上LR側面圧痕， LR側面圧痕による平行線文間に円形文・縦位短線文， 0,o. o. 中初.o. 
o. 116 
図81-287,P763, SI-22, 3層, 51.3g, 口唇部・胴部. 1/4, 0, 隆帯上LR側面圧痕.LR横位.o. o. o. 中初， o.o. 0 
図81-288,P745-2, SI-22. 3層 3.0g, 口唇部・ロ縁部, 1/8, o. 隆帯上LR側面圧痕，垂下する隆帯上LR側面圧痕 LR側面圧痕による平行線文.o. 0, 0, 
中初.o. o. 0 
図81-289,P837, SI-22, 3層 59.lg, 口唇部・ロ縁部.o. o. o. 波頂部から垂下する2条の隆帯 LR横位.o. o. o. 中初.0, 0, 0 
図81-290,P790, SI-22, 3層. 38.3g, 口唇部・口縁部. 1/8. o. o. 垂下する隆帯上LR側面圧痕 LR横位 斜位,0, o. 0, 中初,o. o. 0 
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図81-291,P857,SI-22,3層,50.4g,口唇部・口縁部,0,14類隆帯上LR側面圧痕,LR側面圧痕による横位・斜位の平行線文,0,0,0,中初,0,0,0

図81-292,P871,SI-22,3層,25.4g,口唇部・胴部,1/8,8類,0,C字状隆帯LR側面圧痕による平行線文,0,無し,RLR横位,中初,0,0,0

図81-293,P918,SI-22,3層,69.0g,口唇部・口縁部,0,0,隆帯上R側面圧痕,LR側面圧痕による平行線文爪形文,0,0,0,中初,0,0,0

図81-294,PX,SI-22,3・5層,12.8g,口唇部・口縁部,0,0,隆帯上LR側面圧痕,LR側面圧痕による平行線文,0,0,0,0,0,0.312

図81295,PX,SI-22,1層,9.6g,口縁部,0,0,0,半裁竹管による斜格子文,0,0,0,0,0,0,491

図81-296,PX,SI-22,1層,6.1g,口縁部,0,0,半裁竹管による斜格子文,0,0,0,0,0,0,0,491

図81-297,P874,SI-22,3層,13.0g,口縁部,0,0,0,半裁竹管による斜格子文,0,0,0,前末～中初,0,0,491

図81-298,P379-2・P663-1・P684,SI-22,1・3層,81.9g,口縁部・胴部,0,0,LR横位,LR横位,0,0,LR横位,中初,0,0,303

図81-299,P887-26,SI-22,3層,194.8g,胴部,1/8,0,0,LR横位,LR横位,無し,LR横位,中初,0,0,0

図81-300,P960-2・3・4,SI-22,3層,215.1g,胴部,1/8,0,0,0,0,0,LR結束1種横位,中初,0,0,468

図81-301,P934・P1016-9,SI-22,2・3層,680.1g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR結束1種横位,中初,深鉢,0,335

図82-302,P1019,SI-22,3層,110.2g,胴部,1/8,0,0,0,0,0,LR横位結節(LR)縦位,中初,0,0,0

図82-303,P666・P872-2・5・P882-5・6・P885,SI-22,3層,288.0g,胴部・底部,1/1,0,0,0,0,0,LR横位,中初,深鉢,0,69

図82-304,PX,SI-22,3層,1542.8g,胴部・底部,1/1,0,0,0,0,0,LR横位,中初,深鉢,0,79

図82-305,P883-3・8・11・12・P23,SI-22,3層,280.3g,胴部,1/4,0,0,0,0,0,RLR横位,中初,0,0,324

図82-306,P883-1・PX・PX・PX・PX,SI-22,1・3層,166.0g,口縁部・胴部,1/8,0,0,0,0,0,LR結束1種横位,中初,深鉢,0,476

図82-307,P706・P707,SI-22,1層,199.0g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位結節LR縦位,中初,深鉢,0,467

図82-308,P676,SI-22,3層,90.6g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位結節LR縦位.中初,0,0,0

図82-309,P883-6,SI-22,3層,61.7g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位結節LR縦位,中初,0,0,0

図82-310,P897,SI-22,3層,83.3g,胴部,1/8,0,0,0,0,0,LR縦位結節LR縦位,中初,0,0,0

図83-311,P777,SI-22,3層,181.7g,胴部,0,0,0,0,0,0,LRR横位,中初,0,0,0

図83-312,P830,SI-22,4層,105.9g,胴部,1/8,0,0,0,0,0,LR横位,中初,深鉢,0,0

図83-313,P826,SI-22,3層,161.1g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0,0

図83-314,P964-1・P964-3・P964-4,SI-22,3層,145.4g,胴部,1/8,0,0,0,0,0,LR結束1種横位,中初,0,0,114

図83-315,P996,SI-22,3層,88.6g,胴部・底部,1/4,0,0.0,0,0,LR横位,中初,深鉢,0,0

図83-316,P659・P660・P862・P883-5層,SI-22,3,422.2g,胴部・底部,3/4,0,0,0,0,0,LR結束1種横位,中初,0,0,360

図83-317,P128・P129・P977,SI-22層,1・3,103.7g,胴部・底部,1/4,0,0,0,0,0,LR横位,0,深鉢,0,358

図83-318,P850-1,SI-22,3層,130.5g,胴部,1/4,0,0,0,0,0,RLR横位,中初,深鉢,0,0

図83-319,P887-1,SI-22,3層,500.8g,胴部,1/3,0,0,0,0,0,RLR横位,前末～中初,0,0,494

図83-320,P884-4,SI-22,3層,101.8g,胴部,0,0,0,0,0,0,RLR横位,中初,深鉢,0,0

図83-321,P887-2,SI-22,3層,115.9g,胴部,1/4,0,0,0,0,0,RLR横位,中初,0,0,494

図83-322,P937,SI-22,3層,75.6g,胴部,0,0,0,0,0,0,RLR横位結節(LR)横位,0,0,0,0

図83-323,P498-2・P500-2・P565・P568,SI-17,A-1・2層,29.3g,胴部,1/8,0,0,0,0,0.羽状結束部横位,中初,深鉢,0,454

図84-324,P1015-4・5・P1038-1・PX,SI-22,3層,1573.6g,頚部,1/1,0,0,0,0,0,RLR横位結節(LR)横位,中初,深鉢,0,77

図84-325,P687-1,SI-22.3層,223.6g,胴部,1/8,0,0,0,0,0,RLR横位結節(RLR横位),中初,深鉢,0,0

図84-326,P1013・P1036・PX,SI-22,3層,182.2g,胴部・底部,1/8,0,0,0,0,0,RLR横位,中初,深鉢,0,356

図84-327,P310-1・2・3,SI-22,2層,23.6g,口唇部・胴部,0,8類0,LR横位,0,0,0,中初,深鉢,0,289

図84-328,P298-1・6・8・11・12・P13・P345-2・3・7,SI-22,1・2層,869.1g,胴部,1/1,2類隆帯上LR側面圧痕,波頂部から垂下する隆帯上LR側面圧痕

LR側面圧痕による平行線文間に鋸歯文,隆帯上LR側面圧痕,方形,LR結束1種横位,中初,深鉢,0,8

図84-329,P150・P154・P609・PX,SI-22.1層,1282.2g,口唇部・胴部,1/8,8類隆帯上LR側面圧痕,波頂部から垂下する2条の隆帯LR側面圧痕によ

る平行線文間に縦位短線文・C字文・鋸歯文,隆帯上LR側面圧痕,方形,LR結束1種横位結節(LR)横位,中初,0,0,112

図85-330,P1032-1,SI-22,2層,122.0g,口唇部・頚部,0,4類,隆帯上R側面圧痕,波頂部から垂下する2条の隆帯上R側面圧痕R側面圧痕による山形

平行線文,0,段差,0,中初,0,0,0

図85-331,P288-1・307-1・332・333-1,SI-22,2層,269.4g,口唇部・胴部,1/3,隆帯上RLR側面圧痕,口唇直下粘土瘤貼付RLR横位,RLR横位,無し,

RLR横位,中初,深鉢,0,314

図85-332,P288-1・P307-1・P332・P333-1・P262,SI-22,2層,75.3g,胴部,1/3,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0,0

図85-333,P281,SI-22,2層,55.5g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0,0

図85-334,P989,SI-22,2層,80.9g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR(結節付)縦位,中初,0,0,0

図85-335,P149・P258,SI-22,1・2層,507.8g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR結束1種横位,中初,0,0,112

図85-336,P1031,SI-22,2層,102.1g,胴部,1/8,0,0,0,0,0,LR横位結節(LR)横位,中初,深鉢,0,0

図85-337,P95,SI-22,1層,169.2g,口唇部・頚部,1/8,0.隆帯上R側面圧痕,口唇部に平行する隆帯上R側面圧痕LR(二本一組)側面圧痕による平行線

文間に鋸歯文,隆帯上R側面圧痕,丸,0,中初,0,0,0

図85-338,P265・P266・P267・P269-1,SI-22,2層,467.9g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位結節LR縦位,中初,深鉢0,317
図86-339,SI-22P112・P113・SK-293P118,SI-22・SK-293,1・6層,1010.0g,口縁部・胴部,1/8,0,隆帯上R側面圧痕,隆帯による三角形区画隆帯上

R側面圧痕R側面圧痕による平行線文,隆帯上R側面圧痕,方形,RLR横位,中初,深鉢,0,456

図86-340,P29,SI-22,1層,42.0g,口唇部・頚部,0,0,隆帯上L側面圧痕,L側面圧痕による平行線文,隆帯上L側面圧痕,方形,0,中初,深鉢,0,0

図86-341,P8-1・P54・P57,SI-22,1層,132.4g,口縁部・頚部,0,0,隆帯上LR側面圧痕,口唇部直下隆帯上LR側面圧痕LR側面圧痕による平行線文,

隆帯上竹管状工具による刺突,方形,LR横位結節(LR)縦位,中初,深鉢,0,281

図86-342,P811,SI-22,1層,74.6g,胴部,0,0,LR側面圧痕,LR側面圧痕による平行線文,隆帯上LR側面圧痕,三角形,RLR(結節付き)横位,中初,
深鉢,0,0

図86-343,P53,SI-22,1層,288.2g,口唇部・口縁部,1/8,5類,隆帯上LR側面圧痕,波頂部下に橋状隆帯貼り付け波頂部下垂下する2条の隆帯口唇部

に平行する隆帯上LR側面圧痕LR側面圧痕による平行線文,隆帯上半戴竹管状工具による刺突,方形,0,0,0,有,0
図86-345,P504・P626・P628・P634-2・P760,SI-22,1層,183.4g,口縁部・胴部,0,8類,隆帯上LR側面圧痕,LR側面圧痕による山形平行線文ボタン
状貼り付け,隆帯上LR側面圧痕,方形,RLR横位,中初,0,0,309

図86-346,P771-6,SI-22,1層,33.0g,口唇部・口縁部,0,0,隆帯上R側面圧痕,R側面圧痕による平行線文,0,0,0,中初,0,0,0

図86-347,P261-2,SI-22,1層,102.0g,口縁部・頚部,0,0,0,垂下する2条の隆帯上LR側面圧痕LR側面圧痕による平行線文間に鋸歯文,隆帯上LR
側面圧痕,方形,0,中初,0,0,0

図86-348,SI-22P179-2・P339-2・P356-1・P356-4・SK-293P31・P54,SI-22・SK-293,1・2・8層,385.1g,完形,1/1,0,LR側面圧痕,LR側面圧痕横位,

隆帯上LR側面圧痕,方形,R横位結節(R)横位,中初,0,0,6

図86-349,P843-1,SI-22,1層,149,口縁部・底部,1/1,0,0,R側面圧痕による平行線文,隆帯上R側面圧痕,方形,LR横位,中初,鉢,0,10
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第 3辛 検出遺構とその出土遺物

図81-291, P857, Sl-2乙 3層， SIIAg, 口唇部・日緑部， 0, 14拝，隆帯上LR側曲庄痕， LR側曲圧痕による横位・斜位の平行線文， 0, IJ, 0, 中初， IJ, U, 0 

図81-292, P871, SI 22. 3屑 25.4g, 「1唇部・駒部， 118, 8類， 0,C字状降帯 LR側面庄痕による平行線文， 0, 無し， RLR横位，中初， 0,0, 0 

図81-293. P918,'.il-2こ， 3層砂.Ilg_ 口唇部・ロ緑部， 0, 0, 隆帯 r:R側血圧痕 l.R側面圧痕による半行綿文 爪形文， 0, IJ, 0. 中初， 0, II, 0 

図81-294, PX. S1-22, 3・5層 12.Sg, U屈部・ロ緑部， 0, 0, 隆帯上LR側面1£痕， LR側面牙版による平行線文， Cl, 0. 0, 0, 0, 0, 312 

図81-295, l'X. Sl-2L, 1層 9.lig, 口緑部， 0, II, 0, 半裁竹管による糾格子文， ll. 0, 0, 0. 0. 11, 491 

図81-296,PX. S1-22, 1層， 6.lg, LJ縁部， 0, 0, ギ裁竹管による和格子文， 0, 0, 0, 0, 0. 0. 0, 491 

凶81-:!97,1'呂74,SI-22. : 濯， B.Og、口縁部， Cl, 0, 0. +裁竹管による斜格子文. ll. II, 0, 月1）未-if'初， II, 0, <l¥ll 

同81-298,P379-2・P66'l-l・P684, SI-22, 1・3暦， 81.9g,□縁部・胴袖， 0, 0, LR横位， LR横位， 0, 0, LR横位，中切， 0, 0, 303 
図81-299, F喝幻7-26,Sl-:12, :l層 194.8g, 胴部， 1ぷ. 0, 0, LR横位， LRI黄位，無し. LR横位． 中初， II, 0, 0 

同81-300,P9G0-2・3・4. Sl-22, 3層 215.lg, 胴部， li8, 0, 0, 0, 0. 0, LR結束1種横位叫JJ,0, 0, 468 

図8!-'.101, P934・Pl0!6-9, SI-22, 2・3層 680.lg, 胴部 0, 0, 0. ll. 0, 0, LR結束1種横位．中初，深鉢， 0, .3:JS 

図8凶302.Pl019, S1-22, 3層 110.2g, 胴部， 1/8, 0, 0, 0, 0, 0, LR横位結節(LR順位，中初， 0, 0, 0 

図82<lO:l. P£ififi・P872 2・S・l喝82S・6・P885, SI 22, :l層 288Og, 胴部・底部， Ji!, 0, 0, 0, 0, 0, LR嘩位． 中初，深鉢. 0, G9 

図82-3114,PX, S1-22, 3轡， 1S42.8g, 胴部・底部 Jll, 0. 0, 0, 0. 0. LR横位＿ 中初，深鉢， 0, 79 

凶82<JOS, P88:l :l• 8・11・12・1'2:l.SI-22, 3層 2803g, 胴遥 1/1, o, o. 0, 0, 0, RLR横位．中初， 0, Cl. 3"4 

図82<l06,P883-l・PX・PX・PX・PX, S1-22, l・3日 166.0g, 口緑部・り同部， 1/8. 0, Cl, Cl, 0, 0, LR結束1種横位 中切，深鉢， ll,47fi 

凶8~·307, P71JG•P707, Sl-22, 1層， 199.0g, 胴部 0. 0, 0. 0, 0, 0, LR横位皓節LR縦位，中初、深鉢， o. 467 

図82308, P676. SI-22. 3層 90.6g, 甘1,1部， 0, 0, 0, 0, 0, 0. LR横位結節LR碓位，中初， 0, 0. 0 

図82<lll9, P8図:,-6, 、さI乙2, :3層， fil.7g, 胴品 0, 0, 0, 0, 0, Cl, LR横位結節LR韻位．中初， 0,0, 0 

図82-310,P897, S1-22, 3層 83.3g, 甘町1部， 118,0, 0, 0. 0. 0, LR縦位 結節LR縦位，中初， 0,0, U 

図8:l-311, P777. SI-2広 3層 181.7g, ! 阿部， 0, II, 0, 0, 0, 0. LRR横位， 中初. 0. 0. II 

図83-312.P830, SI-22, 41曽， 105.9g. 胴部， 1/8, 0, 0, 0, 0, 0. LR横位，巾初．深鉢， 0, 0 

図8:J-'.Jl :3. 1'826. SI-2ど， 3層， lol.lg, 胴部 0, II, 0, 0. 0, 0. LP. 横位．中初， 0, 0, 0 

図83-314,P964-l・P91i4-3・P964-4, SI-22. 31晉， 145.4g, 胴部 1 8, 0, 0, 0. 0, 0, LR砧束1種横位中初， IJ, 0. J 14 

に8:l:llS, P~9fi. SI-:!:!, 3層 88.Eig, 胴部・底部， J.i4, 0, 0, 0. 0. 0, LR横位． 中初， 深鉢， 0, (J 

図83316, P659・P660・P862・P883-::, 層 SI-22, 3, 422.2g, 胴部・底部， 3'4,0, 0, 0. 0. 0. LR桔束1種横位． 中初. 0. 0, :3611 

凶8:l-:ll7, Pl□ 8·Pl2\J•P977, Sl-22層 1-:,. 10:,.,g, 胴部・底部 1.4, 0, 0, 0, 0, 0, LR嘩位， ［），深鉢， U, 358 

図83-318,P850-1, S1-22, 3屑 130.5g, 胴部， 114, Cl, 0, 0, 0, 0, RLR横位，巾祖深鉢， Cl, 0 

図8:l<ll9. P淡87-1. SI22, 3層， 51108g,胴部， 1/:l. 0. 0. 0, 0, 0. RLR! 給位前末～中初， 0, 11, 19°1 

図83320, P884-4. SI-22, 3屑 101.sg_m,1部， 0.0. 0, Cl. 0, 0. RLR横位，中初，深鉢， 0, 0 

図83-~21, 1'887-2, SI-2区， 3岡 llci 9g, 胴部， 1/4, 0. 0, 0, 0, 0, RLR横位中初， 0, 0, 494 

図83-322.P937, Sl-22, :l屑， 7S.6g, 胴部， 0, 0, 0. 0, 0. 0, RLR横位結節(LR)横位， 0, 0, 0, 0 

図83-32:J,P498-2・PSOll・2・P.'iliS・P:068、Sl-17, A-1•2層四.3g, 胴部 l/8,0. Ii, 0, 0, 0, 羽状結束合計蒻位，中初，深鉢. 0, 454 

図84-324,Pl01S-4・G・Pl038 l・PX. Sl-22. 3屑 l;i73.6g, 頚部， L'1,0, 0, 0, 0, 0, RLR横位結節(LR)横位，中初，深鉢. 0. 77 

図84-325,rnR7-l. :-il-22, :J層，匹：l.6g, 胴部， 118, 0. II, II, 0, 0. RLR描位結節(RLR横位），中叫深鉢， 0, () 

図84-326,Plill3・Pl036・PX, SI-22, 3屑 182.2g, 胴部・底部， 18, 0, 0, 0. 0, 0, RLR横位 中初，｛ば鉢. 0, 3,,6 

凶84-:J:!7, P:J]()-\•2<J. Sl-22, 2層訊．犀， 口唇部・胴部， II, 呂栢， 0,LR横位， IJ, 0, 0, 中初，深鉢， 0. 28CJ 

罰84-328.P298-l・G・8・11・12・Pl3・P34G-2・3・7. S122, l・2屑 869.lg, 厠部 1/1,2類，降帯上LR側面庄痕．波頂部から垂卜する隆帯上LR側回圧痕

LR測面圧痕による斗2行線又間に鋸歯文，隆帯上LR側面圧痕．方形， LR結束］種横iふ巾初，深鉢. 0, 8 

図84-329,P150・PlG4・P609・PX, SI-22, l層 l282.2g, 口唇部・咀部， J/8, 8類．降帯上］ぷ側面庄腹波印部から乖下する2条の隆帯 LR側面庄痕によ

る平行線文間に縦位短線文・C字又・鋸歯文．隆帯上LR側向圧痕，方形. LR結束］柾横位 結節(LR)横位，中初， 0, 0, 11:, 

図85-330, Pl 03公―1,S1-22. 2層 122.0g, 口唇部・預部， 0,4類隆帯卜R側面圧痕，波頂部から垂下する2条の陥掛上R側面圧痕 R側面圧・痕による山形

'I'行線文. 0, 段差， 0, 中初， 0, U, Cl 
図85-:J:ll,P288-l <l07 l・.,32・333-1, SI-22,2層，訊69.4g, 口唇帥・桐部. I /:o, 隆帯上RLR側面庄恨， 11唇直下枯1一廂貼付 RLR横位， RLR横位．無し，

RLR横位， 中初．深鉢， 0, 314 

図8~-332, P288-1・P'.l07-l・P:J:12・P333-l・P262, SI-22. 2層 75.3g,桐部， l,'3, 0, 0, 0, 0, 0. LR横位．中初. 0, 0, 0 

図SG-333.P281, SI-22. 2屑 55.5g, 胴部. 0, 0, 0, 0, 0, 0, LR横位，中紐 0. IJ. IJ 

図8~-'.l34, f'Y89. Sl-2公， 2層， R0.9は，胴部 o. 0, 0, 0, 0, 0, LR(鈷節付）縦位，中初， 0,0, 0 

図8:勺-:330. Plcl'.l•P258. S1-22. 1・2層， 507.Sg, 胴部， 0. 0, 0, 0, 0, Cl. LR拮束1種横位，中初， 0, 0, l 12 

図8,,-:J:lli,PJ0:11. Sl-22, 2岩. 1112.lg, 胴部. 1/8. 0. 0, ll, 0, 11. LR横（立結節(LR)横位，中初，深鉢、 li. LI 

図85-337,P95, Sl-22, 1層， 169.2g, I」唇部・頚部， 1/8,0, 降常上R側面圧痕， 口唇部に平行する降帯上R側面斤痕 LR(_:_:*箭LD側面1上痕による平行翌

文間に銀歯文，隆帯上R側面圧痕，丸， ll, 中初. 0, II, II 

同85-338.F265・P266・P公67・P2G'.J-l,S1-22, 2層 4G7.9g, 胴部， 0, 0, 0. 0. 0. 0, LR横位 結節LR縦位，中初，深鉢， 0, :,17 

図86-33¥J,Sl-22Pll2・Pll3・SK-2¥J31'118, Sl-22・SK-293, l・6屈， 1010.0g, 口誌部・肪部， 1/8,0, 隆帯上R(則血／上痕，隆帯による-=角形区画 隆帯上

R側面圧痕 R側面圧痕による平行線文，隆帯上R側面圧痕，方形， RLR横位．中初，深鉢， 0,456 

図86-340,P29, SJ-22, 1層， 42.0g, 口唇部・頚部, 0, 0, 隆帯上L側面圧痕， L側面圧痕による平行線文，隆帯上L側面圧痕，方形， 0, 中初，深鉢. o. 0 

図86-341,P8-l・P54・P57, SI-22, 1層 132.4g, 口縁部・頚部 0,o. 隆帯上LR側面圧痕 口唇部直下隆帯上LR側面圧痕 LR側面圧痕による平行線文，

隆帯上竹管状工具による刺突．方形， LR横位 結節(LR)縦位．中初．深鉢， 0,281 

図86-342,P811, SI-22, 1層. 74.6g, 胴部， 0,0, LR側面圧痕. LR側面圧痕による平行線文．隆帯上LR側面圧痕，三角形， RLR(結節付き）横位，中初．

深鉢， o.0 
図86-343,P53, Sl-22, 1層 288.2g, 口唇部・ロ縁部, 1/8, 5類隆帯上LR側面圧痕波頂部下に橋状隆帯貼り付け 波頂部下垂下する2条の隆帯口唇部

に平行する隆帯上LR側面圧痕 LR側面圧痕による平行線文，隆帯上半戴竹管状工具による刺突．方形， 0,0, o. 有， 0

屈86-345, P504·P626·P628• P634-2・P760, SI-22, I層 183.4g, 口縁部・胴部， o.8類，隆帯上LR側面圧痕 LR側面圧痕による山形平行線文 ポタン

状貼り付け．隆帯上LR側面圧痕方形.RLR横位，中初. 0, 0, 309 

図86-346,P771-6, SI-22, 1層 33.0g, 口唇部・ロ縁部， 0,o. 隆帯上R側面圧痕 R側面圧痕による平行線文， 0,0, o. 中初， o.0, 0 

図86-347,P261-2, SJ-22, I層 102.0g, 口縁部・頚部. 0, 0, o. 垂下する2条の隆帯上LR側面圧痕 LR側面圧痕による平行線文間に鋸歯文．隆帯上LR

側面圧痕．方形. 0, 中初, 0, 0, 0 

因86-348,SJ-22Pl 79-2·P339-2·P356-1•P356-4•SK-293P31•P54, SI-22•SK-293, l•2•8層 385.lg, 完形， 1/1.0, LR側面圧痕, LR側面圧痕横位．

隆帯上LR側面圧痕．方形.R横位 結節(R)横位．中初. o. o. 6 

医86-349,P843-1, SI-22, 1層. 149, 口縁部・底部， 1/1, 0, 0, R側面圧痕による平行線文．隆帯上R側面圧痕，方形， LR横位．中初．鉢， 0, 10 
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笹ノ沢(3)遺跡III

図86-350,P580. SI-22, 1層 56.lg, ロ唇部・頚部 0,0, 隆帯上R側面圧痕， LR側面圧痕による平行線文間に鋸歯文，隆帯上LR側面圧痕，方形， 0, 中

初， 0, 0, 0 

図86-351,P593, SI-22, 1層. 119.lg, 口唇部・頚部 0,0, R側面圧痕 R側面圧痕による平行線文間に鋸歯文，隆帯上R側面圧痕，方形， 0, 中初， 0,0, 

図87-352,P598, Sl-22, 1層 95.lg, ロ唇部・胴部 0,0, 隆帯上LR側面圧痕 LR側面圧痕による山形平行線文間に複合鋸歯文，隆帯上LR側面圧痕，方

形， LR横位結節(R)縦位，中初，0,0, 0 

図87-353,P73, SI-22, 1層 114.0g, ロ唇部・胴部， 0, 0, 隆帯上LR側面圧痕波頂部から垂下する隆帯 下端に粘士瘤貼り付け LR側面圧痕による平行

線文間に鋸歯文，隆帯上LR側面圧痕．丸， RLR横位，中初，0, 0, 0 

図87-354,P372・P454-l・2・P502・P507・P508・P63l・P754,Sl-22, 1層 822.lg, 口唇部・胴部、1/1, 5類隆帯上R側面圧痕口縁部から垂下する隆帯

突起下にR側面圧痕による渦巻き文 R側面圧痕による平行線文間にC字状文，隆帯上R側面圧痕，丸， LR横位，中初，深鉢， 0, 7 

図87-355,P623, SI-22, 1層， 56.5g, 口縁部・胴部， 0, 0, 0, LR側面圧痕による鋸歯文，隆帯上LR側面圧痕，方形. 0段多条RLR横位， 0, 0, 0, 309 

図87-356,P47・P218-l・P218-2, Sl-22, 1層 104.4g, 頚部・胴部 0,0, 0, 0, 隆帯上LR側面圧痕丸 LR横位，中初，深鉢， 0,302 

図87-357,P231, SI-22, 1層， 81.0g, 口緑部・胴部， 0, 0, 0, 垂下する2条の隆帯上R側面圧痕 下端に環状貼り付け，隆帯J:.R側面圧痕，方形， LR横位

結節(R)横位，中初， 0,0, 0 

図87-358,P632, Sl-22, 1層 41.3g, 頚部・胴部， 0,0, 0, 0, 隆帯上LR側面圧痕，丸， LR横位，中初， 0, 0, 0 

図87-359,P47・P218-1・2・P23l・P231・P632・P632・P771-2, Sl-22, 1, 59.8g, 口縁部・胴部， 1/8, 0, 0, R側面圧痕による平行線文， R側面圧痕縦位，

段差 LR横位，中初， 0,0, 0 

図87-360,P88-1・2・P90, SI-22, 1層 41.4g, 口縁部・頚部， 0, 0, 0, R側面圧痕による平行線文，隆帯上R側面圧痕，方形. 0, 中初， 0, 0, 285 

図87-361,P771-5, Sl-22, 1層 49.5g, 口縁部・胴部， 0,0, 0, LR側面圧痕による平行線文下に鋸歯文，隆帯上LR側面圧痕，方形，胴部LR横位結節(R)

縦位、中初， 0,0, 0 

図87-362,PX, Sl-22, 1層 594.5g, 口縁部・胴部， 0,0, 0, 逆c字状隆帯 LR側面圧痕による楕円形文 山形平行線文問に竹管刺突， 0、無し， LR横位，
中初．深鉢， 0,111 

図87-363,P395-2・P420-2, Sl-22, 1層 72.2g, 口縁部・胴部 0, 0, 0, LR側面圧痕による平行線文， 0, 0, LLR横位，中初. 0, 0, 282 

図87-364,Pl70・Pl71, SI-22, 1層,45.8g, 口縁部・胴部， 0, 0, 隆帯上LR横位， LR横位， 0, 無し， LR横位，中初，深鉢， 0,286 

図87-365,P69, SI-22, 1, 34.0g, 口唇部・ロ縁部， 0, 0, 隆帯上LR側面圧痕.LR側面圧痕による山形平行線文間にC字状隆帯， 0, 0, 0, 中初，0, 0, 0 

図87-366,Pl09・P110, SI-22, 1層， 66.9g, 口唇部・ ロ縁部， 0, 8類，隆帯上LR側面圧痕，波頂部から垂下する2条の隆帯 下端にボタン状貼り付け LR 

側面圧痕による折り返し平行線文， 0, 0, 0, 0, 0, 0, 299 

図87-367,P509・P634-l, SI-22, I層， 46.8g, 口唇部・ロ縁部， 0,0, 隆帯上LR側面圧痕， LR側面圧痕による複合鋸歯文， 0, 0, 0, 中初， 0, 0, 298 

図87-368,Pl05-l・Pl08, Sl-22, 1層， 47.4g,口縁部， 0, 0, LR側面圧痕，波頂から垂下する隆帯 LR側面圧痕による山形平行線文， 0,0, 0、中初，0,

0, 295 

図87-369,P442・P529, Sl-22, 1層， 80.2g, 口縁部，0,0, LR側面圧痕.LR側面圧痕による平行線文と縦位短線文， 0, 0, 0, 中初， 0,0, 300 

図87-370,P697・P701, SI-22, 1層 51.7g, 口縁部 0, 0, 隆帯上LR側面圧痕， LR側面圧痕による平行線文間にC字状文， 0, 0, 0, 0, 0, 0, 288 

同88-371,P416・P438, Sl-22, 1層， 27.2g, 口縁部・頚部， 0, 0, 隆帯上LR側面圧痕 LR側面圧痕による平行線文，隆帯上LR側面圧痕方形， 0,0, 0, 

0, 280 

図88-372,Pl21, Sl-22, 1屑 35.8g, 口唇部・ ロ縁部， 0, 15類， LR側面圧痕，波頂部から垂下する隆帯上LR側面圧痕 LR側面圧痕による平行線文，隆帯

上R側面圧痕による逆U字状文， 0, 0, 0, 0, 0, 0 

医88-373,P65・P66, Sl-22, 1層 56.8g, 口縁部 0, 5類隆帯上LR側面圧痕，波頂部から垂下する隆帯 LR側面圧痕による山形平行線文間にC字状文，

0, 0, 0, 0, 0, 0, 305 

図88-374,P699, Sl-22, 1層 86.9g, 口唇部・ロ縁部 0, 5類，隆帯上LR側面圧痕，垂下する2条の隆帯上LR側面庄痕 LR側面圧痕による山形平行線部間

にC字状文， 0, 0, 0, 中初， 0,0, 0 

図88-375,P718, Sl-22, 1層 76.7g, 口唇部・ロ縁部 0, 1類，隆帯上LR側面庄痕 LR側面圧痕 0,0, 0, 中初， 0, 0, 0 

図88-376,P6, SI-22, 1層， 18.7g, 口唇部・ロ緑部， 0, 0, 隆帯上R側面圧痕， R側面圧痕による鋸歯文， 0,0, 0, 中初. 0, 0, 0 

図88-377,P771-8, S1-22. 1層 26.7g,口唇部・ロ縁部 0,0, 隆帯上R側面圧痕， R側面圧痕による平行線文， 0, 0, 0, 中初， 0,0, 0 

図88-378,P771-l, SI-22, 1層 111.0g, ロ唇部・ロ縁部 1/4,0, 隆帯上R側面圧痕， R側面圧痕による平行線文， 0,0, 0, 中初， 0, 0, 0 

図88-379,P461, SI-22, 1層 52.lg, 口唇部・ロ縁部， 0, 16類， 0,突起部から垂下する2条の隆帯 LR横位， LR横位， 0,0, 中初， 0, 0, 0 

図88-380,P60, SI-22, 1層 92.lg,口唇部・胴部，0,0, 隆帯上LR側面圧痕， RLR横位， RLR横位，無し， RLR横位，中初， 0, 0, 293 

図88-381,P2・P3, SI-22, 1層層 50.2g, 口縁部・胴部， 0,0, 隆帯上LR側面圧痕， RLR横位.RLR横位．段差.RLR横位，中初， 0,0, 291 

図88-382,P340・P473・P574, Sl-22, 1層 112.3g, 口縁部・胴部 0,0, LR横位， LR横位， LR横位，無し， LR横位，中初，深鉢， 0, 290 

図88-383,P496, SI-22, 1層， 27.5g, 口唇部・胴部， 0, 0, 隆帯上LR側面圧痕， LR横位 結節(R)横位， 0, 0, 0, 中初， 0, 0, 0 

図88-384,P651, Sl-22, 1層 49.lg, 口唇部・胴部 0, 0, 0, LR横位， 0,0, LR横位，中初， 0, 0, 0 

図88-385,P515-l・P610, Sl-22, 1層 120.3g, 口縁部・胴部， 0, 0、上面LR回転，結節(LR)横位，結節LR横位，無し，結節(LR)横位，中初．深鉢， 0,

307 

図88-386,Sl-22P377・P407・SK-292P51, SI22・SK-292, SI22-l層・SK292-l層 53.7g, 口縁部・胴部， 1/4,0, 棒状工具による斜め下からの刺突，単絡

1類(R)横位，胴部単絡1類(R)縦位、無し，胴部単絡1類(R)縦位，前末～中初，深鉢， 0,447 

図88-387,P43・P237-2・P240-l, Sl-22, 1層 119.0g, 口縁部・胴部， 1/3,0, 隆帯上LR横位， LR横位.LR横位，無し， LR横位，前末～中初， 0,0, 

115 

図88-388,P587, SI-22, 1層 65.2g, 胴部， 0, 0, 0, 0, 0, 0, LR横位，中初， 0,0, 0 

図88-389,P272, SI-22, 1層， 44.4g,胴部， 0, 0, 0, 0, 0, 0, LR横位，中初， 0,0, 0 

図88-390,P582, Sl-22, 1層 108.3g,胴部， 0, 0, 0, 0, 0, 0, LR横位，中初，深鉢， 0, 0 -

図88-391,P650-1, SI-22, 1層， 102.2g, 胴部， 0, 0, 0, 0, 0, 0, LR横位，中初，深鉢， 0,0 

医88-392,P771-3, Sl-22, 1層 41.5g,胴部 0, 0, 0, 0, 0, 0, LR横位，中初， 0,0, 0 

医88-393,P578-l, SI-22, 1層 39.4g, 胴部 0, 0, 0, 0, 0, 0, LR横位，中初， 0,0, 0 

医89-394,P807, SI-22, 1層 217.6g, 胴部 1/8, 0, 0, 0, 0, 0, LR横位，中初，0, 0, 0 

図89-395,P584-l, Sl-22, 1層 119.9g, 胴部， 0, 0, 0, 0, 0, 0, LR結束1種横位，中初， 0,0, 0 

図89-396,P225, SI-22, 1層， 56.7g, 胴部 0, 0, 0, 0, 0, 0, LR横位，中初，深鉢， 0,0 

國89-397,PlOl 7-3, SI-22, 1層 765.0g, 胴部， 0, 0, 0, 0, 0, 0, LR横位 結節(LR)横位・縦位，中初，深鉢， 0, 111 

図89-398,Pll5, SI-22, 1層 202.0g, 胴部， 0, 0, 0, 0, 0, 0, LR横位結節(R)横位，中初，深鉢， 0,0 

図89-399,P771-4, SI-22, 1層 101.6g, 胴部， 0, 0, 0, 0, 0, 0, LR横位結節(R)縦位，中初，深鉢， 0, 0 

図89-400,P594, Sl-22, 1層 197.7g, 胴部， 1/4, 0, 0, 0, 0, 0, LR横位結節(LR)横位，中初，深鉢， 0, 0 

図89-401,P31・P223-l・2・P224・P466,Sl-22, 1層， 85.lg, 胴部 0,0, 0, 0, 0, 0, 羽状結束1種横位 結節(L)横位，中初，深鉢， 0,339 
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図89-402,P133,SI-22,1層,84.7g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位結節(R)横位,中初,0,0,0

図89-403,P710・P815-2,SI-22,1層,31.2g,胴部・底部,1/3,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0,344

図89-404,P11・P12・P15・P16・P256・P274・P275,SI-22,1層,214.4g,胴部・底部,1/3,0,0,0,0,0,LR横位,中初,深鉢,0,359

図89-405,P23,SI-22,1層,217.7g,胴部・底部,1/1,0,0,0,0,0,LR横位,中初,深鉢,0,486

図90-406,P590・P798-1・PX,SI-22,1層・覆土,247.9g,胴部,1/4,0,0,0,0,0,LR横位結節(R)横位,中初,深鉢,0,455

図90-407,P439,SI-22,1層,46.5g胴部,0,0,0,0,0,0,LR結束1種横位,中初,0,0,0

図90-408,P111,SI-22,1層,58.9g,胴部,0,0,0,0,0,0,RLR横位,中初,0,0,0

図90-409,P241,SI-22,1層,39.3g,胴部,0,0,0,0,0,0,RLR横位,中初,0,0,115

図90-410,P694-1,SI-22,1層,375.1g,胴部・底部,1/1,0,0,0,0,0,RLR横位,中初,0,0,0

図90-411,P40・P222・P233-1,SI-22,1層,52.9g,胴部・底部,1/4,0,0,0,0,0,羽状結束1種横位,中初,深鉢,0,357

図90-412,P344-1・P353層,SI-22,1,112.0g,胴部・底部,0,0,0,0,0,0,羽状結束第1種横位,中初,0,0,352

図90-413,P190,SI-22.工層,50.9g,胴部・底部,1/8,0,0,0,0,0,羽状結束第1種横位,中初,0,0,0

図90-414,P420-1,SI-22,1層,64.6g,胴部,0,0,0,0,0,0,LLR横位,中初,0,0,0

図90-415,PX,SI-22,覆土,51.0g,胴部,0,0,0,0,0,0,RLR横位,中初,0,0,119

図90-416,SI-22P520-2・SK-279P7・P8・P9・P10-2・P12・P14-1・P18,SI-22・SK-279,SI22-1層・SK279-21・27層,810.8g,口唇部・胴部,1/1,0,0,単

絡1類(R)圧痕による幾何学文,隆帯上単絡1類(R)圧痕,微隆帯,羽状横位単絡1類(R)縦位,前末,深鉢,0,54

図90-417,PX,SI-22,2層,42.1g,胴部,0,0,0,0,0,0,羽状結束1種横位,中初,0,0,445

図92-431,PX,SK-221,0層.0,胴部,0,0,0,0,0,0,外面:ハケメ縦位内面:ハケメ横位,土師,不明,0,0

図92-432,P31091,SK-224,10層,142.7g,口唇部・胴部,1/4,0,0,LR横位,LR横位,無し,LR横位結節(LR)横位,中初,深鉢,0,0
図92-433,P31096,SK-224,15層,108.4g,口縁部・胴部,0,0,0,0,0,0,羽状結束1種横位結節(R)横位,中初,深鉢,0,0

図92-434,P1,SK-224,2層,40.6g,口唇部・口縁部,0,0,隆帯上LR側面圧痕,LR側面圧痕による複合鋸歯文,0,0,0,中初,0,0,0

図92-435,P5-1,SK-224A,2層,40.5g,口縁部,0,0,0,0,0,0,垂下する隆帯上LR側面圧痕LR側面圧痕による山形平行線文,中初,0,0,0

図92-436,P3-2,SK-224A,2・21層,29.3g,胴部,0,0,0,0,0,0,0段多条RLR横位,中初,0,0,0

図92-437,P5-2,SK-224A,2層,34.2g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0,0

図92-438,P3,SK-224B,20層,28.1g,口縁部・胴部,0,0,0,R側面圧痕による平行線文爪形文,隆帯上R側面圧痕,丸,LR横位,中初,0,0,0
図92-439,P31077,SK-224,2層,49.9g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0,0

図92-440,P31098,SK-224,4層,47.2g,胴部,0,0,0,0,0,0,羽状結束1種横位,中初,0,0,0

図92-443,P1,SK-225,6層,46.6g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0,0

図92-444,P2,SK-225,27層,22.1g,口縁部,0,0,0,LR側面圧痕による平行線文斜位短線文0,0,0,中初,0,0,0

図92-445,P30827,SK-229,9層,23.5g,胴部,0,0,0,0,0,0,RLR横位,中初,0,0,0

図92-446,P30967,SK-229,7層,33.2g,胴部,0,0,0,0,0,0.RL横位,中初,0,0,0

図92-448,P30825,SK-230,9層,740g,口唇部・口縁部,0,8類,隆帯上LR側面圧痕,LR側面圧痕による山形平行線文,0,0,0,中初,0,0,122

図93-449,P30998・P31014,SK-230,6・9層,756.1g,口唇部・口縁部,1/4,10類,隆帯上LR側面圧痕,垂下する隆帯LR側面圧痕による平行線文,

LR側面圧痕によるC字状文,段差,0,中初,0,0,122

図93-450,P30975,SK-231,2層,359g,胴部,1/8,0,0,0,0,0,羽状結束2種横位,前末,0,0,0

図93-451,P30902,SK-231,1層,26.9g,胴部,0,0,0,0,0,0,単絡1A類(L)縦位,前末,0,0,0

図93-452,P30938,SK-231,1層,53.1g,胴部,0,0,0,0,0,0,単絡1類(R・L)縦位結節(L)縦位,前末,0,0,0

図93-453,P30912,SK-231,1層,101.1g,口唇部・胴部,1/8,0,隆帯上LR側面圧痕,LR側面圧痕による平行線文間に鋸歯文LR側面圧痕,段差,0,

中初,0,0,0

図93-454,P30909,SK-231,1層,45.3g,頚部・胴部,1/8,0,0,0,結節LR横位,無し,単絡1A類(R・L)縦位,前末,0,0,0

図93-455,P30921,SK-231,1層,23.6g,口唇部・胴部,1/8,0,0,LR側面圧痕による平行線文,微隆帯上棒状工具による刺突,微隆帯単絡1A類(R)

縦位,前末,0,0,0

図93-456,P30910,SK-231,1層,28.9g,胴部,0,0,0,0,0,0,羽状結束1種,前末,0,0,0

図93-458,P30904・P30905,SK-231,1層,47.0g,胴部,0,0,0,0,0,0,多軸絡条体(L)縦位,中初,0,0,0

図93-459,P30973,SK-231,1層,32.2g,口縁部・頚部,0,0,0,LR側面圧痕による平行線文,結節LR横位,無し,0,前末,0,0,0

図93-460,P30916,SK-231,1層,25.8g,頚部,0,0,0,0,0,0,単絡1A類(L・R)縦位,前末,0,0,0

図93-461,P30918,SK-231,1層,34.6g,胴部,0,0,0,0,0,0,単絡1A類(L・R)縦位,前末,0,0,0

図93-462,P30920,SK-231,1層,32.6g,胴部,1/3,0,0,0,0,0,多軸絡条体(L)縦位,前末,0,0,362

図93-463,P30907,SK-231,1層,20.1g,胴部,0,0,0,0,0,0,多軸絡条体(R)縦位,前末,0,0,0

図93-464,P30913,SK-231,1層,20.6g,胴部,0,0,0,0,0,0,多軸絡条体1類(R)縦位,前末,0,0,0

図94-468,P30932・P30933・P30934・P30936・P30937・P30944・P30945・P30946・P30947・P30948・P30949・P30950・P30951・P30953-1・2・3・4・

P30954・P30955,SK-232,1層,1162.5g,口唇部・底部,1/1,0,0,L側面圧痕(2本1組)による平行線文,0,微隆帯単絡1類(R)(L・R)縦位,前期末葉,

深鉢,0,1

図94-469,P30935,SK-232,1層,24.6g,胴部,0,0,0,0,0,0,単絡1A類(L・R二本一組)縦位,前期末葉0,0,0

図94-470,P30929-1・P30930,SK-233,1層,736.8g,口唇部・胴部,1/8,0,0,RL側面圧痕による幾何学文,隆帯上半裁竹管状工具による刺突,微隆

帯,単絡1A類(R・L二本一組)縦位,前期末葉,深鉢,0,123

図94-471,P30959・P30960・P30961,SK-233,3層,1043.5g,完形,1/1,0,0,0,0,0,0,前期末葉,0,0,39

図94-472,P30925,SK-233,1層,15.9g,胴部,0,0,0,0,0,0,単絡1A類(R・L二本一組)縦位,前期末葉,0,0,0

図94-473,P30983,SK-233,1層,24.6g,胴部,0,0,0,0,0,0,単絡1A類(R・L二本一組)縦位,中初,0,0,0

図94-474,P30926,SK-233,1層,36.8g,口唇部・胴部,0,0,0,L・R(二本一組)側面圧痕による幾何学文,微隆帯上棒状工具による刺突,微隆帯,LR
横位結節(R)横位,前期末葉,0,0,0

図95-475,P30977,SK-234,1層,46.4g,口縁部・胴部,1/8,0,隆帯上LR側面圧痕,LR側面圧痕による平行線文C字状隆帯,隆帯上LR側面圧痕,丸,
0段多条LR横位,中初,深鉢,0,0

図95-476,P30978,SK-234,1層,42.7g,口唇部・口縁部,0,10類,隆帯上LR側面圧痕,波頂部から垂下する隆帯上LR側面圧痕LR側面圧痕による山
形平行線文,0,0,0,中初,0,0,0

図95-477,P30894-1・2・3・P31018・P31019,SK-235,11・13層,133.8g,口縁部,0,5類隆帯上R側面圧痕,突起部から垂下する2条の隆帯R側面圧
痕による平行線文ボタン状貼り付け,0,0,0,中初,0,0,363
図95-478,P30828,SK-235,6層,32.8g,口唇部・口縁部,0,0,隆帯上R側面圧痕,C字状隆帯上R側面圧痕R側面圧痕による平行線文,0,0,0,中
初,0,0,0

図95-479,P30989,SK-235,6層,86.0g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0,0
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第 3章 検出溢構とその出土造物

凶89-402, Plぷl.,Sl-22. 1層， 84.7g,!lo)部. 0, 0. 0, fJ. 0. ll. l.R横位緒節(R)横位．中初， 0.ll, 0 

図89-403,Vi!O・P81ふ2. 51-22. l屑 31.2g, 胴証底部， 1/3. ll, 0. 0, 0, 0, LR灌位，中初， 0,o. 344 

凶89-404, Pl l・Pl2・Plo・P1 fi・P25fi・P274・l'275. SI—旦 2. 1層 :!14.4g, ! 郎］部・底部 1/:l, 0, 0, 0. 0. 0. LR横位． 中初．深鉢， 0, :159 

同89-405, P23. SI 22. l屑 217.7[!.. 胴部・底部 1/1. 0, 0, 0. 0, 0. LR横位， 中初，深鉢， 0,486 

図¥J0-406, P~\JO ・ 1'7叩 1·PX. SI-22, 1層・覆上. 247.9g, 胴部， 1/4,0, 0. 0, 0. 0, LR横位 結節(R)横位．中初．深鉢， 0,455 

図90・4U7, P439, Sl-22, 1屑 46ぷg, ij靡I,.0, 0. 0, 0, 0. 0, LR結束1種横位，中初， 0, o. 0 

凶Y0-408, Pl 11. Sl-~ 竺， 1層謁.9g, 胴部. 0. 0, 0, 0, 0, 0, !-(LR横位，中初. 0, 0, 0 

図90-409,P241, S1-22, 1層 39.3g, 桐部， 0,0, 0. 0, 0. 0, RLR横位中初， o. 0, 115 

図9IJ-410, 屑,94-1.Sl-2仏 1遥：l75.lg, 胴部・底部 l/1. 0. 0. ll, 0, 0, RLR横位． 中初. 0, U, 0 

図90-411, P40・P222・P233・1, Sl-22, 1履 52.9g,胴部・底部 1/4, 0, 0, 0. 0, 0, 羽状結束1種横位，中祖深鉢， 0, 357 

図Y0-4n, 1•;,44. 1・Po5:l層ヽ]・:!2, 1, 112.0g, 胴部・底部. o. 0, 0. o. o. 0, 羽状結束第1種横位，中初. 0, 0, 352 

図90-413,Pl90, 51-22, l層， GO.Gg, 胴部・底部， 1/8. 0, 0, 0, 0. o. 羽状結束第1種横位．中初， 0,0, 0 

図91!-414.P420・l. Sl-22, 1層. 64.6g, 胴部. 0. II、 0. 0, 0, 0, LLRI賃位， 中初. 0, o. 0 

図90・41S,PX, Sl-22, 覆土. 01.0g, 胴部， 0.0, 0, 0, 0, 0, RLR横位，中初. 0, 0, 119 

図90-41fi. Sl・22P訟 02·SK~7\JP7·1'8·P9·Pl0—公 ·Pl 公 ·Pl4l・Pl8, SJ 22・SK-279. S122-1層・SK279・21・27層 810.Sg, □ 唇部・胴部、 1/1, 0. o. 単
絡l類(R)庄痕による幾何学文，隆帯上単絡l類(R)圧疸，微降佑，羽：lk横位 単絡l柘(R)縦位，前木．深鉢， 0. 54 

図911417. PX. Sl-22. 2層 42.lg, 胴部 0, 0. 0. 0, 0, 0, oj,j状結束l種横位，中初、 0, 0, 445 

図92·4~1. PX, SK-221, 0屑 0, D伺部 0, 0, 0, 0. 0, 0, 外面：八ケメ縦位 内面：ハケメ横位土師，不明. 0, (J 

図92-4:l:!.l'310Yl. SK-2公4, JI)層 1427g, ロ唇部・胴部， l/1,0. 0, LR横位， LR横位，無し. LFく嘩位 結節(LR)横杓，中初，深鉢.0, 0 

図92433,P31096, SK-224. 15層 108.4g, 11縁部・胴部， o.o. 0, 0, 0, 0, 拿J:fk結束l挿横位 結節(R)横位，中初，深鉢．（）．（）

図9'.!4:14. Pl. SK-224, 2酒， ・10.(ig, 口唇蔀・ロ緑部. 0, 0, 隆帯．日LR側面）.U艮， LR側面圧痕による複合鋸歯文.0, 0, o. 中初， 0,o. 0 

図02-4:lG,P: うー1,SK-224A, 2層 40.5g, 口縁部 0, 0, 0, 0, 0, o. 垂卜する隆帯上LR側面庄痕 LR測向圧根による山形半行線文，中初 D, 0. 0 

図92-4:lb.P:,-2. SK 224A. 公・21層 29.3g, 胴部 o. 0, 0, o. o. 0, 0段多条RLR横位中初， 0, 0, 0 

図92-4:37,P5-2. SK-224A, 2屑 34.2g, 11,1部 0,0. 0, 0. 0. 0, LR横位，巾初， 0.0. 0 

図924:lぶ. P:,, ::iK-224B, 20層 28.lg, 口縁部・胴部. 0. 0, 0, R側面圧痕によるV行線文 爪形文隆帯 LR側曲圧痕，丸， LR横位，中初， 0, 0, 0 

図92-4:l9.P31077, SK-224, 2屑 49.9且胴部 0. 0, 0, 0, 0, 0, LR横位，中初， 0,0, 0 

図92-440.P:1 I 0卵， SK訟 4.4層 47.2g, 胴部. II. II. 0, 0, 0, 0. 羽[j(結束1種横位，中初， 0, 0, 0 

図92443,PL SK-22G, 6暦， 46.6g, 胴部， 0, 0. 0. 0, 0, 0, LRI黄位， 中初. 0, 0, 0 

図92-444.P2. SK-22S, 27箪 22.lg, ロ緑部， 0.0. ll. LR側面1土痕による平行線文 斜位短線文， 0, 0, 0, 中初， 0,o. 0 

図92-440,P30827, SK-229, 9屑 23.5廷．胴部， 0.0. 0, 0, Cl, 0, RLR横位．中初， 0,0, 0 

図92・44li. P:J09(ぅi', :c;K-229. 7層：l3.2g, 胴部. 11. 0, 0, 0, 0, 0, RU黄位．中初， 0, o. II 

図92-448, P3082:,. SK-230. 9屑 74.0g, ロ唇部・II緑部 0, 8類隆帯r.LR側面圧痕， LR側面庄痕による山形'I竹子線文， 0.0. 0, 中初， o.0, 122 

図9:J-449,P:lll¥J98・P:n 014, SK-2:111. 6・9層 7fih.lg, 口唇部・ロ緑部， 1/,1. 10類隆帯上LR側面圧痕垂ドする隆帯 LR側面圧痕による平行線文，

LR側面圧痕によるC字状文，段差 0, 中初， 0, 0, 122 

図9:J-450.P:J097'i, Kヽ-2:JJ, 2層：l5.9g, 胴部］凡 o.0, 0, o. o. 羽状結束2種横位， Mi」未. 0, 0, 0 

図93-4Sl,P30902. SK-231. 1層， 2b.9g, 胴部， 0.0, 0, 0, 0, 0, 単絡IA類(L順位，前末， 0,0, 0 

凶g:,-452.p309:,s, Kゞ2:31, 1層， S3.1g, 胴部 0, II, 0, II, IJ, 0, 単絡］穎IR・L)縦位 結節(L)縦位．前末， 0, 0, 0 

図93-453, P30912. SK-231. I層 101.lg, r1唇部・胴部， 1;8, 0, 降帯上LR側面庄痕， LR側面圧痕による'I'行線文即に鋸歯文. LR側血圧痕段差 o.

中初， o.0, 0 
図93-154,P30909, SK-231. l層， 4S.3g, 頚部・胴部， 1'8, 0, o. 0, 結節LR横位無し，単絡lA類(R・U縦位，前末_0. o. 0 

図9.3-455, P:J0921, SK-231. 1層， 2:J.6g, ロ唇部・胴部， 1/8. 0. 0, LR側血圧痕による平行線文，微隆帯ーい捧状工具による刺突，微隆帯、単絡1A類(R)

縦位，前末. 0, 0, ll 

図93-456, F30910, SK-231, 1層 28.9巳胴部. 0, 0, 0, 0, o. u. ;J~ 状結束l種前木， 0, 0. II 

凶9:14S8. P:l0904・P3090S, SK-231. l層 47.0g, 胴部. o. 0, 0. 0, 0, 0, 名軸絡条体(L)縦位，中初， o.0, 0 

凶93・459, P30973. SK-231, 1層 32.2g, 口縁部・頚部 0,0. 0, LR側面圧痕による平行諒文，結節LR横位，無し. 11、HiJ木. o. 0. 0 

f::il93・4li0. I唸I)り）Hi. SK-£81, 1層. 258g, 頚部. o. 0, 0, 0, 0, 0, 単絡lA類(L・Rl縦位，前末， 0, o. 0 

図9:MBl,P30918, SK-231, 1層 34.6g, ij剌部 Cl. 0. 0, 0, 0, 0. 単絡IA細L・RJ縦位， 前木， 0, Cl, ll 

図9:J-4fi2. P:lOY211. SK2:,1. 1噌.'.l26,..;, .! 伺部. l_':l. 0, fl, 0, 0. 0. 多軸絡条体(L)縦位．前末, 0, 0, 包62

図934G:l. f唸0907,SK-2:31, l層 20.1ビ， Ill吋部， 0. 0 0. 0 . 0, U, 多軸絡条体(R)縦位，前末， o.0, 
図9.3-4ti4. P:l!IY l:l, SK -2 :l 1. 1語， 206g, 桐部， o.o. o. o. n. o. 多軸絡条体1類(R)縦位，前末. 0, 0, 0 
図!J4-468, I唸09'l2・P'l0933・P30934・P30936・F3IJ937・P30944・F'3094G・P30946・P30947・F'30948・P30949・P30950・P30951・P:J095:J-l·2·:l•4· 

P31l954• P:l09Sc, ゞK-~:J:!. I層 J1 li2.5g, 11唇部・底部. 111. IJ. 0. I側面）上痕(2本］組）による平行線．文， 0, 微隆帯．単絡1類(R)(L・R)縦位前期末葉

深鉢， 0, l 

凶94-469,P30935, SIゞ2訟• l層， 24.6g,嗣澁， 0,0, 0, 0, 0, 0, 単絡lA類(L·R二本—•組）縦位，前期木菜， 0, 0, 0 

医94-470, P30929-1・P30930, SK-233, 1層， 736.8g, 口唇部・胴部， 1/8,0, 0, RL側面圧痕による幾何学文，隆帯上半裁竹管状工具による刺突，微隆

帯単絡IA類(R・L二本一組）縦位，前期末葉深鉢， 0, 123 

因94-471,P30959・P30960・P30961. SK-233, 3層 1043.5g,完形. 1/1, 0, 0, 0, o. o. 0, 前期未葉， 0,0, 39 

図94-472, P30925, SK-233. 1層 15.9g, 胴部， o.o. o. o. o. o. 単絡lA類(R・L二本一組）縦位，前期末葉,0, 0, 0 

図94-473,P30983, SK-233, 1層 24.6g,胴部， 0,0, o. 0, 0, 0, 単絡lA類(R・L二本一組）縦位，中初， o.o. 0 

図94-474.P30926. SK-233, 1層 36.8g, ロ唇部・胴部， 0,0, 0, L・R(二本一組）側面圧痕による幾何学文．微隆帯上棒状工具による刺突．微隆帯， LR

横位結節(R)横位，前期末葉， o.o. 0 
図95-475,P30977. SK-234, 1層， 46.4g, ロ縁部・胴部， 1/8,0, 隆帯上LR側面圧痕， LR側面圧痕による平行線文 c字状隆帯，隆帯上LR側面圧痕，丸，
0段多条LR横位，中初，深鉢， 0,0 

図95-476,P30978, SK-234, 1層,42.7g, 口唇部・ロ縁部， 0,10類，隆帯上LR側面圧痕．波頂部から垂下する隆帯上LR側面圧痕 LR側面圧痕による山

形平行線文, 0, 0, 0, 中初, 0, 0, 0 

図95-477,P30894-1・2・3・P31018・P31019,SK-235. 11・13層， 133.8g, 口縁部. 0. 5類隆帯上R側面圧痕．突起部から垂下する2条の隆帯 R側面圧

痕による平行線文 ボタン状貼り付け， 0, 0, o. 中初, 0, 0, 363 

図95-478,P30828, SK-235, 6層, 32.8g, ロ唇部・ロ縁部.0, o. 隆帯上R側面圧痕 C字状隆帯上R側面圧痕 R側面圧痕による平行線文. 0, 0, 0, 中

初. 0, 0, 0 

図95-479,P30989, SK-235, 6層 86.0g, 胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, LR横位．中初， 0,0, 0 

-157-



図95-480,P30965,SK-235,4層,11.8g,頚部・胴部,1/8,0,0,0,隆帯上LR側面圧痕による逆U字状文,方形,LR横位,中初,0,0,0

図95-482,P30813・P30824-1・P30824-2・P30985,SK-236,2・12層,133.3g,口唇部・胴部,1/2,0,隆帯上RLR横位,RLR横位結節縦位,RLR横位

結節縦位,無し,RLR横位結節縦位,中初,深鉢,0,364

図95-483,P1-20,SK-236,3層,466.4g,胴部・底部,1/1,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0,487

図95-484,P1-2,SK-236,3層,48.2g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0,0

図95-485,P1-3,SK-236,3層,43.6g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0,0

図95-486,P30992,SK-236,3層,11.4g,胴部,0,0,0,0,0,0,条線文縦位,前末～中初,0,0,0

図95-487,P1-4,SK-236,3層,62.2g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0,0

図95-489,P30834-1,SK-237,10層,30.5g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0,0

図95-490,P30835-3,SK-237,10層,24.5g,頚部・胴部,0,0,0,0,隆帯上単絡1類(R)圧痕,方形,RLR縦位,中初,深鉢,0,0

図95-491,P31020,SK-237,10層,18.6g,口縁部,0,0,0,単絡1類(R)側面圧痕による複合鋸歯文,0,0,0,中初,0,0,0

図95-492,P30847,SK-237,10層,133g,胴部・底部,0,0,0,0,0,0,単絡1類(R)(L)縦位,前期末葉,0,0,0

図95-493,P30812,SK-237,8層,45.9g,胴部,0,0,0,羽状結束第1種横位付加条付,0,0,0,前期末葉,0,0,0

図95-494,P30846,SK-237,10層,57.2g,胴部,1/8,0,0,0,0,0,羽状結束1種横位,中初,0,0,0

図95-495,P30835-1,SK-237,10層.266.2g,胴部・底部,3/4,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0,366

図95-496,P16,SK-239,29層,60.2g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0,0

図95-497,P14,SK-239,12層,94.2g,胴部,1/8,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0,0

図96-498,P2,SK-240A,18層,33.3g,頚部,0,0,0,0,0,0,RLR横位,中初,0,0,0

図96-499,P1,SK-240A,9層,32.8g,胴部,0,0,0,0,0,0,RLR横位,中初,0,0,0

図96-500,P1,SK-240B,5層,34.9g,口縁部・胴部,0,0,0,0,0,微隆帯,RLR横位,前末～中初,0,0,0

図96-501,P4,SK-240A,5層,5.6g,胴部,0,0,0,0,0,0,単絡1類(R)縦位,前末～中初,0,0,444

図96-503,P30883,SK-241,7層,53.6g,口縁部,0,0,0,LR側面圧痕,0,0,0,中初,0,0,0

図96-504,P30884,SK-241,4層,49.6g,口唇部・口縁部,0,0,隆帯上LR側面圧痕,口唇部に平行する隆帯上LR側面圧痕LR側面圧痕による山形平行

線文,0,0,0,中初,0,0,0

図96-505,P31058,SK-241,6層,13.6g,胴部,0,0,0,0,0,0,RLR横位・斜位,中初,0,0,0

図96-506,P30887,SK-241,1層,20.2g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0.0

図96-510,P2・P31025-2・P31082,SK-243,1・11・15層,511.8g,胴部,0,0,0,0,0,0,多軸絡条体(R)縦位,中初,0,0,0

図96-511,P31025-1,SK-243,11層,58.4g,口縁部・胴部,0,0,0,LR側面圧痕による平行線文,隆帯上LR側面圧痕,方形,LR横位,中初,0,0,0

図96-512,P30867-1・P30870,SK-244層,1,82.9g,口唇部・頚部,0,0,隆帯上R側面圧痕,波底部から垂下する縦位の隆帯R側面圧痕による平行線

文と鋸歯文,隆帯上R側面圧痕波状隆帯上R側面圧痕,方形,0,中初,0,0,367

図95-513,P30879,SK-244,1・4層,31.0g,口唇部・口縁部,0,14類,隆帯上LR側面圧痕,LR側面圧痕,0,0,0,中初,0,0,0

図96-514,P30855・P30869・P30871・P30872・P30873,SK-244,1・2・4層,688.0g,口唇部・胴部,1/8,8類,隆帯上単絡1類(R)圧痕,波頂部から垂下

する隆帯波底部にC字状隆帯単絡1類(R)圧痕による平行線文間にC字状文,隆帯上半戴竹管状工具による刺突,方形,LRR(前前段反撚),中初,深鉢,0,
368

図97-515,P31013,SK-244層,5,74.7g,口唇部・頚部,1/8,3類,隆帯上LR側面圧痕,波頂部から垂下する環状隆帯LR側面圧痕による山形平行線文

間に縦位短線文,隆帯上LR側面圧痕,方形,0,中初,0,0,0

図97-516,P30859,SK-244,4層,7.1g,口唇部・口縁部,0,0,隆帯上LR側面圧痕tLR側面圧痕による平行線文,隆帯上LR側面圧痕,0,0,中初,0,
0,0

図97-517,P30880,SK-244,4層,44.7g,口唇部・口縁部,0,0,隆帯上LR側面圧痕,口唇部から平行する隆帯上LR側面圧痕LR側面圧痕による山形平

行線文,0,0,0,中初,0,0,0

図97-519,P35,SK-245,1層,456.4g,口唇部・胴部,1/8,0,隆帯上LR側面圧痕,隆帯上LR側面圧痕LR側面圧痕による山形平行線文縦位の平行

線文,隆帯上LR側面圧痕,方形,LR横位,中初,深鉢,0,492

図97-520,P8・P39・P42-1・P52-1,SK-245,1・2・層,432.2g,口縁部・胴部,1/1,0,隆帯上LR側面圧痕,LR側面圧痕による平行線文間に鋸歯文隆帯

上LR側面圧痕爪形文,方形,RLR横位結節横位,中初,深鉢,0,118

図97-521,SK-245P37-1・SK-293P137・PX,SK-245・293,1・4層,470.7g,胴部,1/1,,0,0,0,0,LRLR横位結節(L)横位,中初,深鉢,0,
118

図97-522,SK-245P45-1・2・3・4・P46・P47・SK-247P40・P42・P81・P197,SK-245・247,SK-2451層・SK-2471・7・8層,1624.4g,完形,1/1,0,0,

RLR横位,RLR横位,段差,RLR横位,中初,深鉢,0,4

図98-523,P10-1,SK-245,2層,38.5g,口唇部・口縁部,0,0,0,隆帯上LR側面圧痕による平行線文LR横位,0,0,0,中初,0,0,0

図98-524,P48,SK-245,2層,52.0g,口唇部・口縁部,0,17類,隆帯上LR側面圧痕,突起部から垂下する隆帯上LR側面圧痕LR側面圧痕による平行線

文と鋸歯文,0,0,0,中初,0,0,0

図98-525,P1,SK-245,1層,116.7g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位結節(LR)縦位,中初,深鉢,0,0

図98-526,P51,SK-245,2層,46.4g,口唇部・口縁部,0,0,R側面圧痕,R側面圧痕による平行線文,0,0,0,中初,0,0,0

図98-527,P3,SK-245,1層,38.9g,口縁部・胴部,0,0,0,縦位の隆帯上LR側面圧痕,隆帯上LR側面圧痕,0,LR横位,中初,0,0,0

図98-528,P43,SK-245,1層,26.6g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0,0

図98-529,P31068・P31069,SK-246,4・7層,92.4g,口縁部・胴部,0,0,0,LR側面圧痕による平行線文爪形文,隆帯上LR側面圧痕爪形文,方形,

LR横位,中初,0,0,371

図98-530,P9・P10,SK-246,15層,155.9g,頚部,0,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0,372

図98-531,P7・P12・P18,SK-246,4・5層,90.9g,口縁部,0,0,隆帯上R側面圧痕,R側面圧痕による平行線文間に鋸歯文,0,段差,0,中初,0,0,
370

図98-532,P1,SK-246,1層,50.4g,口縁部・胴部,0,0,0,0,0,0,L側面圧痕,中初,0,0,0

図98-533,P6,SK-246,5層,28.1g,口唇部・口縁部,0,0,隆帯上R側面圧痕,R側面圧痕による平行線文,0,0,0,中初,0,0,0

図98-534,P13,SK-246,4層,28.1g,口唇部・口縁部,0,0,隆帯上LR側面圧痕,R側面圧痕による平行線文,0,0,0,中初,0,0,0

図98-535,P11,SK-246,4層,11.5g,口縁部,0,0,0,0,0,0,R側面圧痕による平行線文間に逆U字状文,中初,0,0,0

図98-536,P31003,SK-246,1層,12.8g,口縁部・頚部,0,0,0,LR側面圧痕による平行線文下端に粘土瘤貼り付け,隆帯上LR側面圧痕,丸,0,中

初,0,0,0

図98-537,P4,SK-246,2層,34.7g,胴部,0,0,0,0,0,0,RLR横位,中初,0,0,0

図98-538,P31057,SK-246,4層,26.9g,胴部,0,0,0,0,0,0,RLR横位,中初,0,0,0

図98-539,P31011,SK-246,3層,13.3g,口唇部・頚部,0,0,隆帯上R側面圧痕,R側面圧痕による平行線文,隆帯上R側面圧痕,方形,0,中初,0,0,

0
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笹ノ沢(3)遺跡Ill

図95-•180, P30965. SK心3S.4層， 118g, 頚部・胴部， l. 8, 0, 0, 0, 隆帯上LR側面l土痕による逆u宇状文，方形.LR横位．中初， o.0, 0 

図95-482, P30813•P:J08~4-1·P30824-2•P:J098,5, SK-2:JG, 2・12屈， 133.3g, 口召部・胴部 J/2, 0, 隆常上RLR横位， RLR横位 結節縦位. RLR横位

結節縦位，無し， RLR横位 結節絞位，中初，深鉢， 0,364 

凶95-48:J, Pl -:!0、SK2~fi. :, 層 466.4g, ijt,,J部・底部、 1.,1, U, 0, 11. 0, 0, l、R横位， 中初. 0, 0, 487 

閃95-484,P 1-2, SK-2~6. 3屑， 48.2g, 胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, LR横位，中初， 0, o. 0 

図95-485,Pl-:l, SK-'.':lfi. :, 層， 4:l,l:ig, 胴部， 0,0, IJ, 0, 0, 0, LR横位，中初， 0, o. O 

図9S-486,P30992, SK-23G. 3屑 11.4g, 胴部， 0, 0, 0, 0. 0, 0, 条線文縦位．前末～中初， 0, 0, 0 

凶%487, 1'1-4, SIく;;:Jb.'.l層， 62.2g.m,1部. 0, 0, 0, 0, IJ, 0. I」{横位，中初， 0, 0, O 

図%-489, P30834-l, SK-237, l 0屑 '.JOふg, 胴部， 0.0, Cl, 0, 0, 0, LR横位中初. 0, 0, 0 

図%4¥-JO, I尺lll8:l5-:3. 吋K-2:17, 10層 "4.,,g, 頚部・胴部， 0, ll. 0, 0, 隆帯上単絡1拍(R)圧痕， ガ形， RLR繕位，中初，深鉢．（），（）

図90-491, P31020, SK-237, JO暦， 18.6g, n縁蔀， 0, 0, 0, 単絡l類(R)側面圧眼による複合鋸柑文， 0. 0, 0, 中初， 0, 0, 0 
図9S-4CJ:!, P:,084 7, 吋K-2:l7. 10層 13,3且胴部・底部， 0,0. II. II, 0, IJ, 単絡1類(RI(い縦位，前期未葉， ll, 0, 0 

図%-493,P30812, SK-237. 8闘 45.Gg, 胴部， 0, 0, 0, 羽状結束第1挿横位付加条付， 0, 0, 0, 前期末琉， 0, 0, 0 

図95-494, p; す084(i,SK-2:J7. 10層 o7.'.!g, 胴部， l/8, 0, 0, 0, ll, 0, 羽状結束1種横位、中初， o. 11, 11 

図9S-49G,P30835-l, SK-237. 10層， 266.2g, 胴部・底部， 3,'4, 0, 0, 0, 0, 0, LR横位， 中初， 0, 0, 366 

図%-•!%. Plfi, Kゞ2:19. 四層．わ0,2g,胴部 IJ, 11, 0, 0. 0. 0, LR横位．中初. 0. IJ, (J 

図9G--197,Pl4, SK-239, 12屑 94.2g,胴部， j忍， 0,0, 0, 0, 0. LR横位，中初， 0, 0, 0 

図9li•198. P:!. sr, ~40A. 18屈. :n:lg, 頚部， 0, 0, 0, 0, 0, II, RLR横位．中初， fl, fl. fl 

図96-499,Pl, SK240A, 9屑 32.8g, 胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, RLR横位中初， 0,0, 0 

図96~00. Pl. SK 240B, 5暦 ： l4.!Jg, 口縁部・胴部 0,o. o. 0, 0, 徽隆帯. J.:LR描位， 泊未-1四JJ. IJ, 0, II 
図96-501,P4, SK-240/1., G屑 ;,.Gg, 胴部， 0,0, ll, 0, 0, 0, 単絡l類(R)縦位，前末～中初， 0, 0, 444 

閲96・503,P31l脳：,, SK-2,11, 7屈. S:l.hg, 口緑部， 0.o. 0, しR側面／上痕， 0, 0, 0, 中初. 0, 0, 0 

図96-504,P30884, SK-241, 4屑 49.6g, 11唇部・ロ縁部， 0, 0. 隆帯上LR側伽干痕， n唇部に平行する降帯上LR側面圧痕 LR側面圧痕による山形平行
線文， 0, IJ, 0、中初， 0, 0, o 

図96-50G,P310S8, SK-2-11, G屑 13.6g, 胴部， 0,0, 0, ri, 0, 0, RLR横位・斜位中初， 0, 0, 0 

図和 SUli.P:111887, SK-241, l層叫2g. 胴部. 0, 0, 0, ll, 0, II, I」9横位，中初， 0,o. O 

図96-GlO,P2・P31025-2・P31082. SK-243, 1・11・15層， Sll.8g, 胴部， 0, 0, 0, 0, 0, 0, 多軸絡条体(R)縦位，巾初， 0, 0, 0 

図9fioll. P:llO'.'S 1, 、ヽK-24:l, 1 l層， 5凶4g_□緑部・胴部. 11, 0, 0, LR側面圧痕による平行線文，隆帯J:LJ.:側面/£痕， h形， LR横位，中初， 0, 0, 0 
図96-512,P'l08G7-l・P30870, SK-244屑 1, 82.9g, U唇部・頚部， 0, 0, 隆帯上R側面圧痕，波底部から垂下する縦位の隆帯 R側面斤痕による平行線

文と鋸歯文，降帯J::R側面圧痕 波状隆帯上R側面圧痕．方形， (I, 中初. 0, 0, :Jfi, 

図95-513,P30879, SK-244, 1・4層 31.0g, 「l唇紐 LI緑部， 0, 14類，降帯上LR側而げ痕， LR側面庄痕， 0. 0, 0, 中初， 0, 0, 0 

図%-014, I巧l11BS5・P311Ho9・P:,11871・P.30872・P:l(以7:J.SK-244, 1・2・4層， 088,0g, 口怜部・胴部 ¥/8, 8類，隆帯上単絡］委fj(J.:)圧痕．波I員部から垂下
する隆帯 波底部にC字状降帯 単絡l類(R)圧痕による平行＃泉文間にC字状文，隆帯［半馘竹管状上具による刺突，方形， LRR(前前段反悦），中初，深鉢， 0,

:l68 

図97-515, P31013, SK-244層， G, 74.7g, U唇部・預部 1.18, 3類隆帯上LR測而I十痕，波匝部から畢下する環状降帯 LR側面斤痕による山形平行系泉文

間に縦位短線久．隆惜上LR(則血圧痕方形， o.中初， l!, l!. (J 
図97-G16, P30859, SK-244, 4層 7.Jg, LJ唇部・fl縁部， Ci, 0, 隆帯 l:LR側面比痕， LR側面圧痕による平行線文．隆帯上LR側面圧根， 0, 0, 中初， 0,

0, () 

図~7 517, P308o0, SK-244, 4屑， 0M.7g, n唇部・ロ緑部， 0, 0, 隆帯 I-LR側向I_L限， 口唇部がら平行する隆帯上LR側面圧痕 LR側面圧痕による山形平
行線文 0,0, 0, 叫 CJ.I, 0. 0, 0 

図97-510, P35. SK心45, I 層， •156.4g. 口唇部・胴部， 1,/8, ll, 隆帯 lcLR側血I工痕， 隆帯 U.R側向1十痕 LR側面圧恨による山形平行線文 縦位切平行

線文，隆帯上LR側向圧應方形， LR横位，中初，深鉢， 0,492 

図97-520, P8・P3CJ・P42-1・P52-l, : K245, 1・2・層 4:,2.2g, □縁部・胴部， 1/1, 0, 隆帯上LR側面几痕， LJ.:側面圧痕による平行線文間に鋸佑文，隆帯
上I、R側面圧痕爪形文，方形， RLR横位結節横位，中初，深鉢. 0, 118 

図97-521, SK245P:37-l・SK-293Pl:J7・PX, SK 245・29:3, 1・4層， 470.?g, 胴部 1/l. II, 0, 0. 0, 0, L園LJ.:横位 結節(L)横位，中初，深鉢， 0,

I 18 

図97-522, 吋ヽK2•15P45-l·2· ~--·l·P4h·P4 7・SK-217P40・P4区・ド1・!'197,:iK-24:1・247, ゞK-2•15 1層・SIC'47 1・7・8層 1624.4g, 完形， Ul, 0, O. 

RLR横位， RLR横位，段差， RLR横位，中初，深鉢， 0,4 

凶98-S2.'l, !'10-1, SK245, 2聡，訊5g, II唇部・ロ緑部， IJ, 0, 0, 隆惜上LR側面圧痕による平行印泉文 LR横位， 0.0, II, 中初. IJ, II, 0 

凶98-524.P48, SK 2-IG, 2胴, ;,2.0g, 11唇詞ll縁糾 0. 17煩隆帯上LR側面圧痕，突起部から車下する條帯上LR側面／土痕 LR側面月痕による平行線

文と鋸歯文. II, 0, 0, 中初. 0, 0, 0 

図98-520, P !, SK-245, 1層 116.7g,胴部 0, 0, 0. 0, 0, 0, LR横位 結節(LR)縦位，中初，深鉢， 0、O

図叩）8日:!Ii, ['31, 望K公45, ど層.4(i.4g, 口唇部II縁部. 0, 0, R側血圧痕， R側面圧痕による '[i行線文， 0,0, IJ, 中初. o. 0, 0 

凶98-527,P3, SK公45. 1層 38.9g, 口縁訛胴部， 0, 0, 0, 縦位の臨帯l.:.LR測面J£l良，怪帯上LR側面圧痕， 0,LR横位，中初， 0,0, 0 

図98-528,P43, SK-245, 1層， 26.6g,胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, LR横位，中初， 0,o. 0 

図98-529,P31068・P31069, SK-246, 4・7層 92.4g, 口縁部・胴部， 0,0, 0, LR側面圧痕による平行線文 爪形文，隆帯J::LR側面圧痕 爪形文，方形，

LR横位，中初， 0,0, 371 

図98-530, P9・P10, SK-246, 15層， 155.9g, 頚部， 0,0, 0, 0, 0, 0, LR横位，中初， 0,0, 372 

図98-531, P7・P12・Pl8, SK-246, 4・5層， 90.9g, ロ縁部， o.0, 隆帯上R側面圧痕， R側面圧痕による平行線文間に鋸歯文.0, 段差， o. 中初， 0,0, 

370 

図98-532, Pl, SK-246, 1層 50,4g. 口縁部・胴部， 0, 0, 0, 0, 0. 0, L側面圧痕中初， 0, 0, 0 

図98-533, P6, SK-246, 5層 28.lg, 口唇部・ロ縁部， 0,0, 隆帯上R側面圧痕 R側面圧痕による平行線文， 0,0, 0, 中初， 0,0, 0 

図98-534,P13. SK-246. 4層 28.lg, 口唇部・ロ縁部， 0, 0, 隆帯上LR側面圧痕， R側面圧痕による平行線文， 0,o. o. 中初， o.0, 0 

図98-535,Pl 1, SK-246, 4層， 11.5g, 口縁部， 0,0, 0, 0, 0, 0, R側面圧痕による平行線文間に逆U字状文，中初， 0, 0, 0 

図98-536,P31003, SK-246, 1層 12.8g. 口縁部・頚部， 0,0, 0, LR側面圧痕による平行線文 下端に粘土瘤貼り付け，隆帯上LR側面圧痕．丸， 0, 中

初， 0,0, 0 

図98-537,P4, SK-246, 2層， 34.7g,胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, RLR横位，中初， 0,0, 0 

図98-538,P31057, SK-246, 4層， 26.9g,胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, RLR横位，中初， o. 0, 0 

図98-539,P31011, SK-246, 3層 13.3g, 口唇部・頚部， o.0, 隆帯上R側面圧痕， R側面圧痕による平行線文，隆帯上R側面圧痕，方形， o. 中初， 0,0, 
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図98-546,P203,SK-247,10層,62.5g,口縁部・胴部,0,0,0,R側面圧痕による平行線文,0,方形,LR横位,中初,0,0,0

図98-547,P198,SK-247,8層,19.9g,口唇部・口縁部,0,8類,隆帯上R側面圧痕,垂下する2条の隆帯R側面圧痕による山形平行線文,0,0,0,中

初,0,0,0

図98-548,P188-1,SK-247,8層,329.2g,口縁部・胴部,1/8,8類,隆帯上R側面圧痕,波頂部から垂下する2条の隆帯上R側面圧痕R側面圧痕による山

形平行線文間に縦位短線文,隆帯上R側面圧痕,方形,0,中初,深鉢,0,0

図98-549,P188-2,SK-247,8層,37.9g,胴部,0,0.0,0,0,0,LR横位,中初,0,0,0

図99-550,P6・P216・P232・P234-1・2・P235・P236・P246・P296・P300・P306-1・2,SK-247,5・7・8層,377.3g,完形,1/1,0,LR側面圧痕,1条のLR側

面圧痕,0,無し,LR横位,中初,深鉢,0,5

図99-551,P50・P52・P89・P116・P158・P192・P200・P213・P215・P219・P255・P272・P278,SK-247,5・7・8層,257.5g,口唇部・胴部,1/4,8類,半裁竹

管による刺突,半載竹管刺突,2列の半戴竹管刺突聞に2条の隆帯隆帯上半戴竹管刺突,丸,垂下する波状隆帯半裁竹管沈線による曲線文単絡1類(R)縦

位,中初,鉢,有,126

図99-552,P43-1・P43-4,SK-247,8層,382.9g,口縁部・胴部,0,0,隆帯上R側面圧痕,R側面圧痕による平行線文LR側面圧痕鋸歯文・平行線文,隆帯

上LR側面圧痕,方形,LR横位,中初,深鉢,0,382

図99-553,P41・P305,SK-247,8層,330.7g,口縁部,0,3類,隆帯上L側面圧痕,波底部から垂下する2本の隆帯単絡類(R)圧痕による山形平行線文間

に縦位短線文下端に逆U字状文,隆帯上単絡1類(R)圧痕,方形,結節(R)横位・縦位.中初,深鉢,0,381

図99-554,P290-3・P298,SK-247,8層,193.1g,胴部0,0,0,0,0,0,LR横位結節(R)横位縦位,中初,深鉢,0,386

図99-555,P290-1・2・P299,SK-247,8層,306.1g,口縁部・胴部,1/3,0,0,垂下する条の隆帯単絡1類(R)圧痕による平行線文,隆帯上単絡1類(R)圧

痕,方形,結節(R)横位・縦位LR横位,中初,0,0,380

図99-556,P317,SK-247,8層,61.0g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位結節(R)横位・縦位,中初,0,0,0
図99-557,P307,SK-247,8層,51.0g,胴部,0,0,0,0,0,0,RLR横位,中初,0,0,0

図99-558,P311-1,SK-247,8層,157.5g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位結節(R)横位・縦位,中初,0,0,0

図99-559,P332,SK-247,8層,63.9g,口唇部・口縁部,0,8類,隆帯上LR側面圧痕,波頂部から垂下する2条の隆帯上R側面圧痕R側面圧痕による山形

平行線文,0,0,0,中初,0,0,0

図99-560,P297-3,SK-247,8層,129.5g,胴部,1/8,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0,0

図99-561,P190,SK-247,8層,62.4g,口縁部・頚部,0,0,0,垂下する2条の隆帯上LR側面圧痕LR側面圧痕による平行線文,0,0,0,中初,0,0,

0

図100-562,P289,SK-247,8層,188.4g,胴部・底部,1/4,0,0,0,0,0,LR横位結節(R)横位,中初,0,0,0

図100-563,P322,SK-247,8層,44.8g,胴部,0,0,0,0,0,0,RLR横位,中初,0,0,0

図100-564,P247-1・P285・P304・P315,SK-247,7・8・9層,299.2g,口唇部・胴部,1/3,3類,隆帯上L側面圧痕,結節(LR)横位LR横位,隆帯上LRR側

面圧痕による逆U字状文T方形,0,中初,深鉢,0,127

図100-565,P311-2・P312・P314・P318,SK-247,8層,306.1g,胴部,1/4,0,0,0,0,0,LR横位結節(R)横位・縦位,中初,0,0,388

図100-566,P163・Pl64・P167・P168・P172・P174・P176・P178-1・P182・P221・P224・P226・P233・P241・P249・P252・P261,SK-247,7・8層,830.1g,

胴部・底部,1/1,0,0,0,0,0,羽状結束1種(LR+R)横位,前末～中初,0,0,88

図100-567,P49・P202・P250・P251-1,SK-247,7・10層,282.1g,口唇部・胴部,1/8,0,隆帯上LR側面圧痕,LR側面圧痕による楕円形区画内に縦位短

線文,LR側面圧痕縦位,段差,羽状結束1種(LR+RR)横位結節R横位,中初,0,0,457

図100-568,P189,SK-247,7層,42.0g,口唇部・口縁部,0,0,隆帯上R側面圧痕,R側面圧痕による平行線文,0,0,0,中初,0,0,0

図100-569,P159,SK-247,7層,36.9g,口唇部・頚部,0,0,0,LR側面圧痕による平行線文間に縦位短線文,LR側面圧痕縦位,段差,0,中初,0,0,

0

図100-570,P229・P230,SK-247,7層,355.6g,口唇部・胴部,1/8,0,隆帯上LR側面圧痕,垂下する隆帯上LR側面圧痕LR側面圧痕による半楕円形区

画内に縦位短線文,LR側面圧痕縦位,段差,羽状結束1種(LR+R)横位結節(R)横位,中初,深鉢,0,457

図100-571,P45,SK-247,7層,225.9g,口唇部・胴部,0,8類,隆帯上LR側面圧痕,波頂部から垂下するハ字状隆帯上LR側面圧痕縦位隆帯上LR側面

圧痕による山形沈線文,隆帯上LR側面圧痕,丸,LR横位,中初,深鉢,0,0

図100-572,P134,SK-247,7層,34.0g,頚部・胴部,0,0,0,0,隆帯上RLR側面圧痕,三角形,RLR横位,中初,0,0,0

図100-573,P71・Pl22,SK-247,7層,43.7g,口縁部,0,0,0,LR側面圧痕による平行線間に縦位短線文,0,0,0,中初,0,0,375

図100-574,P267,SK-247,7層,32.8g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0,0

図100-575,P237-1・2・P281,SK-247,7層,89.6g,胴部,1/8,0,0,0,0,0,結節(LR)横位,中初,深鉢,0,393

図101-576,P247-2,SK-247,7層,0,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0,0

図101-577,P47,SK-247,7層,30.9g,胴部,0,0,0,0,0,0,RLR横位,中初,0,0,0

図101-578,P166・P239,SK-247,7層,92.5g,胴部・底部,0,0,0,0,0,0,RLR横位,中初,0,0,390

図101-579.P70,SK-247,7層,162.0g,胴部・底部,1/3,0,0,0,0,0,無し,中初,深鉢,0,0

図101-580,P27,SK-247,6層上面,94.4g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位,中初,深鉢,0,0

図101-581,P30-1,SK-247,5層,477.8g,胴部,1/4,0,0,0,0,0,LR横位,中初,深鉢0,128

図101-582,P1,SK-247,5層,59.1g,口唇部・口縁部,0,0,隆帯上LR側面圧痕,LR側面圧痕による平行線文縦位短線文,0,0,0,中初,0,0,0

図101-583,P4,SK-247,3層,24.1g,口唇部・口縁部,0,0,隆帯上半裁竹管による刺突,波頂部から垂下する隆帯上半裁竹管状工具による刻み半裁竹管

による山形平行線文,0,0,0,中初,0,0,0

図101-584,P309,SK-247,7層,66.3g,口唇部,0,0,隆帯上LR側面圧痕,波頂部から垂下する隆帯LR側面圧痕による山形平行線文間に矢羽根状文,

隆帯上LR側面圧痕,丸,0,中初,0,0,374

図101-585,P194-1・2・P194-10,SK-247,8層,182.3g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0,391

図101-586,P10・P11・P12・P120・P121・P132,SK-247,5・7・8層,94.6g,口縁部・胴部,0,8類,隆帯上LR側面圧痕,波頂部から垂下する隆帯下端に

粘土粒貼り付けLR側面圧痕による平行線文,隆帯上LR側面圧痕,方形,RLR横位,中初,深鉢,0,373

図102-589,P9・P109-1,SK-247,4～5層,2405.6g,完形,1/1,9,隆帯上LR側面圧痕,波頂部から垂下する連鎖状隆帯口縁部に平行する隆帯上LR側

面圧痕LR側面圧痕による平行線文と縦位短線文,隆帯上LR側面圧痕,方形,LR横位結節(R)横位,中初.深鉢,0,90

図103-590,P18・P23・P24・P25・P26-1・2・P30-2・P109-2・P110,SK-247,4～5層,2201.3g,完形,1/1,5類,隆帯上LR側面圧痕,波頂部から垂下する

2条の隆帯上R側面圧痕LR側面圧痕による平行線文間に縦位短線文,隆帯上半戴竹管状工具による刺突,方形,RL横位結節(R)縦位,中初,深鉢,0,
87

図104-591,P107・P108-1,SK-247,5～7層,1291.6g,口唇部・胴部1/1,10類,隆帯上LR側面圧痕,頂部下垂下する隆帯上LR側面圧痕口唇部下に

隆帯上LR側面圧痕LR側面圧痕による平行線文,隆帯上LR側面圧痕,方形,LR横位頚部直下結節(R)横位,中初,深鉢,0,78

図104-592,P30891,SK-249,9層,38.6g,胴部,0,0,0,0,0,0.多軸絡条体(R)縦位,前期末葉,0,0,0

図104-593,P30808,SK-249,1層,17.3g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0,0

図104-594,P31015,SK-249,9層,26.7g,胴部,0,0,0,0,0,0,多軸絡条体(R)縦位,前期末葉,0,0,0
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凶98-546. P20:3. Sl~-247, 10層 62.5g, 口縁部・胴部. 0, 0, Cl, R側面庄痕による平行線文 ，0, 方形. LR横位．中切， o.0, 0 

図98-547. Pl98. SK-2°17. 8層 199g, 口唇訊口縁部 o. 8類，隆帯.r.R側面圧痕垂下する2条の隆帯 R側面1J:痕による山形平行練文， 0, o. 0, 中

應 0, 11, 0 

同98-S43. Pl88-J, SK心47. 8屑 329.2g, n縁部哺阿部. l.'8, 8煩隆帯 IR側面IJ.J艮波頂部から垂下する2条の隆帯上R側面）士痕 R側面IJ→．限による山
形平行線文間に縫位短線文，隆帯上R側面圧痕，｝」形， 0, 中初．深鉢， 0. ll 

図98る49.Pl88-2. SK-247, 8屑 37.Gg, 胴部， 0. 0. 0, 0, 0. 0. LR横位．中初， o.o. 0 

図CJCJ-5行II. I'和 1'2Jo・P2:l2・I'訊 4-1・2・P2:lc・P2:lo・P24fi・P2⑯ ·P~OO• P:J06-l・2, Sl,-247, 5・7・8層 :,77.3巳，完形， 1/1, 0. I.R側面圧痕， 1条のLR側

面圧痕（），無し， LR横位，中初，深鉢， 0, 5 

図99-SSl. PSO·PS~·l'四・ 1'11 ti•l'J 5g. 1'1 Y~·l'WO· 四 1:l•P21.'i·P219·P255·P272·P278, SJ-C-247. 5・7・8層， 257.5g, nllei部・胴部. 1'4. 8類，半裁竹

管による刺突，半蔽竹管刺突， 2列の半載竹管刺突間に2条の降帯 隆帯上半載竹管刺突，丸，単下する波状隆帯 半蔽竹管沈線による曲報文単絡l栢(R)縦

位．中初．鉢有. 12h 

図(J¥l・SG2,P43-l・P43-4, SK-24 7, 8圏 382.9g, U綬祁胴部， 0. o. 降帯上R側面圧痕 R側面圧浪による平行線文 LR側面圧狼鋸歯文•平行線文．隆帯

上LR側面）土痕．力形， LR横位，中初，深鉢. o. :182 

図99-SS3.P41・P30り， SK-247.8屑 330.7g, 「I緑部， 0, 3煩降帯上L側面芹痕，波底部から唾下する2本の隆帯 単絡類(Rl圧狼による山形平行線文間

に縦位短線文 下端に逆U字状文．吐帯上卓絡］知(R)I工痕方形．結節(!,)横位・縦位，中初，深鉢. o.'.{81 

図99-554.P290-3・P298. SK-247. 8屑 193.lg. 胴部. 0, 0. 0. 0, 0, 0, LR横位結節(R)横位縦位，中初．深鉢， 0,386 

図B9555. P2YIJ-l・ 乙・P299. SIC>l7. X層：;ori.1匡. D緑部・胴部 l1:J, II. 0. 垂卜する条の隆帯 平絡］類(E)圧痕による平行線文，隆帯上単絡1紡(R)圧

應方形，結節(R)横岱縦位 LR横位，叫JJ.o. 0. 380 

図Y¥J-556. l'ol 7, 吋SK247. 8層 hl.llg_ 胴部 0, 0, 0, II, 0. 0, LR横位 結節(R)横位・縦位，中初. 0, o. 0 

図99冥57, P307. SK-24 7, 8層 51.0只，胴部. 0. 0. 0, ll, 0, 0. RLR横位，中初， o.0. 0 

図99fifi8. P:lll-1. SK-2•17, 8層 157.Sg, 胴部 0. II. 0. U, 0. IJ. LR横位 結節(ti:)横位・縦位．中初. 0, 0. O 

図99-559, F332. SK-24 7, 8層， 63.9g, 11唇部・ 11緑部 0, 8煩隆帯上LR/則面圧痕，波頂部から車下する2条の降帯上R側面圧痕 R側面汗痕による山形

平行線文， 0. o. 0. 中初， 0, I)、()

図99-560.F297-3, SK-247. 8層 129.Gg. 胴部. 1/8. 0, 0. ll. 0, 0. LR渫位，中初， o.0, 0 

図99561, PllJO. SK 2--17, 附層. h2.4g, □縁部・頚部 o. 0, o. 卓下する2粂の桂帯上I.R側血圧痕 LJ, 側面圧痕による平行線文. 0, II. 0, 中初， 0,0, 

図100-S62.!'289. : ヽK-247. 8層 188/lg,胴部・底部， 1.'4, IJ. 0. 0, 0, 11. I、R横位 結節(R)横位，中初. 0. o. 0 

図100-56.3.P322, SK-247. 8屑， 44.8g, 胴音Ii. 0, 0. 0. 0. 0, 0. RLR横位，中初， 0,0. 0 

図101Vi61. p;,H-l·P28~·1喝0--l•P:ll~. SK-~017. 7・8心層， 2叩 .2g, ロ唇部・胴部， u:,. 3類．隆帯上L測血圧痕，結節(LR)横位 LR横位．隆帯上I.RR側
面I土痕による逆T.「字状文，方形（），中初，深鉢， 0, 127 

図100fi6fi. P311-2•P:,1 巳.F喝14・F噂18,'.ヽlく247. 8層，：,Oli.l匡，胴部， J/4, 0, ll, 0. ll, 0, LR横竹 結節(R)横位・縦位，中初， 0, 0. :,88 

区100-566.Pl63・Pl64・Pl 67・Pl68・P 172・P 174・Pl 7li・P 178·l• Pl82・1'221・P224・P226・P233・P241・P249・P252・P261, SK-247. 7・8層， 830.!g,

胴部・底部 1/1, 0. 0, 0. II. 0. 羽状結束l種(I.R+RJ横位． 前末～中初， 0. Cl. 88 

図100・S67,P49・P202・P2:,0・P2Gl・l, SK-247. 7・10唇， 282Jg, U唇祁・胴部， l.'8, o. 隆帯」LR側面圧狼， LR側面圧限による楕円形区画的に縦位短

線文， LR側面圧痕縦位．段翌， 羽状結束］釉(LR+Ii'.R)横位 結節R横位，中初. II, 0, 457 

図100-568,Pl89, SK247, 7層 42.0g, LI唇部・11縁部， o. 0. 隆帯上R側面圧痕， R側而庄痕による平行線文， o. 0, 0, 中初， 0, 0, 0 

図100-fib9.Pl的， SJべ'.247, 7層， :Jn.9g, U唇部・頚部， 0. 0, ll. LR側面圧痕による平行線文間に縦位短線文. LR側面圧痕縦位．段差. IJ, 中初. 0, 0. 

図1OO-:i70. 1'22り•四:lO, SK-247, 7層：J55.lig, 口臼邸・胴部， I /8, (・）．雌常上LR側面圧痕．亜卜する雌帯上LR(M面圧痕 LR側面圧痕による半楕円形区

画内に縦竹炉線文. LR側面圧痕縦位段弄，羽状桔束1種(LR+R)横位 結節(R)横位，中初．深鉢， o.・157 

凶100-:i71.P45. SK-'.:'47, 7層， 225.9g,□岩部・胴部， 0, 8類，隆帯上LR側血圧疸，波頂部から垂下するハ字1人隆帯上LR側血圧痕縦位 逢帯上I、R測直l
圧痕による山形沈祝文，隆帯 !・LR側面庄痕，丸， LR横位．中初，深鉢. o. 0 

凶 lOli-57~. PI:34, Sli:-247, 7層， :J4.0g, 頚部・胴部. o. 0. 0, o. 隆帯上RLR側面圧痕一角形. RLR横位，中初. o. o. 0 

同100-573.P71・Pl22. SK-2・17. 7層. -137g, ロ藷部， 0. 0. 0, LR佃l面几痕による平行線間に縦位知線文， IJ, 0, 0, 中初. 0. 0,'.i7S 

図100-574.P267, SK-247, 7層 32.sg.m,1部 0.0, 0, 0, 0, 0, LR横位，中初. 0, o. 0 

［文[100-575,P2:j7-1・2・P281. SK-247, 7層 89.fig, 朋部. 118. 0. 0, 0, 0. II. 結節(LR)横位．中初．深鉢. 0, 39:J 

凶101-576,P247-2, SK-247, 71曽， 0, 胴部， 0. 0, 0, 0. 0, 0. LR横位，中初， 0.0. 0 

図101-577.P47. SK 247. 7層. :lll.9g_ 胴部， 0, 0. II, IJ, 0, II. RLR横位，中初. 0. 0, 0 

図101-578,Pl66・P239, SK-2-17, 7屑. 92.Sぢ．胴部底部 n.0. IJ. 0. 0. 0, RLR横位，中初， 0, o. 390 
同101-5,B.P71l. SK-2-17. 7層 162.0g_ 胴部・底部. 1ぐ,.II. 0, 0, 0, 0. 無し， 中初．深鉢， o. (I 

図101-580.P27. SK-247. 6屈上面. 94.4g, 胴部 0, 0, 0. 0. 0, 0, LR横位中初，深鉢 0, 0 

区]()]賢81. P:lll-1. 刈K-247, ~ 溜. 477. 邸，胴部、 1/4.0. 0, 0, IJ, 0. LE横位中初，深鉢 ll. 128 

図IOI予82,Pl, SK247, 5層， 59.lg, L」唇部・ L」緑部 0, 0, 隆帯上LR側面圧痕， LR側面庄痕による平Ir森文 縦位短線文. 0, 0, o. 中初, (1, o. 0 

図101-58ふじ4, 泣K247, 0層，凶.lg, 11唇部・ロ縁部， 0,0, 隆常上牛裁竹行による刺突，政損部から巫下する降幣上半裁竹管状工具による刻み十裁竹管

による山形平行線文. o. o. o. 中初,0, 0, 0 

囮101-584,P309, SK-247, 7層, 66.3g, 口唇部， 0,0, 隆帯上LR側面圧痕波頂部から垂下する隆帯 LR側面圧痕による山形平行線文間に矢羽根状文，

隆帯上LR側面圧痕丸 0, 中初, o. 0, 374 

図101-585,Pl94-1・2・Pl94-10, SK-247, 8層， 182.3g,胴部 0,0, 0, 0, 0, 0, LR横位中初. o. 0, 391 

図101-586,PlO・Pll・Pl2・P120・Pl21・Pl32, SK-247, 5・7・8層 94.6g, 口緑部・胴部. 0, 8類，隆帯上LR側面圧痕．波頂部から垂下する隆帯 下端に

粘土粒貼り付け LR側面圧痕による平行線文，隆帯上LR側面圧痕．方形.RLR横位．中初．深鉢. o. 373 

図102-589,P9・P109-1, SK-247, 4~5層 2405.6g,完形， 1/1,9, 隆帯上LR側面圧痕，波頂部から垂下する連鎖状隆帯 口縁部に平行する隆帯上LR側

面圧痕 LR側面圧痕による平行線文と縦位短線文．隆帯上LR側面圧痕．方形.LR横位 結節(R)横位，中初．深鉢. o. 90 

図103-590, Pl8·P23·P24·P25·P26-1·2·P30-2•Pl09-2•Pll0, SK-247, 4~5層, 2201.3g, 完形, 1/1, 5類隆帯上LR側面圧痕．波頂部から垂下する

2条の隆帯上R側面圧痕 LR側面圧痕による平行線文間に縦位短線文，隆帯上半戟竹管状工具による刺突．方形,RL横位 結節(R)縦位．中初．深鉢.o. 

87 

図104-591, Pl07•Pl08-l, SK-247, 5~7層 1291.6g, ロ唇部・胴部. 1/1, 10類．隆帯上LR側面圧痕頂部下垂下する隆帯上LR側面圧痕 口唇部下に

隆帯上LR側面圧痕 LR側面圧痕による平行線文．隆帯上LR側面庄痕．方形,LR横位 頚部直下結節(R)横位．中初，深鉢, 0, 78 

図104-592,P30891, SK-249, 9層， 38.6g, 胴部, 0, 0, o. 0, 0, o. 多軸絡条体(R)縦位．前期末葉. 0, 0, 0 

図104-593,P30808, SK-249, 1層 17.3g, 胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, LR横位．中初， 0,0, 0 

図104-594,P31015, SK-249, 9層, 26.7g, 胴部. 0, 0, 0, 0, 0, 0, 多軸絡条体(R)縦位．前期末葉, o. 0, 0 
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笹ノ沢(3)遺跡皿

図104-595,P2, SK-251, 20層， 11.lg, 口縁部， 0,0, 0, R側面圧痕による平行線文間に縦位短線文， 0,0, 0, 中初， 0,0, 0 

図104-596,Pl3, SK-252, 12層 263.8g,胴部・底部 1/4, 0, 0, 0, 0, 0, LLR横位， 中初， 0,0, 0 

図104-597,P5, SK-252, 11層， 34.4g,胴部 0,o. 0, 0, 0, 0, 羽状結束第1種横位，中初， 0,0, 0 
図104-598,P30803, SK-252, 2層 11.4g,胴部， 0,0, 0, 0, 0. 0, LR横位，中初， 0,0, 0 

図104-599,Pl2, SK-252, 12層 43.6g,胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, LR横位．中初, 0, 0, 0 

図104-600,Pl 1, SK-252, 12層 114.0g, 胴部， 0.0, 0, 0, 0, 0, LR横位，中初, 0, 0, 0 

図104-601,P9, SK-252, 11層， 100.0g,胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, LR横位，中初， 0,0, 0 

図104-603,P9, SK-255, 18層， 22.2g,胴部 0,0, 0, 0, 0, 0, LR横位，中初， 0,0, 0 

図104-604,Pl4, SK-255. 16屈， 19.0g,胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, 摩滅中初， 0,0, 0 

図104-605,P30811, SK-252, 2層 14.7g,胴部 0,0, 0, 0, 0, 0, LR斜位，中初, 0, 0, 0 

図104-606,P30897, SK-255, 8層 44.3g, 口唇部・ロ縁部， 0,8類， 0,波頂部から垂下する隆帯上LR横位 LR側面圧痕による山形平行線文. 0, 0, 0, 

中初， 0,0, 0 

図104-607,P6, SK-255, 12層 27.2g,胴部 0,0, 0, 0, 0, 0, 結節(R)縦位，中初， 0,0, 0 

図104-608,P31001, SK-255, 6層 13.7g, 口縁部・胴部， 0,0, 0, LR側面圧痕による平行線文 ，隆帯上LR側面圧痕，丸，羽状結束1種縦位，中初，

0, 0, 0 

図104-609,PS, SK-256, 25層， 61g, 口縁部・胴部， 1/8,0, 上面LR回転，羽状結束1種横位，羽状結束1種横位，無し，羽状結束1種横位，前期末葉，深

鉢 0,394 

図104-610,P2, SK-256, 4層 6.7g, 口唇部・ロ縁部， 0,0, 0, ミガキ， 0,o. 0, 前期末葉， 0,0, 0 
図104-611,P31059, SK-256, 3層 29.7g, ロ唇部・ロ縁部, 0, 0, 隆帯上LR側面圧痕，垂下する隆帯上LR側面庄痕 LR側面圧痕による山形平行線文

縦位短線文， 0,0, 0, 中初， o.0, 0 
図104-612,P31064, SK-256, 2層 13.lg,胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, 多軸絡条体1類(L)縦位，前期末葉， 0,0, 0 

図104-613.P31063, SK-256, 2層， 13.3g,胴部，1/8.0, 0, 0, 0, 0, 羽状結束1種横位，前期末葉， 0,0, 0 

図104-614,P31060, SK-256, 3層, 34.4g, 口唇部・ロ縁部， 0,0, 隆帯上単絡1類(R)圧痕単絡1類(R)圧痕による平行線文間にC字状文, 0, 0, 0, 中初，

0, 0, 0 

図104-615,P31065, SK-256, 2層 16.9g, ロ唇部・胴部， 1/8,0, 上面RL回転，単絡1類(R)側面圧痕による幾何学文，微隆帯上棒状工具による刺突．微

隆帯，単絡1類(R)縦位，前期末葉， 0,0, 0 

図105-617,P31034・P31035・P31036・P31037・P31039・P31040・P31041・P31042・P31043, SK-257, 1層， 206.8g,完形， 1/8, 「古墳時代の土器」の

項参照

図105-620,P31826, SK-260, 1層, 12.0g, 胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, LR横位，中初， 0,0, 0 

図105-621.SK-257P31032・SK-261P31047・P31048・P31049, SK-257・261, 1層 160.7g,完形， 1/4, 「古墳時代の土器」の項参照

図105-622,P31052・P31053層， SK-261, 1層， 9.lg, 口縁部． 「古墳時代の土器」の項参照

図105-623,P31099, SK-261層， 1層 10.8g,胴部， 「古墳時代の土器」の項参照

図105-624,P31100, SK-261層， 0層 15.4g, 口縁部， 「古墳時代の土器」の項参照

図106-629.P31050, SK-263層 1層 13.6g,胴部 1/8,0, 0, 0, 0, 0, RL横位，中初， 0,0, 0 

図106-630,P4, SK-265, 10層 17.3g,胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, RL横位，中初， 0,0, 0 

図106-631.P3. SK-265, 15層 187.7g, 口唇部・胴部 1/4,0, 0, 羽状結束第1種横位．羽状結束1種横位．微隆帯羽状結束第1種横位．前期末葉．深

鉢 0,0 

図106-632.Pll, SK-266, 11層 13.0g, 口唇部・ロ縁部 0.0, 0, 0, 0, 0, LR横位 結節(R)横位． 中初， 0,0, 0 

図106-633,P3, SK-266, 10層 23.0g,胴部, 0, 0, 0, 0, 0, 0, LR横位，中初, 0, 0, 0 

図106-634,P4, SK-266, 16層 31.0g,胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, LR横位，中初. 0, 0, 0 

図106-635,PS, SK-266, 23層 62.6g,胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, 羽状結束第1種横位，中初， 0,0, 0 

図106-636,P45, SK-267, 25層 24.5g,胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, 羽状結束第1種横位 結節(R)縦位，前期末葉， 0,0, 0 

図106-637,P47, SK-267, 16層 21.lg,胴部, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 単絡lA類(R・L)縦位前期未葉， 0,0, 0 

図106-638,P41, SK-267, 12層 8.7g,胴部・底部， 1/8, 0, 0, 0, o. 0, 0, 前期末葉， 0,0, 0 
図106-639.P29・P33, SK-267, 12層 175.2g,口縁部・頚部， 0,0, 隆帯上LR側面圧痕， LR側面圧痕による平行線文間に縦位短線文 波頂部から垂下す

るS字状隆帯,LR側面圧痕縦位．段差.0, 中初， 0,0, 397 

図106-640,P24・P30, SK-267, 12層, 125.6g, 口唇部， 0,0, 隆帯上LR側面圧痕．垂下する2条の隆帯 LR側面圧痕による平行線文間に縦位短線文，

LR側面圧痕縦位．段差， 0, 中初, 0, 0, 396 

図106-641,P39・P42-2・P43, SK-267, 10・12層， 70.8g, ロ唇部・胴部. 1/4, 0, 0, 半戟竹管による平行沈線間に鋸歯文， 0,0, 半載竹管による平行線

文から垂下する楕円形文 単絡1類(R)縦位，前末～中初，深鉢， 0, 130 

図106-642,Pl8・P27・P35, SK-267, 3層 137.9g,口縁部・頚部， 0,0, 0, 垂下する波状隆帯 下端に粘土瘤貼り付け LR側面圧痕による平行線文間に

縦位短線文, LR側面圧痕縦位，段差， 0, 中初, 0, 0, 395 

図106-643,P3・P8・P25, SK-267, 1・2層, 45.8g, 胴部, 0, 0, 0, 0, 0, 0, LR横位結節(LR)横位，前末～中初， o.0, 398 
図106-644.P38, SK-267, 7層 13.8g, 口唇部・ロ縁部 0,0, 上面半歓竹管による刺突，LR側面圧痕による平行線文 0,0, 0, 前期末葉， 0,0, 0 

図106-645,P22, SK-267, 0屑 66.9g,胴部, 1/8, 0, 0, 0, 0, 0, 単絡lA類(R)縦位結節(LR)縦位．中初， 0,0, 0 

図106-646,Pl9, SK-267, 0層， 49.6g,胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, 羽状結束1種前期末葉 0,o. 0 
図106-647,P20, SK-267, 0層， 36.2g, 口唇部・ロ縁部, 1/8, 0, 0, 羽状結束第1種横位，羽状結束1種横位，無し，羽状結束第1種横位，前期末葉， 0,0, 

図107-649.Pl3, SK-268, 1層 20.8g,口唇部・胴部. 0, 0, 0, 単絡(L)4類. 0, 無し．多軸絡条体(R)縦位，前期末葉, 0, 0, 0 

図107-650,P35, SK-270, 14屑 53.0g,胴部底部 1/8,0, 0, 0, 0, 0, 結節(LR)横位，中初， 0,0, 0 

図107-651,P40-l, SK-270, 13層， 92.3g, ロ唇部・胴部, 1/8, 16類， LR横位．突起部から垂下する2条の隆帯上LR側面圧痕 LR横位, LR横位. 0, 0, 

中初， 0,0, 0 

図107-652,P39, SK-270, 12層 55.6g, 口唇部・ロ縁部， 0,0, LR側面圧痕 LR側面圧痕による平行線文, 0, o. 0, 中初， 0,0, 0 
図107-653.P21. SK-270, 13層 739.3g, 口縁部・胴部. 1/1, 0, 0, LR横位.LR横位，無し, LR横位，中初,0, 0, 55 

図107-654,Pll, SK-270, 8層, 25.4g, 胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, 単絡5類(L)縦位，中初, 0, 0, 0 

図107-655,P33, SK-270, 12層 20.8g, ロ縁部・胴部， 0,0, 0, 摩滅隆帯上半裁竹管状工具による鋸歯文．丸，単絡1類(R)縦位，前期末葉， 0,0, 0 

図107-656,P20, SK-270, 13層 26.5g, 口唇部・胴部 0,0, 0, 結節横位．微隆帯上棒状工具による刺突微隆帯単絡lA類(R)縦位．前期末葉, 0, 0, 

図107-657.P31. SK-270, 8層 49.5g, 口唇部・ロ縁部 0,8類隆帯上LR側面圧痕 LR側面圧痕による平行線文下に縦位短線文， o.0, 0, 中初'0,
0, 0 
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図107-658,P27, SK-270, 2層 46.3g, 口唇部・胴部， 0,0, 0, L側面圧痕による平行線文， 0,無し，単絡lA類(R)縦位 ，中初， 0,0, 0 

図107-659,P3, SK-270, 1層， 40.2g, 口縁部・胴部， 0,0, 0, 連鎖状隆帯上LR側面圧痕 LR側面圧痕による平行線文，隆帯上LR側面圧痕．方形，羽状

結束1種横位結節(R)縦位，中初. 0, 0, 0 

図107-880,P5, SK-270, 1層 43.lg,胴部， 0,0, 0,, 0,, LR横位結節(LR)縦位，中初， 0,,

図107-661,P5・P26, SK-270, 1層， 180.0g,胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, 羽状結束1種横位，中初， 0,0, 0 

図107-662,P4-1・3, SK-270, 1層 123.7g,胴部 0,0, 0, 0, 0, 0, LR横位結節(LR)縦位中初， 0,0, 471 

図107-663,Pl, SK-272, 1層 35.2g, 口唇部・胴部 0,0, 0, R側面圧痕による平行線文．微隆帯上棒状工具による刺突，微隆帯，羽状結束1種横位，前

末， 0,0, 0 

図107-664,P22, SK-273, 8層 42.8g, 口縁部・胴部 0,0, 0, R側面圧痕による平行線文，隆帯上R側面圧痕，丸， LR横位，中初， 0,0, 0 

図107-665,P23, SK-273, 8層， 22.4g,胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, 単絡lA類(R)縦位，前末， 0,0, 0 

図107-666,P2-3, SK-273, 6層 21.2g,胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, 単絡1類(R)横位，前末， 0,0, 0 

図107-667,Pl2, SK-273, 7層， 25.2g, 口縁部・胴部， 0,0, 0, LR側面圧痕による平行線文，半載竹管状工具による刺突，無し， LR横位，前末， 0,o. 

図107-669,P28, SK-274, 8層， 29.7g,胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, 羽状結束1種横位附加条付横位，中初， 0,0, 0 

図107-670,Pl2-2, SK-274, 6層 50.7g, 口縁部・頚部， 0,0, 0, R側面圧痕による折り返し山形平行線文，隆帯上R側面庄痕，三角形， RLR横位，中初，

0, 0, 0 

図107-671,P24, SK-274, 6層， 34.7g,胴部 0,0, 0, O. 0, 0, RL横位結節横位，前末～中初， 0,0, 0 

図108-672.Pl8, SK-274, 6層， 210.6g, 口唇部・胴部， 1/8,0, 上面LR側面圧痕，橋上隆帯上L側面圧痕縦位 下端にU字状貼り付け L側面圧痕による

折り返し山形平行線文間にC字状文，隆帯上L側面圧痕．方形，胴部 RL横位 ，中初， 0,0, 0 

図108-673,Pl5-2・Pl 7-2, SK-274, 3・4層 207.4g, 口唇部・胴部， 1/8,0, 隆帯上R側面圧痕 c字状隆帯 R側面圧痕による平行線文，隆帯上R側面圧
痕方形， RLR横位，中初， 0,0, 378 

図108-674,Pl9, SK-274, 4層 67.2g, 口縁部・胴部， 0,0, 0, LR側面庄痕による平行線文，隆帯上LR側面圧痕，方形， RLR横位，中初， 0,0, 0 

図108-675,P21, SK-274, 3層， 22.5g, 口唇部・頚部， 0,0, 隆帯上LR側面圧痕， LR側面圧痕による平行線文， 0,0, 0, 中初，0,0, 0 

図108-676,P9・Pll-l, SK-274, 4層 3155.3g, 口縁部・底部，1/1,8類隆帯上R側面庄痕， R側面圧痕による平行線文 爪形文，隆帯上R側面圧痕によ

る逆U字状文，方形， LR横位，中初，深鉢， 0,42 

図108-678,P38, SK-277, 10層 19.6g,胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, 羽状結束1種横位，中初， 0,0, 0 

図108-679,P3, SK-277, 5層， 99.4g, 口唇部・胴部， 0,3類，隆帯上LR側面圧痕．波頂部から垂下する2条の隆帯上LR側面圧痕 下端に粘土瘤貼り付け

LR側面圧痕による山形平行線文，隆帯上LR側面圧痕，丸， LR横位，中初， 0,0, 0 

図108-680,P29-l, SK-277, 5層 36.2g,胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, LR横位，中初， 0,0, 0 

図108-681,Pl3, SK-277, 4層 22.2g, 口唇部・ロ縁部， 0,0, 0, LR側面圧痕による幾何学文， 0,0, 0, 前未， 0,0, 0 

図108-682,P4, SK-277, 5層 62.3g,胴部， 1/4,0, 0, 0, 0, 0, LR横位，中初， 0,0, 0 

図108-683,Pl2, SK-277, 2層， 21.5g,胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, 羽状結束1種横位，中初， 0,0, 0 

図108-684,P20, SK-277, 2層， 16.3g, 口唇部・ロ縁部， 0,0, 棒状工具による斜め下からの刺突， R側面圧痕による幾何学文， 0,0, 0, 前末， 0,0, 0 

図108-685,P36, SK-277, 5層 21.4g,胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, 単絡1類(R•L)縦位回転前末， 0, 0, 0 

図108-686,P58, SK-278, 10層， 47.8g,胴部， 1/8,0, 0, 0, 0, 0, 羽状結束1種横位，中初， 0,0, 0 

図108-687,Pl38, SK-278, 10層， 70.2g,胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, 単絡lA類(R)縦位，前末～中初， 0,o. 0 
図108-688,Pl25, SK-278, 10層， 12.3g, 口唇部・ロ縁部， 0,0, R側面圧痕， R側面圧痕による平行線文， 0,0, 0, 中初， 0,0, 0 

図108-689,Pl30, SK-278, 10層， 12.6g, ロ唇部・胴部 0,0, 0, 条線文，条線文， 0,条線文，前末～中初， 0,0, 0 

図108-690,Pl20, SK-278, 10層 15.4g, 口唇部・胴部 1/8,0, 隆帯上LR側面圧痕波頂部下ボタン状貼付 下端に縦長の粘土瘤貼付 LR側面圧痕に

よる山形平行線文間に縦位短線文，隆帯上LR側面圧痕，方形， LR横位，中初， 0,0, 0 

図109-691,Pl48, SK-278, 10層， 28.lg, 口縁部・胴部， 0,0, 0, LR側面圧痕による平行線文， 0,段差， LR横位，中初， 0,0, 0 

図109-692,Pl55, SK-278, 10層 31.5g,胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, 条線文縦位，前末～中初, 0, 0, 0 

図109-693,Pl58, SK-278, 10層 18.6g, 口唇部・胴部. 0, 0, 0, L・R(二本一組）側面圧痕による平行線文 ，0, 無し，多軸絡条体(R・L二本一組）縦位，

前末， 0,o. 0 
図109-694,Pl57, SK-278, 10層 71.4g,胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, 羽状結束第1種横位中初， 0,0, 0 

図109-695,Pl51, SK-278, 10層， 22.3g,胴部・底部， 0,0, 0, 0, 0, 0, LR横位，早期， 0,0, 0 

図109-696,Pl32・Pl39・PX・PX, SK-278, 16層. 195.lg, 口唇部・胴部， 0,0, 0, LR横位， LR横位，無し， LR横位，前末～中初，深鉢， 0, 120 

図109-697,Pl02, SK-278, 8層 57.9g,胴部 0,o. 0, 0, o. 0, 羽状結束第1種横位(RLR横位十LR横位），中初， 0,0, 0 
図109-698,Pl03, SK-278, 8層 49.4g,胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, RLR横位結節(LR)横位，中初， 0,0, 0 

図109-699,Pl23, SK-278, 8層 22.8g,胴部 o.0, 0, 0, 0, 0, 多軸絡条体(R・L二本一組）縦位，前末， 0,0, 0 
図109-700,P95, SK-278, 6層 72.2g, 口唇部・ロ縁部， 0,0, 隆帯上LR側面圧痕， LR側面圧痕による平行線文下に縦位短線文，隆帯上LR側面圧痕， 0,

0, 中初， 0,0, 0 

図109-701,Pl8・Pl9, SK-278, 4層， 70.5g,□唇部・ロ縁部， 0,0, 隆帯J:LR側面圧痕， LR側面圧痕による平行線文， 0,0, 0, 中初， 0,0, 405 
図109-702,P78・P79・P93, SK-278, 5層 269.lg,胴部 1/8,0, 0, 0, 0, 0, 前々段反撚(LRR), 中初， 0,0, 404 

図109-703,P73・P94, SK-278層， 5, 195, 胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, 羽状結束種横位(RLR+LR), 中初， 0,0, 406 

図109-704,Pl3, SK-278, 4層， 53.7g,胴部 0,0, 0, 0, 0, 0, LR横位結節(R)横位，中初， 0,0, 0 

図109-705,P24, SK-278, 4層， 57.9g, ロ唇部・ロ縁部， 0,0, 隆帯J:LR側面圧痕， 口唇部に平行する隆帯上LR側面圧痕 LR側面圧痕による平行線文，

0, 0, 0, 中初， 0,0, 0 

図109-706,P9, SK-278, 4層， 73.7g, 口唇部・ロ縁部 1/8,0, 隆帯上LR側面圧痕，口唇部に平行する隆帯上LR側面圧痕 LR側面圧痕による平行線文間

に鋸歯文， 0,0, 0, 中初， 0,有， 0

図109-707,PlO, SK-278, 4層 141.lg, 口唇部・ロ縁部 0,0, 隆帯上LR側面圧痕 C字状隆帯上LR側面庄痕 LR側面圧痕による平行線文間に縦位短線

文 ，隆帯上LR側面圧痕，方形， 0, 中初， 0,0, 0 

図109-708,P87, SK-278, 4層 217.9g, 頚部 1/8,0, 0, 0, 0, 0, RLR結束1種横位，中初， 0,0, 0 

図109-709,P30, SK-278, 4層 53.7g, 口唇部・ロ縁部， 1/8,0, 上面LR回転， LR横位 結節(R)横位， LR横位，無し， LR横位，中初， 0,0, 0 

図109-710,Pl 7, SK-278, 4層 152.3g,胴部 0,0, 0, 0, 0, 0, RLR横位，中初， 0,0, 0 

図109-711,PS, SK-278, 4層 68.lg,胴部， 1/8,0, 0, O. 0, 0, RLR横位結節(LR)縦位，中初， 0,0, 0 

図109-712,P23, SK-278, 4層， 88.9g,胴部， 1/8,0, 0, 0, 0, 0, RL横位，中初, 0, 0, 0 

図109-713,P52, SK-278, 3層 42.3g,胴部. 0, 0, 0, 0, 0, 0, 羽状結束1種横位，中初， 0,0, 0 

図109-714,P51, SK-278, 3層， 221.0g, ロ唇部・ロ縁部， 1/8,7類，隆帯上LR側面圧痕，波頂部下に連鎖状隆帯 LR側面圧痕による山形平行線文間に縦

位短線文，隆帯J:LR側面圧痕，丸， LR横位，中初， 0,0, 0 
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図110-715,P2-2・P11・P28,SK-277,2・5層,243.0g,口唇部・胴部,1/4,3類隆帯上LR側面圧痕,垂下する2条の隆帯下端に粘土瘤貼り付けLR側面

圧痕による山形平行線文,隆帯上LR側面圧痕,方形,LR横位,中初,0,0,403

図110-716,P3,SK-278,3層,79.1g,口唇部・胴部,0,0,隆帯上R側面圧痕,口唇部に平行する隆帯上R側面圧痕R・L(二本一組)側面圧痕による波状文,

隆帯上R側面圧痕,丸,羽状結束1種横位,中初,0,0,0

図110-721,P16-1,SK-279,27層,16.1g,口唇部・胴部,0,0,0,単絡1類(R)圧痕による平行線文,微隆帯上棒状工具による刺突,微隆帯,結節(R)横位,

前期末葉,0,0,0

図110-722,P2,SK-279,2層,32.4g,胴部,0,0,0,0,0,0,単絡1類(R)縦位,前期末葉,0,0,0

図110-723,P10-1,SK-279,27層,92.2g,胴部0,0,0,0,0,0,単絡1類(R)縦位結節(R)横位,前期末葉,0,0,0

図110-724,P4,SK-279,2層,32.2g,胴部,0,0,0,0,0,0,羽状結束第1種附加条付(横位),前期末葉,0,0,0

図110-725,P6,SK-279,2層,57.6g,胴部,0,0,0,0,0,0,羽状結束第1種附加条付横位,前期末葉,0,0,0

図110-726,P11-2・P15・P23・P24・P25・P26,SK-279,27層,894.6g,完形,1/1,0,上面RL回転,LR側面圧痕(一部単絡5or6類圧痕)による幾何学文,

0,無し,羽状結束1種横位,前末～中初,深鉢,0,12

図110-727,P17,SK-279,27層,73.3g,胴部,0,0,0,0,0,0,単絡1類(R)縦位結節(R)横位,前期末葉,0,0,0

図110-728,P13・P16-2・P20・P21,SK-279,27層,117.4g,口唇部・胴部,0,0,0,単絡1類(R)側面圧痕による平行線文微隆帯上棒状工具による刺突,

微隆帯,単絡1類(R)縦位結節回転(R)横位,前期末葉,深鉢,0,410

図110-729,P11-1,SK-279,27層,263.1g,口縁部・胴部,1/2,0,上面RL回転,LR側面圧痕(一部単絡5or6類圧痕)による幾何学文,0,無し,羽状結束

1種横位,前期末葉,0,0,0

図111-730,SK-280P6・SK-288P2,SK-280・288,1層,51.1g,口唇部・口縁部,0,0,隆帯上LR側面圧痕,R側面圧痕による山形平行線文爪形文,0,

0,0,中初,0,0,411

図111-731,P151,SK-281,14層,23.3g,口唇部・口縁部,0,0,前面LR側面圧痕,LR側面圧痕による平行線文,0,0,0,中初,0,0,0

図111-732,PX・PX,SK-281,1・13層,192.1g,頚部・胴部,1/8,0,0,0,隆帯上LR側面圧痕,方形,LR横位結節(R)横位,中初,0,0,412

図111-733,P7,SK-280,5層,30.6g,胴部・底部,1/2,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0,0

図111-734,P100・P120・PX,SK-281,3・9・13層,148.8g,胴部,1/4,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0,416

図111-735,P89・PX・PX,SK-281,1・5・13層,185.0g,口唇部・胴部,1/8,0,隆帯上LR側面圧痕,単絡類(R)側面圧痕による平行線文間に縦位短線文,

LR側面圧痕縦位,段差,LR横位,中初,深鉢,0,415

図111-736,P149-1・PX・PX,SK-281,1・11・13層,285.2g,口唇部・胴部,1/8,0,LR側面圧痕,単絡類(R)圧痕による山形平行線文間にLR側面圧痕に

よる縦位短線文,LR側面圧痕縦位,段差,LR横位,中初,深鉢,0,413

図111-737,P114・P115・P116・PX・PX,SK-281,1・3・13層,97.1g,口唇部・胴部,1/4,8類,隆帯上LR側面圧痕,単絡類(R)側面圧痕による山形平行線

文間にR側面圧痕による縦位短線文,隆帯上R側面圧痕,丸,LR横位,中初,0,0,420

図111-738,P1-1・P4・P5-3・P6・P7・P59・P76-3・P132,SK-281,2・3・8・11層,422.2g,胴部・底部,3/4,0,0,0,0,0,RL横位,中初,0,0,133

図111-739,P137・P146,SK-281,10・11層,306.0g,胴部,1/8,0,0,0,0,0,RLR横位,中初,深鉢,0,419

図112-740,SK-281P144・SK-297P102-2・PX,SK-281・297,1・11層,2238.5g,口縁部・胴部,1/1,8類,隆帯上R側面圧痕,R側面圧痕による平行線文

間に鋸歯文・逆U字状文,隆帯上R側面圧痕による逆U字状文,方形,LR横位結節(R)縦位,中初,深鉢,0,41

図113-741,P91・P145,SK-281,5・11層,77.3g,胴部・底部,1/1,0,0,0,0,0,LR横位結節(LR)縦位,中初,0,0,458

図113-742,P91・P145・P149-2,SK-281,11層,43.0g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0,0

図113-743,P76-2,SK-281,11層,30.7g,口縁部・胴部,1/8,0,0,垂下する隆帯上R側面圧痕R側面圧痕による平行線文,R側面圧痕縦位,段差,

LR側面圧痕縦位,中初,0,0,0

図113-744,P129・P135-4・P136・PX,SK-281,1・10層,546.0g,胴部・底部,1/2,0,0,0,0,0,LR横位,中初,深鉢,0,451

図113-745,P122-1・P124-1・2・PX,SK-281,10・13層,1990.7g,口縁部・胴部,1/2,0,0,,0,,0,,0,,

図114-746,P122・P124・PX・PX,SK-281,1・10・13層,2895.6g,胴部,1/2,0,0,0,0,0,LR横位結節(R)横位,中初,深鉢0,57

図114-747,P62,SK-281,9層,138.1g,胴部,1/8,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0,0

図114-748,P104-1,SK-281,8層,139.9g,口唇部・口縁部,0,12類,隆帯上LR側面圧痕,波頂部から垂下する隆帯上LR側面圧痕単絡1類(R)側面圧痕

による山形平行線文間にLR側面圧痕による縦位短線文,0,0,0,中初,0,0,0

図114-749,P46・P47・P48・P121・PX,SK-281,1・6・8・9層,189.0g,口縁部・胴部,1/1,8類,隆帯上R側面圧痕,波頂部から垂下する隆帯上R側面圧痕

隆帯下端に粘土瘤貼り付けR側面圧痕による平行線文爪形文,隆帯上R側面圧痕爪形文,方形,LR横位,中初,深鉢,有,73

図114-750,P34・P35・P60,SK-281,4・8層,502.6g,口縁部・胴部,1/2,4類,隆帯上LR側面圧痕,波頂部から垂下する2条の隆帯LR側面圧痕による

平行線文間に鋸歯文,LR側面圧痕縦位,段差,LR横位結節(LR)縦位,中初,深鉢,0,132

図114-751,P102-1,SK-281,8層,30.7g,口唇部・口縁部,0,0,R側面圧痕,R側面圧痕による平行線文,隆帯上R側面圧痕,方形,0,中初,0,0,0

図114-752,PX・PXSK-281,1・13層,233.5g,口縁部,1/1,0,0,0,0,0,LR横位,中初,深鉢,0,76

図114-753,P2・P8・P11・P13・P26・P45,SK-281,2・4・6層,487.5g,口縁部・胴部,1/2,4類,隆帯上LR側面圧痕,波頂部から垂下する2条の隆帯上LR

側面圧痕LR側面圧痕による平行線文間に鋸歯文,LR側面圧痕縦位,方形,LR横位結節(LR)横位,中初,深鉢0,132

図115-754,P50・P112・P113・P138・P141,SK-281,3・6層,104.1g,口唇部・胴部,1/8,0,上面LR回転LR横位,LR横位,無し,LR横位,中初,深

鉢0,134

図115-755,SI-22P732・SK-281P41,SI-22・SK-281,2・4層,67.3g,口縁部,1/8,0.0,LR横位,LR横位,無し,LR横位,中初,深鉢,0,446

図115-756,P111,SK-281,3層,29.5g,胴部,0,0,0,0,0,0,単絡1類(R)縦位,前期末葉,0,0,0

図115-757,P118-2,SK-281,3層,34.8g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位結節(LR)横位,中初,0,0,0

図115-758,PX,SK-281,1・11層,195.6g,胴部,1/8,0,0,0,0,0,LR横位,中初,深鉢0,134

図115-759,P118-1,SK-281,3層,198.4g,胴部,1/8,0,0,0,0,0,LR横位結節(LR)横位,中初,深鉢,0,0

図115-760,P18,SK-281,1層,33.8g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR結束1種横位,中初,0,0,0

図115-761,P102-2,SK-281,8層,15.8g,口唇部・頚部,0,0,隆帯上R側面圧痕,R側面圧痕による平行線文,隆帯上R(2本1組)側面圧痕,丸,0,中

初,0,0,0

図115-765,P4,SK-282,4層,35.1g,胴部,0,0,0,0,0,0,単絡1類(R)縦位,前期末葉,0,0,0

図115-766,P7,SK-283,4層,15.6g,胴部,0,0,0,0,0,0,RL横位結節(RL)横位縦位,中初,0,0,0

図115-767,P2,SK-283,3層,18.8g,胴部,0,0,0,0,0,0,RLR横位,中初,0,0,0

図115-768,P20・P21,SK-284,7層,772.1g,口縁部・底部,1/1,0,0,結節(R)横位,0,無し,羽状結束1種横位付加条付き,前末～中初,深鉢,0,52

図115-769,P12,SK-284,1層,93.6g,口唇部・胴部,0,0,0,R側面圧痕による幾何学文,棒状工具による刺突,0,羽状結束第1種横位,前期末葉,0,

0,0

図115-770,P7,SK-284,1層,56.5g,胴部,0,0,0,0,0,0,羽状結束第1種横位,前期末葉,0,0,0

図115-771,P8,SK-284,1層,32.4g,胴部,0,0,0,0,0,0,前々段反撚LRL{LL横位結節(R)縦位,中初,0,0,0

図115-772,P5,SK-284,1層,223g,胴部,0,0,0,0,0,0,単絡1類(R)縦位,前期末葉,0,0,0
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図110-715. P2—2·P11·P28. SK-277. 2・5層， 24:l.Og, ロ芦部・胴部， 1/4, :, 類陸常上LR側面圧痕，厘下する2免の隆帯 下端に粘土暦貼り付けLR側血

1£ 痕による山形平行線文．隆帯LLR側面斤痕．方形 LR峨位．中初， 0, 0, 403 

凶110-716, PふゞK-278. :l雇， 79.lg, ロ桓部・胴部， 0, 0, 隆帯上R測即圧痕． 口四部に平行する隆帯上R側面圧痕 R•L(ニ本哨U)側面圧痕による波状文．

隆帯上R側面圧痕．丸，羽状結束1種横位．中初. 0, 0, 0 

図IIIJ-721. Plb-1, SK-279. 27層. Hi.lg、口唇部・制部 0. 0, II, 単格］類(R)圧痕による+行線文．微隆帯上棒状工具による刺突．微隆帯結節(RJ横位．

前期末葉 0. 0, 0 

図1111-7□2. 1'2,'.iK 27~. 2層， :,2.4g, 胴部. II, II, 0, 0, II, ll, .'J'絡1類(R)縦位、前期木葉 n, o, o 

図110723, PIO!, SK279, 27層. 92.2g, 胴部. 0, 0, 0, 0, 0, 0, 単絡1類(R)統位 結節(R)横位，前期末葉 0, 0, 0 

医1111724, 1'4, 団ゞK27¥l. 2層， :J'.>.ロg_ 胴部. II, II, II, U. ll, 0, 羽状結束第］種附加条付（横位）， ~i」期末葉， 0. 0. II 

図110-72'.i, PG, SK-279, 2層 57.Gg, 胴部， 0, 0, 0, 0, (1, 0, 羽状紐束第1挿附加条付横位，前期末葉， 0, 0, 0 

凶I](I 7加, Pl 1-~•PlS·P訊・ l':c!4·1'~"> ・ p加. SK 27¥1. U層．氾）4.bg, 完形. 1/1, 0、上面1-(]屈転 LR側面l上痕（ 部弔絡5oro類／土痕）ビよる幾何学文

0. 無し，羽状桔束1種横位，前末～中初．深鉢 0, 12 

区1111-7公7. Pl7. SK□ 7~. 27層 7:l.:砥胴部 0, 0. 0, 0, II, II, 単絡l類(R)縦位結節(R)横位. ii」期未巣 0. II, 0 

図110-728,Pl3・Pl6-2・P20・P21, SK-279, 27屑 117.4g, n唇部・胴部 0, 0, 0, 単絡l類(R)側面圧痕による平行線文．微降帯卜棒状 1:目による刺突，
微隆帯．単絡］穎(R)縦位 結節回転(R)横位、 Hり期末葉．深鉢. ll, 4111 

図110-729, Pll-1. SK-279. 27回 263.lg, ロ縁部・胴部 J!2, 0. 上面RL回転 LR側面庁痕（一部手絡Gor6類圧痕）による幾何学又. 0, 無し，羽状結束

］種横位．前期木巣. 0, 0, 0 

図111-730, SK-280P6心K-288P2. SK·2~0·288. I轡， Gl.lg, n唇部・「I緑部， 0, 0, 降帯上LR側面！土痕， R測面1王痕による山形平行襟文 爪形丈. 0, 
0, 0, 中初. II, 0, 411 

図111-731,PIC,l, SK-281, 14屑 23.3g, 「1唇部・rr緑部， 0, 0, 前面LR側面庁痕. LR側面庄痕による平行祝文. 0, 0, 0, 中初. 0, 0, 0 
図lll-i':J2. PX・PX. SK-"81, l・U層 l叫2.lg, 頚部・胴部， 118, II, 0, 0, 隆帯上LR側面圧痕..h形， LR横位 結節(R)横位．中初. 0, 0, 41'.' 

図111-733, P7, SK-280, C, 屑 30.Gg,胴都・底部， 1/2, 0, 0, 0, 0, 0, LR横位， 中社J. 0, 0, 0 

図lll-7:l4, l'IOll・PUO・PX, SK-:ZHI, :,-~ ・I:l層 148村g_ 胴部. l !4, 0, 0, 0, 0, 0, LR横位．中初, 11, 0, sl]{i 

図111-735. P89・PX・PX,SK-281. l・G・l3屑 180.0g_ n唇部・胴部. 1/8, 0, 隆帯上LR側画庄痕、中絡類(R)側面圧痕による平行線又間に縦位短線文．
LR側面I土痕縫位．段差. LR横位． 中初．深鉢. 0, 41日

図111-736, Pl-19-l・PX・PX, SK-281, l・ll・J:l層 285.2g, n唇部・胴部 118, 0, LR側面圧痕，単絡類(R)圧直による山形平行線文間にLR側面圧痕に
よる縦位知線文, LR側面圧痕縦位．段差. LR横位．中初，深鉢. 0, 41: す

図111-737. Pll4・Pll:i・PllG・PX・PX. SI← 281, I・3・13層 97.lg, 11唇部・胴部， l/4, 8類，降帯J.:LR側面庄痕 単絡類(R)側面庄疸による山形平行線
文間にR側面1J:痕による縦位短線文，隆帯上R側面圧痕．丸， Uc横位．中初， 0, II, 4~0 

図111・738, Pl-l・P4・PS-3・P6・P7・P59・P76-3・Pl32, SK-281. 2・3・8・11眉， 422.2g, 胴部・底部， 3/4, 0, 0, 0, 0, 0, RL横位， 中初， 0, 0, 133 

図111-BY, P1:l7•Pl4ti, Kゞ-2お1. I 0・11層：lOゎ.II只，桐部 J.'8, ll, IJ. 0, Ii, 0. RLR横位．中初．深鉢， ll, 41~ 

図112-740. SK-281Pl44・SK-297Pl02-2・PX, SK-281・297, I・11層， 2238.Sg, I I緑部・胴部］＇、 1, 8類條帯上R側面圧痕， R側面！土痕による平行線文

間に鋸歯文・逆［「字状文，隆帯上R側血圧痕による逆い字：／人文．方形， LR横位 結節(R)絞位，中初．深鉢. 0, 41 

図ll'l・74J, P9l・P145. SK-281, 5・11屑 77.3g, ! 印部・底部， L1, 0, 0, 0, Cl, 0, LR横位 結節(LR)縦位，中初， 0, 0, 4S8 

凶1I:l 742, l'Yl・1'145・Pl4Y-2. Kゞ-281. 11層， 4:J.Og, 胴部， 0, 0, ll, 0, 0. II, LR横位中初， 0, 0, II 

図113-743, P76-2, SK-281, 11層 30.7g, 11縁部・胴部， 1/8, 0, Cl, 亜下する隆帯LR側而圧痕 R側面圧痕による平行線文， R側面庄痕縦位，段弄，

LE側面圧痕縦（立、中初. Cl, 0. IJ 

図113-744, Pl29・Pl3S-4・Pl36・PX, SK-281. l・10層. 54G.Og, 胴部・底部， l心, U, Cl, 0, U, 0, LR横位， 中初．深鉢， 0, 451 

凶11:J-745, Pl22-l·Pl 旦4-l•2·PX, SK-281, 10 ・ 13層 J~\10ぶ5, 口緑部・!町1部. 1/2, 0, 0,. 0,, 0 .. 0, 

閂114-74G, Pl訟 ・Pl24・PX・PX, SK-281, 1・10・13層 2895.Gg, 胴部. 1/2, 0, 0, 0, 0, 0, LRI蒻位結節(R)横位中初．深鉢. 0. S7 

図114-747, P位， SK-::81. 9層 138.lg, 胴部. L'8, o今 0. 0, 0, 0. LR横位，中初， 0, 0, 0 

同J14-748, Pl04-1, SK-281, 8層 139.9g, 口唇饂□縁部 0, 12類隆帯上LR(且l扉i/I痕．波頂蔀から垂卜する隆帯 l・.LR側面圧狼 単絡j類(R)側面圧根
による山形平行線文間にLR(且,,閻圧痕による縦位短線文， 0, 0, 0, 巾初， 0, 0. 0 

図114-749, P46·P•l7·P48·Pl21·PX, SK-281, l・Ei・8・0層. 1ぎ）(Jg_ 口緑部・胴部. I/!. 8類．陸帯_r.Rf則而几根．波匝部から垂下する隆帯 l・.R側雨庄浪

陰帯卜端に粘土瘤貼り付け R側血圧痕による平行線文 爪形文，降帯上R側面圧疸 爪形文，方形. LR横位，中初，深鉢．有. 7.3 

図114-750, P34•P:15·P611. SK 281. 4・8層 5112.Gg, 口縁部・胴部. l'2. ,j類隆帯上LR側面1£痕．波頂部から垂下する2条の隆帯 LR側血j逍団による

平行糸泉文間に鋸歯文. LR(叫面圧痕縦位，段差， LR横位 詰節(LR)縦位．中褪深鉢， 0, 』32

同114-751. Pl02 1. SK認 1, 8層：J0.7g, ロ唇部・ロ緑部. U, 0. R側面／上痕. R側面1工痕による平行線文．陪帯J-.R側面圧痕．方形，（）， 中名JJ.0, 0, 0 

閃114-752, PX・PX, SK-281, l・l噂 233ぷg_ 1-1縁部， I/l, 0, 0, 0. 0, 0. LR横位叫几深鉢， 0, 76 

図114-753. I氾・Po・Pll・Pl:l・P21:i・P4S, SK 281, 公・4・1濯. 4幻ぷg, 口緑部・嗣部， 1/2, 4類降帯上f.R側面圧衷波頂部から垂下する2条の胚帯日LR

側面／土痕 LR側面It:痕による平行線文間に鋸歯文. LR側面圧痕縦位．方形， LR横位 結節(LR)横位．中初，深鉢， 0, 132 

図115-754. Pf>ll-f'l12・1'11'.1・1'l:Jお・1'141,SK-281. :,-6層， 104.lg, II唇部・胴部 l芯 (I、上血LR回転， Ll吋黄位.LR横位．無し， LR横位，中叫深

鉢. 0, 134 

図115755, oil—立1'732·SK-281P41, SI—公2·SK 認 l, 2・4屈， 67.3g, 口詠畠， 1/8, 0, 0, LR横（立， LR横位，無し， LR横位，中初，深鉢， o.446 

図115-756,Pll 1, SK-281, 3層， 29.Sg,胴部， 0, 0, 0, 0, 0, 0, 単絡1類(R)縦位，前期末葉， 0, 0, 0 

圏115-757,Pll8-2, SK-281, 3層 34.8g,胴部， 0, 0, 0, 0, 0, 0, LR横位結節(LR)横位，中初， 0, 0, 0 

図115-758, PX, SK-281, 1・11層， 195.6g,胴部， 1/8,0, 0, 0, 0, 0, LR横位，中初，深鉢， 0, 134 

図115-759,Pll8-l, SK-281, 3層， 198.4g,胴部， 1/8,0, 0, 0, 0, 0, LR横位結節(LR)横位．中初，深鉢. 0, 0 

屈115-760,P18, SK-281, 1層, 33.8g, 胴部, 0, 0, 0, 0, 0, 0, LR結束1種横位，中初， 0, 0, 0 

図115-761,Pl02-2, SK-281, 8層， 15.8g. ロ唇部・頚部， 0,0, 隆帯上R側面圧痕， R側面圧痕による平行線文 ，隆帯上R(2本1組）側面圧痕．丸， 0, 中

初， 0,0, 0 

図115-765,P4, SK-282, 4層 35.lg,胴部， 0, 0, o. 0, 0, 0, 単絡l類(R)縦位，前期末葉， 0, 0, 0 

図115・766,P7, SK-283, 4層 15.6g,胴部， 0, 0, 0, 0, 0, 0, RL横位結節(RL)横位縦位，中初， 0, 0, 0 

図115-767,P2, SK-283, 3層， 18.8g,胴部， 0, 0, 0, 0, 0, 0, RLR横位，中初， 0, 0, 0 

図115-768,P20・P21, SK-284, 7層， 772.lg, 口縁部・底部， 1/1,0, 0, 結節(R)横位， 0, 無し．羽状結束1種横位付加条付き，前末～中初．深鉢.0, 52 

図115-769,Pl2, SK-284, 1層， 93.6g, 口唇部・胴部， 0, 0, 0, R側面圧痕による幾何学文，棒状主具による刺突. 0, 羽状結束第1種横位，前期末葉， 0,

0, 0 

図115-770,P7, SK-284, 1層 56.Sg,胴部. 0, 0, 0, 0, 0, 0, 羽状結束第1種横位．前期末葉， 0, 0, 0 

図115-771,P8, SK-284, 1層 32.4g,胴部, 0, 0, 0, 0, 0, 0, 前々段反撚LRL{LL横位結節(R)縦位．中初， 0, 0, 0 

図115-772,P5, SK-284. 1層 22.3g, 胴部 0, 0, 0, 0, 0, 0, 単絡1類(R)縦位．前期末葉, 0, 0, 0 
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図116-773,P15-6,SK-284,1層,138.9g,口縁部・底部,1/1,0,0,LR側面圧痕による平行線文,隆帯上半戴竹管状工具による刺突,方形,単絡1A類

(R・L)縦位,前末～中初,深鉢,有,3

図116-774,P17,SK-284,1層,83.0g,胴部,0,0,0,0,0,0,単絡1A類(R)縦位,前期末葉,0,0,0

図116-775,P13,SK-284,1層,54.3g,胴部,0,0,0,0,0,0,単絡1A類(R)縦位,前期末葉,0,0,0

図116-776,P11,SK-284,1層,30.6g,胴部,0,0,0,0,0,0,単絡1A類(R・L二本一組)縦位,中初,0,0,0

図116-777,P2,SK-284,1層,22.1g,胴部,0,0,0,0,0,0,単絡1A類(R・L)二本一組結節(R)縦位,前期末葉,0,0,0

図116-779,P9-1・P10,SK-285,0層,266.0g,口縁部・頚部,0,5類,隆帯上LR側面圧痕,波頂部から垂下する隆帯上LR側面圧痕LR側面圧痕による平

行線文,LR側面圧痕縦位,段差,0,中初,深鉢,0,135

図116-780,P11,SK-285,0層,0,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0,0

図116-781,P3,SK-285,2層,67.5g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR縦位結節(LR)縦位,中初,0,0,0

図116-782,P1,SK-285,5,12.5g,胴部,0,0,0,0,0,0,羽状結束第1種横位,中初,0,0,0

図116-783,P9-3,SK-285,0層,66.6g,頚部・胴部,0,0,0,0,LR側面圧痕縦位,段差,LR横位,前末～中初,深鉢,0,0

図116-784,P9-2,SK-285,0層,44.5g,胴部,0,0,0,0,0,0,RL横位,中初,深鉢0,0

図116-785,P6-2・P7,SK-285,0層,70.5g,胴部・底部,1/1,0,0,0,0,0,0,前末～中初,0,0,479

図116-786,P6-3・Pl2,SK-285,0層,493.3g,完形,1/1,0,隆帯上単絡1類(R)圧痕,単絡1類(R)圧痕による平行線文,0,無し,RLR横位,中初,深鉢,

0,2

図116-787,PX,SK-286,11層,0,口唇部・口縁部,0,11類,隆帯上LR側面圧痕竹管状工具による刺突,橋状隆帯上LR側面圧痕縦位口唇部に平行す

る隆帯上LR側面圧痕竹管状工具による刺突垂下するS字状隆帯上LR側面圧痕,0,0,0,中初,0,0,0

図116-788,PX,SK-286,11層,0,口縁部,0,0,0,R側面圧痕による平行線文,0,0,0,中初,0,0,0

図117-789,P51・P52・P53-1・P68-1・2・3・P69・P70・P77-1・2・3・P80-1・P86・P97・P99・P105・P110,SK-286,10・11層,1668.5g,胴部・底部,1/1,0,
0,0,0,0,LR横位結節(R)横位,中初,深鉢,0,46

図117-790,PX,SK-286,11層,0,胴部,0,0,0,0,0,0,RLR横位,中初,0,0,0

図117-791,P96,SK-286,10層,46,口唇部・胴部,0,0,隆帯上LR側面圧痕,LR側面圧痕による平行線文,横長の粘土瘤貼り付け,0,羽状結束第1種
横位,中初,0,0,0

図117-792,P81,SK-286,10層,77.7g,口縁部・胴部,0,0,0,単絡1類(R)側面圧痕による平行線文,隆帯上単絡1類(R)圧痕,方形,RLR横位結節(R)縦
位,中初,0,0,0

図117-793,P48・P82・PX・PX,SK-286,10層,489.5g,口唇部・胴部,1/1,0,0,LR横位,0,無し,上半LR横位下半部LR縦位,中初,深鉢,0,47
図117-794,P100,SK-286,10層,199.4g,頚部・胴部,1/8,0,0,0,隆帯(剥落),不明,LR結束1種横位結節(R)横位,中初,0,0,0

図117-795,P47・P74・P83・P104・P109・PX・P61,SK-286,9・10層,922.9g,口縁部・胴部,1/8,1類.隆帯上単絡1類(R)圧痕,波頂部から垂下する隆帯
単絡1類(R)圧痕による山形平行線文,隆帯上単絡1類(R)圧痕,方形,RLR横位,中初,深鉢,0,423

図117-796,P80-2・P88・P112・P113-2,SK-286,10層,350.1g,口縁部・胴部,1/8,1類,隆帯上単絡1類(R)圧痕,波頂部から垂下する隆帯単絡1類(R)

圧痕による山形平行線文,隆帯上単絡1類(R)圧痕,方形,RLR横位,中初,深鉢,0,423

図118-797,P87・P108・PX,SK-286,10層,308.6g,口唇部・胴部,1/8,1類,隆帯上単絡1類(R)圧痕,垂下する隆帯下端に粘土瘤貼り付け単絡1類(R)

圧痕による山形平行線文,隆帯上単絡1類(R)圧痕,方形,RLR横位結節(LR)縦位,中初,0,0,425

図118-798,P18・P118・P119,SK-286,2・10層,164.9g,胴部,0,0,0,0,0,0,RLR横位結節(LR)縦位,中初,深鉢,0,428
図118-799,P66,SK-286,10層,64.7g,胴部,0,0,0,0,0,0,RLR横位,中初,0,0,0

図118-800,P58,SK-286,10層,34.7g,胴部,0,0,0,0,0,0,RLR横位,中初,0,0,0

図118-801,P84・P85・P92-1・P93・P95・P103-1・2・P122-1・2・PX,SK-286,9・10・11,13263g,胴部,1/1,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0,53

図118-802,P50,SK-286,11層,24.1g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0,0

図118-803,P78,SK-286,10層,85.5g,胴部,1/8,0,0,0,0,0,RLR横位結節(R)縦位,中初,0,0,0

図118-804,P90,SK-286,10層,20.1g,胴部,0,0,0,0,0,0,多軸絡条体(R)縦位,前末,0,0,0

図118-805,P101-2,SK-286,9層,4.6g,胴部,0,0,0,0,0,0,羽状結束1種横位,中初,0,0,0

図118-806,P116,SK-286,10層,6.4g,胴部,0,0,0,0,0,0,RLR横位,中初,0,0,0

図118-807,PX,SK-286,10層,31.9g,胴部,1/4～1/8,0,0,0,0,0,LR横位結節(LR)横位,中初,0,0,0

図118-808,PX,SK-286,10層,27,5g,胴部,0,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0,0

図118-809,PX,SK-286,10層,73.9g,胴部,1/4～1/8,0,0,0,0,0,LR横位結節(R)横位,中初,0,0,0
図118-810,PX,SK-286,10層,274.8g,胴部1/4～1/8,0,0,0,0,0,RLR横位結節(R)縦位,中初,深鉢,0,0

図118-811,P67,SK-286,10層,22.3g,胴部,1/1,0,0,0,0,0,LR横位,中初,深鉢,0,86

図118-811,P75,SK-286,10層,448.6g,口縁部・底部,1/1,0,0,0,0,0,LR横位,中初,深鉢,0,86

図118-812,SK-278P160SK-286・PX,SK-278・286,10,39.3g,胴部,1/3,0,0,0,0,0,LR横位結節(RL)縦位,前末～中初,深鉢,0,440

図118-813,P45,SK-286,9層,11.5g,口唇部・口縁部,0,2類,0,LR側面圧痕による平行線文,0,0,0,中初,0,0,0

図118-814,PX,SK-286,9層,29.0g,口唇部・口縁部,0,14類,隆帯上単絡1類(R)側面圧痕,隆帯上単絡1類(R)側面圧痕単絡1類(R)側面圧痕,0,0,
0,中初,0,0,0

図118-815,P65,SK-286,9層,29.1g,胴部,0,0,0,0,0,0,多軸絡条体1類(L・R)縦位,前末,0,0,0

図118-816,PX,SK-286,9層,27.4g,胴部,0,0,0,0,0,0,単絡1類(R)縦位,前末,0,0,0

図119-817,P89・P101-1,SK-286,9・10,250.8g,口唇部・口縁部,0,1類,隆帯上単絡1類(R)圧痕,波頂部から垂下する隆帯単絡1類(R)圧痕,0,0,

0,中初,0,0,424

図119-818,PX,SK-286,9層,946.0g,口唇部・口縁部,0,0,隆帯上R側面圧痕,C字状隆帯(剥落)R側面圧痕による山形平行線文,0,0,0,中初,
0,0,0

図119-819,P56・P57・P72・P73・PX,SK-286.8層,598.4g,口唇部・胴部,1/8,5類,隆帯上単絡1類(R)圧痕,波頂部から垂下する隆帯下端に粘土瘤貼
り付け単絡1類(R)による山形平行線文,隆帯上単絡1類(R)圧痕,方形,LR横位,中初,深鉢,0,422

図119-820,PX,SK-286,9層,24.8g,胴部・底部,1/1,0,0,0,0,0,LR横位,中初,0,0,0

図119-821,PX,SK-286,8層,101.2g,口唇部・口縁部,0,14類,隆帯上LR側面圧痕,LR側面圧痕による山形平行線文,0,0,0,中初,0,0,0

図119-822,PX,SK-286,8層,62.2g,口唇部・口縁部,0,18類,隆帯上LR側面圧痕,波頂部下にU字状隆帯上LR側面圧痕LR側面圧痕による山形平行
線文,0,0,0,中初,0,0,0

図119-823,PX,SK-286,8層,68.2g,口唇部・胴部,0,0,隆帯上LR側面圧痕,LR側面圧痕による山形平行線文,隆帯上LR側面圧痕,0,結節(RL)横位,
中初,0,0,0

図119-824,PX,SK-286,8層,13.6g,口縁部・胴部,0,0,0,LR側面圧痕による平行線文,隆帯上LR側面圧痕,0,LR横位,中初,0,0,0

図119-825,PX,SK-286,8層,21.9g,口唇部・口縁部,0,0,LR側面圧痕,LR側面圧痕による平行線文,0,0,0,中初,0,0,0

図119-826,PX,SK-286,7層,41.0g,胴部,1/4,0,0,0,0,0,RLR横位結節(LR)縦位,中初,0,0,0
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図116-773,PlG-6, SK-284. 1暦， 138.Gg, 日緑部・底部. L 1, 0, 0, LR阻l]oii圧痕による平行綜文．隆常上半歓竹管状工具による刺突，方形，卓絡lA栢

(R・ し）縦位， ~rj 未～中初. i釆鉢， 有. :, 

図116-774,Pl7. SK-284, 1層 8.3.0g, 胴部， 0,o. 0, 0, 0, 0, 単絡1八類(R)縦位，前期末葉. II, 0, (J 

図llli-77:i,Pt:l. SK-28,!, 1層， S4.3g, 胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, 単絡IA類IR)縦位、前期末葉 0,0, 0 

図116-776,Pll, SK-284, lid, 30.6g, 胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0. 単絡L¥類(R・L二本一組）縦位，中初， ll.11, 0 

区 llG-~77, 1'2, SK284, 1層， 22.lg, 胴部， 0, 0, 0, 0, 0, 0, 半紹IA類(R・Ll二本一組 結節(R)縦位，前期末茫， 0, 0, 0 

図116-779,P9-l・Fl0, SK-285, 0層. 266.0g, 口緑部・罪謡 IJ, 5類．饉帯上LR側面圧痕，波］田部から垂卜する隆帯上LR側面）土痕 LR側面rr.限による平
行綜文， L]-(側面Jij良縦位，段差 0, 中初，深鉢， 0, 135 

図116-780,Pll, SK-285, 0層 0, 胴部. 0. 0, 0, 0, U, 0. LR横位， 中初， (I_ 0. I) 

図llh-781.P3, SK-285. 2層 67.5g, 胴祁， 0, 0, 0, 0, 0, 0, LR縦位結節(LR)縦位．中初， 0, 0, 0 

図116-782,Fl, SK-285, ,,, 12.~,g. 胴部， 0,0. 0. 0, 0, II, :j,j:[人結束第1種横仇中初，（），（），（］

図116-78:l,PY-:l, SK-285, 0層、 GG.Gg, 類紐胴部， 0, 0, 0, 0, LR側面圧痕縦位，段差， LR横位，前末ヘ・中初，深鉢， 0, 0 

図116-784,F9-2, ベK-285. 0層. 44.5g_ 胴部. 0, 0, 0. 0. 0, 0, R.L横位．中初，深鉢. 0, ii 

図116-785.P6-2・P7, SK-285, 0層， 70.5g, 胴部・底部， 1.'l, 0. 0, 0, 0. 0, 0, 前末～中初， 0,0, 479 

図116-786,F6-3・Fl2, Sl¥-285, 0層， 49'.Ug, 完形， l'l.0, I迎楷上単絡］珈ls:)圧痕単絡1類(R))上痕による平行線文， 0, 無し， RLR横位，中初，深鉢，

0, 2 

図116-787.PX. SK-286, 11層， o. n器部・ロ緑部、 0, 11類隆帯上LE側面圧痕 竹省状工具による刺突，橋状隆帯 ~.LR側面J上狼縦位 n唇部に平行す

る隆帯上LR側固J十痕 竹管lJcT具による刺突 車下するS宇状降帯上LR側面圧痕， 0, o. 0, 中初， 0, 0, 0 

図116-788,PX. SK-28b, 11層， 0. 口縁部. 0, 0, 0, R側向圧痕による平（テ線文， o.n, o. 中初. 0, 0, il 
図117-789,P51・P52・P53-l・P68-1・2・3・P69・P70・P77-l・2・3-PSO-l・P86・P97・P99・Plll5・P 110, SK-286. 10・l l層 1668.5g, 胴部・底部. 1/1, 0, 

0, 0, 0, 0, LR灌位結節(R)横位．中初，；岱鉢， U,41-i 

同117-790,PX, SK-286, 11層， 0, 胴部， IJ, LI, IJ, 0, 0, 0, RLR横位，中初， 0.0, II 

図117-791,F9G, SK-認 r;_ 10層， 46. ロ悟部・胴部， 0, 0, 隆帯上Lli:側面圧痕， LR.側面圧痕による平行線文，横長の粘土瘤貼り付け， 0, 羽状結束第1柿

横位，中初， 0, 0, 0 

図117-792,F81, SK-286, 10層. 77.7g, n緑部・ij,.J部， 0. II, 0, 単絡1類(Rl側面圧痕による平行綜文，隆帯卜単絡l類(R)II!良方形， RLR横位結節(R)縦
位．中初， 0,0, 0 

図117-793,F48・F82・FX・FX. SK-286, 1 0屑 489,5g, 口啓部・胴部， 1/1,0. II, LR横位， 0, 無し，上'fLR嘩位 下f部LR縦位，中初，深鉢.0, 47 

図117-794,PlOO. SK-28G, 10層 199.4g, 頚部・胴部， l/8, 0, 0, 0, 陛帯（剥落），不明， LR詰束1種横位 結節(R)f憐位，中初， 0,0. 0 

図117-795,P47・P74・F83・F104・Fl09・FX・F61. ~K-286. 9• ]()層，鸞氾．りs.n緑部・胴部， J ,8, 1類．隆帯上単絡］類(R.)圧痕，波I自部から垂下する隆帯
単絡1類(R)圧痕による山形平行線文隆帯卜単絡］類(R)圧痕，方形， RLR横位，中初，深鉢， 0,423 

図117-796,P80-2・P88・Pll2・Fll3-2, SK-認 G, 10層， :J5U、lg, [J緑部・胴部， l:~, l類，隆楷上針絡］類(RJJ王痕，波頂部から垂下する隆帯 単絡l類(Rl

／土痕による山形平行線文，隆帯上半絡l類(R)/土艇，方形， RLR卜黄位， 中初． 深鉢， U, 42:l 

図118-7D7,P87・Pl08・PX, SK-286, 10眉 308.Gg, 口侶部・胴部， 1,8, 1類隆常上単絡1類(R)圧痕，垂卜する隆帯下端に枯土溜貼り付け 単絡］類(R)

圧痕による山形平行線文，隆帯卜．単絡1類(R)/上痕，方形， RLR嘩位 結節(LR)縦位，中初， 0, 0, 42G 

図118-798,Pl8・Pll8・Fll9, SK-286, 2・101百， 164.9邑胴部， 0, 0, 0, 0, 0, 0, RLR横位結節(LRJ縦位，中初，深鉢 0,>128 

図118-7四， Plifi, SK-~80. 10層 64.7g, 胴部， 0,0. 0, 0, 0, 0, RLR横位，中初. 0, 0, 0 

図118-800,PSS, SK-286. 1 C層， 34.7g, 胴部. 0, 0. 0, 0, 0, 0, RLR中黄位， 中初， 0, 0, 0 

凶1188111, f忍4·P8o·P~:'-l·P9:3•!'9;i•l'lll:l-1•2·Pl22-l·2·PX, SK-286, 9・10・11, 1326.3g, 胴部， 1/1,0, 0, 0, 0, 0, LR横仲，中初， 0,0. 53 

図118-802,PC,O, SK-286. 11屑， 24.lg, 胴部， 0.0, 0, 0, 0, 0, LR横位，中初， 0,0, 0 

凶118-80:1,P78, : Kゞ2No. 10暦， HS.Sg, 胴部， 1,8, 0, U, 0. 0, 0, RLR横位結節(R)縦位，中初， 0, o. 0 

図118-804,P90, SI<:-28G, 10晉， 20.lg, 胴部， o.0. 0, 0, 0, o. 名軸絡条体(R)綬位．前木， 0, 0, 0 

図118-805,PIOl-2. SK-286.'濯， 4,fig,胴部， IJ, 0, 0, Cl, 0, IJ. 羽状結束1柚嘩位．中初， 0, 0, 0 

図l18-80G, PllG. SK-286, 10屑. b.4g, 胴部， 0.0. II, 0, 0, 0, RLR横位叩JJ,0, 0, 0 

図1[8-807, PX, SK認 o, lO層：31.¥lg, 胴部 114-1•8, 0, 0. II, 0, Cl, LR横位結節 (LR)横（立，中初， 0, 0, 0 

図118-808,PX, SK-286, l U屑， 27.:ig, 胴部， 0,0, 0, 0, 0. II, LR横fし［中初， 0.0, 0 

凶118-809,PX, SK-28G, 10層 73.¥lg, 胴部 114-1,8, 0, 0. ll, 0, 0, LR横位結節 (R)l黄位，中初， 0, ll, 0 

図118-810,PX, SK-28G, 10層公74.8g, 胴部， 1!4~108, 0, 0, 0, 0, 0. RLR灌位結節 (R)縦位，中初. i菜鉢， 0, 0 

図118-811,F67, SK-286. 10層訟邸，胴部, L l, 0, 0, II. 0, 0. LR. 横位．中初，深鉢，()_ 8(i 

同118-811,P75, SK-286, 10層 ・J.18.Gg, 口緑部・底部. J, I, 0, 0, 0, ll, 0. LR横位， 中社］， 深鉢， 0, 86 

図118-812,SK-278 Fl60 SK-286-FX, SK-278・286, 1 0. 39.:Jg, 胴部， lパl, 0, 0. 0. 0, 0, LR横位 結節(RL)縦位，前木～中初，深鉢， 0,440 
図118-81'.,,1'1:i, SK-28b, 9層 11:ig_ 口唇部・ロ縁部、 0,2類， 0,LR側面年痕による平り線文, 0, 0, 0, 中初， 0, 0, 0 

図118-814,PX, SK-286. 9層 29.0g, ロ臼部・ロ緑部， 0, 14類隆倍上単絡1類(R)側面斤痕，隆帯上単絡1類(RJ側面／上痕 単絡1類iR)側曲1上痕， 0, 0, 

0, 中初. II, 0, ll 

図118815, PGG, SK-28G, 9屈， 29.lg,胴部. 0, 0, 0, o. 0, 0, 多軸粕条体1類(L・R)縦位， fl(」木， 0,0, 0 

図118-816,PX, SK286, 9層 27.4g,胴部 0,0, 0, 0, 0, 0, 単絡1類(R)縦位．前末， 0,0, 0 

図119-817, P89•Pl01-l, SK-286, 9・10,250.8g, ロ唇部・ロ縁部. 0, 1類隆帯上単絡1類(R)圧痕，波頂部から垂下する隆帯 単絡1類(R)圧痕， o.0, 

0, 中初， 0,0, 424 

図119-818,PX, SK-286, 9層， 946.0g, 口唇部・ロ縁部， 0,0, 隆帯上R側面圧痕， C字状隆帯（剥落） R側面圧痕による山形平行線文， 0,0, 0, 中初，

0, 0, 0 

図119-819,P56・P57・P72・P73・PX, SK-286, 8層， 598.4g, 口唇部・胴部， 1/8,5類隆帯上単絡1類(R)圧痕．波頂部から垂下する隆帯 下端に粘土瘤貼

り付け 単絡1類(R)による山形平行線文，隆帯上単絡l類(R)圧痕，方形， LR横位，中初，深鉢， 0,422 

図119-820,PX, SK-286, 9層， 24.8g, 胴部・底部， 1/1,0, 0, 0, 0, 0, LR横位中初， 0,0, 0 

図119-821,PX, SK-286, 8層 101.2g, ロ唇部・ロ縁部， o. 14類，隆帯上LR側面圧痕， LR側面圧痕による山形平行線文， 0,0, 0, 中初， 0,0, 0 

図119-822,PX, SK-286, 8層， 62.2g, 口唇部・ロ縁部， 0, 18類，隆帯上LR側面圧痕波頂部下にU字状陸帯上LR側面圧痕 LR側面圧痕による山形平行

線文， 0,0, 0, 中初， o.0, 0 

図119-823,PX, SK-286, 8層 68.2g, 口唇部・胴部， 0,0, 隆帯上LR側面圧痕， LR側面圧痕による山形平行線文，隆帯上LR側面圧痕， 0,結節(RL)横位，

中初， 0,0, 0 

図119-824,PX, SK-286, 8層， 13.6g, 口緑部・胴部， 0,0, 0, LR側面圧痕による平行線文，隆帯上LR側面圧痕 0,LR横位，中初， 0,0, 0 

図119-825,PX, SK-286, 8層， 21.9g, 口唇部・ロ縁部， 0,0, LR側面圧痕 LR側面圧痕による平行線文， 0,0, 0, 中初， 0, 0, 0 

図119-826,PX, SK-286, 7層， 41.0g,胴部， 1/4,0, 0, 0, 0, 0, RLR横位結節(LR)縦位，中初， 0,0, 0 
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図119-827,PX,SK-286,4層,77.9g,頚部・胴部,0,0,0,0,隆帯上LR側面圧痕,方形,RLR横位,中初,0,0,0

図119-828,P31,SK-286,3層,19.5g,口唇部・口縁部,0,1類,隆帯上LR側面圧痕,突起下にボタン状貼り付けC字状隆帯LR側面圧痕,0,0,0,
中初,0,0,0

図119-829,P30,SK-286,3層,46.9g,口唇部・胴部,0,10類,隆帯上LR側面圧痕,波頂部から垂下する隆帯上LR側面圧痕LR側面圧痕による平行線
文,隆帯上LR側面圧痕,方形,LR横位,中初,0,0,0
図119-830,PX,SK-286,3層,106.2g,胴部,0,0,0,0,0,0,RLR横位斜位,中初,0,0,0

図119-831,PX,SK-286,2層,31.5g,口唇部・胴部,0,0,隆帯上R(二本一組)側面圧痕,側面圧痕による山形平行線文,隆帯上R側面圧痕(R),丸,
LR横位,中初,0,0,0

図119-832,PX,SK-286,2層.443g,口唇部・口縁部,0,0,LR側面圧痕,波頂部から垂下する隆帯上LR側面圧痕LR側面圧痕による山形平行線文間

に鋸歯文,0,0,0,中初,0,0,0

図119-833,PX,SK-286,2層,38.3g,口縁部・胴部,0,0,0,R側面圧痕による平行線文,隆帯上R側面圧痕による逆U字状文,丸,LR横位,中初,0,
0,0

図119-834,PX,SK-286,1層,214.7g,口唇部・胴部,1/8,5類,隆帯上R側面圧痕,波頂部下にRL(二本一組)側面圧痕による円形文波頂部から垂下

する2本の隆帯上RL二本一組側面圧痕RL(二本一組)側面圧痕による平行線文間によるC字状文,隆帯上R側面圧痕,丸,羽状文縄文結束第1種横位,中
初,0,0,0

図119-835,PX,SK-286,2層,113.4g,口唇部・口縁部,1/8,0,隆帯上LR側面圧痕,口唇部に平行する隆帯上LR側面圧痕隆帯上LR側面圧痕による山

形平行線文間に鋸歯文,0,0,0,中初,0,0,0

土偶
・表記した属性は以下の通りである。

図版番号,遺物番号,出土遺構出土層位,重量,表面文様裏面文様

図60-89,P30273,SI-16,1層,3.2g,半載竹管による平行沈線・刺突,半戴竹管による平行沈線・刺突,
図69-199,PX,SI-17,0層,4.1g,L側面圧痕による曲線区画内に縦位のL圧痕,L側面圧痕による曲線区画内に縦位のL圧痕
図90-418,P228,SI-22,1層,17,2g,R側面圧痕,R側面圧痕

図110-718,P53,SK-278,3層,22.5g,半裁竹管による平行沈線・刺突,半裁竹管による平行沈線・刺突

図110-719,P154,SK-278,10層,26.4g,半裁竹管による平行沈線・刺突,半裁竹管による平行沈線・刺突

図115-762,P15,SK-281,1層,5.3g,半裁竹管による平行沈線・刺突,半裁竹管による平行沈線・刺突

土製品
・表記した属性は以下の通りである。

図版番号,遺物番号,出土遺構,出土層位,重量,文様,備考

図110-720,P101,SK-278,6層,35.1g,0,土器底部に焼成後穿孔したもの

古墳時代の土器[調整記号:H～ハケメ、N～ナデ、M～ヘラミガキ]

石器

一164一

笹ノ沢(3)遺跡皿

図119-827,PX, SK-286, 4層 77.9g,頚部・胴部， 0,0, 0, 0, 隆帯上LR側面圧痕．方形,RLR横位，中初， 0,0, 0 

図119-828,P31, SK-286, 3層， 19.5g, 口唇部・ロ縁部， 0,1類，隆帯上LR側面圧痕，突起下にボタン状貼り付け C字状隆帯 LR側面庄痕， 0,0, 0, 
中初,0, 0, 0 

図119-829,P30, SK-286, 3層， 46.9g, 口唇部・胴部, 0, 10類，隆帯上LR側面圧痕，波頂部から垂下する隆帯上LR側面圧痕 LR側面圧痕による平行線

文，隆帯上LR側面圧痕．方形,LR横位，中初,0, 0, 0 

図119-830,PX, SK-286, 3層， 106.2g,胴部， 0,0, 0, 0, 0, 0, RLR横位斜位，中初, 0, 0, 0 

図119-831,PX, SK-286, 2層， 31.5g, ロ唇部・胴部， 0,0, 隆帯上R (二本一組）側面圧痕，側面圧痕による山形平行線文，隆帯上R側面圧痕 (R),丸．

LR横位，中初， 0,0, 0 

図119-832,PX, SK-286, 2層,44.3g, 口唇部・ロ縁部, 0, 0, LR側面圧痕，波頂部から垂下する隆帯上LR側面圧痕 LR側面圧痕による山形平行線文間

に鋸歯文， 0,0, 0, 中初, 0, 0, 0 

図119-833,PX, SK-286, 2層, 38.3g, 口縁部・胴部， 0,0, 0, R側面圧痕による平行線文，隆帯上R側面圧痕による逆U字状文．丸， LR横位，中初.0, 

0, 0 

図119-834,PX, SK-286, 1層. 214.7g, ロ唇部・胴部， 1/8,5類，隆帯J:R側面圧痕，波頂部下にRL(二本一組）側面圧痕による円形文 波頂部から垂下

する2本の隆帯上RL二本一組側面圧痕 RL (二本一組）側面圧痕による平行線文間によるC字状文．隆帯上R側面圧痕，丸，羽状文縄文結束第1種横位．中
初， 0,0, 0 

図119-835,PX, SK-286, 2層, 113.4g, 口唇部・ロ縁部， 1/8,0, 隆帯上LR側面圧痕口唇部に平行する隆帯上LR側面圧痕 隆帯上LR側面圧痕による山
形平行線文間に鋸歯文， 0,0, 0, 中初， 0,0, 0 

土偶

・表記した属性は以下の通りである。

図版番号遺物番号出土遺構，出土層位．重量，表面文様，裏面文様

図60-89,P30273, SI-16, 1層， 3.2g,半裁竹管による平行沈線・刺突．半裁竹管による平行沈線・剌突，

図69-199,PX, SI-17, 0層， 4.lg,L側面圧痕による曲線区画内に縦位のL圧痕， L側面圧痕による曲線区画内に縦位のL圧痕

図90-418,P228, SI-22, 1層 17.2g,R側面圧痕， R側面圧痕

図110-718,P53, SK-278, 3層， 22.5g, 半裁竹管による平行沈線・刺突，半裁竹管による平行沈線・刺突

図110-719,Pl54, SK-278, 10層， 26.4g,半裁竹管による平行沈線・刺突．半裁竹管による平行沈線・刺突

図115-762,Pl5, SK-281, 1層 5.3g,半裁竹管による平行沈線・刺突，半裁竹管による平行沈線・刺突

土製品
・表記した属性は以下の通りである。

図版番号，遺物番号．出土遣構．出土層位．重量．文様．備考

図110-720,PlOl, SK-278, 6層,35.lg, 0, 土器底部に焼成後穿孔したもの

古墳時代の土器 ［調整記号： H~ハケメ、 N~ナデ、 M~ヘラミガキ］

図版 出土 出土
器種 部位 外面調整 内面調整 胎士混入物 色胴

口径 器高 底径
備 考

番号 遣構 層位 (cm) (cm) (cm) 

92-431 SK221 覆土 甕 胴 H H 小礫書砂粒、骨針 暗褐色 内面器面摩滅顕著

106-617 SK257 1層 牙 ロ～体 H→M H→M 小礫、砂粒 褐色 16.5 5.9 口唇部平坦面作出

105-621 SK261 1層 鉢 口～底 N N 小礫、砂粒 暗褐色 (14.8) 7.8 6.6 波状口縁、口唇部平坦面作出
105-622 SK261 1層 鉢？ 口 H→N H→N 小礫、砂粒 暗褐色 平口縁、口唇部平坦面作出

105-623 SK261 1層 甕 胴 H(一部N) H 小礫、砂粒 褐色

105-624 SK261 1層 鉢 口～胴 口：N 胴：H H 砂粒 黒褐色 波状口縁、口唇部平如面作出

石器

図版
出土遺構 層 位 種 別 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g) 石 質 備 考

番号

60-91 SI-16 1 石鏃 4.2 1.4 0.8 4.2 珪質頁岩

60-92 SI-16 1 石鏃 3.0 1.6 0.6 2.4 頁 右"' 

60-93 S1-16 フク土 石鏃 2.8 1.3 0.5 1.6 頁 岩

60-94 S1-16 フク士 石鏃 3.2 1.5 0.7 2.7 頁 岩

60-95 S1-16 フク士 石鏃 3.2 1.5 0.6 2.7 頁 岩

60-96 S1-16 C-2 敲磨器 11.4 5.8 3.6 996.7 ひん岩

61-97 SI-16 C-2 敲磨器 9.6 6.2 2.4 252.0 凝灰質砂岩
61-98 SI-16 C-2 敲磨器 6.2 3.1 2.5 102.3 安山岩
61-99 SI-16 C-2 敲磨器 10.6 5.6 4.4 372.3 安山岩
61-100 SI-16 C-2 敲磨器 5.9 3.1 2.9 175.5 ひん岩

61-101 SI-16 不明 石皿 17.3 18.9 5.8 3130.7 安山岩
61-102 SI-16 2 敲磨器 10.5 10.0 3.5 236.3 凝灰岩
61-103 SI-16 不明 敲磨器 5.8 7.6 4.2 178.7 安山岩
61-104 SI-16 B-5 敲磨器 18.0 10.0 6.0 1705.1 輝緑岩
61-105 S1-16 不明 敲磨器 10.1 7.8 3.1 352.2 砂 右山

62-106 Sl-16 C-2 石棒 39.9 8.1 8.7 7000.0 石英安山岩
69-200 SI-17 4 石鏃 3.5 1.4 0.6 2.9 頁 岩

69-201 S1-17 3 石鏃 4.1 1.6 0.9 4.8 頁 右Lり

69-202 SI-17 4 石鏃 2.8 1.3 0.6 2.2 頁 岩

69-203 SI-17 4 石鏃 3.1 1.3 0.6 2.4 頁 岩

69-204 SI-17 3 石鏃 2.7 1.5 0.4 1.8 珪質頁岩

69-205 S1-17 間層2 敲磨器 7.3 9.4 5.5 571.5 安山岩
72-224 S1-21 6 石鏃 3.6 1.7 0.5 3.0 頁 右山

90-419 SI-22 3 石鏃 5.4 1.8 0.8 6.4 頁 岩
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図版
出上堂構 層 位 稲 別 長さ(,m) 幅(,」n) 厚さ (cm) 重呈 (g) 石 貨 備 考／番号

90-420 Sl-22 :J 石箆 49 2 7 1.1 lS.:l 頁岩

90 421 ら1--22 1 白鏃 :lb 1 2 04 11 
-頁- -岩-

90-422 SI-22 l 白鏃 8 (I I 6 IIK ;3.4 頁 岩

90-423 S1-22 1 石鋭 40 15 08 4.0 頁 右'" 

90-424 Sl-22 1 石掻 2.7 15 (14 1.7 自 岩
" -・,_. 

り042S SI-22 1 石紐 41 13 0,7 34 頁 岩

()1 426 SI-22 :l 汲磨器 8.il 5 :J 旦.6 1944 蝉緑岩

91-427 SI-22 C ,J 破磨器 88 82 4S 424S 石苫安山岩 ' 
＇ 

91-428 Sl-22 l 」口仁→一 20.9 10 5 99 2sn2 凝灰料 ！ 

91-429 SI-22 3 敲麿器 90 ,亡,,, 4.0 2GV 9 安山岩

9] 4:,0 SI --22 1 石製品 6.3 68 1 7 814 砂 岩
： 

92 441 SK--2248 rn 右箆 li.:3 :J~ 14 2b 7 良 岩

92-442 SK-224B 19 敲沿器 17 1 '19 又l :,o;;o l1少 岩

92-447 SK-229 7 スクレイ！＼一 G8 45 1 S :184 貝 右"』

94-465 SK-231 lb 敲磨器 8 :, 72 44 411.1 石位安山岩

94-4E元 SK-2:Jl lb 敲磨臨 88 66 28 278.S 』 流 紋岩

'J,J-467 '.:,K -2:,1 2 敲磨器 87 7,0 :12 218 2 安山岩

95-481 SK-235 6 敵磨器 "Id ,, ~I) Ii:! :,08 :! 流紋岩

95-488 SK-23G 3 石枠 22 3 11 0 87 :37-171 流紋柑 焼け

96-502 SK-240/¥ 不明 敲磨器 10 8 GO ← ') .C I 278 9 安山岩

%-5(斤 SE-241 7 石鉄 こC） り0 1 8 08 4.1 頁岩

'J7-~18 ciK-~44 ;) 敲磨器 14,9 8,f_i :", 4 3.342 安 111岩

98-540 SK-246 22 石襟 S. ど 1 C, 0.8 5.1 頁 岩

98-G41 SK-2413 JS 石蝶 :l8 14 0.6 '~)" I 頁 右"」

98-5,12 SK-246 24 石横 41 I 6 07 :i 6 貝 右'" 

98-543 SK-246 15 石鏃 3.9 14 0.7 :l2 頁 "' 虫

Y8-R44 Kゞ一旦46 1:3 石鎌 28 IR 05 2 1 珪油頁岩

98 S45 SK "246 1 蔽磨器 9.4 9 ;3 7.o ~08 7 安山岩
101-587 SK-2,'17 7 版磨器 6 1 60 :1,1 :!:12 I 凝灰岩

l 01 -G88 SK-247 ,C J 敲咽器 12 5 S8 26 :l~O I 砂 右"' 

104-602 SK-2G3・25l 不明 ピ鏃 42 1 7 り8 5旦 貞 岩
---

105-616 SK―256 1 敲磨据 111 16 1.7 124 ,, 砂 岩

10:, blK SK-257 1 呆1j 片 09 1 5 1 0 08 黒曜石

10S-lil9 SK-2S7 1 刊片 :J ,J 1 (j l U 15 甲曜石

lOS-6乙5 SK—公 61 1 .Ln , o , 14 8 141 11 5 ~40:C S 白革安止岩
1 OG-626 SK-2Gl l 石雛 ど8 19 ll 4 1 2 頁 岩

105-627 SK-261 1 剥片 20 16 JS llJ 黒躍石

105-b:!8 :SK-261 1 剥片 26 09 O.G l l 黒曜石

lllo-048 SK —公(i7 ］］ 敲磨臨 44 59 73 183 .3 安 111岩

107-668 SK-273 7 敲磨器 l『 2 J.:) 4.6 791. し｝ 安 111岩

108-677 SK-274 ・l い鋭~ ;37 1.:3 () 7 ~.n 頁 右"」
i 

110-717 SK-278 3 敲磨器 95 6.3 :n 206.0 廊緑岩
'' 

115-763 SK-281 2 石鏃 2.5 1 9 OS 2.4 頁 岩

llS-7(;4 SK-281 1 石銹 2 1 14 0.4 LO 頁 岩

] ]fj 778 SK-:!84 1 敲磨席 99 78 "oo ' 3643 砂 岩

119 8:36 SK~286 I 敲磨器 6.9 72 42 l85 G 輝緑岩 -i 
119-837 SK-286 8 仁絣 :J.9 14 0.7 ~') 7 , 貝 岩 l 
119-838 SK-28G 4 石鋭 36 ,", ~ ' 09 28 頁 岩 --~ I 
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第4章自然科学的分析

第1節笹ノ沢(3)遺跡出土黒曜石製石器、石片の原材産地分析および

非破壊分析による水和層年代の推定

藁科哲男

(京都大学原子炉実験所)

はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易

および文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光X線分析法により黒曜石およびサヌカイト製遺物の

石材産地推定を行なっている1・2・3)。石材移動を証明するには必要条件と十分条件を満たす必要があ

る。地質時代に自然の力で移動した岩石の出発露頭を元素分析で求めるとき、移動原石と露頭原石の

組成が一致すれば必要条件を満たし、その露頭からの流れたルートを地形学などで証明できれば、十

分条件を満たし、ただ一カ所の一致する露頭産地の調査のみで移動原石の産地が特定できる。遺物の

産地分析では『石器とある産地の原石の組成が一致したからと言っても、他の産地にも一致する可能

性があるために、一致した産地のものと言い切れない。従って、他の産地に一致しないという、十分

な証拠が同時に必要である。また、一致しなかった場合そこの産地のものでないと言い切れる』が大

原則である。考古学では、人工品の様式が一致すると言う結果が非常に重要な意味があり、見える様

式としての形態、文様、見えない様式として土器、青銅器、ガラスなどの人手が加わった調合素材が

あり一致すると言うことは古代人が意識して一致させた可能性があり、一致すると言うことは、古代

人の思考が一致すると考えてもよく、相互関係を調査する重要な結果である。石器の様式による分類

ではなく、自然の法則で決定した石材の元素組成を指標にした分類では、例えば石材産地が遺跡から

近い、移動キャンプ地のルート上に位置する、産地地方との交流を示す土器が出土しているなどを十

分条件の代用にすると産地分析は中途半端な結果となり、遠距離伝播した石器原材であっても、遺跡

近くの似た組成の原石産地の石材と思いこみ誤判定する可能性がある。人が移動させた石器の元素組

成とA産地原石の組成が一致し、必要条件を満足しても、原材産地と出土遺跡の間に地質的関連性が

ないため、十分条件の移動ルートを自然の法則に従って地形学で証明できず、その石器原材がA産地

の原石と決定することができない。従って、石器原材と産地原石が一致したことが、直ちに考古学の

資料とならない、確かにA産地との交流で伝播した可能性は否定できなくなったが、B、C、Dの産

地でないとの証拠がないために、A産地だと言い切れない。B産地と一致しなかった場合、結果は考

古学の資料として非常に有用である。それは石器に関してはB産地と交流がなかったと言い切れる。

ここで、十分条件として、可能なかぎり地球上の全ての原産地(A、B、C、D・・・・)の原石群

と比較して、A産地以外の産地とは一致しないことを十分条件として証明すれば、石器がA産地の原

石と決定することができる。この十分条件を肉眼観察で求めることは分類基準が混乱し不可能である

と思われる。また、自然科学的分析を用いても、全ての産地が区別できるかは、それぞれが使用して

いる産地分析法によって、それぞれ異なり実際に行ってみなければ分からない。産地分析の結果の信
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はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定鼠的に推定し、古代の交流、交易

および文化圏、交易圏を採ると言う日的で、蛍光X線分析法により黒曜石およびサヌカイト製遣物の

石材産地推定を行なっている l 2 ぃ。石材移動を証明するには必要条件と十分条件を満たす必要があ

る。地質時代に自然の力で移動した岩石の出発露頭を元素分析で求めるとき、移動原石と露頭原石の

組成が一致すれば必要条件を満たし、その露頭からの流れたルートを地形学などで証明できれば、十

分条件を満たし、ただーカ所の一致する露頭産地の調査のみで移動原石の産地が特定できる。遺物の

産地分析では『石照とある産地の原石の組成が一致したからと言っても、他の産地にも一致する可能

性があるために、一致した産地のものと言い切れない。従って、他の産地に一致しないという、十分

な証拠が同時に必要である。また、一致しなかった場合そこの産地のものでないと言い切れる』が大

原則である。考古学では、人工品の様式が一致すると言う結果が非常に重要な意味があり、見える様

式としての形態、文様、見えない様式として土器、青銅器、ガラスなどの人手が加わった調合素材が

あり一致すると言うことは古代人が意識して一致させた可能性があり、 一致すると言うことは、古代

人の思考が一致すると考えてもよく、相互関係を調査する重要な結果である。石器の様式による分類

ではなく、白然の法則で決定した石材の元素組成を指標にした分類では、例えば石材産地が遣跡から

近い、移動キャンプ地のルート上に位猶する、産地地方との交流を示す土器が出土しているなどを十

分条件の代用にすると産地分析は中途半端な結果となり、遠距離伝播した石器原材であっても、道蹄

近くの似た組成の原石産地の石材と思いこみ試判定する可能性がある。人が移動させた石器の元素組

成と A産地原石の組成が•致し、必要条件を満足しても、原材産地と出土遣跡の間に地質的関連性が

ないため、十分条件の移動ルートを自然の法則に従って地形学で証明できず、その石器原材がA産地

の原石と決定することができない。従って、石器原材と産地原石が一致したことが、直ちに考古学の

資料とならない、確かにA産地との交流で伝播した可能性は否定できなくなったが、 B、C、Dの産

地でないとの証拠がないために、 A産地だと言い切れない。 B産地と一致しなかった場合、結果は考

古学の資料として非常に有用である。それは石器に関してはB産地と交流がなかったと言い切れる。

ここで、十分条件として、可能なかぎり地球上の全ての原産地 (A、B、C、D ....)の原石群

と比較して、 A産地以外の産地とは一致しないことを十分条件として証明すれば、石器がA産地の原

石と決定することができる。この十分条件を肉眼観察で求めることは分類基準が混乱し不可能である

と思われる。また、自然科学的分析を用いても、全ての産地が区別できるかは、それぞれが使用して

いる産地分析法によって、それぞれ異なり実際に行ってみなければ分からない。産地分析の結果の信
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頼性は何ヶ所の原材産地の原石と客観的に比較して得られたかにより、比較した産地が少なければ、

信頼性の低い結果と言える。黒曜石、サヌカイトなどの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみら

れないが、不純物として含有される微量成分組成には異同があると考えられるため、微量成分を中心

に元素分析を行ない、これを産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物について

求め、あらかじめ、各原産地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均

値、分散などと遺物のそれを対比して、各平均値からの離れ具合(マハラノビスの距離)を求める。

次に、古代人が採取した原石産出地点と現代人が分析のために採取した原石産出地と異なる地点の可

能性は十分に考えられる。従って、分析した有限個の原石から産地全体の無限に近い個数の平均値と

分散を推測して判定を行うホテリングのT2乗検定を行う。この検定を全ての産地について行い、あ

る石器原材と同じ成分組成の原石はA産地では10個中に一個みられ、B産地では一万個中に一個、

C産地では百万個中に一個、D産地では・・・・一個と各産地毎にもとめられるような、客観的な検

定結果からA産地の原石を使用した可能性が高いと同定する。即ち多変量解析の手法を用いて、各産

地に帰属される確率を求めて産地を同定する。今回分析した遺物は青森県八戸市尻内町下毛合清水7-

7外に位置する笹ノ沢(3)遺跡出土の黒曜石製石匙と石片の5個で産地分析の結果および非破壊分析に

よる水和層年代が1個の遺物について得られたので報告する。

黒曜石原石の分析

黒曜石原石の風化面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギー分散型蛍光X分析

装置によって元素分析を行なう。主に分析した元素はK、Ca、Ti、Mn、Fe、Rb、Sr、Y、Zr、Nb

の各元素である。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取り、それで

もって産地を特定する指標とした。黒曜石は、Ca/K、Ti/K、Mn/Zr、Fe/Zr、Rb/Zr、Sr/Zr、

Y/Zr、Nb/Zrの比量をそれぞれ用いる。黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸、東関東、中信高原、

伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰、九州の各地に黒曜石の原産地は分布する。調査を終えた原産地

を図120に示す。黒曜石原産地のほとんどすべてがつくされている。元素組成によってこれら原石を

分類し表1に示す。この原石群に原石産地は不明の遺物で作った遺物群を加えると220個の原石群に

なる。ここでは北海道地域および一部の東北地域の産地について記述すると、白滝地域の原産地は、

北海道紋別郡白滝村に位置し、鹿砦北方2㎞の採石場の赤石山の露頭、鹿砦東方約2㎞の幌加沢地点、

また白土沢、八号沢などより転礫として黒曜石が採取できる。赤石山の大産地の黒曜石は色に関係無

く赤石山群(旧白滝第1群)にまとまる。また、あじさいの滝の露頭からは赤石山と肉眼観察では区

別できない原石が採取でき、あじさい群を作った(旧白滝第2群)、また、八号沢の黒曜石原石と白

土沢の転礫は梨肌の黒曜石で組成はあじさい滝群に似るが石肌で区別できる。幌加沢よりの転礫の中

で70%は幌加沢群になりあじさい滝群と元素組成から両群を区別できず、残りの30%は赤石山群に

一致する。置戸産原石は、北海道常呂郡置戸町の清水の沢林道より採取された原石の元素組成は所山

置戸群にまとまる。また同町の秋田林道で採取される原石は置戸山群にまとまる。留辺蘂町のケショ

マップ川一帯で採取される原石はケショマップ第1および第2群に分類される。この原産地は、常呂

川に通じる流域にあり、この常呂川流域で黒曜石の円礫が採取されるが現在まだ調査していない。ま

た置戸町では秋田林道でも原石が採取でき、この原石は置戸山群にまとまる。留辺蘂町のケショマッ
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wi 4章 自然科字的分析

頼性は何ヶ所の原材産地の原石と客観的に比較して得られたかにより、比較した産地が少なければ、

信頼性の低い結果と言える。黒曜石、サヌカイトなどの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみら

れないが、不純物として合有される微量成分組成には異同があると考えられるため、微量成分を中心

に元素分析を行ない、これを痒地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物について

求め、あらかじめ、各原産地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均

値、分散などと遺物のそれを対比して、各平均値からの離れ具合（マハラノピスの距離）を求める。

次に、古代人が採取した原石産出地点と現代人が分析のために採取した原石産出地と異なる地点の可

能性は十分に苺えられる。従って、分析した有限個の原石から産地全体の無限に近い個数の平均値と

分散を推測して判定を行うホテリングのT2乗検定を行う。この検定を全ての産地について行い、あ

る石器原材と同じ成分組成の原石はA産地では 10個中に一個みられ、 B 産地では•万個中に一個、

c産地では白万個中に一個、 D産地では・・・・一個と各茫地毎にもとめられるような、客観的な検

定結果からA産地の原石を使用した可能性が高いと同定する。即ち多変量解析の手法を用いて、各産

地に帰属される確率を求めて産地を同定する。今回分析した遣物は青森県八戸市尻内町下毛合清水7-

7外に位屑する笹ノ沢(3)遣跡出士の黒曜石製石匙と石片の 5個で産地分析の結果および非破壊分析に

よる水和層年代が 1個の遺物について得られたので報告する。

黒曜石原石の分析

黒耀石原石の風化面を打ち欠き、祈鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギー分散型蛍光X分析

装置によって元素分析を行なう。主に分析した元素はK、Ca、Ti、Mn、Fe、Rb、Sr、Y、Zr、Nb

の各元素である。塊試料の形状芹による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取り、そわで

もって産地を特定する指標とした。黒曜石は、 Ca/K、Ti/K、Mn/Zr、Fe/Zr、Rb/Zr、Sr/Zr、

Y/Zr、Nb/Zrの比量をそれぞれ用いる。黒曜石の原産地は北洵道、東北、北陸、東防東、中信高原、

伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰、九朴Iの各地に黒耀石の原廂地は分布する。調査を終えた原産地

を図120に示す。黒耀石原産地のほとんどすべてがつくされている。元素組成によってこれら原石を

分類し表 1に示す。この原石群に原石産地は不明の遺物で作った遺物群を加えると220個の原石群に

なる。ここでは北海道地域および憎〖の東北地域の産地について記述すると、白滝地域の原産地は、

北海道紋別郡白滝村に位置し、鹿砦北方 2kmの採石場の赤石山の露頭、鹿砦東方約2kmの幌加沢地点、

また白上沢、八号沢などより転礫として黒曜石が採取できる。赤石山の大産地の黒曜石は色に関係無

く赤石山群 (1B白滝第1群）にまとまる。また、あじさいの滝の蕗頭からは赤石山と肉眼観察では区

別できない原石が採取でき、あじさい群を作った（旧白滝第2群）、また、八号沢の黒曜石原石と白

士沢の転礫は梨肌の黒曜石で組成はあじさい滝群に似るが石肌で区別できる。幌加沢よりの転礫の中

で70%は幌加沢群になりあじさい滝群と元素組成から両群を区別できず、残りの30%は赤石山群に

一致する。置戸産原石は、北海道常呂郡置戸町の清水の沢林道より採取された原石の元素組成は所山

置戸群にまとまる。また同町の秋田林道で採取される原石は置戸山群にまとまる。留辺薬町のケショ

マップ川一帯で採取される原石はケショマップ第1および第2群に分類される。この原産地は、常呂

川に通じる流域にあり、この常呂川流域で黒曜石の円礫が採取されるが現在まだ調査していない。ま

た置戸町では秋田林道でも原石が採取でき、この原石は置戸山群にまとまる。留辺薬町のケショマッ
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プ川一帯で採取される原石はケショマップ第1および第2群に分類された。十勝三股産原石は、北海

道河東郡上士幌町の十勝三股の十三ノ沢の谷筋および沢の中より原石が採取され、この原石の元素組

成は十勝三股群にまとまる。この十勝三股産原石は十三の沢から音更川さらに十勝川に流れた可能性

があり、十勝川から採取される黒曜石円礫の組成は、十勝三股産の原石の組成と相互に近似している。

また、上士幌町のサンケオルベ川より採取される黒曜石円礫の組成も十勝三股産原石の組成と相互に

近似している。これら組成の近似した原石の原産地は区別できず、遺物石材の産地分析でたとえ、こ

の遺物の原石産地が十勝三股群に同定されたとしても、これら十勝三股、音更川、十勝川、サンケオ

ルベ川の複数の地点を考えなければならない。しかし、この複数の産地をまとめて、十勝地域として

も、古代の地域間の交流を考察する場合、問題はないと考えられる。また、清水町、新得町、鹿追町

にかけて広がる美蔓台地から産出する黒曜石から2個の美蔓原石群が作られた。この原石は産地近傍

の遺跡で使用されている。名寄市の智南地域、智恵文川および忠烈布貯水池から上名寄にかけて黒曜

石の円礫が採集される。これらを組成で分類すると88%は名寄第一群に、また12%は名寄第二群に

それぞれなる。旭川市の近文台、嵐山遺跡付近および雨文台北部などから採集される黒曜石の円礫は、

20%が近文台第一群、69%が近文台第二群、11%が近文台第三群それぞれ分類された。また、滝川市

江別乙で採集される親指大の黒曜石の礫は、組成で分類すると約79%が滝川群にまとまり、21%が近

文台第二、三群に組成が一致する。滝川群に一致する組成の原石は、北竜市恵袋別川培本社からも採

取される。秩父別町の雨竜川に開析された平野を見下す丘陵中腹の緩斜面から小円礫の黒曜石原石が

採取される。産出状況とか礫状は滝川産黒曜石と同じで、秩父別第一群は滝川第一群に組成が一致し、

第二群も滝川第二群に一致しさらに近文台第二群にも一致する。赤井川産原石は、北海道余市郡赤井

川村の土木沢上流域およびこの付近の山腹より採取できる。ここの原石には、少球果の列が何層にも

重なり石器の原材として良質とはいえない原石で赤井川第1群を、また、球果の非常に少ない握り拳

半分大の良質な原石などで赤井川第2群を作った。これら第1、2群の元素組成は非常に似ていて、

遺物を分析したときしばしば、赤井川両群に同定される。豊泉産原石は豊浦町から産出し、組成によ

って豊泉第1、2群の2群に区別され、豊泉第2群の原石は斑晶が少なく良質な黒曜石である。豊泉

産原石の使用圏は道南地方に広がり、一部は青森県に伝播している。出来島群は青森県西津軽郡木造

町七里長浜の海岸部より採取された円礫の原石で作られた群で、この出来島群と相互に似た組成の原

石は、岩木山の西側を流れ鯵ヶ沢地区に流入する中村川の上流で1点採取され、また、青森市の鶴ヶ

坂および西津軽郡森田村鶴ばみ地区より採取されている。青森県西津軽郡深浦町の海岸とか同町の六

角沢およびこの沢筋に位置する露頭より採取された原石で六角沢群をまた、八森山産出の原石で八森

山群をそれぞれ作った。深浦の両群と相互に似た群は青森市戸門地区より産出する黒曜石で作られた

戸門第二群である。戸門第一群、成田群、浪岡町県民の森地区より産出の大釈迦群(旧浪岡群)は赤

井川産原石の第1、2群と弁別は可能であるが原石の組成は比較的似ている。戸門、大釈迦産黒曜石

の産出量は非常に少なく、希に石鏃が作れる大きさがみられる程度であるが、鷹森群は鷹森山麓の成

田地区産出の黒曜石で中には5㎝大のものもみられる。また、考古学者の話題になる下湯川産黒曜石

についても原石群を作った。男鹿群は秋田県男鹿市の男鹿半島の金ヶ崎温泉のあった海岸より採取さ

れた原石で作られ、男鹿半島の脇本地区で採取された原石の組成は男鹿群と相互に近似していること

から、この両産地の原石の起源は同じと考えられる。岩手県の黒曜石原産地は北上川に沿った範囲に
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笹ノ沢(.3)遺跡III

プ川一帯で採取される原石はケショマップ第 1および第2群に分類された。十勝三股産原石は、北海

道河東郡上士幌町の十勝口股の十三ノ沢の谷筋および沢の中より原石が採取され、この原石の元素組

成は十勝三股群にまとまる。この卜勝三股産原石は十三の沢から音吏川さらに十勝川に流れた可能性

があり、十勝川から採取される黒曜石円礫の組成は、十勝□股産の原石の組成と相互に近似している。
また、上士幌町のサンケオルベ川より採取される黒曜石円礫の組成も十勝三股産原石の組成と相互に

近似している。これら組成の近似した原石の原産地は区別できず、遺物石材の産地分析でたとえ、こ

の遺物の原石産地が十勝三股群に同定されたとしても、これら十勝三股、音更川、十勝川、サンケオ

ルベ川の複数の地点を考えなければならない。しかし、この複数の産地をまとめて、十勝地域として

も、古代の地域間の交流を結察する場合、間題はないと考えられる。また、清水町、新得町、鹿追町

にかけて広がる美蔓台地から産出する黒曜石から 2個の芙蔓原石群が作られた。この原石は産地近傍

の遣跡で使用されている。名寄市の智南地域、智恵文川および忠烈布貯水池から上名寄にかけて黒曜

石の円礫が採集される。これらを組成で分類すると88%は名寄第一群に、また12%は名寄第二群に

それぞれなる。旭川市の近文台、嵐山遣跡付近および雨文台北部なこから採集される黒曜石の円礫は、

20%が近文台第一群、 69%が近文台第一惜羊、 11%が近文台第□群それぞれ分類された。また、滝川市
江別乙で採集される親指大の黒曜石の礫は、組成で分類すると約79%が滝川群にまとまり、 21%が近

文台第二、三群に組成が一致する。滝川群に一致する組成の原石は、北竜市恵袋別川培本社からも採

取される。秩父別町の雨竜川に開析された平野を見卜す丘陵中腹の緩斜面から小円礫の黒曜石原石が

採取される。産出状況とか礫状は滝川産黒曜石と同じで、秩父別第一群は滝川第一群に組成が一致し、

第二群も滝川第二群に一致しさらに近文台第二群にも令文する。赤井川産原石は、北海道余市郡赤井

川村の土木沢上流域およびこの付近の山腹より採取できる。ここの原石には、少球果の列が何層にも

重なり石器の原材として良質とはいえない原石で赤井川第 1群を、また、球果の非常に少ない握り拳

半分大の良質な原石などで赤井川第 2群を作った。これら第 1、2群の元素組成は非常に似ていて、

遺物を分析したときしばしば、赤井川両群に同定される。豊泉産原石は豊浦町から産出し、組成によ

って豊泉第 1、2群の 2群に区別され、豊泉第2群の原石は斑晶が少なく良質な黒曜石である。豊泉

産原石の使用圏は道南地方に広がり、一部は青森県に伝播している。出来島群は青森県西津軽郡木造

町七里長浜の海岸部より採取された円礫の原石で作られた群で、この出来島群と相互に似た組成の原

石は、岩木山の西側を流れ鯵ケ沢地区に流入する中村川の上流で 1点採取され、また、青森市の鶴ケ

坂および酉津軽郡森田村鶴ばみ地区より採取されている。青森県西津軽郡深浦町の海岸とか同町の六

角沢およびこの沢筋に位謹する露頭より採取された原石で六角沢群をまた、八森山産出の原石で八森

山群をそれぞれ作った。深浦の両群と相互に似た群は青森市戸門地区より産出する黒曜石で作られた

戸門第二群である。戸門第一群、成田群、浪岡町県民の森地区より産出の大釈迦群（旧浪岡群）は赤

井川産原石の第 1、2群と弁別は可能であるが原石の組成は比較的似ている。戸門、大釈迦産黒曜石

の産出量は非常に少なく、希に石鏃が作れる大きさがみられる程度であるが、鷹森群は鷹森山麓の成

田地区産出の黒曜石で中には5cm大のものもみられる。また、考古学者の話題になる下湯川産黒曜石

についても原石群を作った。男鹿群は秋田県男鹿市の男鹿半島の金ケ崎温泉のあった海岸より採取さ

れた原石で作られ、男鹿半島の脇本地区で採取された原石の組成は男鹿群と相互に近似していること

から、この両産地の原石の起源は同じと考えられる。岩手県の黒曜石原産地は北上川に沿った範囲に

-168-



点々と見られ、雫石群は岩手郡雫石町の小赤沢地区の礫層から採取された原石で作られ、折居群は水

沢市真城の折居地区の礫層より採取された円礫で作られ、花泉群は西磐井郡花泉町の払田および金沢

の両地区の礫層より採取された小円礫の原石で作られた原石群である。これら岩手県の原石群の組成

は相互に似ていて、これら原産地を元素組成で明確に区別できなく、遺物を分析してたとえこれら岩

手県下の原石群の中の一地点に同定されても、この遺物の原石産地はこれら岩手県内の複数の原産地

を考えなければならない。月山群は羽黒山から月山にかけての西麓付近に点々と分布する黒曜石産出

地点より採取した原石で作った群である。最近、鈴木氏より提供された黒曜石原石は、寒河江市から

転礫として産出した黒曜石原石で、西北九州の中町産地の原石と組成が似るが、一致ぜず全く新しい

組成の黒曜石と判明し、寒河江群として原石群に加えた。湯倉群は宮城県加美郡宮崎町柳瀞の湯倉真

珠岩層の露頭付近で採取された原石で作られた群である。新潟県内の原産地では、佐渡島は大佐渡山

地の南部に位置し、所在地は佐渡郡金井町堂林、ニツ坂地域から佐和田町との境にかかる地帯である。

今回分析した黒曜石は林道工事のときに産出した円礫状の原石で、1㎝から3㎝の大きさのものが大

部分で、大きな原石は長径が約10㎝のものが確認できた。現在、林道での採取は困難で、僅かに同

地域の沢で少量採取できるにすぎない。この沢で採取した最大の原石は長径が約5㎝の円礫で、小型

の石鏃を作るには十分の大きさである。元素比の組成の似たもので群を作ると、佐渡第一群と佐渡第

二群の二つの群にまとまる。これら佐渡第一、二群は佐渡固有の群で他の産地の原石群と区別するこ

とができる。新発田市の板山原石は牧場内に露頭があり、小粒の黒曜石は無数に採取され、牧場整備

で土木工事で露出した露頭からは握り拳大の原石を採取することができた。板山産地から北方約5㎞

に上石川黒曜石産地があり良質の黒曜石を産出している。また、新津市の秋葉山地区から小粒の黒曜

石が産出することが知られていた。また、秋葉山南方約3㎞の金津地区から新たに黒曜石が産出して

いる地点が明らかになり金津産原石で金津群を作った。この他新潟県では入広瀬村の大白川地区から

採取される黒曜石は大半が親指大で肉眼的には良質であるが石器原材として使用された例はない中信

高原地域の黒曜石産地の中で、霧ヶ峰群は、長野県下諏訪町金明水、星ヶ塔、星ヶ台の地点より採取

した原石でもって作られた群で、同町観音沢の露頭の原石は透明質が多く、観音沢群を作ったが、霧

ヶ峰群に一致する元素組成を示した。また、星ヶ塔と星ヶ台の間に位置するうつぎ沢から採取された

原石で、うつぎ沢群を作った。和田峠地域原産原石は、星ヶ塔の西方の山に位置する旧和田峠トンネ

ルを中心にした数百メートルの範囲より採取され(図120)、これらを元素組成で分類すると、和田峠

第一、第二、第三、第四、第五、第六の各群に分かたれる。和田峠第一、第三群に分類された原石は

旧トンネル付近より北側の地点より採取され、和田峠第二群のものは、トンネルの南側の原石に多く

みられる。和田峠第四群は男女倉側の新トンネルの入り口、また、和田峠第五、第六群は男女倉側新

トンネル入り口左側で、和田峠第一、第三の両群の産地とは逆の方向である。男女倉原産地の原石は

男女倉群にまとまり組成は和田峠第五群に似る。鷹山、星糞峠の黒曜石の中に和田峠第一群に属する

物が多数みられる。蓼科地域では、麦草峠、大石川の上流、白駒池周辺より採取された原石で麦草峠

群が作られた。冷山露頭産原石で冷山群を、また、双子池周辺の原石で、双子池群を作った。これら

蓼科地域の3群の組成は一致する部分が多く、麦草峠群の原石は、双子池群、冷山群に似るが、双子

池群の原石は、冷山群に似るものは約33%で少ない、これは冷山群の原石採取が良質のものを選択

した結果、双子池群組成に似る冷山産原石が多少除外された可能性も推測される。これら3群を完全

一169一

第1章 白然科学的分析

点々と見られ、雫石群は岩手郡雫右町の小赤沢地区の礫層から採取された原石で作られ、折届群は水

沢市真城の折居地区の礫層より採取された円礫で作られ、花泉群は西磐井郡花泉町の払田および金沢

の両地区の礫層より採取された小円礫の原石で作られた原石群である。これら岩手県の原石群の組成

は相互に似ていて、これら原産地を元素岨成で明確に区別できなく、遣物を分析してたとえこれら岩

手県下の原石群の中の一地点に同定されても、この遺物の原石産地はこれら岩手県内の複数の原産地

を考えなければならない。月山群は羽黒山から月山にかけての西麓付近に点々と分布する黒耀石産出

地点より採取した原石で作った群である。最近、鈴木氏より提供された黒曜石原石は、寒河江市から

転礫として産出した黒曜石原石で、西北九州の中町産地の原石と組成が似るが、一致ぜず全く新しい

組成の黒曜石と判明し、寒河江群として原石群に加えた。湯倉群は宮城県加美郡宮崎町柳瀞の湯倉真

珠岩層の露頭付近で採取された原石で作られた群である。新潟県内の原産地では、佐渡島は大佐渡山

地の南部に位掴し、所在地は佐渡郡金井町堂林、ニツ坂地域から佐和田町との境にかかる地帯である。

今回分析した黒曜石は林道工事のときに産出した円礫状の朕石で、 1 cmから 3cmの大きさのものが大

部分で、大きな原石は長径が約10cmのものが確認できた。現在、林道での採取は困難で、僅かに同

地域の沢で少量採取できるにすぎない。この沢で採取した最大の原石は長径が約5cmの円礫で、小型

の石鏃を作るには十分の大きさである。元素比の組成の似たもので群を作ると、佐渡第一群と佐渡第

二群の二つの群にまとまる。これら佐渡第一、二群は佐渡固有の群で他の産地の原石群と区別するこ

とができる。新発田市の板山原石は牧場内に露頭があり、小粒の黒耀石は無数に採取され、牧場整備

で土木工事で露出した露頭からは握り拳大の原石を採取することができた。板山産地から北方約 5km 

に上石川黒曜石産地があり良質の黒曜石を産出している。また、新津市の秋葉山地区から小粒の黒曜

石が産出することが知られていた。また、秋葉山南方約3kmの金津地区から新たに黒曜石が産出して

いる地点が明らかになり金津産原石で金津群を作った。この他新潟県では入広瀬村の大白川地区から

採取される黒曜石は大半が親指大で肉眼的には良質であるが石器原材として使用された例はない中信

高原地域の黒耀石産地の中で、霧ケ峰群は、長野県下諏訪町金明水、星ヶ塔、星ヶ台の地点より採取

した原石でもって作られた群で、同町観音沢の露頭の賑石は透明質が多く、観音沢群を作ったが、霧

ケ峰群に一致する元素組成を示した。また、星ヶ塔と星ヶ台の間に位置するうつぎ沢から採取された

原石で、うつぎ沢群を作った。和田峠地域原産原石は、星ヶ塔の西方の山に位置する旧和田峠トンネ

ルを中心にした数百メートルの範囲より採取され（図120)、これらを元素組成で分類すると、和田峠

第一、第二、第三、第四、第五、第六の各群に分かたれる。和田峠第一、第三群に分類された原石は

旧トンネル付近より北側の地点より採取され、和田峠第二群のものは、 トンネルの南側の原石に多く

みられる。和田峠第四群は男女倉側の新トンネルの入り口、また、和田峠第五、第六群は男女倉側新

トンネル入り口左側で、和田峠第一、第三の両群の産地とは逆の方向である。男女倉原産地の原石は

男女倉群にまとまり組成は和田峠第五群に似る。鷹山、星糞峠の黒曜石の中に和田峠第一群に属する

物が多数みられる。蓼科地域では、麦草峠、大石川の上流、白駒池周辺より採取された原石で麦草峠

群が作られた。冷山露頭産原石で冷山群を、また、双子池周辺の原石で、双子池群を作った。これら

蓼科地域の 3群の組成は一致する部分が多く、麦草峠群の原石は、双子池群、冷山群に似るが、双子

池群の原石は、冷山群に似るものは約33%で少ない、これは冷山群の原石採取が良質のものを選択

した結果、双子池群組成に似る冷山産原石が多少除外された可能性も推測される。これら 3群を完全
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に区別することはできなかった。この他、茅野市逆川支流、滝ノ湯川、摺鉢山周辺部、八千穂村の雨

池周辺、八千穂レイクなどの転礫の組成は、麦草峠、双子池群、冷山群に一致した。また、横岳坪庭

産黒曜石は石器原材として不適と思われる原石で、組成はどこの群にも一致しなかった。立科町で採

取された小円礫8個の中の7個の組成は、霧ヶ峰、観音沢群に一致する部分が多く区別できず、この

7個の分析場所を変えて複数回分析し統計処理が可能な分析個数にして、立科群を作った。立科群、

霧ヶ峰群、観音沢群の区別は、組成では困難で自然面で行う必要がある。また、残りの1個は和田峠

第1群に比較的似た組成の円礫であった。これら、調査された原石は、長野県教育委員会、和田村、

長門町、御代田町、下諏訪町、茅野市の各教育委員会より提供されたものである。横川群は信濃町野

尻湖博物館が発見した飯山市の原産地である。伊豆箱根地方の原産地は笛塚、畑宿、鍛冶屋、上多賀、

柏峠西の各地にあり、良質の石材は、畑宿、柏峠西で斑晶の多いやや石質の悪いものは鍛冶屋、上多

賀の両原産地でみられる。笛塚産のものはピッチストーン様で、石器原材としては良くないであろう。

伊豆諸島の神津島原産地は砂糠崎、長浜、沢尻湾、恩馳島の各地点から黒曜石が採取され、これら原

石から神津島第一群および第二群の原石群にまとめられる。浅間山の大窪沢の黒曜石は貝殻状剥離せ

ず石器の原材料としては不適当ではあるが、考古学者の間でしばしば話題に上るため大窪沢群として

遺物と比較した。

結果と考察

遺跡から出土した石器、石片は風化しているが、黒曜石製のものは風化に対して安定で、表面に薄

い水和層が形成されているにすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であ

ると考えられる。産地分析で水和層の影響は、軽い元素の分析ほど大きいと考えられるが、影響はほ

とんど見られない。Ca/K、Ti/Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行なった場合、また除かずに産

地分析を行った場合同定される原産地に差はない。他の元素比量についても風化の影響を完全に否定

することができないので、得られた確率の数値にはやゝ不確実さを伴うが、遺物の石材産地の判定を

誤るようなことはない。

今回分析した笹ノ沢(3)遺跡出土の黒曜石製遺物の分析結果を表7に示した。石器の分析結果から石

材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を簡単にするため

Rb/Zrの一変量だけを考えると、表7の試料番号85073番の遺物ではRb/Zrの値は0.108で、湯ノ倉

 群の[平均値]±[標準偏差値]は、0.116±0.009である。遺物と原石群の差を標準偏差値(σ)

 を基準にして考えると遺物は原石群から0.09σ離れている。ところで湯ノ倉群の原産地から100ヶの

 原石を採ってきて分析すると、平均値から±0.09σのずれより大きいものが92個ある。すなわち、

 この遺物が、湯ノ倉群の原石から作られていたと仮定しても、0.09σ以上離れる確率は92%である

 と言える。だから、湯ノ倉群の平均値から0.09σしか離れていないときには、この遺物が湯ノ倉群の

原石から作られたものでないとは、到底言い切れない。ところがこの遺物を出来島群に比較すると、

 出来島群の平均値からの隔たりは、約17σである。これを確率の言葉で表現すると、出来島群の原

 石を採ってきて分析したとき、平均値から17σ以上離れている確率は、千兆の百万倍分の一である

と言える。このように、千兆の百万倍個に一個しかないような原石をたまたま採取して、この遺物が

作られたとは考えられないから、この遺物は、出来島群の原石から作られたものではないと断定でき
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に区別することはできなかった。この他、茅野市逆川支流、滝ノ湯川、摺鉢山周辺部、八千穂村の雨

池間辺、八千穂レイクなどの転礫の組成は、麦草峠、双子池群，冷山群に—至致した。また、横岳坪庭

産黒曜石は石器原材として不適と思われる原石て、組成はどこの群にも一致しなかった。立科町で採

取された小円礫8個の中の 7個の組成は、霧ヶ峰、観音沢群に一致する部分が多く区別できず、この

7個の分析場所を変えて複数回分析し統計処理が可能な分析個数にして、立科群を作った。立科群、

霧ヶ峰群、観音沢群の区別は、組成では困難で自然面で行う必要がある。また、残りの 1個は和田峠

第 1群に比較的似た組成の円礫であった。これら、調査された似石は、長野県教育委員会、和田村、

長門町、伺代田町、 ド諏訪町、茅野市の各教育委員会より提供されたものである。横川群は信濃町野

尻湖博物館が発見した飯山市の原涯地である。伊豆箱根地力の原産地は笛塚、畑宿、鍛冶屋、上多賀，

柏峠西の各地にあり、良質の石材は、畑宿、柏峠西で斑晶の多いやや石質の悪いものは緞冶屋、上多

賀の両原産地でみられる。笛塚廂のものはピッチストーシ様で、石器原材としては良くないであろう。

伊豆諸島の神津島原産地は砂糠崎、長浜、沢尻湾、恩馳島の各地点から黒曜石が採取され、これら原

石から神津島第一群および第二群の原石群にまとめられる n 浅間山の大窪沢の黒曜石は貝殻状剥離せ

ず凸器の原材料としては不適当ではあるが、考古学者の間でしばしば話題に上るため大窪沢群として

遣物と比齢した。

結果と考察

遣跡から出土した石器、石片は風化しているが、黒躍石製のものは風化に対して安定で、表面に薄

い水和層が形成されているにすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であ

ると考えられる。産地分析で水和層の影響は、軽い元素の分析ほど大きいと考えられるが、影響はほ

とんど見られない。 Ca/K、Ti/Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行なった場合、また除かずに産

地分析を行った場合同定される原産地に差はない。他の元素比量についても風化の影響を完全に否定

することがてきないので、得られた確率の数値にはや＼不確実さを伴うが、遣物の石材産地の判定を

誤るようなことはない。

今回分析した筒ノ沢(3)遺跡出土の黒曜石製遺物の分析結果を表 7に示した。石器の分析結果から石

材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を簡単にするため

Rb/Zrの一変量だけを考えると、表7の試料番号85073番の遣物ではRb/Zrの値は0.108で、湯ノ倉

群の［平均値］土［標準偏差値］は、 0.116土0.009である。遺物と原石群の差を標準偏差値 ((J)

を基準にして考えると追物は原石群から0.09a離れている。ところで湯ノ倉群の原産地から100ヶiJ)

原石を採ってきて分析すると、平均値から士0.09aのずれより大きいものが92個ある。すなわち、

この遺物が、湯ノ倉群の原石から作られていたと仮定しても、 0.09a以上離れる確率は92%である

と言える。だから、湯ノ倉群の平均値から0.09aしか離れていないときには、この遺物が湯ノ倉群の

原石から作られたものでないとは、到底言い切れない。ところがこの遺物を出来島群に比較すると、

出来島群の平均値からの隔たりは、約17aである。これを確率の言葉で表現すると、出来島群の原

石を採ってきて分析したとき、平均値から17a以上離れている確率は、千兆の百万倍分のーである

と言える。このように、千兆の百万倍個に一個しかないような原石をたまたま採取して、この遺物が

作られたとは考えられないから、この遺物は、出来島群の原石から作られたものではないと断定でき
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る。これらのことを簡単にまとめて言うと、「この遺物は湯ノ倉群に92%の確率で帰属され、信頼限

界の0.1%を満たしていることから湯ノ倉産原石が使用されいると同定され、さらに出来島群に千兆

分の一%の低い確率で帰属され、信頼限界の0.1%に満たないことから出来島産原石でないと同定さ

れる」。遺物が一ヶ所の産地(湯ノ倉産地)と一致したからと言って、例え湯ノ倉群と出来島群の原

石は成分が異なっていても、分析している試料は原石でなく遺物で、さらに分析誤差が大きくなる不

定形(非破壊分析)であることから、他の産地に一致しないとは言えない、同種岩石の中での分類で

ある以上、他の産地にも一致する可能性は推測される。即ちある産地(湯ノ倉産地)に一致し必要条

件を満足したと言っても、一致した産地の原石とは限らないために、帰属確率による判断を表1の2

20個すべての原石群について行ない十分条件を求め、低い確率で帰属された原石群の原石は使用し

ていないとして消していくことにより、はじめて湯ノ倉産地の石材のみが使用されていると判定され

る。実際はRb/Zrといった唯1ヶの変量だけでなく、前述した8ヶの変量で取り扱うので変量間の相

関を考慮しなければならならい。例えばA原産地のA群で、Ca元素とRb元素との間に相関があり、

Caの量を計ればRbの量は分析しなくても分かるようなときは、A群の石材で作られた遺物であれば、

A群と比較したとき、Ca量が一致すれば当然Rb量も一致するはずである。したがって、もしRb量だ

けが少しずれている場合には、この試料はA群に属していないと言わなければならない。このことを

数量的に導き出せるようにしたのが相関を考慮した多変量統計の手法であるマハラノビスの距離を求

めて行なうホテリングのT2乗検定である。これによって、それぞれの群に帰属する確率を求めて産

地を同定する4.5)。産地の同定結果は1個の遺物に対して、黒曜石製では220個の推定確率結果が得

られている。今回産地分析を行った遺物の産地推定結果については低い確率で帰属された原産地の推

定確率は紙面の都合上記入を省略しているが、本研究ではこれら産地の可能性が非常に低いことを確

認したという非常に重要な意味を含んでいる、すなわち、湯ノ倉産原石と判定された遺物について、

カムチャッカ産原石とかロシア、北朝鮮の遺跡で使用されている原石および北海道白滝地域産の原石

の可能性を考える必要がない結果で、高い確率で同定された産地のみの結果を表8に記入した。原石

群を作った原石試料は直径3㎝上であるが、多数の試料を処理するために、小さな遺物試料の分析

に多くの時間をかけられない事情があり、短時間で測定を打ち切る。このため、得られた遺物の測定

値には、大きな誤差範囲が含まれ、ときには原石群の元素組成のバラツキの範囲を越て大きくなる。

したがって、小さな遺物の産地推定を行なったときに、判定の信頼限界としている0.1%に達しない

確率を示す場合が比較的多くみられる。この場合には、原石産地(確率)の欄の確率値に替えて、マ

ハラノビスの距離D2乗の値を記する。この遺物については、記入されたD2乗の値が原石群の中で

最も小さなD2乗値で、この値が小さい程、遺物の元素組成はその原石群の組成と似ていると言える

ため、推定確率は低いが、そこの原石産地と考えてほゞ間違いないと判断されたものである。

今回分析した笹ノ沢(3)遺跡出土の黒曜石製石匙と石片の4個には赤井川産原石が、また石片の1

個に湯ノ倉産原石が使用されていた。赤井川および十勝産原石を使用した遺物の判定は複雑である。

これは青森市戸門、鷹森山地区、浪岡町大釈迦より産出する黒曜石で作られた戸門第一、鷹森山、大

釈迦の各群の組成が赤井川第一、二群、十勝三股群に比較的似ているために、遺物の産地を同定した

ときに、戸門原産地と赤井川または十勝産地、またこれら3ヶ所の原産地に同時に同定される場合が

しばしば見られる。戸門産地の原石が使用されたか否かは、一遺跡で多数の遺物を分析し戸門第1群
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る。これらのことを簡単にまとめて言うと、「この遺物は湯ノ倉群に92%の確率で帰属され、信頼限

界の0.1%を満たしていることから湯ノ倉産原石が使用されいると同定され、さらに出来島群に千兆

分の—·%の低い確率で帰属され、信頼限界の0.1% に満たないことから出来島産原石でないと同定さ

れる」。遺物が一ヶ所の産地（湯ノ倉産地）と一致したからと言って、例え湯ノ倉群と出来島群の原

石は成分が異なっていても、分析している試料は原石でなく遺物で、さらに分析誤差が大きくなる不

定形（非破壊分析）であることから、他の産地に一致しないとは言えない、同種岩石の中での分類で

ある以上、他の産地にも一致する可能性は推測される。即ちある産地（湯ノ倉産地）に一致し必要条

件を満足したと言っても、一致した産地の原右とは阪らないために、帰属確率による判断を表 lの2

2 0個すべての原石群について行ない十分条件を求め、低い確率で帰属された原石群の原石は使用し

ていないとして消していくことにより、はじめて湯ノ倉産地の石材のみが使用されていると判定され

る。実際はRb/Zrといった唯 lヶの変量だけでなく、前述した 8ヶの変量で取り扱うので変量間の柑

関を考慮しなければならならい。例えばA原産地のA群で、 Ca元素とRh元素との間に相関があり、

Caの量を計れはRhの量は分析しなくても分かるようなときは、 A群の石材で作られた遺物であれば、

A群と比較したとき、 Ca量が一致すれば当然Rb量も一致するはずである。したがって、もしRb量だ

けが少しずれている場合には、この試料はA群に属していないと言わなければならない。このことを

数量的に導き出せるようにしたのか相関を考慮した多変量統計の手法であるマハラノビスの距離を求

めて行なうホテリングのT2乗検定である。これによって、それぞれの群に帰属する確率を求めて産

地を同定する4 り。産地の同定結果は 1個の遺物に対して、黒曜石製では220個の推定確率結果が得

られている。今回産地分析を行った遣物の産地推定結果については低い確率で帰属された原産地の推

定確率は紙面の都合上記人を省略しているが、本研究ではこれら廂地の可能性が非常に低いことを確

認したという非常に重要な意味を含んでいる、すなわち、湯ノ倉産原石と判定された追物について、

カムチャッカ産原石とかDシア、北朝鮮の遺跡で使用されている原石および北海道白滝地域産の原石

の可能性を考える必要がない結果で、高い確率で同定された産地のみの結果を表8に記入した。原石

群を作った原石試料は直径 3cm以上であるが、多数の試料を処理するために、小さな造物試料の分析

に多くの時間をかけられない事情があり、短時間で測定を打ち切る。このため、得られた遣物の測定

値には、大きな誤差範囲が含まれ、ときには原石群の元素組成のハラッキの範囲を越て大きくなる。

したがって、小さな遣物の産地推定を行なったときに、判定の信頼限界としている0.1%に逹しない

確率を示す場合が比較的多くみられる。この場合には、原石産地（確率）の欄の確率値に替えて、マ

ハラノビスの距離D2乗の値を記する。この遺物については、記人されたD2乗の値が原石群の中で

最も小さなD2乗値で、この値が小さい程、遺物の元素組成はその原石群の組成と似ていると言える

ため、推定確率は低いが、そこの原石産地と考えてほゞ間違いないと判断されたものである。

今回分析した笹ノ沢(3)遺跡出土の黒曜石製石匙と石片の4個には赤井川産原石が、また石片の 1

個に湯ノ倉産原石が使用されていた。赤井川および十勝産原石を使用した遺物の判定は複雑である。

これは青森市戸門、鷹森山地区、浪岡町大釈迦より産出する黒曜石で作られた戸門第一、鷹森山、大

釈迦の各群の組成が赤井川第一、二群、十勝三股群に比較的似ているために、遺物の産地を同定した

ときに、戸門原産地と赤井川または十勝産地、またこれら 3ヶ所の原産地に同時に同定される場合が

しばしば見られる。戸門産地の原石が使用されたか否かは、一遺跡で多数の遺物を分析し戸門第 1群
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と第2群に同定される頻度を求め、これを戸門産地における第1群(50%)と第2群(50%)の産

出頻度と比較し戸門産地の原石である可能性を推定する。今回分析した遺物のなかに全く戸門第2群

に帰属される遺物が見られないことから戸門産地からの原石は使用されなかったと推測できる。また

浪岡町大釈迦産原石は非常に小さい原石が多く使用された可能性は低いと思われる。また、赤井川第

1または2群に高確率で同定され、大釈迦、戸門と十勝産地に同定された確率は赤井川に比べて十分

の一～百分の一がほとんどで、笹ノ沢(3)遺跡では赤井川産原石が使用されていたと判定した。

非破壊分析による黒曜石製遺物の水和層測定

分析は黒曜石の表面に顕微鏡を通して光を照射したときに、黒曜石の表面で反射する光と、水和層

で反射する光りで生じるの干渉波の波長から水和層の厚さを求める方法。光りの反射を利用するため、

遺物の表面のにできた使用痕および埋土中にできた摩耗傷などが水和層測定の障害になり測定できな

い場合が多々ある。また、水和層と新鮮面との境界面での反射光が非常に弱いため、境界面が明確に

発達した部分を探して測定しなければならない。従って、傷のない場所を顕微鏡下で探して分析を行

うため、試料によっては1個に三時間以上かかることもある。今回、分析一試料について一ヶ所10

回以上測定し水和層厚さの平均値を求め、これを3ヶ所以上を分析し、分析値の最大、中間、最小値

を選んで表9に記し、代表的な水和層の干渉波スペクトルを図121に示した。

水和層厚さを経過年代に換算するには、水和層を分析した黒曜石の経過年代を炭素―14法、フィ

ッショントラック法で求めた絶対年代から、水和速度を求めて行う。この水和速度は黒曜石の埋土中

に受ける温度によって異なるため、黒曜石が環境から受けた温度を正確に求めなければ、正確な年代

の換算はできない。従って、遺物が経過した年代の間に受けた温度を約8.0℃を平均効果温度として

 水和速度6)を推定したとき、赤井川産原石は1.8(μ2/1000年)の水和速度を用いて下記の式によ

り水和層厚さを経過年代に換算した。

 測定水和層厚(μm)X測定水和層厚(μm)
推定換算年代(千年)=

 水和速度(μ2/1000年)

完全な非破壊で水和層が測定できた遺物の経過年代の結果を表4に示した。水和層厚さを経過年

代に換算するときの重要な係数である水和速度を決める重要な要因は、黒曜石の化学組成と温度であ

るため、自然科学者の実験室で水和実験によって水和速度を決定できるが、国内産黒曜石に関して研

究はそこまで進んでいないのが現状である。現在は水和速度の決定については考古学者の協力なしで

は決定できない。実験室での水和層生成が困難である限り、水和速度の決定の舞台は遺跡になる。今

回の年代が炭素―14年代に比べて古すぎる場合は、温泉地とか温度の高い地下水などで埋土中の遺

物温度が異常に高かったことが推測され、水和層は非常に厚くなり推定換算年代は古くなる。これは

遺物の埋土位置の地温測定で推測できるが、しかし、過去の地温の測定はできない。炭素―14年代

などで年代の分かる層から出土する黒曜石の水和層から水和速度を決定するため、発掘が重要な鍵を

握ることは言うまでもない。石器の組成(原産地)さえ分かれば、考古学者が炭素―14年代と水和

層のデーターを集積し整理するだけで、正確な水和層年代が得られるようになる。これら考古学的作
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と第2群に同定される頻度を求め、これを戸門産地における第 1群 (50%) と第2群 (50%) の産

出頻度こ比較し戸門産地の原石である可能性を推定する。今回分析した遺物のなかに全く戸門第2群

に帰属される追物が見られないことから戸門産地からの原石は使用されなかったと推測できる。また

浪岡町大釈迦産原石は非常に小さい原石が多く使用された可能性は低いと思われる。また、赤井川第

1または2群に高確率で同定され、大釈迦、戸門と十勝産地に同定された確率は赤井川に比べて十分

の一～百分の一がほとんどで、笹ノ沢(3)遺闘では赤井川産原石が使用されていたと判定した。

非破壊分析による黒曜石製遺物の水和層測定

分析は黒躍石の表面に顕微鏡を通して光を煎射したときに、黒曜石の表面で反射する光と、水和層

で反射する光りで生じるの丁捗波の波長から水和層の厚さを求める方法。光りの反射を利用するため、

遺物の表面のにできた使用痕および埋土中にできた摩耗傷などが水和層測定の障害になり測定できな

い場合が多々ある。また、水和層と新鮮面との境界面での反射光が非常に弱いため、境界面が明確に

発達した部分を探して測定しなければならない。従って、傷のない場所を頴微鏡下で探して分析を行

うため、試料によっては 1個に三時間以上かかることもある。今回、分析一試料について一ヶ所10

回以上測定し水和層厚さの平均値を求め、これを 3ヶ所以上を分析し、分析値の最大、中間、最小値

を選んで表9に記し、代表的な水和層の干渉波スペクトルを図121に示した。

水和層厚さを経過年代に換算するには、水和層を分析した黒曜石の経過年代を炭素ー14法、フィ

ッショントラック法で求めた絶対年代から、水和速度を求めて行う。この水和速度は黒曜石の埋土中

に受ける温度によって異なるため、黒曜石が環境から受けた温度を正確に求めなければ、正確な年代

の換算はできない。従って、遣物が経過した年代の間に受けた温度を約8.0℃を平均効果温度として

水和速度6)を推定したとき、赤井川産原石は1.8(,u 2 /1000年）の水和速度を用いて下記の式によ

り水和層厚さを経過年代に換算した。

推定換算年代（千年）
測定水和層厚 (flm) X測定水和肘厚 (11m) 

水和速度 (/L2/1000年）

完全な非破壊で水和層が測定できた遣物の経過年代の結果を表4に示した。 水和層厚さを経過年

代に換算するときの重要な係数である水和速度を決める重要な要因は、黒曜石の化学組成と温度であ

るため、自然科学者の実験室で水和実験によって水和速度を決定できるが、国内産黒曜石に関して研

究はそこまで進んでいないのが現状である。現在は水和速度の決定については考古学者の協力なしで

は決定できない。実験室での水和層生成が困難である限り、水和速度の決定の舞台は遺跡になる。今

回の年代が炭素ー14年代に比べて古すぎる場合は、温泉地とか温度の高い地下水などで埋土中の遺

物温度が異常に高かったことが推測され、水和層は非常に厚くなり推定換算年代は古くなる。これは

遺物の埋土位置の地温測定で推測できるが、しかし、過去の地温の測定はできない。炭素ー14年代

などで年代の分かる層から出土する黒曜石の水和層から水和速度を決定するため、発掘が重要な鍵を

握ることは言うまでもない。石器の組成（原産地）さえ分かれば、考古学者が炭素ー14年代と水和

層のデーターを集積し整理するだけで、正確な水和層年代が得られるようになる。これら考古学的作
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業により求められた水和速度は、水和機構(理論)が証明されていないが、考古学試料として実用す

るには問題ないと推測できる。したがって、水和層年代は考古学者が企画するだけで実用的な年代が

得られるため、将来、水和層年代が石器における土器編年のように身近な存在になると推測できる。

参考文献

1)藁科哲男・東村武信(1975),蛍光X線分析法によるサヌカイト石器の

原産地推定(Ⅱ)。考古学と自然科学,8:61-69

2)藁科哲男・東村武信・鎌木義昌(1977),(1978),蛍光X線分析法による

サヌカイト石器の原産地推定(Ⅲ)。(Ⅳ)。考古学と自然科学,

10,11:53-81:33-47

3)藁科哲男・東村武信(1983),石器原材の産地分析。考古学と自然科学,

16:59-89

4)東村武信(1976),産地推定における統計的手法。考古学と自然科学,

9:77-90

5)東村武信(1990),考古学と物理化学。学生社

6)近堂祐弘(1986),北海道における黒曜石年代測定法について。

北海道考古学,22:1～15
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業により求められた水和速度は、水和機構（理論）が証明されていないが、考古学試料として実用す

るには問題ないと推測できる。したがって、水和層年代は者古学者か企画するだけで実用的な年代が

得られるため、将来、水和層年代が石器における士器編年のように身近な存在になると推測できる。
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表6-1各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値
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表6-1 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値
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原産地原石群名 翡 冗素比
Ca/K T1/K Mn/Zr Fe/Zr Rb/Zr S r / Z r Y/Zr Nb/Zr AI/K s I /K 

名寄 一群 114 0478+001 l 0.121 +0.005 0.035+0.007 2011+0063 0.614士0.032 0574+0022 0.120+0.017 0024+0016 0033+0.002 0451 +0.010 
名寄 与二群 35 0.309土0.015 0 103+0.005 0.021士0.006 1.774+0055 0.696 + 0.044 0.265+0011 0.301 + 0.022 0026+0020 0.028+0.007 0.394+0.010 

白 赤石L 130 0173+0014 0.061 +0.003 0.079+0.013 2714+0142 1.340 + 0.059 0.283+0079 0.34 1 + 0.030 0.073 + 0.026 0.028+0.002 0.374+0.010 

滝
白土； 27 0.138+0004 0.021 +0.002 0.102+0.015 3049+0181 1.855+0088 0097+0016 0.492+0.039 0107+0019 0.027+0.002 0368+0.006 
八号沢 30 0.138+0010 0.022 + 0.002 0.105+0.017 3.123+0127 1.846 + 0.065 0 105+0.019 0.475+0045 0076+0046 0027+0.008 0359+0.042 
地
幌加沢 23 0139+0009 0.023+0.001 0.099+0.015 2975+0102 1 794+0.077 0 104+0010 0.470+0037 0 103+0027 0027+0.002 0369+0.007 
区
あじさい滝 29 0142+0.010 0.023+0.001 0.101 +0.014 3.038 + 0.125 1.787 + 0.076 0.115+0.015 0.457+0.035 0.076+0044 0.027 +0.005 0365+0011 
近文台第一群 30 0819+0013 0.165 + 0.006 0081 +0.010 3 266+0.117 0.604 + 0.031 0.941 + 0.030 0.165 + 0.020 0.039+0.016 0.039 + 0.002 0457+0.008 
1近文台第二群 107 0.517+0.011 0.099+0.005 0.067+0090 2 773+0.097 0.812 + 0.037 0818+0034 0.197 + 0.024 0.041 +0019 0.035 + 0.002 0.442 + 0.009 
近文台第＝罪 47 0529+0.014 0.096+0.008 0.068+0.018 2 746+0.262 0.838+0100 0.796 + 0.081 0.220 + 0.043 0.035+0021 0.036 + 0.004 0413+0.014 
台埠第一群 50 1076+0.052 0.142 + 0.005 0.072+0.011 2.912+0.l 17 0.291 + 0.020 0.678+0.035 0.126+0022 0.022+0012 0.049 + 0.005 0517+0.014 
台場第群 42 0670+0030 0.126+0.006 0074+0.017 3046+0163 0.759+0.044 0.849+0045 0.204+0.032 0.035+0018 0.038 + 0.004 0414+0019 
秩父別第一群 51 0.249+0.017 0.122+0.006 0.078+0.01 1 1.614 + 0.068 0.995+0.037 0.458 + 0.023 0.235+0.024 0.023+0021 0.022 + 0.004 0334+0013 
秩父別第二群 48 0.519+0016 0.097+0.005 0.065土0.016 2.705+0125 0.814 + 0.034 0.789土0.043 0.204 + 0.025 0.032+0016 0.037 + 0.003 0.417+0,016 
滝川第一群 31 0253+0018 0.122 + 0.006 0077+0.009 1613+0090 1.017+0045 0.459+0025 0.233 + 0.029 0038+0.018 0.025 + 0.003 0.370 + 0.023 

北海道 渚 II第二群 44 0498+0077 0.103+0.011 0.068+0.018 2658+0324 0.828 + 0.081 0752+0106 0.206 + 0.033 0041 +0019 0.036 + 0.004 0414+0022 
置戸・所山 65 0.326+0008 0.128+0.005 0045+0.008 1.813 + 0.062 0.824+0.034 0.454 + 0.020 0.179+0.023 0.044+0020 0.030 + 0.002 0412+0010 
置戸・置戸山 58 0.464+0016 0.138+0.005 0049+0.008 1726+0072 0.449 + 0.024 0.407 + 0.023 0.133+0.019 0.026+0014 0.032+0003 0456+0010 
北見・常呂川第2群 48 0.548士0.025 0.145+0.007 0.037士0.007 1691士0134 0380士0.024 0409土0020 0.120土0015 0031士0.012 0039+0.004 0.477士0.019
1北目・常呂川第3群 48 0390+0011 0.137+0.006 0030+0.006 1510+0059 0.372+0.018 0238+0014 0.179+0.019 0029+0015 0.033 + 0.004 0474+0011 
北見・常呂川第4群 50 0291 +0.017 0.109+0.008 0.046+0.012 1.812+0.098 0.807 + 0.04 1 0.445 + 0.029 0.192 + 0.033 0.034+0.015 0.031 +0.003 0.362 + 0.023 
ケショマップ第一群 68 0575土0056 0 110士0.011 0051士0.011 2.555土0086 0.595土0.058 0.636士0.027 0.167士0.027 0.037土0020 0.030士0.003 0397士0013
ケショマップ第二群 65 0.676士0011 0.145土0.005 0.056士0.014 2.631土0126 0.606±0.030 0.712土0.032 0170士0.028 0.030土0013 0.030士0.003 0392士0010

十
十勝三股 60 0256+0018 0.074+0.005 0068+0010 2 281 +0087 1.097 + 0.055 0.434+0023 0.334+0.029 0.064+0025 0.029 + 0.002 0396+0013 

勝
1芋暮等一諾 41 0.499+0020 0.124+0.007 0.052+0010 2635+0,181 0.802 + 0.061 0.707 + 0.044 0.199 + 0.029 0.039+0023 0.033+0002 0442+0.015 
1華葛第群 28 0593+0.036 0.144+0.012 0.056+0010 3 028+0.251 0.762+0.040 0.764+0051 0.197+0.026 0.038+0.022 0.034 + 0.002 0.449 + 0.009 
I赤； 川第一群 50 0.254 + 0.029 0070+0004 0.086 + 0.010 2.213+0104 0969+0.060 0.428+0.021 0249+0.024 0.058+0.023 0027+0.002 0371 +0009 
赤； 川第二群 30 0.258+0.065 0.072+0002 0.080+0010 2.207+0083 0.970+0.045 0.436士0.026 0 245+0.021 0.027 +0029 0.025+0.007 0371 +0.007 
豆車； 1 第一群 75 0.473+0.019 0.148+0007 0.060+0.015 1.764+0072 0438+0.027 0.607 + 0.028 0157+0.020 0.025+0.017 0.032 + 0.002 0469+0.013 
豊フ 笛二諾 40 0.377+0.009 0133+0006 0.055+0008 1.723+0066 0.516+0.019 0.513+0.018 0177+0.016 0.007+0015 0.030+0.005 0431 +0010 
奥尻島・幌内川 58 0.285 + 0.026 0087+0.005 0.193 + 0.032 1.834+0.182 2.043 + 0.224 1.475+0.207 0.269 + 0.068 0.085+0.031 0.031 + 0.004 0.347+0.011 
折腰内 35 0.190+0.015 0075+0、003 0.040+0.008 1.575+0.066 1241 +0046 0.318+0.014 0141 +0.033 0.076+0.021 0.024+0.002 0.348士0010
出来島 27 0.346士0.022 0.132+0007 0.231士0.019 2268士0.085 0865士0044 1.106土0.056 0399士0038 0.179士0.031 0038士0.003 0.499土0013

乱六角沢 36 0.080士0.008 0097士0011 0.013土0.002 0.697士0.021 0 128士0.008 0.002士0.002 0064土0007 0.035土0.004 0026土0.002 0.379±0.010 
八森山 41 0.077+0.005 0098+0.003 0.013 + 0.002 0.707+0.018 0 134+0005 0.002+0002 0070+0005 0.034 + 0.006 0027+0.005 0.384+0009 
戸門第一群 28 0.250 + 0.024 0.069+0003 0.068+0.012 2.358+0.257 1168+0.062 0.521 + 0.063 0277+0.065 0.076+0.025 0026+0002 0362+0015 

青森県 青 戸門第群 28 0084+0.006 0 104+0.004 0.013+0.002 0.691 + 0.021 0,123+0006 0.002+0002 0.069+0010 0.033 + 0.005 0025+0002 0.369+0007 
森 鶴ケ坂 33 0344+0017 0132+0007 0.232 + 0.023 2261 +0.143 0861 +0.052 1.081 + 0.060 0390+0039 0.186+0.037 0037+0.002 0.496+0.018 
市 鷹森山 47 0.252+0017 0068+0.009 0079+0.033 2.548+0.131 1.149+0,069 0.568 + 0. 108 0.288 + 0.037 0.049 + 0.036 0028+0005 0.383+0.018 
下湯川 36 9.673+0.479 2 703+0.149 3.267+0.217 21.648 + 1.500 0090+0021 1.708+0.102 0155+0015 0.169+0.031 0053+0042 0.858+0.088 
大釈迦 67 0253+0016 0.067+0008 0077+0.029 2.519+0.148 1.147 +o oGs 0.558+0.087 0.286+0035 0.04 7 + 0.040 0028+0003 0.385+0.018 
黒石 41 8.905+0.243 2.484 + 0.055 0 161 +0018 7.570+0.336 0.068+0.014 1.621 +0.063 0.244 + 0.022 0.027 + 0.014 0.124+0、014 1.409 + 0.044 

秋田県 闊金ケ埼 43 0.294 + 0.009 0.087 + 0.004 0.220+0018 1.644 + 0.081 1.493+0.081 0.930+0.043 0.287+0039 0.098+0.040 0029+0002 0.368 + 0.008 
脇本 45 0.295+0.008 0.087+0.004 0219士0017 1.671士0.077 1.503土0072 0.939土0.054 0.286土0045 0.108士0.034 0028士0006 0367土0.009

山形県
月山 44 0.285 + 0.021 0123+0.007 0 182+0016 1.906 + 0.096 0.966 + 0.069 1.022+0.071 0.276 + 0.036 0.119+0.033 0033+0002 0.443+0.014 
寒河江 48 0.385 + 0.008 0.116+0.005 0049+0017 1.806 + 0.054 0580+0025 0.441 +0.023 0.212+0020 0.056 + 0.015 0033+0.003 0.460+0.010 
雫石 25 0.636 + 0.033 0.187+0012 0052+0007 1.764+0.061 0.305+0.016 0431士0.021 0209+0.016 0.045+0.014 0.041 + 0.003 0.594土〇.014

岩手県 析居 22 0.615+0055 0.180 + 0.016 0.058+0.007 1751 +0062 0306+0033 0421+0051 0.228 + 0.079 0045+0011 0.041 + 0.005 0594+0.055 
花果 30 0.596 + 0.046 0.177+0.018 0056+0008 1.742+0.072 0.314+0.019 0.420 + 0.025 0220+0.016 0.044+0.013 0.04 1 + 0.003 0.586 + 0.030 
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原産地原石群名 翡 元素比
Ca/K T1/K Mn/Zr Fe/Zr Rb/Zr S r / Z r Y/Zr Nb/Zr AI/K s I /K 

宮城県
湯倉 21 2174+0068 0.349 + 0.017 0.057 + 0.005 2 544+0 149 0.116+0.009 0 658+0024 0138+0.015 0020+0013 0073+0.003 0956+0.040 
塩釜 37 4.828 + 0.395 1.630 + 0.104 0.178+0.017 11.362+ 1.150 0168+0.018 1.298+0063 0.155+0.016 0037+0018 0.077+0.002 0 720+0.032 

栃木県 高原山 40 0738+0067 0.200+0.010 0.044+0.007 2016+0.110 0381 +0.025 0502+0028 0.190+0017 0023+0014 0036+0.002 0 516+0.0,2 
申津島第一群 56 0 381 +0014 0.136 + 0.005 0.102+0.011 1 729+0.079 0471 +0.027 0689+0037 0.247+0021 0.090+0026 0036+0.003 0.504+0.012 

東京都 i津島第罪 23 0.317+0.016 0. 120 + 0.008 0.114+0.014 1.833 + 0.069 0.615 + 0.039 0.656+0050 0.303 + 0.034 0 107+0.026 0.033 + 0.002 0471 +0.009 
：根 40 0318+0020 0120+0.005 0.118+0.014 1805+0096 0614+0.036 0664+0045 0.291 + 0.029 0093+0039 0034+0.006 0476+0.012 
i根・西琢 30 6 765+0254 2.219 +0.057 0.228+0.019 9 282+0 622 0.048+0.017 1757+0.061 0.252 + 0.017 0.025+0.019 0.140 + 0.008 1 528+0.046 

神奈川県
I'j根・畑宿 41 2.056 + 0.064 0.669+0.019 0.076+0.007 2.912+0.104 0062+0.007 0.680 + 0.029 0.202 + 0.011 O.Qll+0.010 〇.080+0.005 1.126+0.031 
鍛冶屋 31 7.663 +o 011 0.381 +0.019 0.056 + 0.007 2.139+0097 0.073+0.008 0629+0,025 0.154 + 0.009 0.011 + 0.009 0.06 7 + 0.005 0.904+0.020 
熱海峠 52 2225+0149 0.506 + 0.015 0.042 + 0.009 2228+0164 0085+0.008 0737+0039 0.135+0.013 0007+0007 0.071 +0.006 0880+0.033 
卜多省 31 1329+0078 0.294+0.018 0.04 1 + 0.006 1697+0068 0.087 + 0.009 0551 +0023 0.138+0.011 0010+0009 0.059 + 0.004 0856+0.018 

静岡県 柏峠西 35 1.273+0.164 0.314 + 0.028 0.031 +0004 1.699 + 0.167 0.113+0.007 0.391 + 0.022 0.143+0.007 0.009 + 0.009 0.04 7 + 0.004 0.663 + 0.020 
小豆峠 40 0 110+0008 0.052 + 0.004 0297+0.038 3211+0319 0.829+0089 0154+0,030 0.54 7 + 0.054 0.087+0057 0.025 + 0.014 0429+0.016 
魚津 42 0.278+0.012 0.065+0.003 0.064+0.013 2013+0,l 19 0.878士0.052 0.599+0039 0. 190 + 0.029 0077士0033 0.031 +0.004 0353+0.012 

富山県

胃
ー上山第一群 36 0319士0017 0.113土0.006 0.040士0008 1720士0080 0.740士0052 0.665士0029 0.121士0.026 0047土0031 0.015士0.014 0392士0.018
一上山第二群 40 0、710+0017 0.202 + 0.008 0054+0.0l 1 1994+0152 0.413+0.028 0.840+0.050 0.118+0.025 0.057+0,037 0.020+0.020 0.599+0.024 
上山第一群 45 0441 +0052 0.108+0.014 0.079+0.021 2 251 +O 138 0.794+0.155 1.222+0088 0.127+0.041 0067+0053 0.015+0.014 0.412+0.025 
繹ケ峰 168 0156+0010 0.068+0.003 0101 +Q.018 1331 +0070 1.052+0.051 0.360+0030 0.275+0.039 0090+0035 0.029 + 0.003 0346+0.011 
観音沢 72 0.159士0,010 0.069土0.002 0.100+0.019 1.324+0.084 1.055土0.057 0.368 + 0.033 0.279 + 0.032 0.086 + 0.033 0.030+0.003 0.345+0.010 
和田峠 143 0167+0.028 0049+0008 0.117 +0011 1.346 + 0.085 1853+0.124 0.112 +0.056 0409+0048 0.139+0026 0.025+0.002 0355+0016 
和田峠 17 0.146+0.003 0032+0.003 0.151 +0.010 1.461 +0039 2449+0.135 0.036+0.012 0 517+0.044 0.186+0.025 0.027 + 0.002 0368+0007 
和田峠 目—‘ 62 0248+0.048 0.064+0012 0.114+0.0l l 1.520 + 0.182 1673+0.140 0.274+0.104 0.374+0.048 0.122 + 0.024 0.025+0.003 0.348+0.017 
和田峠 四 37 0144+0.017 0.063+0004 0.094 + 0.009 1.373+0.085 1 311 +0.037 0.206+0030 0263+0038 0.090+0.022 0.023 + 0.002 0331+0019 
和田峠 五＇ 47 0.176+0.019 0075+0.010 0.073+0.0l l 1.282 +0086 1.053+0.196 0.275 + 0.058 0.184+0042 0.066 + 0.023 0.021 +0.002 0306+0013 
和田峠 II¥ ' 53 0156+0011 0055+0005 0.095 + 0.012 1.333+0064 1 523+0.093 0.134+0.031 0.279 + 0.039 0.010+0.017 0.021 + 0.002 0.313+0012 

長野県 鷹山・；0田 53 0.138+0004 0042+0002 0.123+0.010 1.259+0041 1.978+0.067 0.045+0.010 0442+0.039 0.142+0022 0.026+0002 0360+0010 
男女倉 119 0223+0026 0.102+0010 0059+0.008 1169+0.081 0.701 +0.109 0.409 + 0.052 0.128+0.024 0.053+0.017 0.026 + 0.002 0354+0008 
うつぎ沢 81 0.222+0.014 0.099+0.006 0.058 + 0.008 1.189 + 0.060 0.748+0.075 0.392+0.031 0.140+0.022 0.046 + 0.021 0.025 + 0.005 0.340+0.009 
寸天斗 49 0155+0007 0068+0.003 0102+0018 1320+0077 1.033 + 0.063 0.362 + 0.030 0 285+0.035 0.104+0040 0.030 + 0.003 0356+0011 
寿草峠 97 0.274+0.017 0136+0010 0.051+0.012 1.397+0.099 0.542 + 0.058 0736+0.044 0 l 10+0024 0043+0.017 0031 +0.003 0.383+0013 
双子池 83 0.252 + 0.027 0 129+0.007 0.059+0.010 1.630 + 0.179 0669+0052 0.802+0058 0.111 +0.024 0037+0.032 0.027 + 0.007 0.401+0.011 
冷山 87 0.267士0.011 0134土0.006 0.048土0.013 1.382土0.066 0.546土0.034 0.727士0036 0、109士0.031 0.045土0.022 0.031 +0.004 0.381+0.Qll 
k窪沢 42 1481 +0,117 0466+0021 0.042 + 0.006 2.005+0.135 0182+0011 0841 +0044 0105+0010 0009+0.008 0033+0.005 0.459+0.012 
黄JII 41 3047+0066 1071 +0026 0.115+0.015 7.380+0.366 0 158+0016 0833+0.040 0186+0015 0.023+0.012 0045+0.005 0.513+0 021 
左渡第一群 34 0.228+0.013 0078+0.006 0.020+0.005 1.492 + 0.079 0821 +0047 0.288+0018 0142+0.018 0049+0.017 0.024+0.004 0.338+0.013 
左渡第：群 12 0.263 + 0.032 0097+0018 0.020 + 0.006 1 501 +0.053 0.717+0106 0.326+0029 0091+0022 0.046+0.015 0026+0.002 0.338+0009 
上石川 45 0.321 +0.007 0.070+0003 0.069+0.011 2051 +0.070 0981+0042 0.773 + 0.034 0182+0023 0.038+0.027 0026+0.007 0.359+0009 

新潟県 反山 44 0.232+0,011 0,068 + 0,003 0.169+0.017 2.178+0.l 10 1.772+0.098 0.772+0046 0.37 4 + 0.04 7 0154+0.034 0.027 + 0.002 0.359 + 0.009 
大白川 22 0.569 + 0.012 0.142+0.007 0033+0005 1.608+0049 0.261+0012 0.332+0.011 0.150+0.015 0.033+0011 0.036+0003 0.491 +0.014 
金津 46 0.331+0.011 0.097+0.037 0030+0007 1.711 + 0.066 0678+0027 0.283 + 0.012 0.181 +0016 0.035+0.018 0.027 + 0.009 0.402+0.012 
羽根川 55 0 163+0.019 0.053+0.005 0.099+0.011 1.354士0.058 7.615土0.063 0.084土0.012 0.309士0.036 0.100土0028 0.023士0007 0.340士0.030

石川県 比那 17 0.370+0.014 0.087+0.004 0060+0009 2.699 + 0.167 0.639+0028 0.534+0.023 0.772+0028 0.052+0.018 0032+0002 0.396+0.017 

福井県

彗守三香香什件鳥甲第第山一＝群群
21 0.407 + 0.007 0.123 + 0.005 0038+0006 1.628+0051 0.643 + 0.041 0.675 + 0.030 0.113+0.020 0.061 +0.016 0.032 + 0,002 0.450+0.010 
21 0.350+0.018 0.123 + 0.008 0.036+0.006 1.561 + 0.08 1 0.608+0031 0.798 + 0.039 0.069+0020 0.062士0.013 0028+0002 0.381士0.008
30 0.216 + 0.005 0062+0.002 0045+0007 1.828 + 0.056 0.883+0034 0.265 + 0.012 0.097+0021 0.139+0.018 0024+0.007 0.365+0.008 

兵庫県 40 0.278+0.012 0.100+0.004 0.048 + 0.009 1.764+0.066 0.813+0.045 0.397 +0.020 0.172+0026 0.138 + 0.024 0026+0012 0.446+0.012 
48 0.123 + 0.004 0056+0.002 0083+0012 1.967+0.061 1.171 +0040 0157+0.013 0.183 + 0.044 0.221 +0021 0026+0025 0.316 + 0.006 

20 0.166 + 0.006 0093+0.008 0014+0.003 0.899 + 0.031 0.278+0017 0009+0.003 0.061 +0.015 0.154+0.018 0.020+0001 0.249+0.016 
島根県 津井 30 0 161 +0008 0 132+0.182 0.015+0003 0.940+0.041 0.301 +0.014 0075+0005 0.060 + 0.013 0 144+0.008 0.020+0002 0.244+0.008 

ク目 31 0.145 + 0.006 0.061 + 0.003 0.021 +0.004 0980+0.023 0.386+0.011 0007+0.003 0.109+0.013 0 238+0.0l 1 0.023+0002 0.315+0006 
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原産地原石群名 翡 元素比
Ca/K 丁 1/K Mn/Zr F e/・z r Rb/Zr S r / Z r Y/Zr Nb/Zr AI/K s I /K 

岡山県 津 48 0268+0009 0078+0003 0077+0018 1.927+0.150 1.721 +0.113 0808+0060 0.244+0.051 0083+0.036 0.031+0004 0.367+0009 
奥池第一群 51 1202+0077 0.14 1 + 0.010 0.032 + 0.008 3126+0 170 0686+0.065 1.350+0.082 0.026 + 0.026 0065+0019 0041 +0.004 0.507+0.0l 1 
奥池第：群 50 1.585 + 0.126 0.194 + 0.018 O.o35+0.007 2860+0160 0423+0.058 1044+0077 0.024 + 0.019 0,042+0.013 0.045 + 0.004 0.507 + 0.013 

香川県
雄山 50 1.224 + 0.08 1 0.144+0011 0.035+0012 3138+0163 0.669+0.078 1335+0091 0.023+0.027 0061+0020 0.04 1 + 0.003 0 500+0.012 
神谷・南山 51 1186+0057 0.143 + 0.008 0.038+0.012 3.202 + 0.163 0707+0.061 1386+0088 0029+0.025 0073+0.021 0041 +0.005 0 500+0.014 
大麻山南第一群 39 1467+0 120 0.203+0023 0.042+0009 3125+0.179 0494+0.080 1.070+0.073 0.038+0.023 0047+0013 0.04 1 + 0.003 0.487+0.016 
大麻山南第二群 34 1018+0043 0. 116 + 0.0 12 0.043+0.014 3 305+0.199 0.895 + 0.048 1 256+0050 0029+0.030 0.072+0.018 0.038+0.004 0.476+0.012 

福岡県 八女昭和溜池 68 0.261+0,010 0.211 + 0.007 0.033+0003 0 798+0.027 0.326 + 0.013 0.283+0.015 0.071+0.009 0034+0008 0.024 + 0.006 0 279+0.009 
中野第一群 39 0267+0007 0087+0003 0.027 + 0.005 1.679+0.083 0.628+0.028 0348+0015 0103+0.018 0.075 + 0.018 0.023 + 0.007 0 321 +0.011 
中野第；群 40 0.345+0007 0.104+0003 0.027+0005 1 535+0.039 0.455 + 0.017 0397+0014 0069+0.016 0.059 + 0.014 0.026 + 0.008 0 328+0.008 
梅野 39 0.657+0014 0202+0.006 0.071 +0.013 4.239 + 0.205 1.046 + 0.065 1269+0058 0 104+0.032 0380+0047 0.028+0.005 0345+0.009 

佐賀県 吾岳 44 0.211 +0009 0.031 + 0.005 0.075+0.019 2572+0.212 1600+0.086 0.414+0.042 0.311 + 0.046 0.256 + 0.043 0.025 + 0.002 0 335+0.008 
佳葉JII 59 0.414+0009 0071 +0003 0.101 +0017 2947+0142 1 253+0.08 l 2.015 + 0.099 0.147+0.035 0255+0040 0.030+0.007 0.388+0.009 
公尾第一群 40 0600+0067 0.153 + 0.029 0.125+0.018 4692+0 369 1.170+0.114 2023+0122 0.171 +0.032 0255+0037 0032+0.003 0 376+0.008 
＾尾第；群 40 0953+0027 0.307+0.010 0.126+0.013 6666+0 342 0856+0.070 1.907+0,l 19 0.147+0.029 0.194 + 0.028 0033+0.008 0 383+0.010 
観音崎 42 0223+0010 0.046 + 0.005 0.409+0086 6691+0878 1805+0.257 1.562 + 0.231 0.344+0087 0579+0126 0039+0.003 0.400 + 0.011 
姫

罰
一罪 51 0 226+0.0l 1 0.045 + 0.003 0.411 + 0.066 6.743+0.900 1845+0.286 1553+0230 0.318+0087 0560+0144 0038+0.004 0401 +0.012 

島 i辛．群 50 0 649+0044 0.14 1 + 0.010 0.186 + 0.046 4.355+0683 0610+0.095 3017+0459 0.142 + 0.050 0, 188 + 0.056 0.041 + 0.004 0427+0.014 
地 牢三群 46 1.038+0131 0.211 +0.024 0.710+0027 3 367+0617 0311 +0.058 3756+0668 0.105 + 0.030 0094+0.037 0.042 + 0.007 0442+0.021 

大分県 域 ＊オイ崎 50 1059+0 143 0214+0030 0.120 + 0.043 3.598 + 1.035 0.335 + 0. 106 4000+7 762 0.118+0048 0092+0036 0044+0.004 0449+0.018 
*J:lo芦 45 0 680+0061 0.145+0.013 0.168+0037 4.397 + 0.776 0612+0.095 3080+0476 0.147+0046 0194+0060 0041 +0.005 0.431 +0.015 
塚瀬 30 0.313 + 0.023 0.127 + 0.009 0.065+0.010 1489+0.124 0.600 + 0.051 0686+0082 0.175+0018 0 102+0020 0.028+0.002 0.371 +0.009 
荻台地 50 1.515 +o 042 0.670 + 0.013 0.096+0008 5 509+0 269 0284+0.031 1.526 + 0.053 0.097+0.016 0.032+0.018 0.032 + 0.005 0310+0.0l 1 
緒方下尾平 64 0482+0036 0.286 + 0.015 0.051 + 0.008 1 361 +0095 0.303+0.019 0712+0043 0.089+0018 0055+0021 0012+0.010 0288+0.016 

""' -ヒ-
久喜）辻 37 0.172+0009 0.066 + 0.002 0.030 + 0.005 1.176 +o 043 0.385 + 0.012 0.017+0.004 0.135+0018 0354+0014 0.023 + 0.002 0276+0.007 

岐 君ケ浦 28 0174+0007 0.065 + 0.002 0.033 + 0.006 1.174+0.035 0.389+0.012 0.013 + 0.005 0.129+0.014 0.356+0.012 0.023 + 0.003 0.275+0.008 
角川 28 0 146+0009 0.038+0.002 0.059 + 0.009 1 691 +o 100 1.726+0085 0035+0008 0.344 + 0.040 0.717+0.047 0.023 + 0.002 0338+0010 
島
貝畑 49 0.135+0.010 0.037 + 0.002 0.056 + 0.009 1746+0073 1.834 + 0.064 0022+0013 0.334 + 0.046 0 714+0040 0.021 + 0.009 0.339+0.015 
松浦第一群 23 0.215 +o.o 18 0.032 + 0.008 0.072+0.016 2.554+0.181 1.538+0176 0429+0026 0.271 + 0.064 0254+0046 0.025 + 0.002 0340+0.006 
公；ii華；群 17 0183+0011 0.031 + 0.005 0.071 +0.024 2.288 + 0.319 1.523 + 0.193 0.309 + 0.083 0.244+0.074 0204+0049 0.024+0.002 0337+0010 
松；ii牢一群 16 0.249 + 0.023 0.062 + 0.006 0.051 +0.016 1936+0.231 0.856+0112 0405+0093 0.148+0.052 0139+0.031 0.025+0.002 0.333+0.014 

長崎県
松； 第四群 22 0284+0022 0.066+0.008 0.045+0.012 1890+0757 0.77 4 + 0.179 0454+0036 0. 120 + 0.044 0.132 + 0.036 0.026 + 0.002 0.343+0.010 
淀~' 44 0.334+0、014 0.080+0.004 0.044 + 0.009 1744+0069 0.533 + 0.030 0485+0039 0.094+0.022 0179+0017 0.027+0002 0353+0011 
中町第一群 25 0243+0019 0.059+0.007 0.057+0.015 1849+0104 0.81 1 + 0.089 0.398+0,028 0.135 + 0.035 0.147+0.023 0.026 + 0.002 0345+0009 
中町第群 17 0322士0034 0.081+0.015 0.045+0.011 1.788+0 108 0.654 + 0.085 0485+0042 0.118+0.025 0099+0016 0.026+0002 0338+0015 
古里第一群 50 0.202+0.012 0.029 + 0.004 0.076+0.018 2.628+0214 1.695 + 0.146 0.403+0060 0.319+0.073 0.233+0074 0.030 + 0.003 0.342+0.011 
古里第群 40 0423+0016 0.075+0.007 0.089+0.017 2797+0274 1.148+0.133 1.874+0.192 0.103+0.060 0.208 + 0.053 0.034 + 0.003 0.367 + 0.009 
古里第一群 41 0265+0032 0.064+0.009 0.046+0010 1937+0743 0.799+0.110 0.433 + 0.049 0.122+0.041 0.119+0044 0.031 + 0.003 0347+0010 
公岳 43 0.194+0009 0.054+0.005 0.040+0.008 1686+0114 0.833 + 0.058 0.251 + 0.025 0.192 + 0.032 0.124+0039 0.018+0.011 0331 +0017 
大崎 74 0176士0012 0.053土0.002 0041士0.012 1.710士0.081 0.912土0.036 0.181士0.022 0.202士0.029 0.133 + 0.024 0.023 + 0.002 0.319+0.0,0 
小国 30 0317+0023 0.127 + 0.005 0.063+0007 1.441 +0070 0.611 +0.032 0.703+0.044 0 175+0.233 0.097+0017 0.023+0.002 0320+0007 
南関 30 0.261 +0016 0.214 + 0.007 0.034+0.003 0.788+0033 0.326+0.012 0.278+0.015 0.069+0.012 0.031+0.009 0.021 + 0.002 0.243+0008 
轟 44 0258+0009 0.214+0006 0.033+0005 0.794+0.078 0 329+0.017 0.275+0.010 0066+0.011 0.033 + 0.009 0.020 + 0.003 0.243 + 0.008 
大柿 53 1.534土0139 0.665士0035 0.075士0008 4.494士0.460 0247士0.014 1.236士0.092 0090士0.018 0041士0.012 0030士0.003 0.292士0010

熊本県
冠ケ岳 21 0.261 +0.012 0.211 +0.008 0.032 + 0.003 0.780+0.038 0.324+0.011 0.279 + 0.017 0.064+0.011 0.037+0.006 0025+0.002 0.277+0009 
滝室坂 57 1.599+0107 0. 722 + 0.046 0.085+0011 6205+0305 0256+0018 1.154 + 0.055 0103+0.014 0.047+0.013 0.027+0.004 0.247+0.016 
租ゎ峠 84 0.791 + 0.082 0 279+0009 0.045 + 0.005 1.208+0.023 0279+0.018 0.811 +0.046 0046+0.012 0.029+0.014 0031 +0.009 0.366+0033 
長谷峠 53 1.668 + 0.165 0694+0036 0.080+0.010 4.977 + 0.587 0253+0.015 1.335 + 0.104 0098+0016 0.040 + 0.008 0031 +0.003 0.295+0012 
五ヶ瀬川 48 1.471 +0.136 0.602+0041 0.078+0.01 l 4.838+0.634 0.252土0.016 1.288土0.124 0.101 +0.014 0.043 + 0.013 0027+0.003 0265+0020 
御船 49 1.558+0.146 0651 +0030 0.075+0.011 4.571 + 0.572 0257+0.016 1.252+0.112 0091 +0.016 0.040 + 0.009 0030+0.004 0.291 +0.010 
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表6-4 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値

原産地原石群名 翡 元昇比
Ca/K Ti/K Mn/Zr Fe/Zr Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr Nb/Zr AI/K Si /K 

白浜 78 0.208+0.021 0.101+0.009 0.024+0.006 1.382+0.086 1.021士0.099 0.351土0.037 0.162 + 0.027 0.027+0.022 0.022 + 0.007 0.317土0.009
桑ノ木津留第一群 47 0.207+0.015 0.094 + 0.006 O.Q?0+0.009 1.521 +0.075 1.080士0.048 0.4 18 + 0.020 0.266 + 0.034 0.063士0.024 0.020+0.003 0.314士0.011

宮崎県 戸ノ木津留第．群 33 0.261+0.0,5 0.094 + 0.006 0.066+0.010 1.743+0.095 1.242士0.060 0.753士0.039 0.205 + 0.029 0.047+0.036 0.022 + 0.002 0.323+0.019 

＇ 
36 35.158+ 1.118 5.001土0.175 0.041士0.002 0.038+0.002 0.009+0.004 0.155+0.005 0.035+0.019 0.000+0.000 0.035+0.019 0.446 + 0.022 

日 ケ半第一翠 45 0.186土0.010 0.083+0.005 0.047+0.008 1.611 +0.079 0.948+0.055 0.340+0.032 0.281 +0.031 0.041 +0.032 0.022+0.008 0.358+0.014 
ロ ケ平穿．群 45 0.247+0.018 0.106 + 0.006 0.047+0.008 1.488+0.074 0.768+0.034 0.428+0.049 0.235+0.020 0.039士0.027 0.024+0.008 0.378土0.013
惜 ヶ乎第-群 42 0.584+0.012 0.176+0.005 0.037士0.007 1.484+0.097 0.449士0.031 0.675土0.049 0.143+0.023 0.036 + 0.022 0.023+0.014 0.390+0.019 

42 0.262土0.0,8 0.143+0.006 0.022 + 0.004 1.178+0.040 0.712+0.028 0.408+0.025 0.100土0.018 0.029+0.013 0.019士0.001 0.275+0.006 
鹿児島県 五 r・'I¥: 37 0.266+0.021 0.140 + 0.006 0.019+0.003 1.170+0.064 0.705+0.027 0.405+0.021 0.108士0.015 0.028+0.013 0.019+0.001 0.275+0.006 

上i 凰 41 1.629+0.098 0.804土0.037 0.053+0.006 3.342+0.215 0.188士0.013 1.105土0.056 0.087+0.009 0.022士0.009 0.036士0.002 0.391 +0.011 
平； ""-"' 34 1.944土0.054 0.912+0.028 0.062士0.005 3.975+0.182 0.184+0.011 1.266+0.049 0.093+0.010 0.021 +0.010 0.038土0.003 0.408+0.010 
音 T7K 48 0.533+0.029 0.167+0.006 0.061 +0.013 1.494土0.093 0.611 +0.039 0.688+0.052 0.127 + 0.023 0.069+0.022 0.033+0.003 0.494+0.011 
長谷 30 0.553+0.032 0.137+0.006 0.065+0.010 1.815+0.062 0.644士0.028 0.553土0.029 0.146+0.021 0.066+0.020 0.037+0.003 0.524土0.012

台湾 台東111脈 37 0.510士0.010 0. 198 + 0.007 0.038 + 0.007 1.862+0.079 0.353+0.019 0.519+0.017 0.123土0.012 0.024+0.017 0.029士0.007 0.407+0.010 
ロシア カムチャッカ 72 0.473+0.012 0.166士0.007 0.046 + 0.007 1.572土0.059 0.199土0.011 0.497士0.016 0.126+0.011 0.009士0.014 0.039+0.010 0.460+0.030 
北朝鮮 白頭111阪皿 50 0.154+0.009 0.067+0.003 0.0,8士0.005 1.081 +0.028 0.530士0.013 0.081士0.008 0.151 +0.015 0.338+0.012 0.027+0.003 0.306士0.008
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原産地原石群名 翡 元素比
Ca/K Ti/K Mn/Zr Fe/Zr Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr Nb/Zr AI/K Si/K 

HS 1遺 67 0.24 1 + 0.021 0.107+0.005 0.018+0.006 1.296+0.077 0.430+0.016 0.153+0.009 0.140+0.015 0.008+0.013 0.018士0.012 0.325+0.042 
HS2潰 60 0.453+0.011 0.135+0.008 0.041 +0.008 1.765土0.075 0.448+0.021 0.419+0.019 0.130士0.015 0.015+0.019 0.034+0.010 0.500+0.015 
F R 1~ 貴 51 0.643+0.012 0.124士0.008 0.052土0.007 2.547+0.143 0.530土0.032 0.689士0.032 0.156+0.015 0.004+0.008 0.029+0.011 0.407+0.047 
FR2遺 59 0.535土0.061 0.106+0.012 0.053 + 0.009 2.545+0.138 0.557+0.051 0.685 + 0.029 0.165+0.021 0.016+0.022 0.027土0.009 0.373+0.043 
FR 3漬 37 0.380+0.037 0.084 + 0.007 0.052+0.009 2.548士0.145 0.586 + 0.056 0.681 + 0.033 0.164士0.021 0.017+0.023 0.023 + 0.006 0.292+0.037 
FR4清 44 0.26 1 + 0.043 0.074土0.010 0.051 +0.008 2.500 + 0.117 0.639+0.057 0.679土0.032 0.155+0.021 0.009士0.017 0.018+0.008 0.258土0.036

北海道

遭IK 1 9遺物群
32 0.898士0.032 0.221 +0.007 0.054土0.006 2.540+0.101 0.426土0.018 0.802+0.023 0.109+0.013 0.017+0.021 0.037+0.003 0.447+0.011 
56 1.103+0.050 0.146+0.007 0.081 + 0.008 2.942士0.133 0.314+0.053 0.775+0.082 0.133土0.016 0.019+0.021 0.043+0.007 0.516+0.015 
38 0.959 + 0.027 0.154土0.005 0.085+0.010 2.882士0.092 0.542士0.028 1.111 +0.040 0.107+0.015 0.012土0.016 0.042+0.008 0.519土0.010
32 0.275+0.007 0.107+0.005 0.047土0.010 1.751 +0.051 0.836士0.038 0.468+0.021 0.180+0.019 0.023+0.028 0.025+0.007 0.345+0.010 
62 0.244土0.011 0.070 + 0.004 0.056+0.013 1.749+0.168 1.080+0.108 0.424+0.036 0.327士0.042 0.037+0.031 0.023+0.011 0.379 + 0.011 
48 0.164 + 0.008 0.041士0.002 0.080士0.013 2.565+0.126 1.460士0.057 0.162士0.019 0.389+0.042 0.069士0.028 0.024+0.002 0.337+0.015 
48 0.185土0.007 0.049 + 0.003 0.081士0.013 2.162+0.122 1.031士0.041 0.435+0.025 0.263士0.028 0.050+0.019 0.023土0.002 0.260+0.009 

HY遺物｀ 31 0.238+0.011 0.131 +0.006 0.048+0.008 1.636土0.066 0.418+0.028 1.441+0.015 0.482+0.024 0.029士0.028 0.020+0.0,5 0.481士0.068
膏森県 SN 1遺 匹 33 0.287 + 0.006 0.087土0.004 0.033土0.005 1.597 + 0.037 0.244+0.011 0.258+0.0l 1 0.281 +0.012 0.009+0.012 0.021 +0.006 0.329+0.006 

讀
29 0.209士0.006 0.116+0.006 0.076+0.008 1.571 + 0.082 0.716+0.035 0.292+0.017 0.264士0.029 0.028 + 0.030 0.023士0.009 0.383+0.015 
107 0.351+0.011 0.121 +0.006 0.053+0.007 1.581 +0.071 0.34 7 + 0.020 0.219+0.014 0.216+0.015 0.054+0.017 0.029 + 0.011 0.475+0.040 

秋田県 60 0.252+0.014 0.113+0.007 0.124+0.015 1.805士0.088 0.875 + 0.056 0.663 + 0.038 0.272+0.029 0.083+0.037 0.026 + 0.008 0.378+0.021 
48 0.259 + 0.008 0.093+0.003 0.067+0.011 2.055+0.067 0.741 +0.028 0.293+0.016 0.331士0.021 0.064+0.019 0.036士0.003 o.444 +o.o 10 
41 1.519+0.026 0.277+0.010 0.078 + 0.006 2.849+0.073 0.167+0.010 0.526+0.017 0.251 +0.013 0.009+0.012 0.058+0.017 0.929 + 0.024 
61 3.141+0.074 0.552+0.021 0.080 + 0.008 2.752+0.062 0.094土0.009 0.716+0.019 0.242+0.011 0.008+0.014 0.083 + 0.029 1.353 + 0.049 

A I 3・ 61 0.950+0.013 0.215+0.004 0.117土0.009 4.306 + 0.100 0.114土0.008 0.909+0.028 0.248+0.012 0.014+0.016 0.028 + 0.006 0.360 + 0.009 
岩手県 A I 4' 122 1.850+0.059 0.474+0.025 0.067士0.007 2.055+0.077 0.083+0.006 0.531 +0.030 0.177+0.010 0.011土0.013 0.064 + 0.025 1.061+0.105 

A I 5 - 122 3.167土0.092 0.696 + 0.027 0.101 + 0.009 3.787+0.108 0.114+0.010 0.892土0.026 0.241+0.012 0.006+0.012 0.091+0.020 1.234士0.052
FS漬！＂` 45 0.272+0.090 0.097+0.029 0.053 + 0.007 1.791土0.083 0.327土0.019 0.453+0.024 0.207+0.018 0.029+0.027 0.017+0.011 0.339+0.011 
SD潰！ 48 2.900 + 0.050 0.741士0.016 0.118士0.010 3.922+0.077 0.117+0.012 0.906 + 0.026 0.246+0.013 0.008+0.017 0.083+0.013 1.195土0.029

新潟県
AC 1. n声 63 0.479土0.014 0.192+0.006 0.054 + 0.008 1.561 +0.075 0.400+0.017 0.440+0.019 0.169+0.019 0.061 +0.015 0.033+0.005 0.427+0.016 
AC2遺 n翠 48 0.251 +0.007 0.081士0.003 0.112+0.013 2.081士0.076 0.904土0.035 0.406 + 0.020 0.409+0.024 0.108+0.023 0.036土0.003 0.419+0.007 
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原産地原石群名 謡 元素比
Ca/K T1/K Mn/Zr Fe/Zr Rb/Zr S r / Z r Y/Zr Nb./ Z r AI/K s I /K  

AC3遺 り群 36 0.657+0.016 0144+0005 0.083+0.010 1.891 + 0.051 0202+0010 0.381 +0.017 0286+0018 0.047+0.012 0049+0005 0.616+0.013 
新潟県 IN 1濯 n匹 48 0.326+0.012 0078+0004 0.066+0.010 2.056 + 0.177 0.901 + 0.048 0.751 +0.045 0 172+0030 0.068 + 0.016 0028+0030 0.338+0.007 

IN2遺 超 48 0 745+0.013 0110+0004 0.140+0.015 3.176+0.212 0728+0039 1582+0.080 0104+0030 0.038 + 0.013 0.036+0.003 0.396+0010 
1長野県 NK漬 57 0.566+0.019 0163+0007 0.086+0.0l 1 1.822 + 0.084 0.467 +o 031 1.691 +0.064 0102+0021 0.041 +0.028 0038+0003 0.500+0014 

YM遺 56 0.381 +0.016 0138+0005 0.038+0.012 1.611 +0.102 0.721 +0.039 0.497 + 0.026 0128+0022 0.047 + 0.016 0023+0.003 0.331 +0013 

山口県
NM遺 40 0.330+0.010 0103+0003 0.042 + 0.012 1751 +0.083 1 048+0057 0.5 18 + 0.034 0196+0037 0.058+0.018 0.022 + 0.003 0.326+001 l 

M Ml 遺KK--物21遺遺群！！ 超声
48 0.087 + 0.008 0059+0002 0.010+0.003 0.677 + 0.023 0.370 + 0.097 0.006+0002 0125+0012 0.292+0.010 0022+0002 0.337+0.010 
48 0.258+0.010 0026+0002 0.055+0.013 1.745+0.121 1.149+0.092 0.297+0029 0202+0037 0.177 + 0.022 0,021+0.002 0.268+0.007 

大分県 54 0.794+0.070 0.202 + 0.009 0.061 +0.013 1.774+0.132 0380+0030 1.350 + 0.096 0076+0032 0.079 + 0.022 0040+0.004 0.434+0.015 
H B 1遺 勿群t 48 0.197 + 0.035 0754+0.055 0.098+0.042 7.099 + 0.844 0.434+0062 0.975 + 0.130 0.368 + 0.079 0.126 + 0.079 0.093+0022 6.312 + 0.525 

宮崎県
HB2遺J勿超 48 0.414+0100 1557+0674 0.110+0.044 9.900 + 1.595 0176+0088 1.209 + 0.459 0.327 + 0.052 0.178 + 0.069 0.178+0044 9.938 + 1.532 
UT1遺 勿群 46 0297+0.013 0107+0005 0.053 + 0.010 1.638+0.104 1.072+0.056 0.736 + 0.039 0168+0027 0.034+0028 0024+0011 0390+0.014 
KU4潰 n去王 48 1.871 +0.365 1 018+0094 3.790 + 0.705 14.990+4.008 0.673+0.081 2.043+0233 0752+0079 0.056 + 0.045 0.090+0.017 4302+0.246 
KI 1遺 n超 45 0.383+0012 0.101 +0005 0061 +0024 1.913 +0.158 0985+0057 0.527+0.038 0197+0.030 0.079+0.028 0.028 + 0.002 0409+0.009 
Kl2遺！ 群 46 0.402+0015 0.146 + 0.008 0.060+0.017 1.529 + 0.148 0.729+0052 0.565+0038 0137+0024 0.083 + 0.026 0029+0003 0443+0.022 
SG遺物‘ 48 1.668 + 0.034 0778+0.038 0082+0.010 4 106+0.222 0202+0014 0.699+0.025 0.133+0.013 0.015+0.019 0.027+0021 0553+0.033 
OK漬物 32 1371 +0.074 0687+0025 0061 +0.008 3.109+0.16 l 0.202+0012 0.5 79 + 0.027 0122+0014 0.009+0014 0027+0018 0.518+0.021 

鹿児島県
KK 1; 詈 ＂封 48 0.34 7 + 0.010 0.080+0003 0081 +0012 3085+0155 0887+0036 1.487 + 0.065 0179+0036 0.184 + 0.023 0027+0.002 0.265 + 0.009 
K K 2; 量 n臣 46 0.521 +0.012 0.122 + 0.004 O.Q76+0.013 3.125 + 0.222 0877+0048 1.500+0.074 0109+0034 0.187+0023 0035+0004 0359+0.010 
HMl遺 n距 44 0.683 + 0.024 0.861 +0021 0063+0.013 8678+0.663 0642+0039 0.739+0054 0127+0.034 0.065+0.018 0.037 + 0.005 0.282 + 0.008 
HM2清 ＂君 50 0483+0022 0121 +0006 0054+0.014 1975+0.122 0695+0040 0.454+0034 0191 +0028 0.058+0028 0034+0006 0474+0.016 
ON 1遺 ＂且 54 0.303 + 0.012 0.167+0006 0,038+0.007 1 157+0,044 0447+0.020 0.435+0016 0126+0025 0.039+0016 0032+0004 0376+0.012 

表6-6 各黒曜石の原産地における黒曜石製遺物群の元素比の平均値と標準偏差値

原産地原石群名
分析 冗素比
個数 Ca/K Ti ./K Mn/Zr Fe/Zr Rb/Zr Sr./Zr Y/Zr N b // Z r AI/K SI /K  

ON2漬物群 56 0.276+0.019 0053+0004 0.084+0.017 2491 +0.128 1492+0088 0.667+0046 0211 +0.032 0.108 + 0.028 0.030+0.004 0.345+0.011 
北朝鮮 会寧城外遺跡遺物群 70 0.135士0.012 0.062士0.006 0.017士0.003 1.118士0051 0.585±0036 0.068 + 0.019 0150+0022 0.372 + 0.035 0025+0004 0.319+0.012 

イリスタヤ 26 18.888+2.100 6088+0.868 0.293 + 0.032 27.963 + 2.608 0.055 +0.017 2.716 +0.162 0163+0.019 0.036 + 0.030 0.173+0029 1.674+0.240 
/I・フトりンカ一1 56 0.706+0048 0225+0011 0.048+0.010 1851 +0.180 0246+0014 0.752 + 0.070 0075+0016 0.015+0008 0041 +0004 0.482 + 0.022 
II° う卜りンか2 40 0.717+0.018 0269+0006 0031 +0006 1.604+0043 0119+0007 0.398+0.016 0.095 + 0.008 0.016 + 0.006 0.031 +0,003 0402+0.010 

ロシア /¥゚う卜りンカ3 48 0.384+0008 0097+0004 0043+0.007 1 642+0.053 0 262+0 011 0. 7 53 + 0.026 0066+0.026 0.013+0062 0.017+0003 0176+0.009 
,1・ う卜りンカ4 48 0.141 +0.007 0074+0003 0029+0004 1.069+0025 0203+0007 0. 150 + 0.006 0106+0009 0.024+0.006 0076+0002 0.146 + 0.004 
ナチキ 48 0.220 + 0.008 0.104 + 0.004 0.099+0.016 1.261 + 0.062 0.608+0,028 0.500+0.026 0.122 + 0.030 0.064 + 0.023 0024+0003 0.340 + 0.006 
アバチャ 40 0255+0007 0160+0005 0029+0004 1.121 +0.034 0192+0007 0.151 +0.008 0.106 + 0.009 0.024 + 0.007 0.026 + 0.003 0.303 + 0.007 

標準試料 J G 1 a) 127 0.755+0.010 0.202 + 0.005 0076+0011 3.759+0111 0993+0036 1.331 +0.046 0.251 +0027 0.105+0.017 0.028+0002 0.34 2 + 0.004 

M群＝桑ノ木津留第1群、 F群=UT遺物群、 HS2群＝置戸・置戸山群、 F R 2群＝ケショマップ第一群にそれそれ一致 平均値士オ票阜偏差値、 ＊：ガラス質安山岩、 NK遺物群、中ソ原遺跡、 HY遺物群：
日和山遺跡、 SN遺物群：＝内丸山遺跡出土、 KN遺物群：此掛沢遺跡、 HS遺物群：

:::;;: 
北進遺跡、 Kl遺物群＇桐木遺跡、 UT遺物群：内屋敷遺跡、 Al遺物群・相ノ沢遺跡、 F S遺物群：房ノ沢遺跡、 SD遺

物群：下舘銅屋遺跡、 FR這物群：東麗郷1, 2遺跡、 FH遺物群 東9線8遺跡、 KT遺物群・北区 1遺防、 KS遺物群．キウス 4遺跡A・R地区、 SG遺物群・志風頭遺踪、 OK遺物群：奥名野遺跡、 TB遺
物群：戸平）II遺跡、 NM遠物群：長桝遠跡、 MK遺物群：南方遺跡、 YM遺物群 南方、藤尾、岩上遺跡、 AC1、2、3遺物群：アチャ平遺跡、 I N 1、2遺物群：岩野原遺跡、 K19遺物群:K39遺跡、
K K 1, 2遺物群：計志加里遺跡、 HB 1, 2 (フリント様） ：八久保第2遺跡、 HR遺物群・堀量遺跡、日 M遺物群：春ノ山遺跡、 KU 4 (硬質頁岩様） ：久木野遺跡、 ON1 ,2: 大原野遺跡など出土遺物の産
地不明の原石群。ウラジオストック付近：イリスタヤ遺跡、南カムチャッカ：パラトウンカ、ナチキ、アハチャ遺跡。

a) : Ando.A., Kurasawa,H., Ohmori,T. & Takeda,E.(197 4). 197 4 compilation of data on the GJS geochemical 1・eference samples JG・1 granodiorite and JB・1 basalt. Geochemical Journal Vol.8, 175-192. 



表7笹ノ沢(3)遺跡出土黒曜石製石器、剥片の元素比分析結果

表8笹ノ沢(3)遺跡出土黒曜石製石器、剥片の原材産地分析結果

注意:近年産地分析を行う所が多くなりましたが、判定根拠が曖昧にも関わらず結果のみを報告される場合

があります。本報告では日本における各遺跡の産地分析の判定基準を一定にして、産地分析を行っています

が、判定基準の異なる研究方法(土器様式の基準も研究方法で異なるように)にも関わらず、似た産地名の

ために同じ結果のように思われるが、全く関係(相互チェックなし)ありません。本研究結果に連続させる

には本研究法で再分析が必要です。本報告の分析結果を考古学資料とする場合には常に同じ基準で判定され

ている結果で古代交流圏などを考察をする必要があります。

表9笹ノ沢(3)遺跡出土黒曜石製剥片の非破壊分析による水和層測定結果
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表7 笹ノ沢(3)遺跡出土黒曜石製石器、剥片の元素比分析結果

分析 元 素 比
番号 Ca/ K Ti/K Mn/Zr Fe/Zr Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr Nb/Zr 

85073 2.150 0.322 0.061 2.616 0.108 0.635 0.142 0.0,8 

85074 0.269 0.073 0.112 2.297 0.989 0.425 0.282 0.049 

85075 0.270 0.072 0.094 2.006 0.914 0.408 0.225 0.055 

85076 0.268 0.070 0.081 2.383 1.048 0.438 0.253 0.035 

85077 0.268 0.069 0.081 2.239 0.963 0.420 0.273 0.036 

JG-1 0.788 0.215 0.065 3.435 0.855 1.152 0.250 0.085 

JG-1 : 標準試料—Ando,A.,Kurasawa,H.,Ohmori,T.& Takeda,E. 197 4 compilation of 
data on the GJS geochemical reference samples JG-1 granodiorite and 

JB-1 basalt. Geochemical Journal, Vol.8 175-192 (1974) 

表8 笹ノ沢 (3)遺跡出土黒曜石製石器、剥片の原材産地分析結果

分析番号 番号 遺物番号 出土遺構 出土グリッド 原石産地（確率）

85073 1 10096 SK-257 G-64 湯ノ倉(90%)

85074 2 10102 SK-257 G-64 赤井川第1群(28%),赤井川第2群(8%)

85075 3 10109 SK-264 F-63 赤井川第1群(24%),赤井川第2群(15%)

85076 4 10117 SK-264 F-63 
赤井川第1群(65%),十勝三股(3%),赤井川第2群(9%),

大釈迦(2%),戸門第1群(9%)

85077 5 s-X 遺構外 A-38 
赤井川第1群(95%),赤井川第2群(59%),大釈追(0.8%),

十勝＝股(0.8%),戸門第1群(2%)

第4章 自然科学的分析

A I/ K S i /K 

0.077 0.899 

0.026 0.364 

0.029 0.381 

0.033 0.379 

0.031 0.356 

0.028 0.319 

判 定 種別

湯ノ倉 フレーク

赤井川 フレーク

赤井）II フレーク

赤井川 フレーク

赤井川 石匙

注意：近年産地分析を行う所が多くなりましたが、判定根拠が曖昧にも関わらず結果のみを報告される場合

があります。本報告では日本における各遺跡の産地分析の判定基準を一定にして、産地分析を行っています

が、判定基準の異なる研究方法（土器様式の基準も研究方法で異なるように）にも関わらず、似た産地名の

ために同じ結果のように思われるが、全く関係（相互チェックなし）ありません。本研究結果に連続させる

には本研究法で再分析が必要です。本報告の分析結果を考古学資料とする場合には常に同じ基準で判定され

ている結果で古代交流圏などを考察をする必要があります。

表9 笹ノ沢 (3)遺跡出土黒曜石製剥片の非破壊分析による水和層測定結果

分析番号 I遺跡名 I遺物番号I判 定I(μ.::,!!年） I 水:層の1厚さ；ヶ所1 定(~m)I A,B,~ それ1ぞれ：経過1年代~P.)I :::;:・)A,B,C I ::::;::(~~,C I遺物器種名
85074 I笹ノ沢(3)I 10102 I赤井JII 1.91s1 I 2.5458 I 24347 I 2.4698 I 3381.383 I 3092.693 I 31s2so1 I 3,219 121 I フレーク

B.P.: 1950年を基点とした経過年代
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図120黒曜石原産地
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図121笹ノ沢(3)遺跡出土黒曜石剥片(8507)の非破壊分析水和層の干渉波スペクトル(A)
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図121 笹ノ沢(3)遺跡出土黒曜石剥片(8507)の非破壊分析水和層の干渉波スペクトル(A)
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第2節第261号土坑出土炭化材の放射性炭素年代測定

青森県埋蔵文化財調査センター様　㈱地球科学研究所

件名:笹ノ沢(3)遺跡放射性炭素年代測定

放射性炭素年代測定の依頼を受けました試料について、別表の結果を得ましたのでご報告申し上げます。

報告内容の説明

14Cage(yBF):14C年代"measured radiocarbon age"
試料の14C/12Cの比から、単純に現在(1950年AD)から何年前(BP)かを計算した年代。
半減期はリビーの5568年を用いた。

補正14Cage:補正14C年代"conventional radiocarbon age"
(yBP)試料の炭素安定同位体比(13C/12C)を測定して試料の炭素の同位体分別を知り

14C/12Cの測定値に補正値を加えた上で、算出した年代。
試料の13C値を-25(‰)に標準化することによって得られる年代値である。
暦年代を得る際にはこの年代値をもちいる。

 δ13C(permil)の:試料の測定14C/12C比を補正するための13C/12C比。
この安定同位体比は、下式のように標準物質(PDB)の同位体比からの千分偏差(‰)
で表現する。

(13C/12C)[試料]-(13C/12C)[標準]]
δ13C(‰)=×1000

(13C/12C)[標準]
ここで13C/12C[標準]=0.0112372である。

暦年代:過去の宇宙線強度の変動による大気14C濃度の変動に対する補正により、暦年代を算出する。
具体的には年代既知の樹木年輪の14Cの測定、サンゴのU-Th年代と14C年代の比較により、補正
曲線を作成し、暦年代を算出する。最新のデータベース("INTCAL98 Radiocarbon Age Calbration"
Stuiver et al, 1998, Radiocarbon40 (3))により約19000yBPまでの換算が可能となった。*

測定方法などに襯ずるデータ

測定方法AMS:加速器質量分析
 Radiometric:液体シンチレーションカウンタによるβ-線計数法

処理・調整・その他:試料の前処理、調整などの情報
前処理acid-alkali-acid:酸アルカリ-酸洗浄

acid washes:酸洗浄
acid etch:酸によるエッチング
none:未処理

調整・その他
Bulk-Low Carbon Material:低濃度有機物処理
Bone Collagen Extraction:骨、歯などのコラーゲン抽出
Cellulose Extraction:木材のセルローズ抽出
Extended Counting:Radiometricによる測定の際、測定時間を延長する

分析機関BETA ANALYTIC INC.
4985 SW 74 Court, Miami, FI, U.S.A 33155
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笹ノ沢(3)遺跡頂

第 2節 第261号土坑出土炭化材の放射性炭素年代測定

青森県埋蔵文化財調査センター 様 （株）地球科学研究所

件名： 笹ノ沢 (3)遺跡放射性炭素年代測定

放射性炭素年代測定の依頼を受けました試料について、別表の結果を得ましたのでご報告申し上げます。

報告内容の説明

74C age (y BP) : 1℃年代” measured radiocarbon age 

試料の14C/12Cの比から、単純に現在 (1950年AD)から何年前 (BP)かを計算した年代。

半減期はリビーの5568年を用いた。

補正74Cage : 補正14C年代"conventional radiocarbon age" 

(yBP) 試料の炭素安定同位体比 (13C/12C)を測定して試料の炭素の同位体分別を知り

14C/12Cの測定値に補正値を加えた上で、算出した年代。
試料の 13C値を—25 (%。）に標準化することによって得られる年代値である。
暦年代を得る際にはこの年代値をもちいる。

o 73C (permil) : 試料の測定14C/12C比を補正するための13C/12C比。
この安定同位体比は、下式のように標準物質 (PDB) の同位体比からの千分偏差(%。)

で表現する。
(13C/12C) [試料］ー (13C/12C) [標準］］

o 13C (%。） X 1000 

(13C/12C) [標準］

ここで13C/12C[標準]=0.0112372である。

暦年代 ：過去の宇宙線強度の変動による大気14C濃度の変動に対する補正により、暦年代を算出する。
具体的には年代既知の樹木年輪の14Cの測定、サンゴのU-Th年代と 14C年代の比較により、補正
曲線を作成し、暦年代を算出する。最新のデータベース("INTCAL98Radiocarbon Age Calibration" 
Stuiver et al, 1998 ,Radiocarbon 40 (3))により約19000yBPまでの換算が可能となった。＊

＊但し1OOOOyflP以前のテータはまた下完全てあり今後も改善される可能性か贔い(I)で、補正前のテータの保管を推奥しますC

"The calendar calibrations were calculated using the newest calibration data as published in Radiocarbon,Vol. 40, 

No.3, 1998 using the cubic spline fit mathematics as published by Talma and Vogel, Radiocarbon,Vol. 35, No.2,pg 

317-322, 1 993: A Simplified Approach to Calibrating C 14 Dates. Results are reported both as cal BC and cal BP. 

Note that calibration for samples beyond about 10,000 years is still very subjective. The calibration data beyond 

about 13,000 years is a "best fit" compilation of modeled data and.although an improvement on the accuracy of 

the radiocarbon date,should be considered illustrative. It is very likely that calibration data beyond 10,000 years will 

change in the future. Because of this,it is very important to quote the original BP dates and these references in 

your publications so that future refinements can be applied to your results." 

潮定方法などに閑するデータ

測定方法 AMS: 加速器質量分析
Radiometric : 液体シンチレーションカウンタによる8線計数法

処理・調整•その他 ：試料の前処理、調整などの情報
前処理 acid-alkali-acid : 酸ーアルカリ—酸洗浄

acid washes : 酸洗浄

調整•その他

acid etch: 酸によるエッチング
none: 未処理

Bulk-Low Carbon Material : 低濃度有機物処理

Bone Collagen Extraction : 骨、歯などのコラーゲン抽出

Cellulose Extraction : 木材のセルローズ抽出
Extended Counting : Radiometricによる測定の際、測定時間を延長する

分析機関 BET A ANALYTIC INC. 
4985 SW 74 Court, Miami, FI, U.S.A 33155 
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C14年代測定結果青森県埋蔵文化財調査センター様200678

 試料データC14年代(yBP)δ13C(permil)補正C14年代(yBP)
(Measured C14 age)(Conventional C14 age)

Beta-162509　1710±40　-26.7　1680±40

試料名 (19180) 01SSS-1
測定方法、期間 AMS-Standard
試料種、前処理などcharred material　　acid/alkali/acid

一183一

第4互 自然科学的分析

Cl4年代測定結果 青森県埋蔵文化財調査センター 様 200678 

試料データ C14年代 (yBP) o 13C (permil) 補正C14年代 (yBP) 
(Measured C 14 age) (Conventional C14 age) 

Beta -16 2 5 0 9 171 0士40 -26.7 1680土40

試料名 (19180) OlSSS-1 
測定方法、期間 AMS-Standard
試料種、前処理など charredmaterial acid /alkali/acid 

年代値はRCYBP(1950A.D. を0年とする）で表記。モダンリファレンススタンダードは国際的な慣例としてNBSOxalic Acidの

C14濃度の95%を使用し、半減期はリビーの5568年を使用した。エラーは1シグマ(68%確率）である。

誅地球科学研究所 〒468名古屋市天白区植田本町1-608TEL052-802-0703 
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CALIBRATION OF RADIOCARBON AGE TO CALENDARYEARS

               (Variables: C13/C12=-26.7:lab,mult=1)

        Laboratorynumber: Beta-162509

Conventional radiocarbon age: 1680±40 BP

    2 Sigma calibrated result: Cal AD 250 to 430 (Cal BP 1700 to 1520)
          (95% probabiiity)

                         Intercept data

   Intercept of radiocarbon age
        with calibration curve: Cal AD 390 (Cal BP 1560)

      1 Sigma calibrated result: Cal AD 340 to 410 (Cal BP 1610 to 1540)
           (68% probability)

図122放射性炭素年代の暦年較正グラフ
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笹ノ沢(3)遺跡III

CALIBRATION OF RADIOCARBON AGE TO CALENDAR YEARS 
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(Variables: C13/C12=-26.7:lab. mult=l) 

Laboratory number: Beta-162509 

Conventional radiocarbon age: 1680士40BP 

2 Sigma calibrated result: Cal AD 250 to 430 (Cal BP  1700 to 1520) 
(95% probability) 

Intercept data 

Intercept of radiocarbon age 

with calibration curve: Cal AD 390 (Cal BP 1560) 

1 Sigma calibrated result: Cal AD 340 to 410 (Cal BP 1610 to 1540) 
(68% probability) 

1680士40BP Charred material 

220 240 260 280 300 320 340 360 
Cal AD 

References: 
Database used 

Calibration Database 
Editorial Comment 
Stuiver, M., van der Plicht, H .. 1998, Radiocarbon 40(3), pxii-xiii 

INTCAL98 Radiocarbon Age Calibration 
Stuiver, M., et. al., 1998, Radiocarbon 40(3), pl041-1083 

Mathematics 
A Simplified Approach to Calibrating C14 Dates 
Ta/ma, A. S., Vogel, J.C., 1993, Radiocarbon 35(2), p317-322 

Beta Analytic Inc. 

380 400 420 440 

4985 SW 74 Court, Miami, Florida 33155 USA• Tel. (305) 667 5167• Fax: (305) 663 0964• E-Mail:beta@radiocarbon.com 

図122 放射性炭素年代の暦年較正グラフ
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第3節笹ノ沢(3)遺跡検出遺構の内容物について

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

笹ノ沢(3)遺跡は、青森県八戸市尻内町に所在し、東北地方土木地質図編纂委員会(1988)に基

づくと、馬淵川左岸に発達する高位段丘面上に位置する。これまでの発掘調査により、縄文時代前期

中頃の住居跡、フラスコ状ピット、土器埋設遺構などが検出されている。このうち、土器埋設遺構の

中には、付近に大型の土器片が多く検出される状況もみられることから、土器埋設遺構だけでなく、

捨て場となっていた可能性があることも想定されている。今回、このような遺存状態の事例も含めて、

土器埋設遺構の内容物について検証することにした。そこで、土壌のリン含量および炭素含量の測定、

残留脂肪酸の調査を実施する。

1.試料

試料が採取された遺構は、SR-05、SR-06、SR-11、SR-15、SR-247である。SR-05は、基本土層

Ⅲ層を掘り込んだ土器埋設遺構である。覆土は、1層、2層、A-2層に分層される。この内の1層が土

器内土壌にあたり、ここから柱状に土壌が採取され、送付された。この柱状試料の上部と下部の2点

(試料番号1・2)、分析試料として抽出した。また、土器外のA-2層から対照試料が採取された。本試

料は、試料番号が付されていないが、便宜的に試料番号10とした。

SR-06は土器埋設遺構であり、土器内に底部が落ち込んだ状態で確認された。試料は、土器内に落

ち込んだ底部の下位より1点(試料番号3)採取された。

SR-11は、土坑埋め戻しの最終段階において土器を埋設したと考えられているフラスコ状土坑であ

る。土器内の土壌から柱状に試料が採取された。この柱状試料の上部と下部の2点(試料番号4・5)

を、分析試料として抽出した。

SR-15は、基本土層Ⅲ層を掘り込んで構築された土器埋設遺構であり、人為堆積層が上面に堆積す

るとされている。土器内土壌が1・2層に分層され、ここから柱状に土壌が採取された。この上部と

下部の2点(試料番号6・7)を、分析試料として抽出した。

SR-247は、土器片を多量に含むフラスコ状土坑であり、覆土に焼土も混じる。7層上面で倒立状

態に設置され、5層がかぶっていた土器(P-108)の内部に充填した土壌(試料番号8)が採取され

た。また、7層の中にレンズ状にみられた焼土の下部からも、土壌(試料番号9)が採取された。

これらの分析試料は、褐色～黒色を呈する砂壌土(SL:粘土0～15%、シルト0～35%、砂65～85%)

ないし埴壌土(CL:粘土15～25%、シルト20～45%、砂30～65%)よりなる。なお、土色はマンセ

ル表色系に準じた新版標準土色帖(農林省農林水産技術会議監修,1967)に、また土性は土壌調査ハ

ンドブック(ペドロジスト懇談会編1984)の野外土性に基づく。

2.分析方法

(1)土壌理化学分析

今回測定する成分は、得に動物の体組織や骨に多く含まれるリン酸の含量測定を行う。リン酸は土

壌中に固定されやすい性質を持つ。遺体が埋葬されると土壌中にリン酸の富化が認められることから、
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第 3節 笹ノ沢 (3)遺跡検出遺構の内容物について

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

笹ノ沢 (3)遺跡は、青森県八戸市尻内町に所在し、東北地方土木地質図編纂委員会 (1988) に基

づくと、馬淵川左岸に発達する高位段丘面上に位置する。これまでの発掘調査により、縄文時代前期

中頃の住居跡、フラスコ状ピット、士器埋設遺構などが検出されている。このうち、土器埋設遺構の

中には、付近に大型の土器片が多く検出される状況もみられることから、上器埋設遺構だけでなく、

捨て場となっていた可能性があることも想定されている。今回、このような遺存状態の事例も含めて、

土器埋設遺構の内容物について検証することにした。そこで、士壌のリン含量および炭素含量の測定、

残留脂肪酸の調査を実施する。

1. 試料

試料が採取された遺構は、 SR-05、SR-06、SR-11、SR-15、SR-247である。 SR-05は、基本土層

III層を掘り込んだ土器埋設遣構である。覆上は、 1層、 2層、 A-2層に分層される。この内の 1層が土

器内士壌にあたり、ここから柱状に土壌が採取され、送付された。この柱状試料の上部と下部の 2点

（試料番号1・2)、分析試料として抽出した。また、士器外のA-2層から対照試料が採取された。本試

料は、試料番号が付されていないが、便宜的に試料番号10とした。

SR-06は土器埋設遺構であり、士器内に底部が落ち込んだ状態で確認された。試料は、士器内に落

ち込んだ底部の下位より 1点（試料番号3)採取された。

SR-11は、土坑埋め戻しの最終段陛において土器を埋設したと考えられているフラスコ状土坑であ

る。土器内の土壌から柱状に試料が採取された。この柱状試料の上部と下部の 2点（試料番号4・5)

を、分析試料として抽出した。

SR-15は、基本土層III層を掘り込んで構築された上器埋設遺構であり、人為堆積層が上面に堆積す

るとされている。土器内士壌が1・2層に分層され、ここから杜状に土壌が採取された。この上部と

下部の 2点（試料番号6・7) を、分析試料として抽出した。

SR-247は，士器片を多量に含むフラスコ状土坑であり、覆士に焼土も混じる。 7層上面で倒立状

態に設置され、 5層がかぶっていた士器 (P-108)の内部に充填した土壌（試料番号8)が採取され

た。また、 7層の中にレンズ状にみられた焼上の下部からも、上壌（試料番号9)が採取された。

これらの分析試料は、褐色～黒色を呈する砂壌土 (SL:粘士0~15%、シルト0~35%、砂65~85%)

ないし埴壌土 (CL:粘土15~25%、シルト20~45%、砂30~65%) よりなる。なお、土色はマンセ

ル表色系に準じた新版標準土色帖（農林省農林水産技術会議監修，1967) に、また土性は土壌調査ハ

ンドブック（ペドロジスト懇談会編1984)の野外土性に基づく。

2. 分析方法

(1)土壌理化学分析

今回測定する成分は、得に動物の体組織や骨に多く含まれるリン酸の含量測定を行う。リン酸は土

壌中に固定されやすい性質を持つ。遺体が埋葬されると士壌中にリン酸の富化が認められることから、
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遺体あるいは遺骨の痕跡を推定することができる。ところで、リン酸の供給源としては植物体もあげ

られる。植物由来のリン酸成分が供給された場合、リン酸含量よりも腐植含量が高くなる。そのため、

土壌中の腐植含量を測定し、これら両成分について統計的な処理を行うことで、リン酸含量が低い場

合でも遺体埋納について検証できる場合がある(例えば、中根・馬場1995;パリノ・サーヴェイ株式

会社,1999など)。よって、植物体の影響を調べるために腐植含量も測定する。

リン酸は硝酸・過塩素酸分解一バナドモリブデン酸比色法、腐植はチューリン法でそれぞれ行った

(土壌養分測定法委員会,1981)。以下に各項目の具体的な操作工程を示す。

試料を風乾後、軽く粉砕して2.00㎜の舗を通過させる(風乾細土試料)。風乾細土試料の水分を、

 加熱減量法(105℃、5時間)により測定する。風乾細土試料の一部を粉砕し、0.5㎜φのふるいを全

通させる(微粉砕試料)。

風乾細土試料2.00gをケルダール分解フラスコに秤量し、硝酸約5mlを加えて加熱分解する。放冷

後、過塩素酸約10mlを加えて再び加熱分解を行う。分解終了後、水で100mlに定容してろ過する。

ろ過の一定量を試験管に採取し、リン酸発色液を加えて分光光度計によりリン酸(P2O5)濃度を測

定する。この測定値と加熱減量法で求めた水分量から、乾土あたりのリン酸含量(P2O5mg/g)を

求める。

また、微粉砕試料0.100～0.500gを100ml三角フラスコに正確に秤り、0.4Nクロム酸・硫酸混液

10mlを正確に加えて、約200℃の砂浴上で正確に5分間煮沸する。冷却後、0.2%フェニルアントラニ

ル酸液を指示薬に0.2N硫酸第1鉄アンモニウム液で滴定する。滴定値および加熱減量法で求めた水分

量から、乾土あたりの有機炭素量(Org-C乾土%)を求める。これに1.724を乗じて腐植含量(%)を

算出する。

(2)脂肪酸分析

分析は、坂井ほか(1996)に基づき、脂肪酸およびステロール成分の含量測定を行う。試料は

100g程度秤量し、試料が浸るに十分なクロロホルム:メタノール(2:1)を入れ、超音波をかけながら

脂質を抽出する。ロータリーエバボレーターにより、溶媒を除去し、抽出物を塩酸メタノールでメ

チル化を行う。ヘキサンにより脂質を再抽出し、セップパックシリカを使用して脂肪酸メチルエステ

ル、ステロールを分解する。脂肪酸のメチルエステルの分離は、キャピラリーカラム(ULBON,HR-

SS-10,内径0.25㎜,長さ30m)を装着したガスクロマトグラフィー(GC-14A,SHIMADZU)を使用し

た。注入口温度は250℃、検出器は水素炎イオン化検出器を使用する。ステロールの分析は、キャピ

ラリーカラム(J&W SCIENFIC,DB-1,内径0.36㎜,長さ30m)を装着する。注入口温度は320℃、

カラム温度は270℃で恒温で分析を行う。キャリアガスは窒素を、検出器は水素炎イオン化検出器を

使用する。

3.結果

(1)土壌理化学分析

結果を表10に示す。両成分は、腐植含量が1.37～7.24%(平均:3.51%)、リン酸含量が1.29～2.87P2O5

mg/g(平均:2.09P2O5mg/g)を示す。各試料間におけるリン酸含量・腐植含量の変動をみると、リン

酸含量が高い試料において、腐植含量が高い傾向がある。

(2)脂肪酸分析
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笹／沢(.3)遺跡皿

遣体あるいは遺骨の痕跡を推定することができる。ところで、 リン酸の供給源としては植物体もあげ

られる。植物由来のリン酸成分が供給された場合、リン酸含量よりも屈植合量が高くなる。そのため、

上壌中の腐植含贔を測定し、これら両成分について統計的な処理を行うことで、リン酸含量が低い場

合でも遣体埋納について検証できる場合がある（例えば、中根・馬場1995;パリノ・サーヴェイ株式

会社1999など）。よって、植物体の影響を調べるために腐植含量も測定する。

リン酸は硝酸・過塩素酸分前平バナドモリプデン酸比色法、腐植はチューリン法でそれぞわ行った

（七壌蓑分測定法委員会，1981)。以下に各項目の具体的な操作工程を示す。

試料を風乾後、軽く粉砕して2.00mmの節を通過させる（風乾細土試料）。風乾細土試料の水分を、

加熱減量法 (105℃、 5時間）により測定する。風乾細土試料の一部を粉砕し、 0.5mmcj)のふるいを全

通させる（微粉砕試料）。

風乾細上試料2.00gをケルタール分解フラスコに秤量し、硝酸約5mlを加えて加熱分解する。放冷

後、過塩素酸約10mlを加えて再び加熱分解を行う。分解終了後、水で100mlに定容してろ過する。

ろ過の一定量を試験管に採取し、リン酸発色液を加えて分光光度計によりリン酸 (P20,)濃度を測

定する。この測定値と加熱減量法で求めた水分量から、乾士あたりのリン酸含量 (P20omg/g) を

求める。

また、微粉砕試料0.100~0.500gを100ml三角フラスコに正確に秤り、 0.4Nクロム酸・硫酸混液

10mlを正確に加えて、約200℃の砂浴上で正確に5分間煮沸する。冷却後、 0.2%フェニルアントラニ

ル酸液を指示薬に0.2N硫酸第1鉄アンモニウム液で滴定する。滴定値および加熱減量法で求めた水分

量から、乾土あたりの有機炭素星 (Org-C乾上％）を求める。これに1.724を乗じて腐植含量（％）を

算出する。

(2) 脂肪酸分析

分析は、坂井ほか (1996) に基づき、脂肪酸およびステロール成分の含量測定を行う。試料は

100g程度秤量し、試料が浸るに十分なクロロホルム：メタノール (2:1)を入れ、超音波をかけながら

脂質を抽出する。ロータリーエバポレーターにより、溶媒を除去し、抽出物を塩酸—メタノールでメ

チル化を行う。ヘキサンにより脂質を再抽出し、セップパックシリカを使用して脂肪酸メチルエステ

ル、ステロールを分解する。脂肪酸のメチルエステルの分離は、キャピラリーカラム (ULBON.HR-

SS-10, 内径0.25mm,長さ30m)を装着したガスクロマトグラフィー (GC-14ASHI1!fADZU) を使用し

た。注入口温度は250℃、検出器は水素炎イオン化検出器を使用する。ステロールの分析は、キャピ

ラリーカラム (J&WSCIENFIC, DB-1, 内径0.36mm,長さ30m) を装着する。注入口温度は320℃、

カラム温度は270℃で恒温で分析を行う。キャリアガスは窒素を、検出器は水素炎イオン化検出器を

使用する。

3. 結果

(1)土壌理化学分析

結果を表10に示す。両成分は、腐植含量がl.37~7.24%(平均：3.51%)、リン酸含量がl.29~2.87P20s

mg/g(平均：2.09P20smg/g)を示す。各試料間におけるリン酸含量・腐植含量の変動をみると、リン

酸含量が高い試料において、腐植含量が高い傾向がある。

(2)脂肪酸分析
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脂肪酸組成をみると(表11)、すべての試料でパルミチン酸(C16)とオレイン酸(C18:1)の割合が高く、

その他ミリスチン酸(C14)、パルミトレイン酸(C16:1)、ステアリン酸(C18)などが検出される。また、

高級脂肪酸(炭素数20以上)もわずかに含まれ、アラキジン酸(C20)ベヘン酸(C22)、リグノセリン

酸(C24)等がみられる。

ステロール組成(図123)は、ほとんどの試料で5～6種類検出される。どの試料も20～30%前後の

割合を示し、際だって多い試料は認められない。

表10土壌理化学分析結果

表11脂肪酸分析結果
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割合を示し、際だって多い試料は認められない。

表 10 土壌理化学分析結果

遺構名
試料

採取部位 尼 i守 十と』「牛、 士色
腐桐含量 Po<二）s

9番号 （％） (mg/g) 

SR-05 1 土器内上部 土器内 l咽 SL 10YR3/4賠褐 2 G2 l 91 

2 」土器1人」丁打祁 上器[-f.」1層 SL 1 OYR:-s,/4賠褐 2.30 2 04 

l(J l一．紺忌ダト 造横覆_LA-2膠 CL 10YR2/;c; 黒褐 ~.16 1 29 

SR-06 3 t器内 」且村内 2胴 SL 1UYR2/l黒 3.53 2 72 

SR-1 l 4 士器内上部 十器内 1層 CL 10YR4/4褐 :o.s:o l 73 

r` う 士器1人」ド部 上器内 l図 CL 10YR4/4褐 5 11 219 

SR-13 6 上賠内卜部 ［器内 1層 SL lOYR旦バ.,; 屯褐 J.:')7 1 6] 

7 士照内下部 十器内 2胴 SL 10YR2/2忠格｝ 2.13 1 80 

SR-247 8 F-108内 土諮内閃土 CL 10YR2/2黒褐 7.24 2 87 

， 封尭土下 7層 遺構覆土 7屈 CL 1 OYR2/2甲褐 459 2 72 

最小i直 i.:n l 29 

最）d直 7.:!4 2 87 

平均伯 3 Sl 竺.09

表 11 脂肪酸分析結果

SR-05 SR-06 SR-11 SR-13 SR-247 

種類
七器内 土器外

試料番局 2 10 3 4 5 6 7 I 8 9 

脂肋酸組成

ミリスチン酸(CH) 3 36 4 :co 2.YY 4.04 684 5 71 .",~、).←, 2 7::l 3 fi:J :3 81 

ハルミチン酸(Clli) 3,1 G7 38'.14 ,'l2.05 /ll.91 35.51 :rn S.'i :0"188 :-lO.'.!LJ 19 70 、11%

パルミトレイン酸(C16:l) G.'17 S 07 7.S3 3.88 9 98 1D52 ::: 00 1.72 2 74 3 08 

ステアリン酸(Cl8) 8 46 15 56 6 35 10.U 9 78 (i 67 7 87 7.G4 10 99 1428 

オレイン酸(C:18.1) :32.8li 23 68 30.92 21.85 13 81 27 10 37 57 ,1116 22 46 19 :35 

IJノール酸(C:182) 719 4 (j:! 8.74 5.b7 8.25 11 J(j 呂66 81b :n:o "JlEi 

ヽrrJノレン酸(Cl8:ll 

Q IJ /レン酸(C18砂）

アラキジン酸(C20) 2 25 2.71 3.32 3.31 り`う 6，' 6 ウ 1 88 1 11 1.3 I 2 08 '.:,76 

イコセン酸(C'.201) 1.14 1.0::, 1.12 0 S9 119 0 64 

アラキドン酸((口04) 047 

ベヘン酸(C22) 2 62 2.8:, :l :,CJ Sl2 S 62 "'88 2 :rn ~.:o4 3 37 127 

トコセン酸(C22!trans) 

エルカ酸(C22:lcis) 1.05 

イコサペンタエン酸(C20:5)

リグノセリン酸(C24) 2.07 1.94 3.67 4.10 4.67 2.34 1.77 2.84 1.91 4.29 

テトラコセン酸(C24:l)

ドコサヘキサエン酸(C22:6) 1.26 0.58 1.17 

ステロール組成

コプロスタノール 12.74 7.93 25.54 21.71 23.78 8.51 13.64 14.11 13.92 

コレステロール 19.75 14.94 20.16 22.53 12.50 16.58 33.22 38.20 33.76 

エルゴステロール 17.85 17.46 19.40 20.90 13.53 10.18 37.01 25.62 23.63 29.21 

カンペステロール 12.38 16.47 8.31 11.53 6.44 34.90 35.11 

ステイグマステロール 15 32 11.90 26.59 23.34 32.93 12.71 8.82 11.66 14.33 15.11 

シトステロール 21.97 31.30 10.83 17.11 7.32 10.41 13.01 21.91 

分析試料の重量 (g) 102 105 117 101 80 75 36 52 90 102 

＊分析試料の重量は士壌は湿重量、"-"は未検出を示す。
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4.考察

リン酸が土壌に普通に含まれる量、すなわち天然賦存量については、川崎ほか(1991)、天野ほか

(1991)、Bowen(1983)、Bolt&Bruggenwert(1980)などの調査例があり、これらの事例から推

定される天然賦存量の上限は約3.0P2O5mg/g程度と考えられる(なお、各調査例の記載単位が異な

るため、ここではP2O5mg/gで統一している)。分析を行った10試料は、天然賦存量の上限を超える

試料が認められない。土器内土壌と土器外で採取された試料を比較すると、SR-05で土器内土壌が若

干高いが、遺体埋納を示唆するほど著しい差でない。また、SR-247では土器内土壌と土器外でほぼ

同様な値を示す。さらに、上部と下部を比較すると、各土器内土壌とも下部でリン酸含量が高い傾向

にある。ただし、これらの試料では、概して腐植含量が高い傾向にある。そこで、腐植とリン酸の相

関関係を調べると、相関係数が0.75と正の相関関係にある。これはリン酸含量が土壌腐植の影響を受

けていることを示している。

一方、検出された脂肪酸組成をみると、中級脂肪(ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、

オレイン酸など)が大部分を占めるが、その中でもパルミチン酸とオレイン酸が高い。考古学的な発

掘に伴って行われた脂肪酸分析では、パルミチン酸の分布割合が高い割合が多い。これは、長い年月

の間にオレイン酸・リノール酸といった不飽和脂肪酸の一部が酸化されて、パルミチン酸を生成する

ためであり、主として植物遺体の土壌化に伴う腐植物から来ていると推定されている(中野ほ

か,1993)。また、坂井・小林(1995)は、既存の基礎実験結果を検討し、熱や経年変化によりオレ

イン酸に対するパルミチン酸の割合が増加することなどから、解析の際に脂肪酸組成の経年変化につ

いて考慮する必要性を指摘している。対照試料として採取した試料番号10は、パルミチン酸とオレ

イン酸それぞれ約30%検出されている。SR-13を除く遺構や埋設土器は、対照試料と比較してオレイ

ン酸に対するパルミチン酸の割合が高い。これらは埋設土器と考えられているが、いずれも破片とな

っており、撹乱等による破壊や、はじめから割った(あるいは割れた)ものを埋めたなどの状況が考

えられる。このため、仮に中心部に埋納物が存在していたとしても、痕跡が拡散したり流亡し、対照

試料よりも分解が進んだ状態になっていると考えられる。一方、SR-15は底が失われているが、胴部

はほぼ完形に近い。他の遺構と比較してオレイン酸の割合が若干高いのは、内容物の痕跡が残ってい

ることに由来する可能性もあるが、その差が微量であることから、確実にはいえない。なお、オレイ

ン酸は、動物油、植物油ともに多く含まれる脂肪酸であるため(島薗,1988)、この結果から内容物の

種類を検討することは難しい。

微量検出されるアラキジン酸、ベヘン酸、リグノセリン酸は動物の脳や神経に多く含まれる脂肪酸

とされ(中野,1993)、これが検出されるので動物の関与が推定できるとされている(中野,1995)。

またアラキドン酸、テトラコセン酸、イコサペンタエン酸、ドコサヘキサエン酸なども、動物の脳や

神経に認められる物質である(例えば小林,1987など)。青森県南津軽郡尾上町の李平下安原遺跡では、

成人の人骨を伴う古代の土坑墓において脂肪酸分析が行われている(小山,1995)。この分析成果によ

ると、アラギシン酸、ベヘン酸、リグノセリン酸、テトラコセン酸(報文中では別名のネルボン酸と

なっている)が検出されるが、その割合は4種類あわせて30%以上とかなり高い。今回の場合、これ

と比較するとかなり低率であり、また対照試料と遺構試料との間に差はほとんどない。筒木・近藤

(1997,1998)は泥炭の成因と脂肪組成に関する調査を行い、泥炭層中に含まれるC20以上の脂肪を
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分解されにくいワックスや樹脂に由来するとしている。このことから、今回土壌中に含まれている

C20以上の脂肪酸は、樹脂やワックスなどの植物由来である可能性もある。また、ドコサヘキサエン

酸など、グラフ上で右側に位置する近い脂肪酸ほど、検出器に到達するまでに時間がかかる。このた

めピークの分解能や到達時間の誤差により、同定の信頼度が低くなる。このため、高級脂肪酸に同定

されたものの中には、これと類似する到達時間を持った何らかの(脂肪酸ではない)脂溶性成分が混

じっている可能性もある。

以上のことから、今回分析を行った試料中は、経年変化等により本来の組成が変化し、分解されに

くいもののみが残存している可能性が高く、脂肪酸の組成から、埋納された内容物種類を特定するこ

とは難しい。

一方、ステロールは生物によって固有な種類を持ち、コレステロールは動物、エルゴステロールは

キノコ類などの菌類、カンペステロールやスティグマステロール、シトステロールは植物に由来する

とされている(菅原ほか,1987)。また、コプロスタノールは、コレステロールが腸内細菌によって分

解されて生じるステロールとされる(中野,1995)。動物遺体埋納を推定する場合、アラキジン酸、ベ

ヘン酸、リグノセリン酸の検出、コレステロールの多産が遺体埋納の指標と考えられている(中

野,1995)。今回の場合、コレステロールが多産する試料は存在せず、対照試料と遺構試料を比較して

も大きな差がみられない。コレステロールは、動物由来のステロールであるが、森林土壌や泥炭層中

からも検出された報告があり、土壌生物等の代謝に由来することが指摘されている(筒木・近藤,

1988)。今回検出されたコレステロールは、割合が低率で、対照試料との差もあまりみられない。

SR-15は対照試料と比べ、コレステロール値が若干高いことから、動物遺体埋納に由来する可能性が

あるものの、土壌生物等の代謝などにより組成が変化していることも考えられる。

以上、今回、分析を行った土器試料では、いずれも遺体埋納の痕跡を顕著に認めることができない。

この背景としては、いずれも土器が割れた状態であり、周辺から土壌の流れ込みの影響を反映してい

る可能性がある。また、覆土・地山土を含め、堆積物の砂分が非常に高いため、残留成分が保持され

にくい条件であったことも想定される。したがって、土器内土壌だけでなく、土器自体と付近の地山

や覆土の上位層との比較・検討が今後さらに必要であろう。また、微細遺物分析(洗い出し)など、

他の方法で検証することも、今後現地調査などを通して模索したい。
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分解されにくいワックスや樹脂に由来するとしている。このことから、今回土壌中に含まれている

C20以上の脂肪酸は、樹脂やワックスなどの植物由来である可能性もある。また、 ドコサヘキサエン

酸など、グラフ上で右側に位置する近い脂肪酸ほど、検出器に到達するまでに時間がかかる。このた

めピークの分解能や到達時間の誤差により、同定の信頼度が低くなる。このため、高級脂肪酸に同定

されたものの中には、これと類似する到達時間を持った何らかの（脂肪酸ではない）脂溶性成分が混

じっている可能性もある。

以上のことから、今回分析を行った試料中は、経年変化等により本来の組成が変化し、分解されに

くいもののみが残存している可能性が高く、脂肪酸の組成から、埋納された内容物種類を特定するこ

とは難しい。

一方、ステロールは生物によって固有な種類を持ち、コレステロールは動物、エルゴステロールは

キノコ類などの菌類、カンペステロールやステイグマステロール、シトステロールは植物に由来する

とされている（菅原ほか，1987)。また、コプロスタノールは、コレステロールが腸内細菌によって分

解されて生じるステロールとされる（中野，1995)。動物遺体埋納を推定する場合、アラキジン酸、ベ

ヘン酸、リグノセリン酸の検出、コレステロールの多産が遺体埋納の指標と考えられている（中

野，1995)。今回の場合、コレステロールが多産する試料は存在せず、対照試料と遺構試料を比較して

も大きな差がみられない。コレステロールは、動物由来のステロールであるが、森林土壌や泥炭層中

からも検出された報告があり、土壌生物等の代謝に由来することが指摘されている（筒木・近藤，

1988)。今回検出されたコレステロールは、割合が低率で、対照試料との差もあまりみられない。

SR-15は対照試料と比べ、コレステロール値が若干高いことから、動物遺体埋納に由来する可能性が

あるものの、土壌生物等の代謝などにより組成が変化していることも考えられる。

以上、今回、分析を行った土器試料では、いずれも遺体埋納の痕跡を顕著に認めることができない。

この背景としては、いずれも土器が割れた状態であり、周辺から土壌の流れ込みの影響を反映してい

る可能性がある。また、覆土・地山土を含め、堆積物の砂分が非常に高いため、残留成分が保持され

にくい条件であったことも想定される。したがって、土器内土壌だけでなく、土器自体と付近の地山

や覆土の上位層との比較・検討が今後さらに必要であろう。また、微細遺物分析（洗い出し）など、

他の方法で検証することも、今後現地調査などを通して模索したい。
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第5章まとめ
第1節縄文時代の遺構・遺物について

笹ノ沢遺跡は平成10～13年度の調査で縄文時代の遺構1配置がある程度把握できたと考えられ、こ

こでは、平成13年度の成果を中心に縄文時代の遺構配置やその変遷について予察を行う。

平成13年度調査の遺構の配置状況について述べる。竪穴住居跡は尾根頂部からやや下った南・北両

斜面に5軒が立地する。時期は、炉体土器と覆土土出土土器の間に収まるので、すべて円筒上層a式であ

る。いずれも土坑と重複しSI-16以外は竪穴住居跡が新しい。遺物が堆積土中から多量に出土したもの

(SI-16・17・22)と、あまり出土しなかったもの(SI-20・21)がある。南側の一群では、標高がより高い竪穴

住跡居が遺物が少ない傾向がある。土坑は、前期末に遡る可能性が高いもの(SI-231～233・279・284・

286)が検出された。北側斜面の標高61～63mの間に並んでいる。遺物が出土しなかった土坑や、覆土中

から少量の前期の土器片が出土しただけの土坑もあるので、前期の土坑の配置が北側斜面に偏ってい

たかどうかの判断は留保する。土坑の深さと分布の関係を検討すると、斜面下方に位置する土坑がよ

り深い傾向がある。これは、遺構の地山を構成する火山灰土の種類と関連している可能性がある。粘

土化が進み、緻密な高舘火山灰が浅い位置にある尾根頂部と、地表下2m以上の深さまで比較的柔ら

かい八戸火山灰(特にⅠ・Ⅱ層)が存在する斜面下部では、ある深度以上の土壌の掘削に要する労力

が相当に異なることが一因として考えられる。尾根頂部にも比較的深く、底面径の大きい遺構(SK-

283)があるので、火山灰土の深度のみが決定要因とはいえないが、主因である可能性が高い。覆土

の形成要因は人為堆積・自然堆積後人為堆積・自然堆積の3者が認められる。平成10・11年度調査の

報告で指摘された人為堆積後自然堆積したものは認められない。尾根頂部には人為堆積のもの、斜面

には人為堆積のもの、自然堆積後人為堆積のものが位置する。遺物は尾根頂部の土坑で少なく、斜面

部に位置する土坑に多い。SK-247のように尾根頂部で多量の遺物が特異な状況で出土した例を除け

ば、ほとんどの遺物は廃棄された可能性が高く、今回の報告では触れていないが、人為堆積層との関

連が考えられる。楕円形や隅丸長方形の土坑は検出されず、形態から墓の機能を特定できるものは無

い。ただし、尾根頂部に深さ1m以下の浅い土坑があり、土坑の中に機能・用途の差があることも想

定される。リン酸等の分析では埋葬の可能性を支持する結果は得られなかった。

今回の調査では前期の竪穴住居跡が検出されなかった。平成10・11年度の調査でも検出されず、両

者の調査区の間に存在するとは考えにくい。一方土坑は前期末葉の可能性が高いものがある。以上か

ら、平成13年度調査区の東側に前期の集落が広がっている可能性が高い。その意味で、遺構群が東

からへ西と時間的に変遷するという指摘(新山2001、小田川2001)は、土器型式レベルの時間幅

においては正鵠を射ている。ただし、ここで詳述する余裕はないが、土坑堆積土の形成要因を時間差

に変換し、その空間的分布を集落全体の盛衰と関連づける解釈や、竪穴住居跡の型式学的検討を即時

間差に結びつける解釈は論理的前提や分類の再検討が必要であり、「東から西へ」の変遷観を一土器

型式内での時間差レベルで適用するためには更なる検討が必要である。その一手段として遺物の遺構

間接合の検討が挙げられる。SI-21炉体土器とSI-22堆積土から出土した口縁部片3片が接合した。こ

のことからSI-21がSI-22より新しかったことがわかる。他にも堆積土出土土器が遺構間で接合した事

例はあるが、その解釈には多くの検討が必要であり、今後の課題である。(中村・葛城・浅田)
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第 5章まとめ

第 1節縄文時代の遺構・遺物について

笹ノ沢遺跨は平成10~13年度の調査で縄文時代の遣構配憐がある程度把握できたと考えられ、こ

こでは、平成13年度の成果を中心に縄文時代の遣構配置やその変遷について予察を行う。

平成1::5年度調査の追構の配償状況について述べる。竪穴住居跡は尾根頂部からやや下った南・北両

斜面に5軒が立地する。時期は、炉体十＿器と覆土士出土土器の間に収まるので、すべて円筒十厨a式であ

る。いずれも土坑と重複しSI-16以外は竪穴住居跡が祈しい。追物が堆積土中から多量に出十したもの

(SI-16·17 ・訟）と、あまり出士しなかったもの(SI-20•21)がある。南側の一群では、標高がより高い竪穴

住跡居か遺物が少ない傾向がある。土坑は、前期末に遡る可能性が高いもの(SI-231~233・279・284・ 

286)が検出された。北側斜面の標高61~63mの間に並んでいる。遣物が出土しなかった士坑や、覆士中

から少量の前期の土器片が出土しただけの士坑もあるので、前期の上坑の配罹が北側斜面に偏ってい

たかどうかの判断は留保する。士坑の深さと分布の関係を検討すると、斜面下方に位置するt坑がよ

り深い傾向がある。これは、遺構の地山を構成する火山灰士の種類と関連している可能性がある。粘

上化が進み、緻密な高舘火山灰が浅い位置にある尾根頂部と、地表下2m以上の深さまで比較的柔ら

かい八戸火山灰（特に I・II層）が存在する斜面下部では、ある深度以上の土壊の掘削に要する労力

が相当に異なることが一因として考えられる。尾根頂部にも比較的深く、底面径の大きい遺構 (SK-

283)かあるので、火山灰土の深度のみが決定要因とはいえないが、主因である可能性が高い。覆土

の形成要因は人為雄積・自然堆積後人為堆積・自然堆積の 3者が認められる。平成10・11年度調査の

報告で指摘された人為堆積後自然堆積したものは認められない。尾根I負部には人為堆積のもの、斜面

には人為堆積のもの、自然堆積後人為堆積のものが位置する。遺物は尾根I頁部の士坑て少なく、斜面

部に位置する士坑に多い。 SK-247のように尾根頂部で多量の追物が特異な状況で出士した例を除け

ば、ほとんどの遣物は廃棄された可能性が高く、今詞の報告では触れていないが、人為堆積層との間

連が考えられる。楕円形や隅丸長方形の上坑は検出されず、形態から蒐の機能を特定できるものは無

い。ただし尾根頂部に深さ lm以下の浅い土坑があり、士坑の中に機能・用途の差があることも想

定される。リン酸等の分析では埋葬の可能性を支持する結果は得られなかった。

今回の調査では莉期の竪穴住居跡が検出されなかった。平成10・11年度の調査でも検出されず、両

者の調査区の開に存在するとは苺えにくい。一方士坑は前期木葉の可能性が高いものがある。以上か

ら、平成13年度調森区の束側に前期の集洛か広がっている可能性が高い。その涵味で、遺構群が束

からへ西と時間的に変遷するという指摘（新山2001、小田川 2001)は、土器型式レベルの時間幅

においては正鵠を射ている。ただし、ここで詳述する余裕はないが、土坑堆積土の形成要因を時間差

に変換し、その空間的分布を集落全体の盛衰と関連づける解釈や、竪穴住居跡の型式学的検討を即時

間差に結びつける解釈は論理的前提や分類の再検討が必要であり、「東から西へ」の変遷観を一土器

型式内での時間差レベルで適用するためには更なる検討が必要である。その一手段として遺物の遺構

間接合の検討が挙げられる。 SI-21炉体土器とSI-22堆積土から出土した口縁部片3片が接合した。こ

のことからSI-21がSI-22より新しかったことがわかる。他にも堆積土出士土器が遺構間で接合した事

例はあるが、その解釈には多くの検討が必要であり、今後の課題である。 （中村・葛城・浅田）
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第2節古墳時代の遺構と遺物
1検出地点の概要(図4・124)

笹ノ沢(3)遺跡ではこれまで当該期の遺構、遺物は検出されておらず、今回が初めての事例とな

る。当遺跡では縄文時代中期初頭を中心に確認されているが、遺構が数多く展開する主体部分は馬の

背状の尾根部に存在する。そこから80m程南側、尾根からの傾斜が緩やかに変化する緩傾斜地が存在

する。今回の古墳時代の遺構と遺物が検出されたのは、調査区の中で最も低いこの緩斜面部分に限定

される。南側は東西に流れる沢によって区切られており、遺跡の南端部となっている。

2検出遺構

この地点では標高56mから57mの等高線に沿うように12基の土坑が検出されている。縄文時代の

溝状土坑も4基検出されているが、いずれも標高56mの等高線より下方に存在する。また柱穴様の

ピットも数基検出されたが、規則性は確認されなかった。12基の土坑の規模は直径80㎝前後、いず

れもほぼ円形を呈し、底面形も同様である。遺構検出は基本層序Ⅱ層上面で行なわれた。覆土の堆積

は1～2層で、基本層序Ⅱ層由来の層が主体となる。明瞭に人為堆積と判断できるものは確認されな

かった。その内、土師器と黒曜石剥片が共伴したのはSK-257、SK-261で、約7m離れている。

SK-257は土器、石ともに土坑内に散在するような状況で出土している。SK-261は底面に位置す

る石鏃から若干浮いた状況で土師器や黒曜石等が出土している。いずれもほぼ同レベルから遺物が出

土しており、大きな時期差無く遺物が入り、その後埋没したものと思われる。壁面や底面に袋状土坑、

柱穴等の特殊施設は確認されなかった。その他土師器や縄文土器が出土した遺構もあるが、覆土形成

時に流入したものと思われる。また遺物の出土は無いが、後述のように自然礫がまとまって出土する

例がある。形態等の状況も含め、その他の土坑に関しても上述の2基とほぼ同時期の所産である可能

性が考えられる。なお、SK-261出土の炭化材を用いた放射性炭素年代測定の結果は、2Sigmaで

3世紀中葉～5世紀前葉との結果を得た。

3出土遺物(図125)

(1)土器SK-257からは1点出土している。617は坏で内外面共に4～5本単位のハケメ調整後

ヘラミガキを施しているが、ハケメは全て消されず明瞭に確認できる部分が多い。外面にはよりハケ

メの痕跡が多く残存する。体部は丸みを持って立ち上がり、口唇部は短く外反する。口唇部の断面形

態は角状を呈し、外側に殺ぎ落とすような角度で平坦面が形成されるのが特徴である。底面は残存し

ないが、恐らく若干平坦面を持つような形態と思われる。内黒処理は行なわれていない。SK-261

からは4点出土している。621、624は小型の鉢で、口縁部は波状口縁となっている。口唇部断面形

はいずれも角状で、平坦面が作られる。器面調整には相違があり、621が内外面ナデ調整であるのに

対し、624は口唇部のナデ以外はハケメ調整が明瞭に確認できる。621の底面にはハケメ調整の痕跡

が確認できる。622は小片であるため詳細は不明であるが、平口縁を呈する鉢と推測する。内外面と

も口唇部はナデ、体部はハケメ調整が施されている。口唇部断面形は角状を呈する。623は土師器甕

の胴部破片と思われる。内外面ともハケメ調整を行なっているが、外面は縦方向、内面は横方向の調

整が施される。外面の調整に一部ナデ調整が見られることから頸部に近い部分とも考えられるが、詳

細な位置を把握することが困難であるため、断面図の角度調整は行なっていない。SK-221から出

土した甕431も、内面は器面荒れが顕著であるが623と同様に内外面ハケメ調整が確認できる。胎土
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笹ノ沢 (3) 遺跨ではこれまで当該期の遣構、遺物は検出されておらず、今回が初めての事例とな

る。当遣跡では縄文時代中期初頭を中心に確認されているが、逍構が数多く展開する主体部分は馬の

背状の尾根部に存在する。そこから80m程南側、尾根からの傾糾か緩やかに変化する緩傾斜地が存在

する。今回の占墳時代の遣構と遺物が検出されたのは、調査区の中で最も低いこの緩斜面部分に限定

される。南側は東西に流れる沢によって区切られており、遣跡の南端部となっている。

2 検出遺構

この地点では標高56mから57mの等晶線に沿うように12某の土坑が検出されている。縄文時代の

溝状士坑も 4基検出されているが、いずれも標高56mの等高線より下方に存在する。また柱穴様の

ピットも数基検出されたが、規則性は確認されなかった。 12基の土坑の規模は直径80cm前後、いず

れもほぼ円形を呈し、底面形も同様である。遣構検出は基本層序II層上面で行なわれた。覆土の堆積

は1~2層で、韮本層序II屈由来の涵が主体となる。明眩に人為堆積と判断できるものは確認されな

かった。その内、土師器と黒耀石剖片か共（半したのはSK-257、SK-261で、約 7m離れている。

SK-257は士器、石ともに士坑内に散在するような状況で出土している。 SK-261は底面に位置す

る石鏃から若干浮いた状況で土師器や黒曜石等が出士している。いずれもほぼ同レベルから造物が出

土しており、大きな時期差無く遣物が入り、その後埋没したものと思われる。培面や底面に袋状土坑、

柱穴等の特殊施設は確認されなかった。その他土師器や縄文土器が出土した遺構もあるが、覆土形成

時に流入したものと思われる。また遣物の出士は無いが、後述のように自然礫がまとまって出上する

例があるじ形態等の状況も含め、その他の土坑に関しても上述の 2基とほぼ同時期の所産である口J能

性が考えられる。なお、 SK-261出士の炭化材を用いた放射性炭素年代測定の結果は、 2 Sigmaで

3世紀中葉～召世紀前葉との結果を得た。

3 出土遺物（図125)

(1) 士器 SK-257からは 1点出土している。 617は坪て内外面共に 4~5本単位のハケメ調整後

ヘラミガキを施しているが、ハケメは全て消されず明瞭に確認できる部分が多い。外面にはよりハケ

メの痕跡が多く残存する。体部は丸みを持って立ち上かり、口唇部は短く外反する。口唇部の断面形

態は角状を呈し、外側に殺ぎ落とすような角度で平坦面が形成されるのが特徴である。底面は残存し

ないが、恐らく若干平坦面を持つような形態と思われる。内黒処理は行なわれていない。 SK-261

からは4点出土している。 621、624は小型の鉢で、口縁部は牧状口縁となっている。口唇部断面形

はいずれも角状で、平坦面が作られる。器面調整には相違があり、 621が内外面ナデ調整であるのに

対し、 624は口唇部のナデ以外はハケメ調整が明瞭に確認できる。 621の底面にはハケメ調整の痕跡

が確認できる。 622は小片であるため詳細は不明であるが、平口縁を呈する鉢と推測する。内外面と

も口唇部はナデ、体部はハケメ調整が施されている。口唇部断面形は角状を呈する。 623は土師器甕

の胴部破片と思われる。内外面ともハケメ調整を行なっているが、外面は縦方向、内面は横方向の調

整が施される。外面の調整に一部ナデ調整が見られることから頸部に近い部分とも考えられるが、詳

細な位憤を把握することが困難であるため、断面図の角度調整は行なっていない。 SK-221から出

土した甕431も、内面は器面荒れが顕著であるが623と同様に内外面ハケメ調整が確認できる。胎土
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図124調査区南側遺構配置図
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は基本的に共通して小礫、砂粒を比較的多く含み、やや軟質な感を受けるが、624だけは混入物が少

なく若干硬質感がある。色調は坏617と甕623は明るい褐色を呈するが、その他は暗褐色等と暗い。

これらの土器は出土状況等から、ほぼ同一時期の所産と思われる。特徴としては以下の点が挙げら

れる。1:口唇部に平坦面を作出するため断面形が角状を呈する。この特徴は盛岡市安倍館遺跡出土

の土師器甕に見られる。口唇部形態は断面角状を呈し、全面ヘラミガキが施されている。東北地方南

部の土師器とは器形や調整が異なることから、東北地方北部の在地の土器とされる。そして続縄文土

器の後北C2・D式と伴って出土しており、4世紀代の所産とされている。器種が異なるが、坏617

は器面最終調整にヘラミガキ調整が行われる点で共通点を持つ。器形は東北地方南部の南小泉式に類

似するものがあるが、口唇部断面形態やハケメ調整は該当するものが見られず、東北地方北部の在地

の土器として捉えることが可能であると思われる。2:鉢の口縁部が波状を呈する。これは土師器で

は確認することができない。この特徴は続縄文土器の注口土器や片口土器に見られることから、当遺

跡の土器も類する器形になる可能性がある。続縄文土器は時期が新しくなると波状口縁よりも平口縁

の割合が多くなる事から、波状口縁は古い要素であると言える。続縄文土器の無文化が進むのは北大

Ⅲ式の段階であるが、この時期には波状口縁を伴うものは極めて少ない。また、天間林村森ヶ沢遺跡

で北大Ⅰ式に後続するとされる無文の甕の存在もあり、続縄文土器全体の無文化が進行する前段階か

ら土師器と続縄文土器の製作技法が融合したような土器が製作されていた可能性が考えられる。他の

土器と胎土に大きな差が見られないことから、在地で続縄文土器を模倣して作られたと見ることも可

能であろう。3:器面調整にハケメとナデを多用する。八戸市田向冷水遺跡では竪穴住居跡から5世

紀末～6世紀初め頃の土師器と続縄文土器の北大Ⅰ式が共伴している。その内、土師器坏、甕にはヘ

ラミガキが、北大Ⅰ式の甕はナデ調整が施されている。鉢622は内外面ナデ調整、坏617にヘラミガ

キが見られるが、その前段階にハケメ調整が施されている。甕は2点とも内外面ハケメ調整である。

器面調整にハケメが施されるのは五所川原市隠川(11)遺跡から出土した塩釜式の土師器甕に見ら

れるが、田向冷水遺跡では一部の鉢、甕に見られるのみで、南小泉式の段階では減少する傾向にある

ようである。

以上のように笹ノ沢(3)遺跡出土土器の様相は、土師器の東北地方北部で在地化、変容した土器、

土師器と続縄文土器の要素を併せ持った土器であると言える。現在これらを比較対照する資料がなく、

詳細な検討は資料の増加を待たなければならない。所産時期は上述の内容や、SK-261での放射性

炭素の年代測定を行なった炭化材は出土土器に伴う可能性が高く、出土遺物の年代観と大きくかけ離

れた数値では無いものと思われることから、4～5世紀代の所産と思われる。

(2)黒曜石SK-257、SK-261両遺構とも半載した段階で黒曜石や土師器の出土を確認している。

その後は覆土の全量回収を行い、整理作業の段階で水洗選別を試み、土師器片や黒曜石の剥片、チッ

プを回収することができた。しかし半分の覆土に関しては回収できなかったため、より多くの剥片、

チップが存在した可能性がある。出土した黒曜石は肉眼観察によって2つに大別することが可能であ

る。1:不透明で表面に縞模様が観察される。この縞模様は宮城県湯ノ倉産の特徴として挙げられて

いる。SK-257から剥片619が1点出土している。Ⅱ:透明度の高い部分をもち、黒色を呈するもの

である。気泡や不純物は観察されない。SK-257から剥片618が、SK-261から剥片627、628他3

点と、覆土の土壌サンプルから回収したチップもこちらに分類できるものが多い。蛍光X線分析によ
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は韮本的に共通して小礫、砂粒を比較的多く合み、やや軟質な感を受けるが、 624だけは混入物が少

なく若干硬質感がある。色調は坪617と甕623は明るい褐色を皇するが、その他は賠褐色等と賠い。

これらの土器は出士状況等から、ほぼ同一時期の所産と思われる。特徴としては以下の点が挙げら

れる。 1 : 口唇部に平坦面を作出するため断面形が角状を呈する。この特徴は盛岡市安倍館遺跡出上

の士師器甕に見られる。口唇部形態は断面角状を呈し、全面ヘラミガキが施されている。東北地方面

部の土師器とは器形や調整が異なることから、東北地方北部の在地の土器とされる。そして続縄文上

器の後北C2・D式と伴って出上しておい、 4世紀代の所韮とされている。器種が異なるが、杯617

は器面最終調整にヘラミガキ調整が行われる点で共通点を持つ。器形は東北地方南部の南小泉式に類

似するものがあるが、口唇部断面形態やハケメ調整は該当するものが見られず、東北地方北部の在地

の土謡こして捉えることか可能であると思われる。 2: 鉢のn緑部が波状を呈する。これは土陣器で

は確認することができない。この特徴は続縄文十．囲の注口土器や片口土器に見られることから、当遺

跡の土器も類する器形になる可能性かある。続縄文土器は時期が新しくなると波状口縁よりも平口緑

の割合が多くなる事から、波状□緑は古い要素であると言える。続縄文士器の無文化が進むのは北大
III式の段附であるが、この時期には波状□緑を伴うものは極めて少ない。また、天間林村森ヶ沢遺跡
で北大 I式に後続するとされる無文の甕の存在もあり、続縄文t器全体の無文化が進行する前段階か

ら土師器と続縄文士器の製作技法が融合したような士器が製作されていた可能性が考えられる。他の

士器と胎土に大きな差が見られないことから、在地で続縄文士器を模倣して作られたと見ることも可

能であろう。 3: 器面調整にハケメとナテを多用する。八戸市田向冷水遣跡では竪穴住居跡から 5世

紀末~6世紀初め頃の十．師器と続縄文士器の北大 I式が共伴している。その内、土師器坪、甕にはヘ

ラミガキが、北大］式の甕はナデ調整が施されている。鉢622は内外面ナデ調整、坪617にヘラミガ

キが見られるが、その荊段階に1¥ケメ調整が施されている。甕は 2点とも内外面ハケメ調整である。

器面調整にハケメが施されるのは五所川原市隠川 (11) 遺跨から出七した塩釜式の士師器甕に見ら

れるが、田向冷水遣跡では一部の鉢、甕に見られるのみで、南小泉式の段附では減少する傾向にある

ようである。

以上のように笹ノ沢 (3)遷蹄出土士器の様相は、土師器の東北地方北部で在地化、姿容した土器、

上師器と続縄又上器の要素を併せ持った土器であると言える。現在これらを比較対照する資料がなく、

詳細な検討は資料の増加を待たなければならない。所産時期は上述の内容や、 SK-261での放射性

炭素の年代測定を行なった炭化材は出士土器に伴う可能性が高く、出土造物の年代観と大きくかけ離

れた数値では無いものと思われることから、 4~5世紀代の所産と思われる。

(2)黒曜石 SK-257、SK-261両遺構とも半載した段階で黒曜石や土師器の出土を確認している。

その後は覆土の全量回収を行い、整理作業の段階で水洗選別を試み、土師器片や黒曜石の刺片、チッ

プを回収することができた。しかし半分の覆土に関しては回収できなかったため、より多くの剥片、

チップが存在した可能性がある。出土した黒曜石は肉眼観察によって2つに大別することが可能であ

る。 I : 不透明で表面に縞模様が観察される。この縞模様は宮城県湯ノ倉産の特徴として挙げられて

いる。 SK-257から剥片619が1点出土している。 II: 透明度の高い部分をもち、黒色を呈するもの

である。気泡や不純物は観察されない。 SK-257から剥片618が、 SK-261から剥片627、628他3

点と、覆土の士壌サンプルから回収したチップもこちらに分類できるものが多い。蛍光X線分析によ
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笹ノ沢(3)遺跡皿
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る原材産地分析では Iが宮城県湯ノ倉産、 IIが北海道赤井川産である可能性が高いという結果が出た。

これは肉眼観察の結果と矛盾するものではない。以上の結果を考慮すると、これらの黒曜石は、南北

の原産地から持ち込まれたものと解釈することが可能である。八戸市域では七世紀頃まで黒曜石製の

石器が伴っており、田向冷水遺跡、八戸城跡では湯ノ倉産、根城跡、丹後平古墳では赤井川産がそれ

ぞれ主体的に用いられている（宇部2002)。また続縄文上器に伴い、ラウンドスクレイパーと呼ばれ

る石器が伴うことが知られている。しかし笹ノ沢(3)遺跡においてはこれらの石器は確認されていな

い。またこの石器には礫皮が残される例が多い事から、出士遺構周辺で原石から石器を作成した場合、

礫皮も少なからず確認されるものと思われるが、水洗選別の資料でも確認することはできなかった。

(3)剥片石器 SK-261から石鏃626が1点出土している。これは形態等から北側尾根上に展開す

る縄文時代の所産と考えられる。このような所産時期の古い遺物が同時に出土した場合、単純に後世

の構築遺構に混入したと判断することが最も妥当である。しかし土坑周辺は縄文時代の遺構密度が薄

く、石鏃も底面から出土している事から、当時の人々が偶然拾った石鏃を意図的に土坑内に入れた可

能性も考慮する必要があるものと思われる。

(4)礫 SK-257とSK-261からは自然礫も他の遣物と共伴する形で出土している。周辺に礫を産

出する層は確認されておらず、遺跡外から搬入されたものと思われる。SK-257からは板状の自然礫

が、 SK-261では台石と思われる625以外にも亜円礫が出土している。上記以外でも周辺の土坑で自

然礫がまとまって出上しており、同様の状況を示している。続縄文土器に伴って方割石と呼称される、

板状の礫を直線的に割った礫が出土することはあるが、 SK-257の礫のように板状の礫でも、意図

的に直線状に割られたような状況は確認できなかった。また、出土礫に被熱の痕跡は見られなかった。

4 小結

青森県内で 7世紀以前の土師器を伴う遣構検出例は極めて少ない。天間林村森ヶ沢遺跡では土坑墓

が、八戸市田向冷水遺跡では竪穴住居跡が検出されている。当遺跡のような土坑は県内に類例が無い。

形態や分布、出土遺物が非常に類似する土坑が検出された例として、岩手県盛岡市安倍館遺跡を挙げ

ることができる。円形を呈するRD022土坑と、そこから約4m離れたRD029、隣接するRD030土坑

から土師器、後北C2・D式土器、赤穴式土器等が出士している。いずれも直径は70cm前後で、確

認面からの掘り込みは21~26cm前後となっている。 RD022土坑は人為堆積であるが、その他の遺構
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は自然堆積とされている。また遺物は出土していないが、形態等の類似から4基の土坑が同時期の可

能性を持つとされている。土器の特徴の部分で土師器甕の口唇部断面形が類似することを述べたが、

被熱を受けているものの自然礫がまとまって出土している点なども類似する点である。このことから

安倍館遺跡と笹ノ沢(3)遺跡の事例はほぼ同様の性格を持つものと推測される。詳細な検討に関し

ては今後の課題としたい。(浅田智晴)
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笹ノ沢(3)迫跡III
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笹ノ沢(3)遺跡m

第220号土坑土層堆積状況 第220号土坑完掘状況

第221号土坑土層堆積状況 第221号土坑完掘状況

第222号土坑土層堆積状況 第222号土坑遺物出土状況

第223号土坑土層堆積状況 第224号土坑土層堆積状況

写真図版 12

-210-



ぷ匹＾ふ n'T/lt
第226号土坑土層堆積状況

写真 図版 13

-211-

写真図版

第224号土坑完掘状況

•-u•■, •-TT ・

第226号土坑完掘状況



笹ノ沢(3)追跡皿

,_~ 沼蕊安齢乱 ~~1磁応~鯰こ
第227号土坑完掘状況 第228号土坑完掘状況

'? 

;― --・冒,,__ ,. ●● ,_ - -~· - _ , —• ,rr-, 誓一-・~- り•一 ・ w ...., 

三—-泊細漏と、,rjtご
第229号土坑土層堆積状況 第229号土坑完掘状況

ヽ- • 一ら

第231号土坑土層堆積状況 第231号土坑完掘状況

写真図版 14

-212-



写真図版

第232号土坑完掘状況

第233号土坑土層堆積状況 第233号土坑完掘状況

第235号土坑完掘状況

写真図版 15

―-213 -



笹ノ沢(3)遺跡III

第252号土坑土層堆積状況 ． 

第238号土坑完掘状況

墨第251・252号土坑土層堆積状況 第252・239・251号土坑完掘状況
＂ 

写真図版 16

-214-



-

か.;貨f..... :~-•. 
；ヤ,.! ·~逗s.:-□望〗；
第241号土坑土層堆積状況

・ク
1 

---

第246号土坑完掘状況

写 真図版 17

-215-

,.; :>'-:-).~..... 

第240A号土坑完掘状況

;,L---・ 

第241号土坑完掘状況

第245号土坑土層堆積状況

第245号土坑完掘状況

．． ヽ．
” ・・.' 、C>・-・、... ~. -
• l. ↓ ・ヽ ・

• ヽ · ~'-'· 

写真図版
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